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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載したりすることを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　行くぞ──予備動作無しの疾しつ走そう──先さき駆がける涼スズ月ツキ＝まったくもっていつもの姿。

　追つい随ずい──夕ユウ霧ギリ＋陽炎カゲロウ＝小隊長の背を追って走る。

　二人の頭上／やや後方／はばたき滑かつ空くうする青い火＝乙ツバメ──三人の動きに合わせて飛ひ翔しよう。

　横断──ガドナーガッセ通り／シェンメル通り／ミーイウス＝ブルントシュリ通り──中央墓地駅の向こうの円形交差点──火柱が噴ふき上がった地点。

　行く手──炎ほのおに包まれた駅──燃え盛る車両／倉庫／家屋／鉄てつ塔とう／街路樹／看板／信号機。

　濛もう々もうたる煙けむりが陽光を翳かげらせる──真っ昼間の晴天のはずが夕方みたいにそこだけ薄うす暗ぐらい。

　火の粉が豪ごう雨うのように降り注ぐ──火が暗がりを照らす／建物や通りがおかしなほど煌こう々こうと輝かがやいている。

　黒こく煙えんとオレンジ色の火が渦うずを巻く／硫い黄おうの火が降ったソドムとゴモラの都市さながら／その強きよう烈れつ無比なる炎をもたらした紫むらさきの火──道路を吹ふき飛ばし特トツ甲コー猟りよう兵へい達を引き連れ地下道へ。

　乙──国連広場での戦せん闘とうを思い出す／どす黒いイバラの気配／同士討うちの断だん片ぺん的な記き憶おく──互たがいに攻こう撃げきし合ったという事実──だが恐きよう怖ふが胸中をよぎったのは一いつ瞬しゆんだけ。

　先頭を突つっ走る小隊長さんから自然と伝わるもの──あたし達は大だい丈じよう夫ぶだ──その通りだと思える／強く信じられる／迷わず追えと心が告げる──善きつながりの祝福──重苦しくまとわりついていた疲ひ労ろうを忘れさせてくれる。

　背後では部隊が続々と合流──ＭＳＳ／ＭＰＢ／第二作戦部隊／歩兵連隊。

　敵に支配された都市を走り抜ぬけた列車／死の罠わなと化した中央墓地を突とつ破ぱした部隊／いずれも特トツ甲コー児童の尽じん力りよくがあってこそ──だが小隊長さんやＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊員は誰だれもそのことを誇こ示じせず／主張せず／自分達はこれだけやったのだから後は誰かがどうにかしてくれといった文句も言わず──ただ自分達を必要としているかどうかしか考えず。

　合流する部隊が自分達なしで敵てき襲しゆうに耐たえられると判断した／地下へ向かった鳳アゲハと敵の特甲猟兵達をどうにかするのが自分達の使命だと決めた──命令もされず頼たのまれもせず。

　一人一人がこうすべきだと決め、その強い意志でもって一丸となる三人──乙も大いに彼女達に倣ならう──まったくもってドキドキすることこの上ない遊撃。

　駅のそばの道路にぽっかりと縦穴──直径十メートルほど／深さ五十メートルほど／地下数階分の床ゆかをまとめてぶち抜いている──熾し烈れつな火力の痕こん跡せき／隕いん石せきでも落ちたようなすり鉢ばち状。

　涼月＝その数メートル手前で跳ちよう躍やく──放物線を描えがいて穴へ／壁かべや床の残ざん骸がいを蹴ける・蹴る・蹴る──弾だん力りよくに満ちたボールのように跳はね飛びながら火の粉が舞まう地下へ降りていく。

　夕霧＋陽炎──躊躇ためらわずに涼月を追う──追いかける乙がびっくりするほどの迷いのなさ。

　敵の有う無むも損害の状じよう況きようも瞬しゆん間かん的に判断──足場が崩くずれると危ないからちょっと試ためしに踏ふんでみようといったこともせず暗い地下道へ──急いで追う／飛んでる自分が遅おくれるなんて。

　Ｌ字滑かつ降こう──頭から穴へ入る／焦あせりというより遅れたくないという気分──この先に鳳がいる──それがわかっているが悲しみも恐怖もなし──心強さに笑えみさえ浮うかぶ。

　遅れて何かが追ってくる──皇スメラギ・螢ホタル・雛ヒビナ──姿を消して追随する者達。

　皇の透とう過か防ぼう壁へき＝乙の羽でも探査不能──だがその気配は涼月を通して全員が感じている／にもかかわらず変だとかおかしいとかは思わず。

　あれは自分達がつながるべくしてつながる相手であるという無意識の認にん識しき──接続能力の拡大がもたらす特異な判断／見えざる味方を自分や仲間達と一体のものとして受け入れる。

　Ｂ１──駅関連の地下連れん絡らく路──コンクリート／鉄筋／火災防止のため未来的なつるつるした金属の内装──粉ふん砕さい／溶よう解かい／黒くろ焦こげ。

　Ｂ２──電線／ガス管／水道管／光ケーブル──敷しき地ち不足で地下に埋まい設せつされたライフライン／まとめて吹っ飛ぶ／わけの分からない黒焦げの塊かたまりになって燃えている。

　Ｂ３──地下鉄トンネル／地下下水道／電気ケーブル坑こう道どう／あちこちに共有の出入り口──新たに空いた馬ば鹿かでかい縦穴。

　Ｂ４──現代科学の粋すいを極きわめた蟻ありの巣空間──様々な管理用の連絡路＝地下鉄／電気／下水道／地質調査／水質調査──その一つに着地──涼月／夕霧／陽炎が縦に並ぶ／乙が頭上に。

　直径三メートルほどのトンネルを迷わず進む涼月──敵の気配を感じ取っている／その動きを察知している／待ち構えている場所へ脇わき目めも振ふらず突っ走る。

　緩ゆるい下り道──階段なし／排はい水すい用のトンネル／反はん響きようする足音──そしてＢ５階層へ。

　火の粉なし──破は壊かいの痕跡なし／鳳が地下の電線を焼いたせいで灯あかりなし／ぽつぽつ浮かぶ非常灯──トンネルの先＝広大で湿しめっぽい空間が広がっていることが羽の探査で判明。

　乙＝ひしひしと敵の気配を感じる──小隊長さんを通して伝わってくる。

　逆に乙を通して警けい戒かいの念が皆みなに伝わる──要サプ撃ライ手ザーたる鳳が最も得意とする戦術。

　敵が必ず来るとわかっているポイントを死守する──火をもって迎むかえる守り手。

　その警戒の念を受けつつ前進し続ける──突スタ撃ーマ手ンたる涼月の常に変わらぬ戦術。

　敵が必ずいるとわかっているポイントへ果敢に攻め込む──文字通り殴なぐり込む。

　乙＝自分が緊きん迫ぱくしていることに気づく──攻こう守しゆに長たけた二人──どちらが勝つか／こっちが勝つと信じて進む／相手は鳳だということが心をざわつかせる──どんな相手であろうともヘイジョーシンを保てと自分に言い聞かせる。

　大きな柱が林立する空間が近づく──大雨で洪こう水ずいにならないよう大量の水を一時的に溜ためてから河に戻もどすための広大な空間──トンネルを出るや否いなや異変。

　来た──電子の絶ぜつ叫きよう。《アアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイ──！》

　こちらのつながりを引き裂さこうとする明白な意図──通信傍ぼう受じゆに長けた特甲猟兵の仕し業わざ。

　偵察手リーコンたる光ミツ葉バ──中ちゆう継けい／発信／侵しん入にゆうを仕し掛かける──見えない敵がばらまくおかしな信号。

　濃のう密みつな殺意／混こん沌とんをもたらす意志──ただこちらを攪かく乱らんするだけではない。

　悪あしきつながりがおぞましい怪かい物ぶつの吐と息いきのように吹きつけてくる──混乱をもたらす情報汚お染せん／フロー状態が感かん染せんするという危機感──国連広場のときのようにわけが分からなくなって同士討ちをしてしまうという恐怖が迫せまる──思わずぞっとなる。

　だが──恐怖を吹っ飛ばす小隊長さんの声。《いいか！　あたしに向かって連中が動く！　あたしが連中を動かす！　あたしの動きが作戦だ！　あたしを叩たたこうとするやつを叩け！》

　空港占せん拠きよ事件でも聞いた言葉──時を経てさらなる戦いの熱を帯びて聞こえる。

「あはっ！」乙＝思わず歓かん声せいがこぼれる──仲間達全員が即そく応おう態勢に──止まらぬ前進。

　行く手──柱の一つから飛び出す赤あか銅がね色の特甲猟兵──巨きよ大だいな砲ほう身しんが宙で滑なめらかに転回。

　砲フア撃イア手マンたる秋シユウ水スイ──その右みぎ腕うで＝乗って飛べる大たい砲ほうであるガンバイク──ずどん！

　真正面から走り寄せる涼月に向かって問答無用で砲ほう弾だんをぶっ放した──その苛か烈れつな砲ほう撃げきに向かって一瞬たりとも躊ちゆう躇ちよ・怯おびえ・驚きよう愕がくをみせず拳こぶしを振るっている涼月──がん！

　自分に向かって飛んでくる砲弾をぶん殴った──砲撃が逸それる／右拳が砕くだけ散る──すっ飛んでいった砲弾が天てん井じようのどこかで盛大に炸さく裂れつ。

「うらあ──ッ!!」涼月──地声の叫さけび／鬨ときの声さながら／秋水に向かって驀ばく進しん。

「なんじゃァッ!?　止まらんのかァッ!?」秋水──次じ弾だんを慌あわてて装そう塡てん／僅わずか五メートルかそこらの距きよ離りで標的を捕ほ捉そく──ぶっ放される第だい二に弾だん──ずどん！／がん！

　かっと暗くら闇やみが照らされる──涼月の抉えぐるような左フックが示し合わせたように砲弾をとらえる／脇わきへ逸らす／真っ赤な彗すい星せいのように砲弾が飛ぶ──柱の一つに命中──木こっ端ぱみじんに。

　秋水＝三発目の装塡──砲撃する間もなく迫り来る漆しつ黒こくの特甲少女。

　涼月＝右拳を再転送──鋭するどいアッパーカット──どかん！　砲身を真下からぶっ叩いた。

　砲ほう口こうが真上を向く／砲身にひびが入る／砲撃が天井へ──砲ほう火か──ずどん！

　ほとんど暴発状態──頭上で生じる爆ばく圧あつ／足あし下もとでガンバイクを浮ふ遊ゆうさせようとする抗こう磁圧／上下からの圧あつ迫ぱくにガンバイクの乗り手が挟はさまれる──爆圧が水平方向へ押し出される。

　後方へ吹っ飛ぶ秋水──砲身が縦に回転／柱の一つに激げき突とつ／跳ねる／ぐるぐる斜ななめに回転しながら暗闇へ飛んでいく──再転送したらしいエメラルドの輝き。

　後方へ吹っ飛ぶ涼月──その背を夕霧がしっかり両手で支える／踏ん張る／受け止める。

　乙＝驚きよう嘆たん／瞠どう目もく──小隊長さんの突とつ撃げき＝まるで銃つつ払はらいの型の大砲ＶＳ鉄てつ拳けんバージョン。

　敵が予想せぬ最良の方向へ進んだ／敵の攻撃を最小の動きでしのいだ／反はん撃げきする上で最善の位置についた──敵の武器がでかい分だけ攻撃角度が読みやすい／接近さえしてしまえば機動力で勝てる相手──恐おそれ知らずであるという一事でもって、この上ない安全圏けんを彼女の前方に作り上げた。

　一歩間ま違ちがえれば五体を粉砕されかねない荒あら技わざ──惚ほれ惚ぼれするばかり。

　そしてなお止まらぬ前進──突破の意志に満ちた涼月の叫び。《押せ、夕霧！》

　この上なく素す直なおな即応──夕霧＝涼月の背を思い切り押す──奮戦する小隊長をさらに過か酷こくな場所へ押しやる。

　そのときには群がり現れている殺意──涼月の敢かん然ぜんたる声。《出たぞ！》

　前方──きりきりきりきり軋きしむ音／暗がりから迫る白しろ銀がね色の特甲猟兵／振りかざした右手に斧おのそっくりのベゼル式制せい御ぎよ／左手に構える磁圧放射装置たる盾たて──駆デスト逐ロイ手ヤーたる白シラ露ツユ。

　右側──飛び出す朱あかい羽／六肢しの特甲／魔ま的な微び笑しよう──蛭ツー雪シユエ。

　左側──迫る殺意／見えない敵／暗闇できらきら光るガラスの爪つめ──光葉。

　さらに左手奥──ガンバイクが吹っ飛んでいった方向に青あお銅がね色の特甲猟兵＝右腕に狙そ撃げき用の特大ライフル──陸リク王オウの三重人格の一人である剣ツルギが出現。

　彼ら全員が涼月一人を狙ねらい撃うつ態勢──ガラテア・コンプレックスの中心を叩くために／この空間へ出るための連絡通路から現れたところを要撃せんとする配置。

　そしてその全すべてに対して涼月を中心とした動きが生じていた──最適な位置で／最適な運動が行われる──何百万台という車両の運動を最適化するためにプランされたプログラムの進化形──特甲児童達の素質の融ゆう合ごう。

　真っ直すぐ進む涼月──蛭雪の六種の攻撃／光葉の抗磁圧を放つ爪／飛来する狙撃の弾だん丸がん──弾はじく／防ぐ／かわす／自ら損傷を引き受ける──両りよう腕うでが砕ける／両りよう脚あしが裂かれる／〈飾り耳オーア〉の一つが狙撃で抉られる──ぐらぐら揺ゆれる視界／構わず脚を最優先で再転送──跳とんだ。

　柱を蹴る──天井を蹴る──白露が振るう斧＝抗磁圧の爆ばく風ふうを辛からくもかわす──その涼月をずたずたにすべく動く敵達。

　明るみに出された敵の位置・運動・意図──涼月の動きが指示となり情報となり合図となって仲間達に伝わる──涼月が再び着地する遥はるか前に全員が最適な行動へ移行。

　夕霧＝涼月の背を押した直後に跳んでいた／陽炎の探査に浮かび上がる敵の一人へ遊撃──両手の指から放たれる十糸の殺人ワイヤー。

　蛭雪の六肢＝雷らい撃げき器・灼刃ヒート機能ブレイド・ワイヤー発生装置・連結式チエーン爆雷・マイン・火か炎えん放射器・機き銃じゆう──全てに夕霧のワイヤーが絡からみつく／食い込む／金属同士が激しくこすれ合う音。

　陽炎＝夕霧が跳ぶ前にすでに構えていたライフル──一発・二発・三発──〈魔弾のフライ・射手シユツツ〉のかつてない早はや業わざ。

　探査上は何もない場所──見えないはずの敵に狙撃の弾丸が立て続けにヒット。

　乙＝陽炎が撃ったときには、まっしぐらに青銅色の狙撃手へ迫はく撃げき──遠距離狙撃を得意とする相手へまたたく間に接近──相手に逃にげる間も与あたえず。

　ライフルを構えていた特甲猟兵＝驚愕／狼ろう狽ばい／二発目を撃てず──ヘルメットの奥で甲かん高だかい少年の声。「なんッじゃとおッ!?」

　そして／さらに──涼月へ敵が襲おそいかかると同時に、どこからともなく投げ放たれていた爆雷の束──一いつ拍ぱく遅れて一挙炸裂／炎ほのおの壁が敵を分断／予想外の狙撃を受けた光葉が今度は火に包まれる──この上なく攻こう撃げき的な哀あい訴その声。「いじめないでぇーっ！」

　増ぞう幅ふくする情報汚染が食い止められる／電子的な防ぼう壁へきが張り巡めぐらされる──からから笑い声。「すげえなあ、螢。姿を消してるあたしらまで、あいつがみんなつなげちまってるぜ」

　一いつ切さいの確認なし／状況把は握あくもせず／予備動作によるタイムラグもなし──一糸乱れぬガラテア・コンプレックス的行動。

　仲間達みんなが行動の後で気づく──自分達の善きつながりの感覚。

　あらゆる情報が共有されている／あらゆる情報汚染が遮しや断だんされている／あらゆる危機に対する備えが用意されている──全員が全員を守り支えている。

　危険を警告する黄色い輝かがやき──空間へと拡張される類たぐい希まれなる接続能力とそれをコントロールするヘイジョーシン──精密きわまりない狙撃のための探査──敵の裏をかく遊撃的な浮き浮きステップとリズム──電子戦の名手による緻ち密みつな防ぼう御ぎよ──一切合がつ切さいが全員のものであるというつながり。

　涼月一人を寄ってたかってバラバラにするための必殺の要撃──全て阻そ止し。

　着地する涼月──敢然と目前の敵を見み据すえる／背後の敵を仲間に任せる──再び斧を振りかぶる白露に対して一歩も退ひかぬファイティング・ポーズ。

　蛭雪＝怒いかり任せにワイヤーを切り裂く──ワイヤーが液状に戻ってきらきら輝きが舞う。

　夕霧＝腰こしに杭打パイル・ち器バンカーを転送──ワイヤーつきの杭くいを八方に放つ／自分の体を引っ張る／柱から柱へ跳び渡わたる／幻げん惑わく的に舞い飛ぶ蛭雪へ躍おどりかかる。

　陽炎＝視覚でも探査でも認識できない見えない敵の位置を正確に捕捉──乙の接続能力の拡大／螢の電子戦技術で情報汚染の発生源を把握──逃げようとする敵を撃ちまくる。

　雛＝皇から離はなれて暗がりへ飛ひ翔しよう──陽炎の狙撃情報をもとに光葉の背後へ回り込む／柱や天井に爆雷を仕掛ける／火炎放射で見えない敵を文字通り炙あぶり出す。

　乙＝敵のそばを飛び抜ぬけながら右腕の刃やいばを一いつ閃せん──特トツ甲コー猟りよう兵へいが盾にしたライフルを真っ二つに斬きり飛ばす──宙に浮かぶ大砲が狙撃手に変へん貌ぼうしたことにも驚おどろかず／三重特トツ甲コーの使い手であるという知識を違い和わ感かんなく共有──それよりもそのライフルの音紋解析に注目。

　こいつだ──乙にとって事件の始まりとなった敵／乙にカタナを渡しに来てくれた青年の命を奪うばった射手──こいつがシンジローを殺した狙撃手だ。

　Ｕ字飛翔でその狙撃型の特甲児童へ迫撃──かと思えばエメラルドの輝きが勃ぼつ発ぱつ／狙撃型から別の形状へ──一秒余りで黒鉄色の特甲猟兵に変貌＝怒ど号ごう。「こんッのあまッ子がァ～ッ！」

　どどどどど──けたたましいエンジン音／回転ノコギリ付きの機銃で掃そう射しや──小隊長さんとはまた異なる趣おもむきの突スタ撃ーマ手ンたる陸王。

　乙＝Ｓ字飛翔で火線をかわしながら迫撃──青い火をやどす刃／回転ノコギリ──かっと火花を散らして斬り結んだ。

　涼月＝迫り来る抗磁圧の烈れつ風ぷうをかわす──ジグザグにＺ字疾しつ走そう。

　白露＝真っ向から叩き潰つぶしに来るかと思いきや後方へ──すーっと宙を平行に移動して涼月と距離を取る。

　涼月の横手に新たな伏ふく兵へい──柱の根元にでかいコンテナ──白熱の雷らい火かが迸ほとばしった。

　がしゃんと音を立てて歩み出るしろもの──自律型強きよう襲しゆう兵器＝〈タイタノマキア〉×一台。

　六つの車輪つき脚きやく部ぶ／馬ば鹿かでかい兜かぶとに円柱を突つき立てたみたいな形状／ひとつ目のような一眼式探査装置／円えん筒とうで数カ所がスライド──幾いくつもの銃じゆう口こうが現れる。

　苛烈な機銃掃射を涼月に食らわせようとする──その寸前で〈タイタノマキア〉の動作が止まる／自動迎げい撃げきシステムに不具合が発生──走査系／駆く動どう系／自律探査系のプログラムに侵入する誰だれか──電子ウィルスが流し込まれてプログラムが書き換かえられる。

　急に〈ギガントマキア〉がくるりと向きを変える──その頭頂部で何かが揺らめく／透とう過か防ぼう壁へきが解除される／ぼさぼさの金きん髪ぱつの少女が姿を現す──からから笑う皇。「残念でした」

　その機械の左手が兵器の頭をぽんぽん叩く──自じ慢まんげな螢の声。「こいつのコントロールは私が奪った」

　白露に狙いを定める〈タイタノマキア〉──にわかに激げき烈れつな火線が勃発。

　盾で防ぐ白露──宙を移動して回かい避ひ／涼月に向かって放つはずだった抗磁圧のエネルギーの半分を防御に回す／もう半分を反撃に費ついやす──構えた盾が抗磁圧の衝しよう撃げき波はを放射。

　皇＝とっくにイナゴの羽をはばたかせて飛翔──再び姿を消す。

　歩くトーチカがひっくり返る──掃射停止／じたばた起き上がろうとする。

　斧を構え直す白露＝その眼前──涼月が柱を蹴けって宙に身を躍らせていた。

　最後の罠わなも無力化／果か敢かんな笑えみ／振ふりかぶられた右拳──〈対パンツ甲アーフ鉄アウ拳スト〉の本領発揮──甲かつ冑ちゆうで覆おおわれた白露の顔面へ叩き込んだ。

　渾こん身しんの右ストレート──どかん！　衝しよう撃げきとともに仲間達へ伝わる思い──あたし達は大丈夫だ、このまま真っ直ぐ進める、全部の力で進み通してみせる。




　　　　†




　中央墓地付近＝西側の操車場ヤード──燃える駅から一キロ未満の地点。

　機関車＋列車──スイッチング中／新たに連結すべき車両を準備中。

　第三車両──ＭＰＢ広報課課長こと千チ々ヂ石ワがカメラクルーとともに車窓から身を乗り出し絶ぜつ叫きようレポートを全世界公開。「ご覧下さい！　勇ゆう壮そうなる戦士達が一堂に会しました！　今ここに都市の守護者達が集つどい、この正義の汽車に乗り込むのです！」

　敵の包囲を突とつ破ぱして中央墓地から現れた人々／汽車を降りて彼らを迎むかえる人々──みな死地をくぐり抜けた面つら構がまえ／激しい戦せん闘とうで被ひ弾だんを免まぬがれた機体は一つもなし。

　第五車両──〈アイギス〉内の冬トウ真マ＝確かに勇壮きわまりない兵士達の様子をモニターで見つつ心の中で自問──列をなして来るあの部隊の全てを汽車に載のせられるのだろうか？

「勇壮なのは確かだが、列車で運ぶ相手は選ばんとならんだろうな」ピエール＝すぐそばで冬真の内心を読んだように呟つぶやく。「軍用機体は、でかぶつのケンタウロス型が一台。カブトケーフムシエル型は青いのが四台と迷めい彩さい柄がらのが四台。迷彩柄のアームスーツが四体。軍用ハンヴ車両イーが三台かそこら。ばかでかい装そう甲こうトラック……あれは電子戦用車両か？　で、歩兵が三十人ばかり。とても全部は載せられそうもない」

「車両は放ほう棄きさせます」ニナ──よどみない返答。「優先すべきは、敵の情報汚お染せんへのカウンターとなるユニットを搭とう載さいした我々のセーフガード車両と、ＭＰＢの装甲輸送トラック。その二つに加え、あと一両増やした分の人員を載せます。軍用機体は自力で移動できるでしょう」かと思うと冬真の肩かたを軽く叩く──指揮官としての命令。「冬真、〈トリアイナ〉に移りたいだろうが、今はここで我々の通信補ほ佐さに徹てつしろ。常にディーゼル課長との回線を開いておけ」

「はい、ニナさん」冬真＝モニターを見たままうなずく──ＭＳＳ副官にして長官代理の気き遣づかいに対して心の中で感謝／水ミ無ナ月ヅキの体があるトレーラーに移りたいが今はそうはせず。

　ニナの視線を感じる──自分ではなくＰＤＡ＝冬真個人の携けい帯たい端たん末まつ──水無月の声を放った品／鳳へ呼びかけるための道具になってくれたもの。

　ニナも水無月のことを案じている──鳳を追いたいと思っている──だが部隊全体のために最善の判断を下すべく努めている。

　冬真＝手を止めず／通信官達とともにニナの指示に従う──半分かた壊こわされた〝ハエフリーゲ〟＝残り九機がとらえる周囲の映像をチェック／敵の兵器や構成員を映像から自動検出するプログラムを同期させ続ける──異なる部隊間の通信ラインを構築──〈トリアイナ〉の電子防壁との同期／補助──部隊員の現在位置が常に最新のものであるようチェック。

　ニナ＝モニター上で一人だけ離れた場所にいる者に気づく──燃える駅から数百メートル離れたグレンツ通り──指揮官用通信マイクで呼びかける。「日向ヒナタ、何をしている。集合しろ」

《サソリのアームスーツと戦闘中》日向＝戦意に満ちた唸うなるような声。《敵の指揮官の一人だ。ここで仕留めたい》

「無理をするな」ニナ＝独走するなと戒いましめる口調／別ラインへ呼びかけ。「戦術班、ただちに日向のアームスーツを支し援えん」

《ブルクハルト、ダニエル、行け》御ミ影カゲ＝即そく応おう／日向にも聞こえるよう命令。《熱くなった水ミノ牛タウ頭ロスのおつむを冷まさせろ》

《アイアイサー》《ハイハイホー》班員二名＝威い勢せいよく応答──ただちに移動。

　損傷が比ひ較かく的少なく健在といえる七台の軍用機体のうち二台が離れる──合流地点から北西方向へ。

《私と何人かでＭＰＢの鉄拳フアウお嬢スト・さんフラオ達を支援しに行こう》御影＝命令にかこつけて自分達の主張を差し込む。《ここの防衛は見たところ万全とはいかんが十分ではあるし、我らＭＳＳが要よう撃げき小隊長の姿を見ておきながら、じっとしているわけにはいかん。いいな潮シ音オン？》

《許可する。部隊の半数を、常に汽車と線路の警備に残せ》ニナ＝自分も鳳と特甲児童達のことが気がかりだと言外に告げる。《全機、情報汚染を警けい戒かい。セーフガード車両との同期を保て》

《長官代理の仰おおせのままに。ギュンター、エーリッヒ、来い。残りは我らが白シユニ雪ービツ姫テンと汽車を守れ》御影──早くも機体を発進させつつ応答／指示。

《合点アレス・了解クラー》《ヨーソロー》指名された二人が嬉き々きとして追つい随ずい──さらに三台が離れる／操車場から道路に出て疾しつ走そう──涼月達が向かった燃えさかる駅の方角へ直進。

　その間にも続々と操車場に人々が集まる──列車／中央墓地にいた部隊への敵追つい撃げきは今のところなし──百五十名近くにまで膨ふくれあがる人員／倍増する兵科。

　列車で都市を南下した人々──ＭＰＢ中隊第一班・第二班＝三十二名──ＭＰＢ広報課＝五名──ＭＰＢ機動捜そう査さ課＝十名──ＭＳＳセーフガード車両〈アイギス〉＝八名──ＭＳＳ戦術班＝十名──フランス人捜査官ピエール／イタリア人捜査官イザベラ。

　中央墓地から脱だつ出しゆつした人々──ＭＳＳ戦術班＝四名──ＭＳＳセーフガード車両〈トリアイナ〉＝七名と眠ねむれる少年──第二作戦部隊＝二十五名──ＭＰＢの装甲輸送トラック＝五名ともう一人の眠れる少年──歩兵連隊＝三十四名。

　うち負傷者十一名＝全員が中央墓地で撃うたれた歩兵連隊の兵士達──列車に乗る人々の多くが軽傷を負ってはいるが死者はなし──まさに奇き跡せき／特甲児童達たる乙の働きの成果。

　冬真──通信官達とともに人々のＩＤ確認／通信網もうの情報汚染を防止──そうしながら、誰がこの大勢の大人達をまとめるのかという微び妙みような空気を感じる──他の通信官達や多くの兵士達も同じように感じていることがなんとなく伝わってくる。

　ニナ──部隊間の通信網が迅じん速そくに整ったことを受けて自分の仕事に取りかかる──マイクを握にぎる／ひと呼吸置く／どう喋しやべるのが最善か一いつ瞬しゆんで判断──これまで以上に凜りん然ぜんたる声音を放つ。「こちらはＭＳＳ副官ニナ・潮音・シュニービッテン。我々のセーフガード車を守ってくれた第二作戦部隊と歩兵連隊に、多大な感謝を申し上げる」

《たまたま出くわして道を塞ふさがれただけだ。守ってなどおらん》ギリアン＝むすっとした返信──きびきび挑いどむような質問。《単刀直入に聞くが、我が部隊を貴様の指揮下に置き、己の部隊とすることが望みか？》

《ギリアン少しよう佐さ》ディーゼル課長＝割り込む／宥なだめる。《指揮権を主張し合うのではなく、協力し合うべきです》

《我々はむしろ救きゆう援えんしてもらったと思っている》ヘルベルト大たい尉い＝割り込む／疲つかれた声。《もはや四し分ぶん五ご裂れつした指揮系統のどれにも従えない。ＭＳＳの指揮下に置いてもらえるなら、喜んでそうする》

《私が要よう請せいされたのはＭＰＢ大隊長オーギュスト大たい佐さからであってＭＳＳではない》ギリアン＝ともに死地を脱だつした二人を完全無視。《エドワルトの馬鹿者がＭＰＢの後ろ盾だてであろうとなかろうと関係ない》

《都市を縦断できたのは我々だけだ、ギリアン少佐》ニナ＝真っ向から受けて立つ。《その巨きよ大だいなトラックを輸送する手段がそちらにあるか？　我々にはあるぞ》

　一瞬の沈ちん黙もく──〈アイギス〉内のモニターの一つで変化──迷彩柄の軍用機隊のハッチが開く／アイパッチの男が現れる／燃えるような隻せき眼がんで〈アイギス〉がある方を見み据すえている──その手の通信マイクを口元に寄せる。《聞けば、ダイヤを燃やして機関車を走らせただと？　燃料はどれくらい残っているのだ》

「目的地に辿たどり着くには十分な量が残っている」ニナ＝自信を込めて返答。

《ガソメーターの〈子供キンダー工場ヴエルク〉に向かい、そこにある福ふく祉し局のマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉にユニットを接続する。相そう違いないな？》ギリアン＝本当に出来るのかと質ただすよう。

「そこで終わりではない」ニナ＝ぴしりと返す。「この大規模電子テロを仕し掛かけた者達を残らず捕とらえる」

《ふん》ギリアン＝盛大な鼻息。《私とて現実はわかる。清らかなる白人種のこの都市で、まともに戦うことができるのが貴様やエドワルトのような有色人種であるという悲ひ惨さんな現実に胸が張り裂さけんばかりだ。しかし──》

「人種や肌はだの色について語り合いたいなら未来党とでも合流していろ」ニナ＝口調を切り替かえる／冬真やピエール達が思わずひやりとするほど鋭するどい命令口調──自分がここの指揮官だと一方的に宣言することで指揮系統の掌しよう握あくをはかる。「余計なご託たくを聞いている時間はない。そのトラックを置いて、後は好きにしろ」

《なんと気の短い指揮官だ》ギリアン少佐＝自分を棚たなに上げて片方の目を丸くする。《この私が褒ほめてやろうとしたのに。まあいい、汽車がゆいいつの移動手段であることは認める。ユニットの搭載車両を優先的に載せろ。我々が護衛につく。使えない兵科は置いて行く。いいな》

《当然だ。とっくに車両を載せる準備をしている》ニナ＝命令するのも判断するのもこっちだとやり返す。

《こちらは負傷者がいる》慌あわてて割り込むヘルベルト大尉。《ここに置いておくわけにいかん。我々の兵員も乗せてくれ》

《空の客車を最後尾びに連結します》ニナ＝助けを求める者へは丁てい寧ねいに対応。《そちらへ乗ってもらいましょう。ただし安全とは限らない。我々に向かって全すべての敵が動く。客車の補強作業などはそちらでやってもらう》

《もちろん動ける者は全員、戦闘に参加する》ヘルベルト大尉＝ほっとした調子。《感謝する。我々は全面的にＭＳＳに従う》

《医者が必要なら言ってちょうだい》また別の通信＝装甲輸送トラック──マリアの声。《こっちに、あと二十人は乗れるスペースはあるわ》

《よし、そちらで各隊の負傷者と医い療りよう品のストックを確かく認にんしてもらう》ニナ＝他の部隊の人間だろうがてきぱき命令。《ガソメーターまで辿り着けば、そこで負傷者を保護してもらえる》

　ついで別の二人の声＝クラリッサ＋アデライード。《ちょっとちょっとぉ、いつまでのんびり話し合ってるわけー？》《さっさとこのトラックとあちらのセーフガード車両を載せてちょうだい。こうしている間も敵の情報汚染は確実かつ致ち命めい的に進行しているのよ》

《すでに作業中だ。待っている間にできることをやれ》ニナ＝ここにいる全ての人員の指揮官であるという態度をしっかり保つ。《ユニット車両は敵情報汚染の解かい析せきに努めろ。戦術班、スイッチング作業と連結作業を急げ。ＭＰＢは作業を補助し、周囲を警戒。歩兵連隊は連結が終わり次し第だい、客車に乗り込め。こちらでＩＤと隊員の通信回線のチェックを行う。第二作戦部隊はこの先の線路を警備。気を抜ぬかず敵襲しゆう撃げきに備えろ》

《了解ヤヴオでさール、姫ひめ》ＭＳＳ戦術班の一人が応答──軍用機隊が〈トリアイナ〉と装甲輸送トラックを誘ゆう導どう──車両を列車の台車に載せる作業に取りかかる。

《我々も了解だ》ヘルベルト大尉＝自分達も働けるぞとアピール。《第二作戦部隊とともに、ここから一キロほど先まで線路の安全を確認する》

《私達も了解よ》モリィ＝とっくに客車の外に／狙そ撃げき用ライフルで周囲を警戒──スイッチング作業が大おお詰づめの操車場に隊員を配置。

《冬真くんは、こちらに来るかい？》ディーゼル課長の呼びかけ。

「あ、いえ」冬真＝全隊ではなく個人回線で応答。「ニナさんから、こちらに残るよう言われています。課長との通信や〈トリアイナ〉との同期を確保します」

《わかった。僕もその方がいいと思う。水無月くんの体は僕らが守るよ。ともに戦い抜こう》

《敵さんは、だいぶ大人しくなったようだね》イザベラ＝客車に乗ったまま──モリィから渡わたされた通信用ヘッドセットで全隊通信に参加／ＭＰＢ隊員が列車の修理器具でせっせと客車の壁かべを鉄板で補強するのを手伝う。《きっと、どこかで集まって態勢を立て直している最中だ。次にどこでぶつかるか見当はつくかい？》

《我々がマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉に辿り着くまでの間に、敵が戦力を展開できる場所は限られています》ニナ＝すでに見当をつけている──しっかり自信を込めて返す。《どれもガソメーターにいる味方の部隊と挟はさみ撃ちが可能。敵はそれを避さけ、ガソメーターの先に部隊を集めると思われます。そこから先は、我々が打って出るか、連中が攻せめてくるか、二つに一つです》

《あんたが、ここにいるごった煮にみたいな部隊を全部まとめるなら、打って出ることが出来るだろうね》イザベラ＝そうしろと促うながす／ニナの背を押す。《何しろこの汽車を、ここまで走らせられたのは、あんたが的確に走るべき線路を選んだからなんだからね》

《ところで貴様らの機体が地下へ行くのを見た》ギリアン少佐＝だしぬけに呼びかけ──ニナへ／相手が今誰だれと会話しているかなど、いささかも気にせず。《あれは特トツ甲コー児童達の支援に向かったのだな？》

《そうだ》ニナ＝何か文句があるのかという感じで返す。《それがどうした》

《貴様、それでも指揮官か！》ギリアン＝いきなり憤ふん激げき──高らかな軍ぐん靴かの音を響ひびかせて機体の上に仁に王おう立ち。《なぜ我々にも特甲児童の支援に人員を割さけと命じんのだ！　貴様の部下である特甲児童が、誰よりも若く勇ゆう敢かんな戦士が、貴様らが到とう着ちやくするまでたった一人で我々の頭上を守り続けてくれたのだぞ！　今、我々が彼女を支援しないでどうする！》

　冬真＋ピエール＋通信官──揃そろってニナを振ふり返る。

　ニナ＝珍めずらしいことに呆あつ気けにとられた顔──相手の性格が読めず困こん惑わく気味。「そこまで言うなら……支援してくれ」

《行くぞ！》ギリアン＝出てきたときとまったく同じステップでかつかつ靴くつ音おとを鳴らし機体の中へ──了解ともなんとも言わずハッチを閉めて発進──迷めい彩さい柄がらの軍用機体×一台＋アームスーツ×二体が追随──残りは汽車を護衛。

「威勢のいい隊長だな」ピエール＝ずびーっと洟はなをかむ。「フランスの特とく殊しゆ部隊じゃすぐに戦死しそうだが、こっちの部隊ではああいうのが生き残るのかもしれんな。まあ、それはそうとして、シュニービッテン長官代理に一つ提案があるんだが、いいかね？」

「なんでしょう？」ニナ＝ある程度は信用しているが完全に気を許したわけではない態度。

「あの焚たき火にされかかったタワーを出る前に思いつけば良かったんだがな。ここからだとちょっと手間がかかるが、やってやれんことはないだろう。上う手まく行けば敵の大事な駒こまを一つ、もしかすると二つは落とせるかもしれない」

「駒とは？」ニナ＝眉まゆを寄せる。

　ピエール＝にっこり──モニターに映る中央墓地を見る。「あの大きな墓地や、この周辺のどこかに、敵の戦術指揮官どもがいたと俺は思う。真っ赤なアームスーツを着た〈キャラバン〉の男どもが。あんたに対してごまかす気はないから言うんだが、俺はとにかくなんとかしてそいつらを捕まえたい。何しろ〈キャラバン〉こそ、俺の女によう房ぼうと子供が乗っていた飛行機を落とした連中の主犯と目されているし、今やそれは確実にそうだと言えることなんだからな」

　長いこと執しゆう念ねんを抱いだき続けた男＝くたびれてよれよれになった微び笑しよう──冷静にその顔を見つめ返すニナ。「あなたの動機は理解できる。私も、〈キャラバン〉によって保護すべき証人を目の前で殺害されたのですから。しかし、話の要点が見えません」

「つまりだな、その赤いアームスーツだが、連中が蟬せみの抜け殻がらよろしく脱ぬぎ捨てていったものがあるって聞いたんだが」

　ニナが僅わずかに目を見開く──失念していたことを認める顔つきに。「ミレニアム・タワーでの戦せん闘とうの後、イギリスのアームスーツ兵から、そのように連絡を受けました。ロートヴィルトが捨てていったアームスーツと長ちよう距きよ離り狙撃用の大型ライフルがあると。それを私が現地のＭＰＢに伝えたところ、彼らがＢＶＴとともに確保したそうです」

「そいつを、俺達が進む先のどこかに持ってきてもらえるといいんだがな」ピエール＝シュコーッと吸引器を吸う──えへん、おほんと空から咳せき／にやりと笑えむ。「そうすりゃ、影かげ武む者しやどもを使って逃にげおおせている、赤い色が好きな傭よう兵へいどもに、ちょっとした驚おどろきを味わわせてやれるかもしれん。用意した影武者が、いつの間にか一人増えてるってな具合にな」
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　これが世界の終末の光景かと思わせるような火の粉の雨──その下で間断なく特大の刃やいばを振るい続ける二体のアームスーツ。

　黒い山や羊ぎ＝サソリことムスタファ──ぐらぐらした幻げん惑わく的な動き。

　青い水牛＝果か敢かんに攻める日向──猛もう烈れつな怒いかりを発散させる動き。

　通りのど真ん中──激しい銃じゆう声せいと猛もう火かで近きん隣りんの住民は残らず逃げ散っている＝ＭＰＢ広報課の成果──列車を動かしているのが治安組織であり、それを止めようとしているのが武装集団だと区別がついている／駅や線路が戦場になると理解して遠ざかってくれている／あるいは線路を守るために市民の群が立ち並んでくれている。

《俺のダイヤだ。俺の報ほう酬しゆうだ。ダイヤを焼くんじゃあねえ、あほが。殺してやる。ロートヴィルトもホイテロートも逃げやがった。なくなったダイヤの代だい償しようを払はらわせてやるってんだ》ムスタファ──戦闘中にも飽あくなき罵ば詈り雑ぞう言ごん／部隊の壊かい走そうへの怒り／しつこく追いかけてくる日向への苛いら立だち／悔くやし紛まぎれの戦闘。《てめえが俺に石を打つだと？　死に損ぞこないの間ま抜ぬけ野や郎ろうが。てめえの脳みそはどうして抜き取られてねえんだ。どいつもこいつも、しくじりやがって。あほんだらどもが》

　黒山羊＝ぐにゃぐにゃ／ぐらぐら／ふらふら──いちいち意味不明の動き。

　構わず攻める青い水牛──装そう甲こうの分厚さで勝まさる機体の強みを生かす──相手に切りつけさせながら捕つかまえようとする／ピエールがムスタファを格かく闘とうで制したように／相手の動きに同調しつつ押さえ込みにかかる。

　刃をぶつけ合う／アームを叩たたきつけ合う／周囲の建物を利用して徐じよ々じよに黒山羊のフットワークを封ふうじていく──青い水牛の優勢。

　かと思えば、いきなり目の前の地面に身を投げ出す黒山羊──まるで五体投地の祈いのりか何かのよう／ごろごろ横へ転がる／両りよう腕うでの溶よう断だん機能付き刃をコマのように振り回す。

　気づけば距離を取られる──追いかけていって踏ふみつけようとする青い水牛。

　ひょいと立ち上がる黒山羊──後方へ大きく跳ちよう躍やく──着地と同時に、くるりと背を向ける／そのまま突つっ走る──向かう先に線路／そのそばに鉄てつ格ごう子しの扉とびら＝地下トンネルへの入り口。

　単独で線路を破は壊かいしようというのではない──逃げたのだと気づくのに一秒近くかかった／それほど突とつ拍ぴよう子しのない動き──急いで追う青い水牛＝挑ちよう発はつ。《逃げるな、サソリ男。大人しく石に打たれろ》

　黒山羊＝挑発に乗らず──青い水牛も線路も無視して一目散に地下トンネルへ／刃を振るう／鉄格子の扉を斜ななめに溶断／鉄格子を蹴け飛とばして中へ跳とび込む。

　地面を蹴け立たてて走る青い水牛＝日向の猛もう追つい──同じくトンネルへ──何かが探査にヒット。

　日向＝持ち前の反射神経と即そく応おう力で急停止──きびすを返す／トンネルから飛び出る──今度はこちらが五体投地の祈りをやらかしながら路上で転がり距離を取る。

　トンネルの暗がりから猛烈な火線が襲しゆう来らい──無人の強きよう襲しゆう兵器〈ギガントマキア〉×一台が脚きやく部ぶの車輪の駆く動どう音を響かせながら登場＝多数の銃じゆう眼がんから怒ど濤とうの弾だん幕まくをぶちまけながら前進。

《死ね、死ね、罰ばち当たりのダイヤ焼き野郎が。蜂はちの巣になって死ね》ムスタファの捨て台詞ぜりふ＝トンネル奥の暗がりへ消える黒山羊──〈ギガントマキア〉がトンネル入り口に陣じん取どる。

　列車を襲撃するための兵科──逃とう走そう用に呼び寄せていた／それが読めなかった／単独で戦闘していたつけ──間抜けめ──自分を罵ののしったとき新たな火線が到とう来らい。

　敵ではない──ＭＳＳ戦術班の青い〝カブトケーフムシエル〟×二台が到着＝Ｓ字走行で敵火線をかわす／〈ギガントマキア〉へ十字砲ほう火かを浴びせる。

《後退して誘さそい出せ》日向＝仲間へ指示。《俺が仕留める》

　即そく座ざに応じる二台──撃ち合いながら〈ギガントマキア〉をトンネルから離はなす──後続の部隊が地下から飛び出してくる様子なし／青い水牛の転進／手近な信号機に取りつく──登る。

《ブルクハルト、こっちにおびき寄せてから、こいつの柱を折れ》日向＝青い水牛が信号機のてっぺんに。

《牛が木に登ってらあ》ブルクハルト＝野太い笑い声──ダニエルのくすくす笑い。《こいつは見物だ。動画撮とっとこうぜ》

　戦士達の冗じよう談だんまじりのやり取り──道路をずんずん進む〈ギガントマキア〉──ブルクハルトの機体が信号機を背にして立ち止まる／ダニエルの機体が道路から出て支し援えんの位置につく──敵機体が迫せまったところでブルクハルトの機体がアームを伸のばす＝信号機の柱を至近距離で撃つ──めちゃくちゃに粉ふん砕さい。

　信号機が折れる──てっぺんにいる青い水牛が道路へ倒たおれていく／途と中ちゆうで跳躍──〈ギガントマキア〉の頭部に取りつく──溶断機能付きの刃を両腕とも突き込む。

　もがく〈ギガントマキア〉──頭のてっぺんから裂さかれる／刺さされる／砕くだかれる／装甲が引っぺがされる／掃そう射しや装置と探査装置をずたずたにする──脚部をじたばたさせる〈ギガントマキア〉＝青い水牛が頃ころ合あいとみて跳びのく。

　一いつ般ぱん家屋の庭に転がり倒れる水牛──すかさずダニエルの機体が盾たてになる／ブルクハルトとともに十字砲火──すでに殻を砕かれた甲こう殻かく類のような有様の敵機体を完全破壊＝動作停止。

　むっくり起き上がる水牛──無人らしい家屋に律りち儀ぎに手を振り詫わびる／庭から出る。

《隊長が頭冷やせってよ、副長》ブルクハルト＝がははと笑い声。

《肝きもが冷えたんじゃねえのかい》ダニエル＝面おも白しろがる調子。

《俺は冷静だ》日向＝憮ぶ然ぜん──刃を両腕に収納／巧たくみにアームスーツを操作して駆かけ足。《そこで待ってろ。銃じゆうを拾う》

　二人とも待たずに日向の後を追ってくる──日向＝ムスタファに弾はじき落とされた特大の機き銃じゆうを拾う／ムスタファが消えた方へ向き直る。《ダイヤに執しゆう着ちやくする男を逃がした。追いかけて捕とらえる》

《おいおい、副長。汽車を守ろうぜ》ブルクハルト＝呆あきれた調子で意見。《班長は地下だ。みんなばらけちまう》

《日向、独走は許さんぞ》ニナ＝ぴしりと通信に割り込む。

《サソリは、ロートヴィルトとホイテロートが撤てつ退たいしたと言っていた》日向＝ニナと仲間達へ同時通信──声ににじむ敵への怒り／だが口調は冷静さを保つ。《サソリを追えば〈キャラバン〉にも辿たどり着く。そうでなければサソリとその部隊が独断行動で汽車を襲おそうかもしれん》

《汽車と線路の防衛は今のところ十分だ》ニナ＝しっかり言い聞かせる──所属が違ちがう部隊をまとめなければならないときに味方の独走を放置できるものかという調子。《私とて〈キャラバン〉を追いたい。だが今は情報汚お染せんへの拮きつ抗こうが最優先だ。間もなく出発の準備が整うが、特甲児童達が地下へ向かったままだ。敵は鳳を使って予備電線を焼しよう却きやくするだろう。そちらの防衛に回れるか》

《特甲児童達……アリスも向かったのか？》日向＝中央墓地で戦い続けていたであろう少女の名を口にする──それだけで自然と口調が落ち着く。

《そうだ》ニナ＝血気盛んな戦士に義務を与あたえる。《状じよう況きようが不明だ。国連広場での戦闘の二の舞まいは避さけたい。行ってくれ》

　トンネルの方を向いたままのアームスーツ──だが目的を入れ替かえる／機銃を脇わきに抱かかえる／装甲の内側で胸に溜たまったサソリへの憎ぞう悪おと怒りを深い息とともに吐はき出す──少女がしばしば口にするヘイジョーシンをしっかり取り戻もどす。

《分かった。アリス達を支援する》
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　ゆっくり動け──気配を殺せ／敵の気配を感じ取れ／確実に移動しろ──逃げろ。

　地下道──赤いアームスーツ＝ロートヴィルト──脇に抱えた特大の長距離用ライフル／必殺の一いち撃げきを放つしろもの／勝利をもたらすはずの品──今は邪じや魔まな荷物に思えてくる。

　敵の勢いに力負けした──信じがたい現実／だが受け入れろと自分に言い聞かせる。

　あの汽車が地上へ出てきた駅──兵力をかき集めて迎むかえ撃った／持てるものを全すべて投入した／なのに押し切られた。

　それどころか自分が狩かられそうになった──イギリスのＧゴーストチームに違いない／四人のうち一人は死んだはず／国連広場の戦闘で／だが今もまだ四人一組のチームだった──一人を現地で補ほ充じゆうした。

　この都市で得た補充人員──その誰だれかがミレニアムタワーのそばで自分に一撃を食わせた／先ほどは四方を囲まれかけた。

　そんな真ま似ねができる者は限られている──ただ優すぐれているだけではない／この自分の戦術を知る者に違いない。

　ミハエル──自分達の要かなめだった男／赤のジャックのリーダーだった男。

　これまでの戦闘で何度も脳のう裏りをよぎった──心がとらわれている／敵が何者であろうと関係ないと言い聞かせてきた／危あやうくその思いに追いつかれて対決したいという欲よつ求きゆうに負けるところだった。

　逃げ延びたことを喜ぶという屈くつ辱じよく──ホイテロートことムハウィシュも危なかった／影武者として配置した赤いアームスーツは二体が敵を引きつけてくれた。

　包囲はされていない──今はまだ──ぐずぐず考え込んでいればいずれそうなる。

　手に入る敵の情報もどんどん少なくなっている──〈ローデシア〉が治安機構に潜もぐり込ませたスパイ＝〈ムニン〉と〈サイクロプス〉──今はどちらも治安機構の部隊展開について断だん片ぺん的な情報しか送ってきていない──それでも無いよりはましだと思わされる。

《部隊を撤退させた。ドナウ島までさがらせた》出し抜ぬけの通信＝ムハウィシュ。《やつらは地下にいる。俺達は今ここで、やつらを射程に入れるべきだ》

《やつら？》

《あっち側の特トツ甲コー児童どもだ。魔ま女じよと呼んでも、悪運と呼んでもいい。こっち側の特甲児童も、あっち側の特甲児童も、同じ地下にいる。お前も俺も地下だ。俺は動く爆ばく弾だんロボットに追われて逃げ込んだ。お前は汽車を止められず、イギリスの人間狩り部隊に追われた。ここが悪運を退ける場だということは、はっきりしている》

《余計なことを喋しやべるな》ロートヴィルト＝怒りをにじませて。《こちら側の特甲児童が地下へ向かったのなら、予備電線を焼くためだ。サードアイがプランを更こう新しんしたんだろう》

　そろそろと移動しながら怒りの底に恐きよう怖ふがあることに気づく──恐怖を押しやる／平常心を取り戻せと自分に強く命じる。

《ＭＰＢとＭＳＳの特甲児童が健在なうちは、それはしない手はずだった。脳内チップを持つやつらがいれば、〈外げ典てん〉は開いたときに覗のぞかれてしまうからだとトラクルが言っていた。リヒャルトも、情報汚染でとらえたＭＳＳの特甲児童を殺しはしなかった。利用すると言った。連中の計算が狂くるい始めている。いや、とっくにおかしなことになっている》

《俺達がその修正の一いつ端たんを担になう。戦術指揮を生業なりわいとする〈キャラバン〉として。それだけだ。大人しく撤退し、合流ポイントを目指せ》

《いいや。それだけじゃない。このまま退くべきじゃない。悪運の源を断たたない限り、どこまでもそれは追いかけてくる。俺達は俺達自身を癒いやし、安全にし、清める必要がある。そのための生いけ贄にえが必要だ。昔、おかしくなったミハエルを治すため、女の子を生贄にしたように。俺が飛行機を落としたように。ミハエル抜きで俺達が全てを計画した、あのときのように》

　気づけば自然と足が止まっていた──対決したいという誘ゆう惑わく──かつてなく感じる。

　馬ば鹿かな考えだ──今は逃にげのびろ／だがそれでも追って来たら──どこまでもつきまとわれたら──凶きよう運から逃のがれるすべはムハウィシュの言うとおりここにしかなかったら。

　心のどこからか過去の思いがよみがえる──ミハエルがどうしようもなくなっていくのを見ていられなかった／優れた射手が内側からぐずぐずに腐くさっていくような有様／アフリカのどうしようもない国で、どうしようもなく銃じゆう器きを手に取るしかなかった子供たちを、大量に撃ち殺したというだけで──そんなざまになる友人を見捨てられなかった。

　子供の死──克こく服ふくさせるためには別の子供の死を用意すべきだと分かっていた。

　それで引き金を引かせた──夜の森で／組み立てては分解されるライフル／そんなもので命中するわけがない──実際に撃ったのは自分だったがミハエルにはその手で撃ったに等しい効果をもたらした。

　もくろみ通り──戦士がよみがえるために、一人の少女が生贄に捧ささげられただけのこと。

　そこで、はたと気づく──なぜそんな過去がよぎるのか──かつて捧げられた子供。

　今ここで自分自身のために同じことをしなければならないという考えに傾かたむいている──凶運に怯おびえる心／敗北がしみつきつつある自分──拭ぬぐい去らねばこれから生きていけなくなる。

　ライフルと射手の生贄となった少女を再び供く犠ぎとして屠ほふる──あるいは／もし本当にミハエルが追いかけてきているなら／ミハエルその人をそうするのだ──自分とムハウィシュの生存のために──その死をもってイギリス人部隊ともども凶運除よけのお守りにする。

　自分がすっかりとらわれていることに気づいていた──逃げることができなかった／立ち止まっていた／ここから前進して標的を捕らえるのだという意欲が湧わいてきて逆らえない。

　危険きわまる状態──だが戦士の本能がロートヴィルトの心変わりを喜んでいた。

《撤退させた部隊が合流する前に片付ける》応答──自分でも意外なほど力強い声。《できなかったときは迅じん速そくにこの地区から脱だつ出しゆつし、部隊を再編することに集中しろ》

《必ずやり遂とげねばならない》ムハウィシュ──強い言葉とは裏腹に淡たん々たんとした声こわ音ね／自分の生死を賭かける男のお喋り／呪のろわしい運命を乾かわいた心で受け入れる者の口調。《できなかったときは悪運とともに生きることになるだろう。俺達はもう取り巻かれているんだ、ロートヴィルト。悪あしき力に。俺達四人がアフリカにいたときのように》

　唐とう突とつに通信オフに──悪運などないと返すべきだった／それができなかった。

　また歩き出した──それまでよりしっかりとした足取り／怯えて逃げるのではなく／悪運を断つための軽快な前進──特甲児童達が向かった地下道がある方へ移動。

　足音が告げる──自分は狩られる側ではない──狩る側なのだ。
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　煌こう々こうたる輝かがやき──多数の羽を抗こう磁圧が巡めぐる──自分を中心にして浮ふ遊ゆうする大きな円えん環かん＝リングサーキット式ベゼル制せい御ぎよ帯にエネルギーがみなぎってゆく。

　鳳＝虚うつろな眼まな差ざし──音もなく浮遊／移動／目的地点へ──地下道の底の底へ。

　ほどなくしてポイントに到とう達たつ──頭上を見上げる。

　この事件が始まるずっと前に記された文句を認識──〈ローデシア〉のメンバーの誰かが指示された通りに残した殴なぐり書き。

『ＨＥＬＴＥＲ！！！！　ＳＫＥＬＴＥＲ！！！！』

　書いた者にも意味不明であろう言葉──あるのは気分だけ／行き場のない闇やみ雲くもな怒いかりと不満──出口を探して荒あれ狂う中身のない欲求の塊かたまり。

　鳳を支配する機械の人格にとって、ここがそうであるという記号に過ぎず──破は壊かいすべき位置を告げるもの／達成すべき目標ポイントそのもの──実行のためのエネルギーを充じゆう塡てんすべき場所だという認識をもたらすもの。

　抗磁圧が羽とサーキットを巡る──加速する──圧縮される──純じゆん粋すいな熱エネルギーへ。

　一度に放出することも数千分の一ずつ放出して機銃掃そう射しやのように扱あつかうこともできる──どのようにすべきか機械の心が判断のときを待つ──命令に等しい言葉なり合図なりが河の向こう側から来るまで──下位ユニットである特トツ甲コー猟りよう兵へい達を防ぼう御ぎよに使い、待機し続ける。

　国連都市UNO─CITYや都市管理局や兵器開発局がある第二十ドナウシ二区ユタツト──巡じゆん回かい中の三台のトレーラー＝車内の犠ぎ脳のうユニットを通して伝わる会話──カラス博士もその一部であるネットワーク。

　鳳＝代理人格──ブリリアント・モデルに支配されたレベル４のユニットとして車内の人々とトレーラー間でかわされる会話を認にん識しき。

《ああ、ダーリン》シャーリーン＝泣き声。《血が止まらない。顔色がどんどん悪くなる》

《大だい丈じよう夫ぶだ、シャーリーン》サードアイ＝ごほごほ咳せき／血けつ痰たん／鼻血／歯は茎ぐきから血／蒼そう白はくの顔──シャーリーンがせっせとハンカチで血を拭ふく／咳と痰たんのせいで仰あお向むけになれず／安楽椅い子すの背もたれを前へ出してなんとか座っている。

《全然大丈夫に見えないよ、ダーリン。さっさと最後の予備電線を焼いて、あのクソガキどもを殺そう》シャーリーン＝自分もげほげほ咳込む。《ああ、ちくしょう。あたしも悪化してきてる。４ＪＯの死し滅めつコードの分ぶん析せきが間に合わない。〈カロン〉だけじゃユニットが足らない》

《マスターサーバーを使うしかない》サードアイ＝自分の武器であったはずの機械化ウィルスに冒おかされ苦しみながら他のトレーラーへ呼びかける。《早く決断してくれ。繰くり返すが、予備電線を焼くしかない。このままではガラテア・コンプレックスに出力負けする》

　別のトレーラー──カラス博士＋リヒャルト・トラクル＋バロウ神父──穏おだやかな会話。

《さてさて、こうしたトレーラー間の通信は、この段階においては避けねばならないはずだったのだがね》リヒャルト──享きよう楽らく的で無関心な態度／質問とずれたことをあえて返す／あえてサードアイではない相手に尋たずねる。《ところで、このまま予備電線を焼いてしまえば、どうなるか分かるかね、バロウ神父？》

《ふむ、これまでに私が知り得たことを整理した上で推測してみよう》バロウ神父＝まるで学会か何かで質問されたよう──動じず／揺ゆるがず／とことん平へい穏おん。《結論は、構築されるネットワークに対し、ゆいいつ脳内チップだけが干かん渉しようしうるということだ。〈外典〉は上位ネットワークでなければならないが、同様の上位ユニットが存在すれば、どのような干渉が起こりうるか予測は難しい》

《都市内の全すべてのマスターサーバーをブレークアウトさせ、私が管理すれば良いことだ》カラス博士＝本題に戻もどす──むしろサードアイに共感するようなそぶり。《脳内チップのコンセプトはともかく、ガラテア・コンプレックス自体は下位の運動制御プログラムに過ぎない》

《全てのマスターサーバーと言うが……カラス博士、〈[image: よう]〉だけがそのブレークアウトから外れることになるのではないかね？》バロウ神父──やんわり指し摘てき。《あれは他のマスターサーバーに対し、最も独立的な存在だ。なぜかといえば、そうすべきだとメンデルが主張したからだよ。子供たちのために設計される機械の体が、都市管理や兵器管理、はたまた治安の都合で、勝手に位置情報や制御機能がつけられかねないというのは個人の尊厳を損そこなうのではないかとメンデルが主張したからだ。そしてその主張は、正しく西せい欧おう的な個人主義の思想に合がつ致ちするとして認められた》

《またもやメンデル博士かね》リヒャルト──興味津しん々しん／ぎらりと光る緑の目。《ここにきて死者が大いに語り出しているようだな。メンデル博士だけではない。この都市における幽ゆう霊れいの数たるや、驚おどろくばかりだ》

《はっはっはっは！》高らかな笑い声＝また別のトレーラー──もう一人のリヒャルト・トラクルが傍かたわらのハンス・Ｗ・クラインにウィンクしつつ通信に割り込む。《死せる者が、死んでなお個人であろうとすれば幽霊になる。だが真実と一体となり、個人であることを捨てれば、その者はもうどこにもおらず、そしてまた遍あまねく存在する。つまるところ幽霊など真実の前では無力だ。カラス博士はその真理をとっくに理解しておられるとみたがね》

《全て疑わしい》カラス博士──うなずく／首を横に振ふる／イエスかノーか判然とせぬ動作／どこを見ているか分からぬ眼差し。《サードアイの推測では、国連広場で死んだはずの特甲児童の一人が、情報汚お染せんに関する重要な示し唆さをＭＳＳとＭＰＢに与あたえ、〈[image: よう]〉の占せん有ゆうを行わせたという。疑わしい。〈刕〉と〈[image: ばく]〉を同時に放ほう棄きさせる選せん択たくを、治安機構に対し、そう簡単に示唆できるものではない》

　にやりとなるリヒャルト──ずっと抱いだいていたらしい推測を披ひ露ろう。《存外、メンデル博士も生きてどこかで暗あん躍やくしているのかもしれないな》

《確かに幽霊が多すぎる。狙そ撃げきで死んだはずのイギリスの王子が生きてこの都市で戦っているという情報もある》ハンス・Ｗ・クライン──トラクルの傍らで憮ぶ然ぜんと口を挟はさむ／自分もこの会話に参加する資格があるのだと存在を誇こ示じ。《あの王子の死が、今回の作戦計画における最初の綻ほころびだった。また、〈サイクロプス〉からの情報によれば、ＭＰＢ中隊長もロートヴィルトに撃うたれたあと行方ゆくえ不明になったそうだ。放ほう逐ちくされたか死んだかしたと思っていたが、イギリス人の部隊に参加したとみるべきだろう。イギリスは〈インフィニティ〉に未成年のスパイを紛まぎれ込ませていた。そのスパイの脳は、そちらの〈九姉妹〉ユニットに用いられている。情報汚染に関する重要な情報を、イギリス人どもがつかんでいたのかもしれん》

《多た岐きにわたる推測は無意味だ。今ここで〈外典〉を開けばよろしい》カラス博士──覚えの悪い生徒達にやり方を教える教授のような口調。《ガラテア・コンプレックスを私のブリリアント・モデルで改変する。メンデルの遺産を用いて我々を妨さまたげている者達を一人残らず暴あばき出すこともできるだろう》

《では予備電線の焼しよう却きやくと、マスターサーバー群のブレークアウト、そしてトレーラー同士のユニットの使用を認めるのだな？》サードアイ──血まみれ／悽せい愴そうな表情／閉じた瞼まぶたが苛いら立だちで震ふるえている。《同意を表明してくれ》

　鳳──三台の〈グライアイ〉＝ユニット・トレーラー間の協議──〈意パム地プレ悪ー〉号からの提案によって結論が促うながされていることを認識。

　すぐに〈戦いをエニユ好むーオー〉号から返答──トラクル＝朗々たる同意。《私は積極的に同意しよう。特トツ甲コー児童達をここで制圧できるチャンスだ》

　ハンス・Ｗ・クライン＝重々しく。《同意だ》

　さらに〈恐ろしいデイノー〉号から返答──カラス博士＝講義口調。《事態は複雑だが、結論は単純だ。これは同意あるのみだよ、君達》

　リヒャルト＝やれやれと腕うで組ぐみ。《消極的だが同意しよう。一人でも脳内チップの持ち主が生き残れば、その者を用いて〈外げ典てん〉への干渉が行われかねないことを忘れないでくれよ》

　二人の視線──バロウ神父＝微笑ほほえみ返す。《おやおや、私は傍ぼう観かん者だ。同意も否定もしない。ただ一つだけ、気になる点を口にさせてもらえるかな？　今、現場にいる特甲児童のような脳内チップの持ち主に干渉されては困るということだが、児童福ふく祉し局の庇ひ護ご下にある幼い子供達や、他ならぬサードアイ氏もそうなのではないかね？　他にも同様の手術を受けた人物がいないとは限らないのでは？》

　沈ちん黙もく＝一いつ拍ぱくの間──サードアイが咳せき込む／血を吐はく／自分から発言はせず。

《サードアイはよき協力者さ》リヒャルト＝今の沈黙はなんでもないというように。《私達の計画を妨げればどうなるかよくわかっているだろう》

《まったく疑う余地はないな！》トラクル＝にやにや──内ない紛ふんが起こったとしても、それはそれで楽しいじゃないかと告げるような、たがの外れた調子。《サードアイは私達のため、〈外典〉を阻そ害がいする者がいないか監かん視ししてくれる大事な存在だ。そうだね？》

《そうだ》サードアイ＝すぐさま同意。《どのみち私の脳内チップの仕様データは、カラス博士に提出し、ブリリアント・モデルに組み込まれている。干渉が起こらないようにな。〈[image: よう]〉が管理する児童達も同じようにすればいいだけだ》

《なるほど》バロウ神父──考え深げに。《最終的にはマスターサーバー〈[image: よう]〉にもブレークアウトを行い、登録されている全すべての脳内チップをブリリアント・モデルに組み込んでしまおうというわけか》

《もちろんだ、バロウ》カラス博士──他の選せん択たく肢しなどないに決まっているという態度／自分の万ばん能のうさを誇示。《もし、あらゆる機械化児童の脳内チップにガラテア・コンプレックスが組み込まれていたとしても、私がそれらを統とう御ぎよし、改変するだけのことだ》脳のない頭部を右へ左へ動かす──本人にとっても無意味であろう機械的動作。《やりたまえサードアイ。私がこの都市そのものとなる》

　カラス博士が他の面々を差し置いて命令──誰だれも反論せず／反対を示さず。

　鳳の機械の心が速すみやかに断定──会話が結論に到達した／命令が下された／サードアイから実行が促されるまで三秒と予測──多数の羽が次々に肉体に巻き付く／鎧よろいとなる／自らが発するエネルギーで自身を破壊しないよう準備を整える。

　予測通りに信号が到とう来らい＝ブリリアント・ユニットに対するサードアイからのゴーサイン──蓄たくわえたエネルギーの全てを放つ瞬しゆん間かんが訪おとずれた。
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　自然と伝わってくるもの──誰かがどこかで苦しんでいる──病気に蝕むしばまれている。

　味方の誰かじゃない──だがどこのどいつか分からず。

　涼月──頑がん丈じようきわまりない白銀色の特甲に拳こぶしをめったやたらと叩たたき込む──乱打。

　白露──顔面に拳を受けて背から床ゆかに叩きつけられる／直立したまま起き上がったところへパンチングバッグのように左右の拳を次々に浴びる──そのまま後退──今度は壁かべに背を打ちつける＝その場から動くこともできない拳の嵐あらし。

　盾たてを構えようとする／拳で肘ひじを打たれて逸そらされる──斧おのを振るおうとする／拳で腕うでを打たれて抗磁圧の増ぞう幅ふくを霧む散さんさせられる。

　かつてこれほどまでに敵に接近されて戦った経験がほぼないに等しい白露──砂さ漠ばくの国に派兵される前の格かく闘とう訓練しか経験せず／特甲児童になってからというものほぼこれをひたすら経験し続けてきた涼月の動きについていけず。

　羽であり鎧である白銀色の特甲──その羽を抗磁圧がぐるぐる巡って加速することで凄すさまじい破は壊かいと強きよう靭じんきわまりない防御をもたらす──だったら殴りまくって力を溜めさせなければいーんじゃねーの──単純明快な考えがもたらす途と方ほうもない拳のラッシュが結果的にきわめて適切な対処に。

　殴って殴って殴り続ける──殴るのをやめた一秒後には五体を木こっ端ぱみじんにされかねないインファイト──防御・攻こう撃げき・飛行・電子戦＝白露の特甲のあらゆる機能を封ふうじ込む。

　そうしながらあたくし様が今にも何かをしでかそうとしているのを感じる──どす黒いイバラの群を通して伝わってくる──そのくせその源がどこにあるのかつかめない。

　あたくし様の気配・位置・動き──まるでわからず──わかればここで夕霧の想おもい人をサンドバッグになんかせず即そく座ざに向かうべき場所へ向かうのに。

　魂たましいの座＝５９番目の脳内チップ──ゆいいつガラテア・コンプレックスのつながりが生まれない／機械の人格であるということが何となく涼月に伝わる──肉体もなく・位置もなく・運動もない──手足に動けと命じるだけ＝幽霊というより夢か幻まぼろしのような存在。

　今は特トツ甲コー猟りよう兵へいと戦うことが目的じゃない／あたくし様をとっ捕つかまえねばならない──あたくし様の本当の心と入れ替かわっているもう一つの心をどうにかしなければならない──だがどうやって？

　はたと気づく──空っぽの機械の心を何かとつなげればいーんじゃねーの。

「そうなんだね」白露──いきなり甲かつ冑ちゆうの奥から声／冷え冷えとした響ひびき。「あの子を連れて行く気なんだ。そうされたら僕が錆さびてしまう。太陽の下に出られなくなってしまう」

　にわかに甲冑の色が変化──くすんだ銀色に──色だけでなく隙すき間まという隙間が埋うまっていく／硬こう化かしていく／関節が閉じていく──壁にはりついて体を支える。

　羽のサナギ化──まるで巨きよ大だいなカマキリのタマゴのよう──完全防ぼう御ぎよ。

　あ、くそ、やり過ぎた──涼月＝拳を止めずに内心で舌打ち──つい焦あせった／反はん撃げきしようと思えばできなくもないという気にさせることで相手に隙すきを作らせるべきだった。

　亀かめみたいに閉じこもった少年──次に何をされるか予測できず／サナギの内側で抗こう磁圧のサーキットが形成されているという予感／同時に電子戦に移行する気配も伝わってくる。

　雷らい撃げき器最大値──がんがんサナギをぶっ叩く──びくともせず。

　どうする？　今の隙にこいつから逃にげるか？　このまま殴なぐり続けるか？

　咄とつ嗟さの二択たく／瞬しゆん時じに選択──涼月の手足に燃え盛るようなエメラルドの輝かがやき。

　遠回りしている暇ひまはない──逃げれば背後から追ってくる。

　ここで力を使い切ってしまっては鳳を助けるどころではないぞ──という常識的な考えを全否定──ガラテア・コンプレックス的行動における最適解を本能で理解。

　ここでやれるだけのことをやっておけ──余力を残してしのげる相手じゃない／力を尽つくせ／進み続けるために。

《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました》脳のう裏りでマスターサーバー〈刕レイ〉の声──もうじきこのマスターサーバーが危なくなるという認にん識しきが脳裏でまたたく／敵の手に落ちるというガラテア・コンプレックス的警告──《戦時状じよう況きよう下での行動を承しよう認にん。戦せん闘とう員のアクセス権限を拡大。バランサーを解除》──今のうちに力を出し切らねばならない──《特甲レベル３の転送を開始します》

　涼月＝再び強きよう烈れつな力を引っ張り出す──肘から放熱角を生やした腕を振りかぶる／抗磁圧がみなぎる右フック──サナギのどてっ腹に叩き込んだ。

　どかん！　両りよう脚あしから反動相そう殺さいのための爆ばく風ふうが噴ふん出しゆつ──衝しよう撃げきの釘くぎがサナギに突つき刺ささる／硬化した何層もの羽が剝はく片へんとなって舞まう／通常の拳では歯が立たなかったサナギに亀き裂れつが走る。

　続けて二発目をお見み舞まいした──左拳＝抗磁圧の釘がさらに突き刺さった。

　ぱーん、とサナギ全体が砕くだけ散る／白露本体が飛び出してくる──かと思いきや、空っぽ。

　白露が背をつけていた壁にでかい穴──拳の抗磁圧が通過／壁の向こう側の空間──通路。

　やられた──サナギを盾にして本人は待たい避ひしていた／背後の壁をぶち抜ぬいて移動していた。

　やばい──白露の位置がそれほど変わっていないせいで気づかなかった／ほとんど運動せず身を守っていたせいでとらえられなかった──そして白露の反撃。

　壁の向こう側＝穴のすぐ脇わきにいた白露が浮ふ遊ゆう状態でくるりと穴の前に立つ／人の形をしたドアみたいな動き──拳を振り抜いた直後の涼月に向けられる盾──抗磁圧の爆風が勃ぼつ発ぱつ。

　やってくれたな──だがそのときには右拳を振るっていた／三発目／そもそも全力で相手を倒たおそうとしていた態勢を維い持じ──真っ向から激げき突とつした。

　意表を突かれようがなんだろうが初志貫かん徹てつ＝涼月の持ち前の性格とそれが最適な位置であり運動であるというガラテア・コンプレックス的判断がぴたりと一いつ致ち──まったくもって遅ち滞たいなく繰くり出される一いち撃げきが結果的に身を守る最良の盾となり敵を退ける武器となっていた。

　白露一人がかろうじて通れる程度の穴で二つの抗磁圧が拮きつ抗こう──ただちに膨ぼう張ちよう──転送兵器による地下の大工事＝壁の穴が巨大なトンネル並みに広がる／コンクリートと鉄筋の破は片へんがまき散らされる／天てん井じようも床もごっそり抉えぐられる──後ろへ弾はじき飛ばされる涼月／爆ばく煙えんの向こうへすっ飛んでいって通路の反対側の壁にめり込む白露。

　涼月＝転がる／ぶっ倒れる──反動を相殺仕切れず砕けた両りよう膝ひざ／二の腕から消しよう滅めつした右みぎ腕うで。

　ただちに再転送──燃え盛るようなエメラルドの輝き＝レベル３を維持。

　起き上がる──頭がぐらぐらする／耳がきんきんする／途方もない負ふ荷かで脳や肺や心臓が腫はれ上がって破は裂れつしそうな感覚──お構いなしのファイティング・ポーズ。

　分厚い壁が消えてひと続きになった空間──きりきりきりきり軋きしむ音＝めり込んだ向こう側の壁で白露が身を起こす／浮遊する／左ひだり腕うでの盾に亀裂と火花──エメラルドの輝きとともに再転送──ノイズ混じりに響く冷え冷えとした声。《僕達のつながりは壊こわれない。錆びるのは君達だよ。その前に君の心臓を食べたいな。そうすればきっと頑がん張ばる気持ちを思い出せるから》

　夕霧が聞いたら悲しむ言葉──本気で人を食うとか言ってんのか？　言ってそうだと思うとやりきれない気分になる──ぶん殴って正気に返らせたくなる／まだそれが可能だと思いたくなる。

　白銀色の特甲猟兵とのラウンド２──と思いきや、おかしな探査情報を幾いくつも認識──空気の異変／敵のつながりの一いつ端たんを察知／誰かが病気で苦しんでいるという変な感覚。

　空気──ぶち抜かれた壁の向こう＝巨大な貯水空間と隣りん接せつする上下水道の迷めい路ろのどこか──予備電線を焼こうとする抗磁圧の凝ぎよう縮しゆく／おびただしい力が空気を震わせている。

　敵のつながり──今しがた白露が再転送した際に敵のネットワークの片へん鱗りんをつかむ／電子戦の知識など皆かい無むのはずの涼月にもたらされる知ち恵え──特甲猟兵達の転送行こう為いを読み解くことで、彼らが依い存そんするブリリアント・ユニットの位置を探知しろ。

　変な感覚──病気の様子が信号となってどこからか伝わる／意図的に悪化させられた症しよう状じよう／経路を遮しや断だんしても次々に別の経路が作り出されるヒドラ設定／敵がごまかすためのダミー信号を排はい除じよすれば、病人達の位置と運動もわかる。

「お前が殴り合っている間にそれだけ解かい析せきした」いきなり螢の声──涼月の真上。「なんでもかんでも殴ってないで少しは頭を使え。さっさと行っておフロ嬢イラ様インを見つけろ──」

　涼月＝声がした直後にレベル３の兵装のまま疾しつ走そう──螢の言葉など聞いちゃおらず──自然と共有される情報を自分のものだと認識──ぶち抜いた穴へ直進。

　すかさず迎むかえ撃うつ態勢の白露＝斧を振ふりかぶる──だがそこへおびただしい火線──〈タイタノマキア〉が熾し烈れつな銃じゆう撃げきをぶっ放しながらがしゃがしゃ地面を蹴け立たてて白露に突とつ進しん。

　そうなると分かっていて直進した涼月──白露が斧を振るうタイミングを逸いつする／盾を構えて強きよう襲しゆう兵器の突進を受け止める／螢の遠えん隔かく操作による支し援えん──突とつ破ぱ口が開かれる。

　穴を通過＝直角に進路を変える涼月──白露に背を向けて疾走──鳳を探すべく驀ばく進しん。

「少しは感謝しろ。拳に残りの体が生えているような単細さい胞ぼう生物め」螢の声＝忌いま々いましげ。

「あいつらしいなあ」皇の声＝からから笑う声。「あいつの頭は、どうすれば真っ直すぐ突っ走れるかってことと、どうしたら生き延びられるかってことでいっぱいなんだよ、螢」

　白露──盾で強襲兵器を押し返しながら斧を振り下ろす──ぎん、と耳をつんざくような切断音／兵器が縦に真っ二つに／盛大な火花／弾だん丸がんの火薬が炸さく裂れつ──その残ざん骸がいの向こうからさらなる攻撃──溶よう断だん機能を持つ刃やいば＋水すい晶しようの爪つめ。

　激げき烈れつな火花──白露の甲冑＝顔面から腹にかけて真っ赤に燃える爪つめ痕あとが走る。

「こいつに接近戦が効くとはなあ」享きよう楽らく的な声＝姿なき切り裂さき魔ま──伏アン撃ブツ手シユの本領発揮。「ほらほら、鬼おにさんこちら。あいつがおフロ嬢イラ様インを見つけるまで、あたしらが相手をしてやるぜ」

　姿が見えない皇──咄嗟に斧を振るう白露＝空から振ぶり──また金属を引き裂くような音／火花──右腕に爪痕／脚あしに爪痕／背に爪痕──立て続け。

　白露──涼月を追うことを諦あきらめる／ぶち抜いた壁から広い空間へ出る──飛来する輝き。

　金色のプラズマ弾だん──螢の攻撃＝横殴り／衝撃／直ちよく撃げき──人間大の要よう塞さいというべき最強の火力と防御を誇ほこる特甲猟兵＝その白銀色の輝きがたちまち焦こげつき、引き裂かれていった。
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　うちの小隊長の恐おそれ知らずぶりには、まったくもって恐れ入る──陽炎の所感。

　白露相手の猛もう攻こう──なんとあの、砂漠の戦場で最新しん鋭えいの戦闘機を単独で墜おとし続けた怪かい物ぶつ＝〝鳥殺し〟をサンドバッグ状態に。

　夕霧は六肢しの怪物娘むすめを相手にしている──乙は陸王を相手にしている──ガラテア・コンプレックス的判断による最適な位置／最適な運動がもたらした対決構造。

　おかげで──この自分とライフルに最も不向きなはずの見えない敵を相手にすることに。

　機き銃じゆう掃そう射しや──爪から放たれる抗磁圧の刃というより拷ごう問もん器具じみた引き裂き現象／そこら中に林立する柱が内側から爆ばく発はつしたように捲めくれかえる／機銃で戦車の装そう甲こうに傷をつけた箇か所しよを引き剝はがすことで破壊するための抗磁圧発生装置。

　あんなもの食くらったらどんな姿になるか想像もしたくない──走る・柱を蹴ける・転がる──迅じん速そくに攻撃をかわしながら敵がどこにいてどう動こうとしているかの捕ほ捉そくに努める。

　光葉──探査に浮うかばず／音も立てず／地面に降りもせず／宙を移動──ときどきノイズ混じりのひび割れた電子音声。《君の目は青くないけど潰つぶしてあげる。異教徒の都市に住んでいる人達はみんなそうしないといけないんだ》

　意味不明＝あらゆる意味でコミュニケーション不能の難敵中の難敵──本来なら真っ先に逃げることを考える相手／空飛ぶ透とう明めい人間をライフルで撃ち倒せなんて不可能もいいところ。

　だが──殺意と情報汚お染せんと空気の微び妙みような動きを感じる──この敵ならこういうリズムでこういう風に動くだろうという予測が自然と自分を動かす。

　味方からどんどん離はなれていく／広大な空間の一方へ追いやられていく──だが不安なし／焦りなし／気づけば自分達を置いてどこかへすっ飛んでいってしまった小隊長への恨うらみなし。

　確実に打てる手は打っているという感覚──そしてどうもこの辺りで自分には味方からの支援がある気がするという地点へ誘い込むことに成功したとき──ばん！　ばん！　ばん！

　宙で何かが連れん鎖さ爆発──ガラスの爪の破片がきらきら舞う／頭上におかしな群──天井にひしめく小蟹がに達──それらが降る／跳とぶ／柱にはりつく──ばん！　ばん！　ばん！

　爆風が敵の姿を浮かび上がらせる──水銀色の特甲猟兵＝両りよう腕うでの機銃を撃ちまくる＝小蟹たちがそこら中で爆発／爆ばく炎えん／さらなる炎ほのお──火か炎えん放射。

　小蟹達の爆発とともにどこからともなく現れて８の字飛行を披ひ露ろうする黄色い輝き＝盛大な炎の噴ふん射しやを浴びせる／敵の姿をはっきり浮かび上がらせる。「いじめないでぇ──ッ！」

　陽炎──雛の存在を疑問に思わず／ガラテア・コンプレックス的つながりによる無意識的な互たがいの認識／というかそれ以前にＭＳＳの特トツ甲コー児童の一人である雛が行方ゆくえ不明扱あつかいになっているなどとはつゆ知らず──その支援を自然と受け入れながらライフルを構える。

　雛を引き裂こうとする特トツ甲コー猟りよう兵へい──その胴どうに、がん！　と狙そ撃げきの弾丸が食い込む──身をよじる／続いて雛が投げ放った連結式チエーン爆雷・マインが顔面に巻きつく──一挙炸裂──ずがん！

　水銀色の甲冑の頭部が真っ黒に──硬化した羽であるそれが剝はく離りして破片がきらきら舞う。

　陽炎＝片かた膝ひざ立ち──ぴたりと狙ねらいを定める上で十分すぎるほどの時間／損傷した甲冑を貫つらぬく上で十分すぎるほどの近距きよ離り──十メートルと離れていない位置にいる、自分一人ではなすすべもなくバラバラにされていたであろう敵に向かって、必殺の弾丸を撃ち放った。

　分厚い金属に鉄鋲びようを打ち込んだような、ぎん！　という音──特甲猟兵の側頭部にフランクフルト・ソーセージを突っ込めそうな穴があく──のけぞった姿勢のまま抗磁圧でふらふら浮遊──柱にぶつかる／しぼんだ風船のように落ちていく／床ゆかに倒れる。

　やった──まごうことなきブレインショット＝頭に撃ち込んで脳みそを吹ふっ飛ばした。

　一いつ瞬しゆんだけ昂こう揚ようしたがすぐに消しよう沈ちん──これも同士討うちというべきだという思い──〈空港占せん拠きよ事件〉で陸王が秋水の首を刎はねたときのような恐きよう怖ふと苦々しさを味わう。

　くそっ──そんな思いにひたっている場合じゃない／他の仲間を支援しなければ。

　何かが激しく軋むような音──ぎゃりぎゃりぎゃりぎゃり──倒れ伏ふした特甲猟兵の背で激しくはばたき始めるカイコガの羽。

　仲間の元へ駆かけようとした陽炎がぴたりと止まる──その場を飛び去ろうとした雛がぐるりと旋せん回かいして戻もどってくる。

　陽炎＝啞あ然ぜん──なに!?　なんなの!?　頭を撃ったでしょ!?

　がばっと起き上がる光葉──宙へ／全身にエメラルドの輝かがやき／損傷した特甲の再転送。

《君の目は何色？》とても人間とは思えないひび割れた電子音声──情報汚染の絶ぜつ叫きようを思わせる。《思い出せない。異教徒の目は何色だったっけ。きっと君達の目を潰せば思い出すよ》

　再転送とともに明らかに特甲が歪ゆがんでいるのがわかる──甲かつ冑ちゆうの頭部の形状がおかしい／肩かたの位置がおかしい／左腕がおかしな様子で振り回される／右腕の関節がおかしな形にねじれる／宙に浮かんでいる脚が地面を探さぐるようなおかしな動きをする──脳が欠けたせいで自分の体や特甲の扱い方がいまいちわからなくなったというよう。

　そのくせ両腕の機銃が音を立てて弾丸をぎっしり装そう塡てん──それぞれの手のひらの銃じゆう口こうをかざす／陽炎と雛を狙って掃射。

　陽炎──柱の陰かげに滑すべり込んで弾丸の雨を避よけつつ戦せん慄りつ／ぞっとなる──なんてことだ。

　自然と伝わってくること──あの敵は／あの少年は／もうとっくに脳死している／ただ脳内チップで動かされているカカシだ。

　脳が焼けたか壊え死ししたか腫しゆ瘍ようが巣くったか──いずれにせよろくに機能していない。

　フロー状態の末期も末期──脳が腐くさる／なのに動いている／臓器が機能している／彼らのつながりにおいて人格を保持している──自分がまともに生きていると思い込んでいる。

　あれは生ける屍だ──悪あしき力で動き回る死体だ──ああ、なんてことだ。
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　夕霧＝稲いな妻ずまのごとく踊おどる遊ゆう撃げき──迅速きわまりない浮き浮きステップ／戦慄の唸うなりを奏かなでる殺人ワイヤー──腰こしの杭打パイルち器バンカーから放たれる杭くい＋ワイヤーで攻こう撃げき／移動／牽けん制せい／攪かく乱らん。

　蛭雪＝揺ゆらめき舞まう暗殺手──朱あかいウスバカゲロウの羽をひるがえし変へん幻げん自在に空間移動／六肢にやどる海かい賊ぞく版の特甲＝雷らい撃げき器・灼しやく刃じん・ワイヤー・爆ばく雷らい・火炎放射器・機銃。

　十糸ＶＳ六肢──どちらも一撃必殺の殺人的舞ぶ踏とう／いずれも特異な脳力のなせるわざ──ともすれば自分自身を傷つけてしまいかねない武器を巧たくみに繰くり出す／互いに読み合う／秒刻みの攻こう防ぼうで罠わなを仕し掛かけ合う。

　夕霧──張り巡めぐらされる杭とワイヤー／徐じよ々じよに柱と柱の間でつないでいく／蜘く蛛もの巣のように織り上げていく。

　ワイヤーの網あみの僅わずかな隙すき間まを正確にすり抜ぬける蛭雪──羽う毛もうのごとき身軽さ／煙けむりのごときとらえどころのなさ／夕霧が仕掛けた罠を全すべてかわす／六肢を駆く使しして追い詰つめてゆく。

　と思いきや、宙に張り渡わたされた多数のワイヤーがいきなり液状に戻る──夕霧の操作＝タイミングぴったり／きらめく白銀の霧きり雨さめ──星が降り注ぐよう。

　踊りながら放たれる十糸のワイヤー──周囲の液状化金属を電気刺し激げきで硬こう化か／糸状になる／でたらめにつながる／不規則な網状に──蛭雪の六肢にまとわりつく。

　にわかに異音──ワイヤーが六肢に食い込む・切り込む・絡からまる・激しく引っ搔かく・火花を噴ふく。

　雷撃器を持つ腕うで・灼刃を持つ腕・ワイヤー射出装置を持つ腕・爆雷が内蔵された腕・機銃を持つ脚・火炎放射器を持つ脚──複雑に絡まる／引っ張る／ほどけず／作動不能に。

　すかさず柱を蹴って踊り跳ぶ夕霧＝宙でハミング──ふんふふんふーん♪　両手のワイヤーを一いつ閃せん・一閃・また一閃。

　蛭雪＝怒いかりの魔ま笑しよう──揺らめくリボンのようなＷ字上下飛行で回かい避ひ・待たい避ひ・くるくる回転しながら距離を取る──六肢にエメラルドの輝かがやき＝全て灼刃を持つ腕に。

　赤熱する六つの刃──ワイヤーを切り払はらう・振り払う・液状に戻す──まとわりついていた白銀のきらめきを切り飛ばして旋回──複雑な軌き道どうを飛んで迫はく撃げき＝夕霧との真っ向勝負へ。

　夕霧の止まらぬステップ＝床へ／柱へ／天てん井じようへ──目で追うことすら困難な速度。

　踊り跳んで迎え撃つ殺人ミキサーＶＳ縦横に振るわれる六刃の乱らん舞ぶ──斬きり結ぶ・弾はじく・かわす・絡みつかせる・切り離す──けたたましい限りの身の毛もよだつ騒そう音おん。

　三百六十度・上下左右・天地無用で踊る夕霧／舞う蛭雪──退かぬ攻防＝拮きつ抗こう。

　互いに攻せめ続ける──とみせて待避──とみせて猛攻──とみせていなす──とみせて絡みつくワイヤー──とみせて逆に絡みつこうとする蛇じや腹ばらの腕うで──とみせて次の手を繰り出す──結果的にいっときもとどまらず攻め続ける。

　夕霧＝間断なくワイヤーを繰り出しながら相手の目の動き・体の動き・羽の動き・六肢の蛇腹の動きを読み取っていく──メロディーを覚えるように一連の動きをひとかたまりのものとして記き憶おくしていく。

　優すぐれたダンサーが備える天性の運動記憶能力──一度見た動きは忘れない／どんな運動パターンが生み出されるか瞬しゆん時じに見み抜ぬく／一見して相手がどう動くか自然とわかる／自分の動きが相手の動きにどう影えい響きようを与あたえるかなんとなくわかる。

　十人の〈蟲〉に囲まれて戦い抜いた〈空港占拠事件〉での記憶──四し肢しが六肢になったところで複雑さが増しただけ／羽が生えているからといって飛び回れる空間はここでは限られている──相手の動きを読んで罠を仕掛けるには十分な材料が揃そろっている。

　蛭雪の猛攻──一いち撃げきで自分を真っ二つにできる灼刃の乱舞をぎりぎりまで引きつけながらかわす／逸そらす／弾く──そうして蛭雪が飛べる空間を一寸刻みにワイヤーで切り詰めていく。

　再び柱と柱の間にワイヤーの網が形成されていく──飛行型の特甲の優位を守りたい蛭雪＝にわかに四つの腕にエメラルドの輝き──爆雷の束が現れる／四方へ投とう擲てきされる。

　夕霧──漠ばく然ぜんと想定していた通りに爆雷をかわす──思った通りの柱に爆雷が巻き付く──ぴったりのタイミングで炸さく裂れつ＝柱とそこに打ち込んだ杭とワイヤーがまとめて吹き飛ぶ。

　自分の体を引っ張るワイヤーの大半が失われる──限られた方向へしか一時的に夕霧が移動できなくなる。

　すかさず頭上へ杭を放つ／すかさず蛭雪が迫せまる──真上へ自分を巻き上げる／蛇腹の両りよう脚あしが振ふるう灼刃──夕霧の両脚が膝しつ下かで斬り飛ばされる／攻撃の勢いのまま蛭雪がより広い空間を確保すべく宙を舞う。

　かかった──ワイヤーの網さえ吹き飛ばせば自由に飛べると思い込ませることができた。

　夕霧──身をひねる／脚が消えた分だけ身軽な体を振り子のように揺らす──狙い通りの位置／狙い通りの運動──そして腰の杭打パイルち器バンカーから杭の束をまとめて放った。

　それまで移動手段としてのみ使用していた杭──にわかに蛭雪の顔・胸・腹へ飛来。

　蛭雪──身をひねる／爆雷用に変えたせいで防ぼう御ぎよが咄とつ嗟さにできない四腕／羽の操作に注力して待避──杭が蛭雪の白い髪かみ・肩・腿ももをかすめる／予期せぬ攻撃に見事に対応／全ての杭をかわしてみせる──狙い通りの位置／狙い通りの運動をみせる。

　がくん、と蛭雪の体が揺れる／止まる／魔笑が引きつる／赤い両目が見開かれる──そのウスバカゲロウの羽──幾いくつもの杭が柱の一つに縫ぬい止めていた。

　夕霧──両脚を再転送／別のワイヤーで自分の体を引っ張る／くるくる宙で回転──そうしながら狙い澄すまして新たな杭を放つ──一本・二本・三本──次々に羽に突つき刺ささる。

　まるで標本用にピン留めされた虫のような有様──蛭雪＝声にならぬ怒りの息い吹ぶき／背で激しく起こるエメラルドの輝き／羽の復旧を試みる／食い込んだ杭が離れず／いったん羽を切り離さざるをえず──四腕に灼刃を再転送／羽を引きちぎる／自ら切り裂さく。

　夕霧──すたっと床に着地／復活した両脚で踏ふんばる／右手を突き出す／左手で右みぎ肘ひじをつかんで支える──ピストル型にした右手の指を大きく振りかぶる。

　フルスロットルでのワイヤー放射態勢──蛭雪を柱ごと両断せんとする姿勢をとったとき、にわかに斜ななめ後方から怒ど気き・殺意・火線──瞬時に攻撃中止──横っ飛びにかわす夕霧。

　一瞬前まで夕霧がいた空間を飛び抜ける弾だん丸がんの雨──五十メートルほど離れた場所にいる陸王＝乙と距離を取って機き銃じゆう掃そう射しや／仲間である蛭雪をフォロー。

　すぐさま乙が陸王を迫撃──夕霧が再び攻撃態勢に──僅かな遅おくれが異変を招いていた。

　蛭雪＝羽を引きちぎるのをやめる──六肢をたわめる／体の周りに集める／見開いた赤い瞳ひとみが熾し烈れつな輝きをやどす。

　防御の態勢ではない──全力でこちらを攻撃しようとしている。

《去死吧！》

　ノイズ混じりの電子音声──とっさに意味はわからずとも死ねという呪じゆ詛そが伝わる響ひびき。

　そして六肢に勃ぼつ発ぱつ──燃え盛るようなエメラルドの輝き。

　海賊版の特甲──まさかのレベル３。
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　乙──斬り結ぶ／すれ違ちがう／旋回／斬り結ぶ──かっと舞い散る火花・ぎーん、と尾おを引く衝しよう突とつ音──連続Ｕ字ターン。

　陸王──右みぎ腕うでと一体化した回転ノコギリつき特大突とつ撃げき銃じゆうを振りかざしてＵ字ターン──左ひだり腕うでに抗こう磁圧を放つ盾たて／両りよう肩かたに雷撃器／駆く動どう輪付きの足──小隊長さんと同じ陸戦型の突スタ撃ーマ手ン／小隊長さんの一いつ貫かんした拳けん闘とう主義に比べて格段に多た彩さいな武装。

　飛ひ翔しようする灼しやく熱ねつの刃やいばＶＳ驀ばく進しんする黒鉄色の甲冑──激げき突とつしては離はなれる一撃離り脱だつの繰り返し。

　中世の騎き士しの槍やり試合のように互いに直線運動──すれ違いながら互いの武器を繰り出す。

　乙──ぶつかるたびに刃が砕くだける／腕をもがれる／再転送──相手の手数をきっちり把は握あくすることに専念。

　陸王──ぶつかるたびに用いる武器を変へん更こう／右腕・左腕・両肩──攻撃パターンを読まれつつどれが最も効果的か推おし量っている。

　何度目か知れぬ激突──その寸前でいきなり跳ちよう躍やくする陸王＝盾を構える／空飛ぶ乙の迫撃降下を逆手にとって頭上を取りにくる──乙＝相手がそうすると何となくわかりながら切せつ迫ぱく。

　陸王の盾から抗磁圧の爆ばく風ふうが噴ふん出しゆつ──高速Ｌ字ターン＝ほぼ直角／真横へ飛んでかわす乙。

　さらにＣ字旋回＝陸王の背へ迫撃──着地と同時にＳ字走行＝スラロームでかわす陸王。

　二人の間で鉄筋コンクリートの柱が砕ける／斬られる／倒たおれる──陸王の怒ど号ごう。「すばしっこいあまっこじゃァほんまァ～！」

　どどどどどど──猛たけり狂くるうエンジンの音を響かせＵターン＝怒り任せの機銃掃射。

　ジグザグ飛翔で火線をかわす乙──ひそかに息切れ／相手に疲ひ労ろうを悟さとらせないよう飛翔。

　果か敢かんにさらなる激突へ向かう──そのときにはもう機銃と盾の可動範はん囲いを把握／隙すきのない甲冑／武装の塊かたまり／だが水無月なら狙ったであろう最も防御が弱い場所をしっかり見抜いていた。

　そこを攻撃するためにすべきこと──相手の動きを見抜け／リズムをとらえろ／一連の動きをひとつながりのメロディーのように認にん識しきしろ／そして相手が自分にとって最も望ましい動きを選ぶよう仕向けろ──最適な位置／最適な運動を実現しろ。

　機銃掃射をかいくぐる──敵の斜め上へ／敵から見て左側へ──にわかに直ちよつ滑かつ降こう。

　流れ星のように迅じん速そくな迫撃──陸王が盾を掲かかげる／乙の刃を防ぐつもり／そうしておいて右腕のノコギリを振るうつもり──接せつ触しよくする寸前で身をひねる乙──上下逆さまに。

　ぐるりと天地が入れ替かわる──背でたたんだ羽が床ゆかをかすめる。

　上下逆さになった風景／上下逆さになった陸王／掲げた盾の下──目前に駆動輪つきの足＝ＭＳＳ本部に侵しん入にゆうした陸王に対し、特トツ甲コーをまとった水無月の体が真っ先に狙ねらった箇か所しよ。

　右腕を一閃＝十分な手て応ごたえ──身をひねる／上下が戻もどる／羽を激しくはばたかせる／全力で上じよう昇しよう／天井付近でＵ字ターン──再び迫撃態勢に。

　眼下──両足を切断された陸王が宙へ投げ出されている──転てん倒とうしたところを容よう赦しやなく襲おそうつもりで迫撃をしかける──かと思えば陸王がこっちに向かって飛んでくる。

　陸王──投げ出された宙で咄嗟に床へ盾を向けた／抗磁圧の爆風を放った／その体が真上へ跳はね飛んだ──乙と同じ高さに浮うかび上がっていた。

　こっちの狙いを読んでいたとか逆手に取ったとかじゃない──涼月小隊長並みに直感と動物的本能で生き延びる道を見み出いだすことに長たけた特甲児童──身をひねる／盾も機銃も肩かたの雷撃器もまともに構えられず──その真っ黒いヘルメットを思い切り突き出した。

　斬り払おうとしてタイミングを逸いつする──ボーリングの球のように迫るヘルメット＝陸王の頭ず突つき──直ちよく撃げき──がつん！

　乙の顔面──抗磁圧のヘルメットがなければ顔をぐしゃぐしゃにされていた──弾き飛ばされる／手足をたたむ／きりもみ──羽をはばたかせて体勢を取り戻す。

　連続する戦せん闘とう──疲労が襲う／高速飛行のための力を出しきれず／かろうじて柱にぶつからず──息を整えるためにあえて大きな弧こを描えがく／休むための旋せん回かい運動。

　闘とう志しは衰おとろえておらず──疲労を自覚したからには短時間で決着させるべく迫撃を仕掛けねばならない／幸い足への攻こう撃げき自体は成功した／盾を上げるべきか下げるべきかで敵は迷うはず／その迷いをしっかり利用すれば勝てるはず──次の攻こう防ぼうに向けて集中──ふいに失敗を悟る。

　陸王──乙に一発食くらわせた後で激しく転倒＝火花を散らしながらコンクリートの床を滑すべっていく──そうしながら両足を再転送している＝起き上がりざま機銃を構える。

　掃射──乙に向けてではない──火線の奔ほん出しゆつ＝ワイヤーを放とうとしていた夕霧が待避／柱に縫い止められた蛭雪──しまった。

　自分がほんの少し休もうとしたせいで／すぐに仕留めにいかなかったせいで──夕霧にとってきわめて重要な好機が奪うばわれた。

　苦々しい思い／挽ばん回かいすべく滑かつ空くう体勢に──なんとしてもあの特トツ甲コー猟りよう兵へいの動きを止めてやる。

　そのとき異変を察知／ぞっとする輝き──蛭雪の六肢し＝燃え盛るようなエメラルドの輝き。

　敵のレベル３──その認識が問答無用で到とう来らい──そして出現する特甲。

　朱あかいウスバカゲロウの羽が八つに増える／六つの蛇腹の腕が半ばから朱い巨きよ大だいな草くさ刈かり刃ばのようなものに変へん貌ぼう──まるで蟻あり地じ獄ごくの女王蟻ありが脱だつ皮ぴして巨大なカマキリに変態したかのよう。

　おのずと伝わる知識──〈インフィニティ〉施し設せつで出現した犠ぎ脳のう体兵器＝〈アラクネの機はた織おり〉──その脚きやく部ぶを小型化して六つ同時に使用することで機能を何倍にも増ぞう幅ふくさせるしろもの。

　蛭雪の体に四枚の羽が巻き付く／覆おおう／朱しゆ色いろの甲かつ冑ちゆうに──強力な火を放つ用意。

　そのときには真っ直すぐ飛翔──乙＝脳のう裏りに響くワニの声──楽しい楽しい楽しいなァ！──それと似た声こわ音ねで認識される別の声。《脅きよう威いの増大に伴ともない、全バランサーの解除レジストキーを承しよう認にん》

　マスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の声──《第一メリアー体の造換規定値を拡大。国家保安法に基もとづき第三アクセス権および戦時兵装が許可されました》──乙の全身に燃え盛るようなエメラルドの輝き／決して情報汚お染せんによる暴走ではなく／どす黒いイバラもおかしな夢の揺ゆりかごも遠ざけながら──今ここで力を尽くせという、どこからともなく訪れる強い意志に従う／己の意志として抱いだく。

《特甲レベニヴオール３・ドライの転送を実行します》

　一秒余──最適な位置に到とう達たつ／最適な運動の実現──そのように行動することが、その場にいる全員にとって、最適であるというガラテア・コンプレックス的判断。

　蛭雪と夕霧の正面──二人の間に飛び込んだ乙＝ほとんど瞬しゆん間かん移動じみた速度で移動／ぴたりと静止／最適な位置／最適な姿勢──強力な特甲の転送を受け入れる。

　乙＝背に十枚の羽が花開く／全身に羽が巻きつく／ワニの目と自分の目が覆われる／サファイアに輝く甲冑──特甲レベル３〈サラマンデル〉の双そう腕わん＝肘ひじから先が平たい刃状に／鋭するどく尖とがった手／双ふたつの長ちよう剣けんのようなそれを真っ直ぐ蛭雪に向けている。

　カチンと音を立てて長剣が縦に割れる──狭はざ間まに細い針のようなもの／青い火がともる／蛭雪のたたんだ六肢の中心に、ぽつんと青い光点が浮かぶ。

　蛭雪の六肢が急激に震しん動どう＝放たれる破は壊かい的な音おん響きよう閃せん光こう──乙の双腕が青い光線を照射＝青い燐りん光こうが集極／勃発する真っ青な火球。

　莫ばく大だいなエネルギーの激突──一いつ瞬しゆんで二人の間に焦しよう熱ねつの地じ獄ごくが吹ふき荒あれた。
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　おびただしい抗磁圧の蓄ちく積せき／加速／サーキットが放電──ベゼル式制せい御ぎよ帯が輝かがやく光輪に。

　オーバーヒートぎりぎりまで蓄ちく熱ねつ──ここの全すべてを破壊するために十分に蓄たくわえられたエネルギー──機械の心がこれでいいと判断を下す。

　鳳の全身を何重にも羽が覆う──抗磁圧が熱へ変へん換かんされた瞬間、音が消えた──超ちよう高熱による空気の膨ぼう張ちよう／燃ねん焼しよう／真空状態──音を伝えるべき空気が残らず破壊をもたらす焦熱の塊に。

　小さな太陽が地下に昇のぼるかのような閃せん光こう──ロケット燃料を用いたＡＰ爆ばく弾だんに等しい炸裂によって周囲にある何もかもが灰かい燼じんと化した。
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　涼月＝レベル３の姿のままＢ５フロアのどこかを疾しつ走そう──情報汚染の気配／ノイズが満ちる空間／強力な特甲が稼か働どうしているのはわかる──だが見つからない／あたくし様がいない。

　どこにもいない──そんなわけがない──どこかにいるはずなのに。

　どうすればいい／つながりが生まれない／肉体的な存在に指示を出すだけの機械の心──呼びかけることもできない。

　探さぐろうとしても病気の気配ばかり伝わってくる──特甲猟兵達のフロー状態／末期的症しよう状じよう。あるいはそれ以外の何か──情報汚染を繰くり広げているらしいどこかの馬鹿が病気で苦しんでいるという認識──くそっ、だからなんだってんだ。

　はたと立ち止まる──きわめて自然に訪れる解決／自然すぎて意識するのが難しいほどのガラテア・コンプレックス的認識──何かがどうにかなればいい／そうすれば最適化するはず。

　漠ばく然ぜん──結局のところ何もわからず／自分にはわからないということがわかる／だったらわかるやつに聞けばいい──そう納なつ得とくして地上に連れん絡らくを取ろうとしたとき。

　空気の震ふるえを感じる──ぞっとなる──まずい。

　さっときびすを返す──背後のどこか／おそらくあとワンフロア下／あたくし様が目一いつ杯ぱいの力で目的の場所をぶっとばした。

　刹せつ那な──暗くら闇やみが爆はぜた／通路の奥から火か炎えんの奔ほん流りゆうが押し寄せる／床が捲めくれ上がる／壁かべが砕ける──まるで溶よう岩がんが噴ふき出すように爆ばく炎えんがそこら中から襲いかかってくる。

　唯ゆい一いつ無二の対たい抗こう手段──抗磁圧のエネルギーがみなぎる拳こぶしを振ふるっていた。

　迫せまり来る爆炎にぽっかり穴が空く──隣りん接せつする地下水道へ続く壁が消しよう滅めつ／瓦が礫れきが四散／脳内チップで確かく認にんする余よ裕ゆうすらなく──そこを流れているはずの水流に頭から飛び込んだ。
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　地上＝列車のスイッチング作業がまもなく終しゆう了りよう──台車への搭とう載さい完かん了りよう／連結作業も完了／スイッチング作業の終了──出発準備が完了。

　重量計算＝〈アイギス〉が瞬しゆん時じに割り出す──積せき載さい限界ぎりぎり。

　第一車両＝機関車──運転室に陣じん取どるガブリエル＝変わらずヘルメットと防ぼう弾だんチョッキ姿／煤すすだらけ／スイッチング作業中にしっかり軽食・塩分・水分を摂とって英気を養う。

　機関車のボイラー室──石炭係にされたＭＳＳ戦術班のカスパル＋エドガー＝交代要員を要よう請せい──ＭＰＢ中隊／歩兵連隊／第二作戦部隊から二名ずつ回される。

　第二車両＝給水車──車体の上に第二作戦部隊のアームスーツ×二体。

　第三車両＝客車──梃子てこでも動かないＭＰＢ広報課クルー四名＋千々石──スペースが足らずＭＰＢ中隊員が客車の半分を使用＝両側の窓に鉄板を打ちつけ銃じゆう眼がんに。

　第四車両＝台車──セーフガード車両〈アイギス〉──ニナ／冬真／ピエール／通信官達。

　第五車両＝客車──ＭＰＢ中隊／ＭＰＢ機動捜そう査さ課／モリィ／イザベラ。

　第六車両＝客車──積んでいた資材の大半を使い切る──第二作戦部隊の人員が搭とう乗じよう。

　第七車両＝台車──装そう甲こう輸送トラック──ＭＰＢ隊員／マリア／アデライード／クラリッサ／眠ねむれる吹雪フブキ／運び込まれ横たえられた負傷者達。

　第八車両＝台車──セーフガード車両〈トリアイナ〉──ディーゼル課長／通信解かい析せき課／眠れる水無月。

　第九車両＝客車──歩兵連隊／まだ戦闘可能な負傷者の一部。

　軍用ハンヴ車両イーは全て放ほう棄き──線路上を進める機体が護衛に。

　ＭＳＳ戦術班＝最高速度で移動可能なカブトケーフムシエル×二台──損傷で機動力が低下×六台。

　さらに一台＝日向の機体──第三十ジーク五区ムントにあるＭＳＳ本部から持ってこさせる／日向がアームスーツに搭乗しているためカスパルとエドガーがじゃんけんで取り合う──嬉き々きとして機体に乗り込むエドガー──ぶすっとして銃じゆう器きとシャベルを手にして機関車に乗るカスパル。

　第二作戦部隊＝ばかでかい機体ケンタツエンタウロスオアー×一台──迷めい彩さい柄がらのカブトケーフムシエル×二台。

　準備完了──敵てき襲しゆうなし──他部隊からの連絡なし。

　かと思えばだしぬけに通信──冬真＝〈アイギス〉への直通電話をキャッチ／見た記き憶おくがある数字の列／登録済みの相手。「ニナさん、ＭＰＢフランツ副長から通信です」

　ニナ＝身を乗り出す。「つなげ」

《ＭＰＢ副長フランツ・利ト根ネ・エアハルトだ》律りち儀ぎにフルネームで名乗る──一方的で断だん片ぺん的な報告。《未来党党首クレメンス・ビクスラー、同党員ホルガー・ベルツ将軍を逮たい捕ほした。引き続きハンス・Ｗ・クラインを追う。以上》

　ニナが何か言うまもなく通信オフ──ピエール＝ずびずび洟はなをかみつつ。「状じよう況きようを共有しようってだけ、ありがたい相手だな。ドラゴスティノフ捜査官もブラックストーン捜査官も、連絡をよこしちゃくれん」

「まったくです」ニナ＝それ以外に返す言葉がないというように腕うで組ぐみ。

「ふむ。ところで、じきに出発できそうだが」ピエール＝思案げにモニターの一つを見る──駅と倉庫が消火もされず焼け落ちている。「お嬢じようさん達や、彼女らを支し援えんしに行った連中を置いていくのか？　それとも、ここで帰りを待つのか？」

　みなが振り返る──ニナ＝すぐには返答せず／唇くちびるを引き結ぶ／冴さえやかな美び貌ぼうが決断につぐ決断の連続で張り詰つめっぱなし。

　どん！　いきなり衝しよう撃げき音──震動／揺れる列車／がたがた音を立てる車体／足の裏に伝わるもの──地下で何か途と方ほうもないエネルギーが勃ぼつ発ぱつした。

　冬真──気づけばＰＤＡを握にぎりしめている／二度にわたり眠れる水無月の声を届けてくれたもの／少女達につながるもの──どうか道をお与あたえ下さい／彼女たちの前に正しく進むべき道をお示し下さい──心からの祈いのり──その目に映る炎ほのおの輝き。

　全員の目がモニターに釘くぎ付づけに──焼けた駅の向こうで噴炎──煌こう々こうたる火柱。

《損害を確認》重々しく告げる声──ディーゼル課長。《最後の予備電線が焼き払はらわれました。これにより都市管理局マスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の防ぼう壁へきは全て消失。この都市への……地下に入った特トツ甲コー児童への情報汚染が、さらに深刻化することが予想されます》

　ニナ＝通信マイクを手に取る。「セーフガード車両搭乗者は情報汚染に備えろ。特甲児童との通信回線の維い持じを。機関員、スイッチング作業の進しん捗ちよくは？」

《全車両完了》機関車のガブリエルが応答。《最後の連結中だ》

　応答中に車体の揺れ──がしゃーん、と連結器が立てる音が届いてくる。

《いつでも出られる》さらにガブリエルの声。《出るかとどまるか、指示をくれ》

　ニナ＝通信マイクを握り直す──低い声で思案を口にする。「敵の情報汚染に対抗するためにも、地下の特甲児童を支援するためにも、我々のユニットを一刻も早くマスターサーバー〈[image: よう]〉に接続すべきだ。……だが、特甲児童達が万一にも再び同士討うちを始めるようなときは、セーフガード車両で介かい入にゆうして特甲の転送を解かねばならない」

　誰だれも答えず──ディーゼル課長も返事をせず──ただニナの決断を待っている。

　ニナ＝指揮官としての苦しみを飲み込む──とるべき選せん択たくを口にすべく顔を上げる。

《あー、ニナ副官へ》いきなり声──涼月。《聞こえますか》

　はっと息をのむニナ──通信マイクを操作。「聞こえている。どうした」

《えっと……もしまだ駅の近くにいるんだったら、さっさと出発して下さい。あたし達は大丈夫です》

　ニナ＝目を見開く／ぐっと何かをこらえる──うなずく。「了りよう解かいだ」

《あと、そこに冬真いますか？》

　冬真＝驚おどろいてコンソールを操作──声を返す。「うん。どうしたの、涼月さん」

《よくわかんねーんだが、お前にならわかるだろ》一方的に決めつける──早口で話す。《いいか、病気のやつを探せ。あたし達に伝わるような、おかしな病気だ。そいつがどこにいるかわかれば、なんていうか、いろいろとわかるはずだ》

　冬真＝目をぱちぱちさせる──何を言われているか、まったくわからず。

《それと、もう一つ。あたくし様の頭ん中の、あたくし様じゃないあれに、なんでもいいから、くっつけろ。色とか信号とか手足とか、なんかそんなもんを。そうすりゃ、あたくし様とあれがつながって、あたし達ともつながって目が覚めたりするはずだ。お前にならできるだろ？》

「あの……」冬真＝エジプトのスフィンクスから謎なぞ々なぞを解かねば食い殺すと言われた旅人のように呆ぼう然ぜん──かつてない難題に眉まゆがハの字に。「さっぱり……」

《じゃ、頼たのんだぞ》通話オフ──全員から注目されながら途方に暮れる少年が残される。

《一いつ緒しよに彼女の謎なぞかけを解明しよう》ディーゼル課長＝助け船。《彼女のような優すぐれた特甲使いだからこそ直感的に理解した何かだ。彼女の視点になって考えれば、きっとわかる》

「は、はい……」冬真＝なんとか気を取り直す──今まさに情報汚染の渦か中ちゆうにいる鳳のために／鳳のために戦ってくれている少女達のために──意味不明きわまる頼みを真っ向から受けて立つ。「なんとかしてみせます」

　その冬真の肩かたをぽんと叩たたく手──ニナ＝小さくうなずく／励はげます／通信マイクを握る。「総員へ告ぐ。我々はこれよりハイデシュトラーセ方面へ出発し、現地部隊と合流する。マスターサーバー〈[image: よう]〉と福ふく祉し局があるガソメーター駅周辺が、我々の最後の砦とりでだ。これを死守し、都市を取り戻もどすぞ。総員、出発！」

　高らかな汽笛の音──ごとん、と音を立てて列車が動き出す──機体が一いつ斉せいに護衛につく。

　戦いの火と子供達を置いて──汽車が走り出し、やがて猛もう然ぜんと加速していった。
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　まばゆい火──燃え盛るエメラルドの輝きをまとう二人──乙＋蛭雪。

　陽炎──その輝きのさなか／ほんの一秒か二秒の間／この上なく明白に察知──手で触ふれることができそうなほどの感覚──死をもたらす視線＝レーザー照準器の光線に等しいもの。

　即そく応おう──生ける屍しかばねと化した少年に背を向ける／すぐ近くにいる黄色い輝きに守ってもらう。

　雛──そもそも光葉を牽けん制せい中＝最適な動き／最適な位置──小蟹がにの群／爆ばく雷らい／火炎放射を駆く使ししながら８の字飛行──光葉を引きつける／陽炎が必殺の射しや撃げきを放てるよう連れん携けい。

　光葉──歪ゆがんだ特甲／ぎくしゃくした動き／爆ばく風ふうの壁かべ越ごしに雛を掃そう射しやしようと追う。

　一いつ瞬しゆんで状況を把は握あくする陽炎──五十メートルほど向こうでレベル３をまとう乙が宙で静止──百五十メートルほど離はなれた排はい水すい路の一つで乙を狙う狙撃手。

　馬ば鹿かでかいライフルを構えるアームスーツ＝カメレオン装置で周囲に溶とけ込む／探査に引っかからないよう這はいつくばって静止中／レーザー照準器の光線も放たず──なのにどうして察知できたのか当の陽炎は疑問にも思わず。

　なんとなく誰かがライフルで自分や仲間達を狙っている気配をずっと感じていた──少なくとも二人の狙そ撃げき手が存在するという漠然とした認にん識しき──なんか黄色い感じ。

　ぶんぶん何かが鳴っているという直感的な危機察知能力／空間へ広がる接続能力／本来の自分の探査能力／電子戦技術によって敵の通話を探知する能力──全すべてが危機を炙あぶり出す。

　仲間を狙うその言語道断のアームスーツにぴたりとライフルの狙いをつけた刹那──第二の狙撃手の眼まな差ざしが斜ななめ後ろから自分の頭部に狙いをつけたのを感じた。

　だが陽炎に恐きよう怖ふも焦あせりもなし＝静せい穏おんたる射撃体勢／揺ゆらがぬヘイジョーシン──ただあるのは透とう徹てつした認識のみ──ロートヴィルトとホイテロートに違ちがいないという認識──どちらがどちらを狙っているのかを漠然と理解──そして自分は守られフォローされているという確信。

　拡張され続けるガラテア・コンプレックス的認識──脳のう裏りに浮うかび上がる白いアームスーツ×四体のおぼろげな姿＝うち一体が射撃体勢にある──陽炎の／私の／彼女の背を守るべくライフルを構えてくれているのだということが頭の片かた隅すみで理解されていた。

　かつてなく穏おだやかな心持ち──揺りかごの夢で眠るときとは異なるが、同じほどの安らかさを感じながら引き金を引いていた。
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　絶好の機会が到とう来らい──息を潜ひそめ／気配を消し／姿を消しながら──さんざん小蟹の炸さく裂れつを食らって装甲を損傷／中にいるホイテロートにも衝撃のダメージ──だが狙撃に支障はないという自信を支えにほとんど匍ほ匐ふく前進で下水道を移動。

　ブリリアント・ユニットの手て駒ごまである特トツ甲コー猟りよう兵へい達が配置につく──それに合わせて貯水区画に通じる排水路に身を横たえる──じっと待った。

　やがて治安組織の特甲児童達が到来──アームスーツを這わせたままライフルを構え／息を整え／あらゆる雑念を消して機を伺うかがう──久しぶりによみがえる故郷の味＝ハリネズミ料理。

　全身の針で世界を拒きよ絶ぜつする浄きよい動物──その頭に一いち撃げきを放つ一瞬に没ぼつ頭とうした。

　やがて訪れた機会──手を伸のばせば届きそうな場所に浮ふ遊ゆうする青い火＝空飛ぶ少女の静止。

　今しかない──自分が恐怖をぬぐうすべは／生きて明日を迎むかえるには／この先ずっと敗北に怯おびえずに済むには──あの少女をここで仕留めるしかない。

　頭がそのことで満たされる──心は何も感じず空くう洞どうのように冷静さを保つ。

　そして引き金を引かんとした一瞬──ばん！　痛つう烈れつな衝撃＝アームスーツの手元──ライフルの銃じゆう身しんに弾だん丸がんを叩き込まれた／一発で破は壊かいされた／弾丸の発射機構に致ち命めい的な損傷──ライフルが手から弾はじき飛ばされた。

　紅あかい髪かみの特甲少女がもたらした一撃──自分とロートヴィルト、二人分の悪運が一つのものとなって襲おそいかかってきた。

　次の瞬しゆん間かんには猛然と後ろ向きに這って待たい避ひ──慌あわてて逃にげた。

　壊こわれて転がるライフル──視界の隅すみで、それが自分の死体に思えていた。
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　暗がりに這うロートヴィルト──撃うとうとして撃てず。

　ホイテロートとは逆サイドの排水路に位置──ホイテロートと同様に紅い髪の少女を狙い続ける／チャンスを待ち続ける／七年前に彼女を撃った日の再現をはかる。

　やがて訪れた──少女が仲間を守るべく無防備に背をさらす／別の仲間も誰も少女の背後を守ってはおらず──今しかないという一瞬が唐とう突とつにもたらされる／逃のがすなと心が命じる。

　だが撃てない──奇き妙みような直感──あの少女は今まさにこの自分が彼女を狙っているということを知っている──その上でああして仲間のフォローに徹てつしている。

　なぜなら──他の何かが彼女の背を守っているからだという直感が危機とともに到来。

　逃げろ──頭でも心でもなく本能に直結した何かが叫さけんだ──次の瞬間にはその声に従っていた／アームスーツを横へ転がし排水路の陰かげにはりついた。

　ばん！　火花・小さな爆ばく発はつ──飛び込んできた馬鹿でかい弾丸──自分が一瞬前までいた空間を通り過ぎて排水路の内ない壁へきに突つき刺ささった──白いアームスーツの狙撃。

　転がりながら排水路の奥へ待避──ライフルを脇わきに抱かかえながら、残りの腕わん部ぶと脚きやく部ぶで這う。

　這って逃げる犬さながらの姿──屈くつ辱じよくに襲われる／それどころではないと心が悲鳴を上げる／凶きよう運に囲まれて狩かり出されているのだということを頭が認識。

　排水路を飛び出して柱の陰に身を潜める──暗くら闇やみのどこかで激しい音／火線の輝かがやき──ＭＳＳの機体が遠えん隔かく操作兵器と戦せん闘とうしている。

　そちらに気を取られた一瞬──がん！　と盾たてにした柱に衝撃──狩られているというこの上ない恐怖を伴ともなうプレッシャー──脱だつ兎とのごとく踵きびすを返して逃とう走そう──ひゅん、とすぐそばを弾丸が飛び抜ぬける──恐きよう慌こうしかける心をなんとか押さえつける。

　逃げられない凶運──ならば対決するしかない／打ち勝って生き延びるしかない──自分がいまや窮きゆう鼠そとなったことをようやく受け入れる──恐怖を怒いかりに変えて暗闇を走る。
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　激げき烈れつな火力の衝しよう突とつ──乙／蛭雪──真っ向から放った異なる火が一つになる／膨ふくれ上がる／一挙に爆はぜる──途方もない烈れつ火かの爆ばく散さん。

　両者ともに猛もう烈れつな爆ばく圧あつですっ飛ぶ──甲かつ冑ちゆう姿の乙を全身で受け止める夕霧＝四方へ放った杭くい＋ワイヤー──衝撃を吸収・分散・あえてワイヤーを千切れさせながら後退──倒たおれ込む。

　蛭雪──背の柱が砕くだけ散る／六肢しが火を噴ふきながら真後ろへ飛ぶ──朱あかい砲ほう弾だんのように壁かべにめり込む──硬こう化かした羽＝甲冑が剝はく片へんをばらまく／蒸気を噴く。

　ぐらりと前のめりになって壁から落ちる蛭雪──走り込んできた陸王が抱だき留める＝両足の駆く動どう輪で転進──待避。

　空気がからからに乾かわいている──危険なほどの熱気が空間に満ちている。

　辺り一面に真っ赤に焼けた砂じや利りが散らばっている──二人が火を放ち合った地点を中心に柱が何本も砕けている──蛭雪が縫ぬい止められていた柱の根元が溶とけて飴あめのようになっている。

　天てん井じように亀き裂れつ──徐じよ々じよに拡大／柱が欠けたことで貯水区画全体が崩ほう壊かい寸前に。

　ぱーん、と甲冑が弾ける音──立て続け──蛭雪の六肢が元の蛇じや腹ばらの腕に／乙の特甲が還かん送そうされて通常の姿に／どちらも目を閉じたまま／それぞれの味方の腕の中でぐったりしている。

　夕霧のそば──からんからんと音を立てるカタナ＝特トツ甲コーの一部だったもの──乙を片方の腕で抱えたままそれを拾ってやった。

　その背後──ライフルを構えた陽炎＝片かた膝ひざ立ちのフォロー体勢──ぴたりと陸王に向けられた銃じゆう口こう。

　にわかに崩くずれ始める天井──床ゆかにも亀裂＝猛烈な熱と水蒸気が噴き出す──乙と蛭雪の激げき突とつのせいではない／別の力が下階で炸裂した──鳳が目的を達した。

　床から噴き出す熱気とともに溢あふれ出す何か──どす黒いイバラの群のイメージ──これまでにない猛たけ々だけしさ／毒々しさ／国連広場での戦闘のときより遥はるかに強きよう烈れつ＝凄すさまじいまでの電子の絶ぜつ叫きよう。《アアアアアアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイイイ！》

《……下がって、……夕霧！》陽炎＝ノイズに遮さえぎられながら呼びかける──元来た道へ後ずさる。

　夕霧＝乙を抱だいたまま身を翻ひるがえして走る──陸王＝蛭雪を抱えたまま排水路へ逃げ込む──雛と光葉がどこかへ飛び去る。

《わかるどォ。ほんまのレベル４じゃァ。お前らもわしらとつながれやァ～！》遅おくれて届いてくる悪あく罵ば──電子の絶叫とともに届く歓かん声せい。《でなけりゃァ、おどれらで殺し合えやァ～！》

　夕霧の背後で巨きよ大だいなコンクリートの塊かたまりが落下──天井が崩壊／粉ふん塵じんが充じゆう満まん／身を投げ出されそうな震しん動どうに襲われながら通路を進む。

　降り注ぐ瓦が礫れきとイバラから可能な限り遠ざかる──小隊長を暗闇に残したまま。




　　　　†




　皇＋螢＝姿なき切り裂さき魔ま＋電子戦の名手──白露を攪かく乱らん／誘ゆう導どう／優勢を保つ。

　そして突とつ如じよとして衝しよう撃げき＝轟ごう音おん──地下道全体が震動／そこら中でコンクリートが砕ける音。

　爆圧と熱波の到来──下階で発生した高熱の乱気流が通路の奥から押し寄せてくる。

　螢＝皇の左手から放たれる幾いくつものプラズマの輝き──防ぼう壁へきを形成。

　すかさずその輝き目がけて振るわれる斧おの──白露＝爪つめ痕あとだらけの甲冑が熱波で赤く輝く。

　抗こう磁圧の爆風が分厚い刃やいばとなってプラズマの防壁を両断──飛散／背後の壁に亀裂。

　皇はおらず──からから笑い声。《鬼おにさんこちら》

　複数のプラズマの防壁──ばらまかれた囮おとり──その全てを破壊する前に衝撃波が到来。

　先行する熱波に衝撃波が僅わずかに遅れて合流──地下道全体が膨ぼう張ちよう／亀裂が走る／コンクリートが砕ける──隣りん接せつ区画の壁材／鉄筋／ダクト／ケーブルが一緒くたになって燃え上がる。

　火か炎えんのトンネル──数秒後にはあちこちで崩ほう落らく。

　白露＝盾の抗磁圧で防壁を形成──斧の一撃で崩れかけた天井を粉ふん砕さい＝脱だつ出しゆつ路に──上階のどこかの空間へ飛び込んで待避。

　炎ほのおの洞どう窟くつと化した通路が火の粉をまき散らして崩れてゆく──幽ゆう霊れい少女たる皇も緊きん急きゆう待たい避ひ＝プラズマの防壁に守られながら白露とは別の空間へ飛び込む──数秒後に背後で大量の土ど砂しやが降り注ぐ。

《お嬢じよう様さまが最後の予備電線を焼いた》螢＝地下で焼かれて生き埋うめにされることなど気にもしていないという口調──感情を忘れた理性的な声。《カラス博士の気配を感じる。マスターサーバー同士のブレークアウトが実行されているんだろう。しばらく敵ユニットである特甲猟兵に接せつ触しよくするな。ブリリアント・モデルに取り込まれたら厄やつ介かいだ》

《涼月のやつ、焼け死んだんじゃないだろうなぁ》皇＝暢のん気きですらある調子──からから笑い声／こちらも感情が欠落／やたらと享きよう楽らく的な声。《脳みそは無事だといいな。死んでたらあいつの脳みそ抜き出してユニットにしてやんなきゃ》

《さっき、あいつが地上部隊と通信しているのを感知した。しぶとく生存している》ぶすっとなる螢──いっとき声に人間味があらわれる。《あいつの脳が本当にメンデル博士の遺産の器うつわとなるか、いよいよ空白の座の真価が問われるぞ》




　　　　４




　トレーラー＝〈恐怖デイノー〉号──交通が麻ま痺ひした第二十ドナウシ二区ユタツトを我が物顔で徘はい徊かい──邪じや魔まになる放置車両を遠隔操作で次々にどかす／無人の車両がトレーラーのために道を空ける。

「開かれた」カラス博士＝唐突に席を立つ──車両の揺ゆれを楽しむようにぐらぐら揺れながら立つ／特とく殊しゆな機械が床から生えているように倒れず。「マスターサーバー同士のブレークアウトが進行。〈[image: あまた]アマタ〉を筆頭に、〈[image: ばく]バク〉、〈刕レイ〉、〈[image: かむき]カムキ〉が、私の手中に収まるときがきた」

「〈[image: かむき]〉はまだ生きているのかね？」リヒャルト＝意外そうに。「てっきりＭＰＢに押さえられてしまったと思っていたよ」

「無事だ。破壊されてもいない。ブリリアント・ユニットが焼いたせいだな」カラス博士＝きょろきょろ動く両目──ここではないどこかを見ている／そもそも脳がない状態で視覚が正常に働いているかも怪あやしい状態。「地上階が燃えたため誰だれも地下階に入れなかったとみえる。外部からの砲ほう撃げきと爆ばく弾だんで基幹ユニットがだいぶ破壊されたが、本体はまだ生きている」

「それは幸いだったな」リヒャルト──にこにこ微笑ほほえむ／ぎらぎら目を輝かせる。「過去一時間で、喜ばしいと思える数少ない報しらせの一つだ」

「都市中ちゆう枢すうのマスターサーバー群を本当につなげるとは……私の推測がいかに甘かったかを思い知らされるよ」バロウ神父＝揺るがぬ穏おだやかさ──だがその額にうっすら汗あせ。

　リヒャルト＝にたりと笑えむ──バロウ神父の表情を見て取る。「さしもの神父も、緊きん張ちようされている様子だな。無理もない。これは、ここにいる我々全員が、歴史の一部となる瞬間なのだから」

「確かに、あなた方のその熱意にあてられたようだ。どうも、先ほどから冷ひや汗が止まらなくてね」バロウ神父＝穏やかに微笑み返す／手の甲こうで額の汗をぬぐう──青ざめた顔。「君のブリリアント・モデルは完成しそうかね、カラス博士？」

「これが〈外げ典てん〉か」カラス博士＝バロウに答えず／車内の誰も見ておらず──配線が狂くるった機械のようだった顔に恍こう惚こつとした表情が浮うかぶ。「ついに、私がこの都市となり、そして歴史となる瞬間が訪れた」




　　　　†




　トレーラー＝〈意パム地プレ悪ー〉号──げえっと嘔おう吐と──シャーリーン＝憔しよう悴すいした顔でトイレから出てくる。「くそっ。くそっ。雛っちのクソガキ、とにかく具合が悪くなればいいって感じでウィルスの調整しやがって。何なのこのわけわかんない症しよう状じよう。どこが悪いのかもわかんないじゃない」

「つながった」サードアイ＝紙のように蒼そう白はく／目や鼻や口に血──電子義眼が激しく明めい滅めつ／脱だつ水すい症状を防ぐための点てん滴てきの束が揺れる。「マスターサーバー同士のブレークアウトだ。〈[image: あまた]アマタ〉がこの車両に……三台の〈グライアイ〉によって占せん有ゆうされる。カラス博士のブリリアント・モデルが築かれる」

　シャーリーン＝ぎらっとした笑み／目の下に青黒いくまが浮かぶ。「解かい析せき能力を借りよう、ダーリン。このウィルスを解析して、クソガキどもに感かん染せんし返してやるんだ」




　　　　†




　驀ばく進しんする汽車──一挙に北上──敵てき襲しゆうなし／十分と経たたずにジンメリング駅を走破／ハイデルシュトラーセ駅が目前に。

　ただしその駅からガソメーターまで一キロほど街路を通過する必要があることから駅を通り越こす予定──ドナウ運河の手前で停車／線路の真ん中で車両を移動──ガソメーターの防衛部隊がせっせと通りから放置車両を排はい除じよ中。

《敵がマスターサーバーを占有》ディーゼル課長＝ますます緊きん迫ぱくする声。《ＭＳＳとＭＰＢのマスターサーバーも、ブレークアウトを遅ち延えんさせていますが、全機能を敵に奪うばわれるのは時間の問題です》

「特甲の転送に支障をきたす」ニナ＝通信マイクを握にぎる手に力がこもる／怒ど鳴なり声にならないよう自分を抑おさえる。「彼女たちから武器も身を守るすべも奪われる。なんとしても阻そ止ししろ」

《マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉にユニットを接続しさえすれば挽ばん回かい可能です》ディーゼル課長＝必ずできると心の中で言い聞かせているような声こわ音ね。《準備はほぼ完かん了りよう。あとは接続官コーラス二名を運うん搬ぱんするだけです》

「目的ポイントまであとどれくらいだ」ニナ＝通信先を切り替かえ。

《六分弱だ》運転室のガブリエルから応答＝こちらも力みきった声。《さらに加速できるだろうが、そうすると重量のせいで停止できなくなる可能性がある》

「確実な走行を心がけてくれ」ニナ＝目め一いつ杯ぱい飛ばせと叫さけびたくなるのをこらえる──また〈トリアイナ〉へ通信。「ディーゼル課長、到とう着ちやくから福ふく祉し局までの移動、セッティング、接続まで十分以内で終わらせられるか？」

《接続テストや、意識の誘導といった電子的減圧なしで行えば可能です》ディーゼル課長＝できる限り平静を装う声／かえって心中の抵てい抗こうが伝わる。《ただしその分、接続官コーラスへの負ふ荷かは倍増します》

「やってくれ」ニナ＝一いつ切さいの責任と罪悪感を引き受ける──長官代理としての使命を遂すい行こう。

　緊迫した空気を背で感じながらコンソールにはりつく冬真──手当たり次し第だいに答えを探すが見当もつかず。

　涼月が告げた言葉の意味を探さぐる──さっぱりわからない──病気とはいったい何のことを言っているのか？　脳内チップの異常？　フロー状態？　特トツ甲コー猟りよう兵へいを支配する何らかの接続？

　いずれも病気という言葉に当てはまるとは思えず──涼月が直面している何かを解決するすべは見当たらず。

　だが解決すべきは情報汚お染せんの源のはず──汚染をもたらすサードアイ＋シャーリーン──電子線の演習のときからこの事件を計画していた者達／特甲児童達へ侵しん入にゆうを仕し掛かけたサイバー犯罪者達。

　連想──〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉のときからサードアイは事件に荷か担たんしていた／シャーリーンの裏切りがこの事態を招いた──あのときも鳳さんは危険な状態になった／それでもリヒャルトを逮たい捕ほした──なのに〈戦犯法ほう廷てい事件〉の後でリヒャルト・トラクルは釈しやく放ほうされてしまった。

　あらゆる努力が無に帰すというぞっとしない思い──そこで唐とう突とつに何かが引っかかった。

　手を止める／宙を見つめる──待て──何が引っかかったか考えろ。

　ピントが急に合い始める──答えがどこからかやってくる。

　鳳さんが危険な状態になった原因──自分から人ひと質じちを助けるために／自ら背負った／イグナツ上院議員の家族を助けるために──ウィルスを自分の体に注射した。

　当時の内務大臣をはじめ政府中枢の人々を一いつ斉せいに殺したもの──ニナさんも感染。

　症状を解析して死し滅めつコードを判明させない限り除去できない──だが鳳さんの偽ぎ装そうは敵にばれてしまった──なぜなら──信号を発するからだ。

　アメリカが開発した機械化キメラウィルス──コード４ＪＯ。

　トロイの木馬的兵器──殺傷能力や感染能力を自由にコントロールできるようにした上で、わざと敵に流した──それをサードアイ＋シャーリーンと〈プリンチップ社〉が利用した。

　にわかにコンソールのキーを叩たたく──あらゆる手段でノイズを探す──特トツ甲コー児童達の間で行われている接続行こう為いからそれが検出されるか確かめる。

　ノイズの一つ──『３７　２９　２３　１７　１３　１１　７』──久々に目まの当たりにした気分──つながり合っている涼月さん達の誰かが病気の存在を感じ取ったとしたら。

　ならば涼月さんとつながっている誰かが該がい当とうする──あるいは該当する相手と一時的につながった──あるいは何が起こっているか理解できないままつながっている──あるいは理解しているけれども伝えられないでいる。

　なんであれ感染した誰かがいると想定して検けん索さくをかける──それがどんな意味を持っているのかわからないまま解明への希望を託たくす──残り少ない時間を費ついやすに値するものに辿たどり着つけると信じてる。

　いったい誰なのか──涼月／夕霧／陽炎／乙──眠ねむれる水無月／吹雪──さらに不明／不明／不明──正体アン不明ノウンが三つも検出される──本当にいるのかどうかもわからない／これ自体がノイズかもしれない／特甲猟兵達による負のブレークアウトと区別がつかない。

　いずれにせよ信号は検出されず──猶ゆう予よは僅わずかなのにまるまる一分近く無む為いに消える。

　違う──ふいにまたひらめいた──つながり合っている誰かじゃないとしたら／電子戦で対たい抗こうし合っている誰かだとしたら。

　まだマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の使用は可能／解析能力を借りる／敵に侵入されるリスクを冒おかしてでも検出を実行──かと思えばこちらへ何かが発信されていた／冬真の担当回線がシグナルを受信。

　敵性の攻こう撃げきかと一いつ瞬しゆんぞっとなった──発信先は不明のＩＤ＝正体アン不明ノウンの誰か──電子戦にきわめて長たけた何者かが送って寄よ越こした大いなるヒント──信号の周期表データ。

　まごうことなき助けの手──ダミーをばらまかれても大まかにつかめるようにした何か。

　咄とつ嗟さになんであるかわからず／だが急いで組み込む／多重クロス検索──これがそうであるという確信が数秒遅おくれてやってくる──マスターサーバーの早はや業わざ＝一瞬。

　信号をキャッチ／その信号を発する者が接続している何かをキャッチ──その接続している何かがさらに接続し合っているらしいネットワークの断だん片ぺんをとらえる。

　敵だ──感染者は涼月達を／この都市を／自分達を襲おそう敵だ──それ以外に答えはない。

「サードアイとシャーリーン元課長だ」強い確信──思わず声に出していた。

　ニナがさっと冬真の背を見る──揺れる車内を素早く移動／左手で手すりをつかんだまま／通信マイクを持つ右手を冬真の椅い子すの背もたれに乗せる──モニターをのぞき込む。

　特甲児童達が向かった地下道／進行中の線路周辺／さらにその先──第二十ドナウシ二区ユタツト＝マップ上で明滅する三つの何か。

「これは何の位置情報だ？」ニナ＝鋭するどく問う。

　冬真──なんとか説明しようとする／コール音に遮さえぎられる。

　ＰＤＡ──見知ったＩＤ＝再三にわたって届く声──勝手にスピーカーモードに。

《でかしたぞ、冬真》響ひびき出す水無月の声──意気揚よう々よう。《サードアイとあの女が４ＪＯに感染したんだ。誰かに感染させられたか自分達で感染したか知らないが、それが病人の正体だ。敵のセーフガード車両の防ぼう壁へきを突とつ破ぱできれば、僕達で追える。お前はあの子を導け。涼月が言ったように。どうにかして、あの子の心に接続可能な何かを備えさせろ》

　フリック・ポイントを通して届く友の声──冬真の目にまたもや涙なみだがにじむ／その努力が讃たたえられる／次なる使命が託される。

　すぐに通話がオフに──モニター内で何かが進行／この車両の攻撃コードが実行される。

　水無月や正体不明の者達の猛もう然ぜんたる働き──〈アイギス〉の機能を借りて敵性の何かに侵入を試みている。

「本当に水無月なんだな？」ニナ＝ぐっと声に力がこもる。

「はい、ニナさん」冬真＝同じく心強さが声にあらわれる──モニター内のコード実行に合わせてさらなる解析を試みる。「この〈アイギス〉の中に水無月くんがいるんです」

《彼はこちらにもいる》ディーゼル課長＝感かん涙るいの声。《彼の羽が起動した。今まで接続状態ではあったが、まるでいつもの彼のようだ。少なくとも彼の肉体は今も戦ってくれている》

《こっちもです》マリア＝冷静でいようと努める声──涙ぐんでいるのが伝わってくる。《吹雪の特甲が急に活発になりました》

《あたし達の操作じゃないわ》アデライード＝いけいけのハイテンション。《吹雪くんのサナギプツペに組み込まれた黒いダイヤが性能を発揮してる。空母や衛星ミサイルの制せい御ぎよ基地に使われる超ちよう高速回路を使って、味方を守り、敵の位置を把は握あくしようとしているのよ》

《脳死に等しい状態でありながら、現場の特甲児童達と今なお連れん携けいしているなんて》クラリッサ＝弟と同じように感涙にむせぶ声。《ああ、なんてこと。この位置から二人とも〈[image: よう]ヨウ〉に接続しようとしているわ。彼らこそ接続官の鑑かがみよ。彼らの人格は消えていない。接続された手足を通して今なお彼らは電子世界の住人でいるのよ》

　人格は消えていない──冬真＝はたと何かに思い当たる／さらなる思考の呼び水を得る。

　肉体は今なお戦っている／だが精神は別のところにある──魂たましいがさまよっている。

「ディーゼル課長」冬真＝呼びかけ──直感に従って質問。「鳳さんに移植された五十九番目の脳内チップは、人工的な代理人格を作るためのものですよね？　バロウ神父様は、心のギプスという表現をされていました」

《そうだ。あくまで補助的で、肉体そのものの主体的意識にはなれない。つまり肉体からのフィードバックはないに等しいんだ。あくまで脳や意識を覚かく醒せいさせる装置に過ぎない》

「それが一時的に仮の主体となったんです」冬真＝勢い込む。「機械の人格だから体がないんです。体に命じるけれども、体を持っていない。だから、ガラテア・コンプレックスにつながらない」早口になる──なんだそれはと返されても説明できない／そうと言うしかない／急に涼月の気持ちが分かりながら一気に言葉を放つ。「つまり、鳳さんの心の代理として働く機械の人格に、マーキングやフィードバックや仮想的な手足といったものを設定すればガラテア・コンプレックスに組み込めるのではないでしょうか。涼月さんは、分断された鳳さんの心と鳳さんの機械化人格を接続する気では……いえ、統合する気ではないでしょうか」

《君は自分が何を口にしているか、きっとわかっていないんだろうね》ディーゼル課長＝ずばりと返してくる。

　冬真＝口をつぐむ──突とつ拍ぴよう子しもない考えに駆かられて問題解決のすべを見失っているのではと不安になる。「あの……やっぱり、見当違ちがいですか……」

《いいや》ディーゼル課長＝笑い声。《僕はそれが大正解である方に賭かけるね》

《あのねー冬真くん！　君は今、とってもすごいことを言ったの！》アデライード＝ますます高まるテンション。《君が今言ったことは、まさにメンデル博士のガラテア理論そのもの、ポラック博士達の魂プシケーの理論そのもの、鳳くんがデスクトップのスクリーンセーバーに使っている胡ドリーム蝶・オブの・バタ夢フライそのものなのよ！》

《石の彫像ガラテアに命と人格を与あたえるのよ！》クラリッサ＝歓かん喜きの爆ばく発はつ。《魂たましいに肉を与え、夢の中の夢を現実と結びつける！　ああ、なんてことかしら！　ブリリアント・モデルとガラテア・コンプレックスを、そんな風につなげるなんて！》

「じゃあ……」冬真＝ぱっと顔が明るくなる──急に心が軽くなる。

《僕はもう君の仮説に基もとづいて解かい析せきと試行を始めている。君もやりたまえ。攻撃型の〈トリアイナ〉と防衛型の〈アイギス〉の両サイドから攻こう略りやくしてみるんだ》ディーゼル課長＝これまでにない力強さ。

《あたしらだって、こっちからやってるわよー。あたしらを出し抜ぬいたと思ってる連中に、ひと泡あわもふた泡も吹ふかせてやるんだから》アデライード＝荒あらい鼻息。

《急ぎなさい！　サイバーワールドに夜明けをもたらす歴史的瞬しゆん間かんに立ち会うのよ！》クラリッサ＝興奮の絶頂。

「はい！」冬真＝大人達の昂こう揚ように乗せられる──脇わき目めも振ふらず作業に没ぼつ頭とう。

　ぽかんとなっているピエール──通信官達も理解のつかない顔──ニナ＝口を挟はさまず／冬真達の手を止めさせるようなことは言わず／代わりに命令＝部隊へ。「間もなく目標地点に到とう達たつ。ガソメーターへのユニット搬はん出しゆつ用意。我々の勝利の鍵かぎを握にぎるユニット達だ。一秒でも早く彼らをマスターサーバーにつなげるぞ」

　解決のすべが立ち現れる──４ＪＯに感かん染せんしたシャーリーン達／自分達で感染したとは思えない／死滅コードを持っていないという奇き妙みようさ──おそらく仲間割れでコード組み替えウィルスに感染させられた。

　鳳の心──どこにいるかわからず／呼びかけるすべとてない──だがノイズは検出可能／その肉体と同様に位置と運動を設定／透とう明めい人間に服を着せるように／輪りん郭かくを作り出すように。

　たびたび脅きよう威いとなってきたヒドラ設定による発信をこちらが使う──遮しや断だんされてもされてもしつこく相手の仮装位置と運動を送り込む──その場にいる特トツ甲コー児童全員がそのための経路になってくれる。

　鳳さん、鳳さん、鳳さん──心の中で唱え続けた／水無月がそうしろと言ってくれたように──冥めい界かいに落ちたエウリエウリデディケイーチエをオルフェウスが歌いながら呼び戻もどそうとしたように。




　　　　†




　エメラルドの輝かがやき──涼月＝オーバーヒートの特甲レベル３──水から這はい出る／じゅうじゅう／ばきばき／がらがら──地下下水道から溢あふれた水が消火──急激な冷れい却きやくでそこら中のコンクリートが砕くだけたり崩くずれたりしている。

　熱気で視界が揺ゆらめく──ずぶ濡ぬれなのにすぐに乾かわき始める──水たまりの上で火の粉が舞っている／暗くら闇やみと火のモザイク模様／ところどころでまだ燃えている。

　足首まで水につかっている──下階へゆっくり流れていく／ばしゃばしゃ蹴け立たてて進む。

　Ｂ５からＢ３にかけて主に崩ほう落らく──地図が合わない／探査を頼たよりに進む／蒸気とともに噴ふき出してくる黒いイバラの源へ向かっていく。

　遠くで銃じゆう撃げき音──暗闇のどこからか響いてくる／反はん響きようが激しくて音だけでは位置がわからない──音おん紋もん解析＝敵の機き銃じゆう／敵のアームスーツ／敵の遠えん隔かく操作兵器──くそっ、まずい。

　あたくし様が見つからずうろうろしている間に散らばっていた敵戦力が集められてしまった──特トツ甲コー猟りよう兵へいとだけ戦えばいい状じよう況きようではなくなった／鳳のブリリアント・ユニットに組み込まれた敵兵器が襲ってくる。

　まさにそう思ったとき──探査／警告──頭上の闇やみから巨きよ大だいな鉄てつ塊かいが降ってきた。

　前方へ跳とぶ＝水たまりで一回転──背後＝ずん！　と着地する強きよう襲しゆう兵器＝〈ギガントマキア〉──問答無用で銃じゆう眼がんを現す＝遅ち滞たいなく火線を掃そう射しや──ぶーん、と唸うなるような発射音。

　涼月＝問答無用さで負ける気はせず──起き上がりざま／振り返りざまの右フック＝抗こう磁圧の爆ばく圧あつが火線を吹っ飛ばす──拳こぶしを振るう勢いで疾しつ走そう＝ただちに接近戦へ。

　がしゃがしゃ脚きやく部ぶを動かして後退する強襲兵器──巧たくみに距きよ離りを取る／自律兵器らしからぬフットワーク──ブリリアント・ユニットが操作している／時間を稼かせごうとしている。

　被ひ弾だん──肩かた・胸・抗磁圧のヘルメット＝リーチの差とかいう問題じゃない──衝しよう撃げきに耐たえて前進＝ふいに視界が歪ゆがむ／体の重さを感じる／特甲に侵しん入にゆうする黒いイバラの群。

　急激にまとわりつく情報汚お染せん──特甲を維い持じできなくなるという恐きよう怖ふ──それどころかブリリアント・モデルに支配されれば特甲を解除されてしまう。

　くそっ──びびるな／動きを止めるな／握りしめろ──黒いイバラにまとわりつかれながら懸けん命めいに敵を追う／水みず浸びたしの床ゆかを蹴ける／壁かべを蹴る／火線をかわす──ぐらつく視界＋探査──数字が揺らめく──『３７２９２３１７１３１１７』──『３１１９５３２』──邪魔すんじゃねー＝吠ほえ猛たける心で押しのける──強襲兵器に突とつ撃げき。

　どん！　ようやく叩たたき込めた右拳の一いち撃げき＝歩くトーチカの側面／兜かぶと型の軀く体たいから突つき出た円えん筒とうが盛大に凹へこむ／亀き裂れつ／衝撃の釘くぎが内部に滞たい留りゆう──激しい火花が噴き出す。

　着地／接近／敵を壁かべ際ぎわに追い込むインファイト＝さらに左拳──軀体下部に叩き込んだ。

　それだけでほぼ停止状態になる〈ギガントマキア〉＝搭とう載さいした弾だん薬やくが炸さく裂れつ──ぼん！　と装そう甲こうが内側から膨ふくれあがる──一眼式の馬ば鹿かでかい探査機器にとどめの右ストレート。

　ぎょろぎょろ動いていた一つ目が粉ふん砕さいされる／兜型の軀体がさらに内側から崩ほう壊かい／円筒がそういう形の花火みたいに頭上の暗闇に吹っ飛んでいって何十メートルか先のどこかでがらんがらん音を立てて転がった。

　ほとんど脚部だけになった敵兵器＝完全沈ちん黙もく──その脚部に右みぎ腕うでをもたせかけて体を支える／特甲が軋きしむ／エメラルドの輝きが勝手に生じる──異様な酩めい酊てい感に襲おそわれる。

　急いでその場を離はなれようとする／兵器の脚部に左手を当てて身を起こそうとする──ごつんと拳が脚部装甲に当たる。

　くそっ──パニックに襲われかける／背筋を冷たいものが滑すべり落ちていく感覚。

　手が開かない──握りしめた拳＝指が固まったまま硬こう直ちよく──ちくしょう、やめてくれ、それだけはやめてくれ──心が悲鳴を上げた直後、ぱーん、とガラスが割れるような音が響いた。

　特甲の還かん送そう──自分の意志じゃない／接続官コーラスのフォローでもない／あたくし様を支配している何かに強制された──通常の姿／ＭＰＢの制服／開かない手足の指──ああ、やめてくれ。

　生まれながらにして手足が腐くさっていった──手足の存在を学習しきれなかった脳＝空白の座──それが優位となっていたつながりが阻はばまれた。

　自分のこの手足はこういうものだという認にん識しきを強制される──脳に刻まれた認識／克こく服ふくしたはずのそれが機械の手足の操作を阻そ害がい。

　脳内チップを通して脳と体を支配されるという最悪の恐怖──手も足も震ふるえ出す／体を支えきれずに倒たおれ込む──顔が水浸しの床へ＝まるで見えない手で頭を押しつけられるよう。

　水深十センチ足らずの水たまりで溺おぼれそうになる──肘ひじと膝ひざに目め一いつ杯ぱいの力を込める／生体部分に負ふ荷かがかかるのも構わず何とか身を起こす──げほげほむせながら懸命に顔を上げる。

　力の限りを尽つくして戦っていた状態から一転して自分のこれまでの人生の中で最も無力だった状態に戻される──悲鳴を上げる心／悲鳴を上げる心臓／本当に悲鳴を上げないよう歯を食いしばった──あたしはこれを生き延びたんだ──にわかに起こるまったく別の声。

　精神と魂ともしかすると本能の狭はざ間まにあるどこか自分の根本に関わる何か──悲ひ嘆たんや絶望や諦あきらめてしまおうといった心の働きを押しやる力が湧わく場所が自分の中のどこかにあるという感覚──それに従えと自分に命じた。

　這った──水に顔を突っ込まないように／探査の消えた暗がりの中／このまま生き埋うめになるか敵になぶり殺しにされるという恐怖に耐えながら──世界の全すべてが自分に襲いかかるという途と方ほうもないプレッシャーに耐えて這い進んだ。

　あたしはこれを生き延びたんだ──（泳げ、黒ブラツク犬ドツグ！）──自分の奥底の声／過去の声／自分を進ませてくれる何かをありったけかき集めて這った──（〝黒チエルノい・サバ犬ーチカ〟──生まれついての闘とう犬けんだ）──迷わず向かえ／生き延びる道へ／真っ暗闇の中でなぜか訪れるかすかな導き──僅わずかに残ったガラテア・コンプレックス的認識。

　あるいは人間が本来持っている本能的な何かに従って──進め──無力であることを言い訳にせず──辿り着け。

《アアアアアアアアアアアイイイイイイイイイイイ──！》ノイズ＝絶ぜつ叫きよう──情報汚染。

　頭ががんがんする──不自然な姿勢で息が詰つまる──（『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』は１、１９、１、１６。足して３７だ。『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』は１８、９、１６。足して４３）──肘が滑る／水たまりに顔から突っ込む／泥どろを嚙かむ──ナイフみたいに目を尖とがらせて顔を上げた。

　あたしから特甲を奪った？　だから何だってんだ──ぺっと泥を吐はいた。

　必死に腕うでを前へ投げ出す──体を引きずって這った──こんなんであたしが止められると思ってんのか。

（『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』──３７は記き憶おくの座──脳の中の小人の半身である運動の座２３との結合において時間面が回転を取り戻す）

（『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』──４３は眠ねむりの座──内的導引性ビジョンを司つかさどる正の座１７との結合において眠れる者達が目覚める）

　にわかに黒いイバラが溢れ出す──一向に停止しない涼月に対して講じられる処置。

　急激に喉のどが渇かわく／カサカサ蠢うごめく虫の音／体が錆さびていく幻げん覚かく／顔も体も麻ま痺ひして自分が電子音声だけの存在になる──とてつもないフロー状態＝一挙に押し寄せてきた。

　脳のう裏りで明めい滅めつする数字『３１１９５３２』──５０１コードの欠損数位＝２、３、５、１９、３１──五つの素数の合計が時間面の座である６０の数位となる。

　それが奪うばわれている／さらに奪われていく／取り戻せず遠ざかる──景色がおかしくなる。

　頭上から降り注がれる月光／暗い森の中を這う／家族がいる場所へ戻ろうとする少女──振り返ってしまった夜の森の道──あたくし様の心をとらえる揺りかごの夢。

　どこに向かっているのかもわからなくなる──くそっ、吞み込まれるな。

（２は口内の運動を司るあぎとの座）

（３は体幹の運動を司る竜りゆう頭ずの座）

（５は体幹の感覚を司る竜りゆう骨こつの座）

（１９は悪夢たる外的解かい離り性ビジョンを司る反の座）

（３１は身代わりとなる記憶とその忘ぼう却きやくを司る揺りかごの座）

　それら全て敵の手中に──また水たまりに顔を突っ込んだ。

　喘あえぎながら顔を上げる──瓦が礫れきが夜の森に見える──歯を食いしばって幻まぼろしを振り払はらう。

　ああ、ちくしょう──這いながら水を飲もうとしている自分に気づく──ああ、喉が渇く。

　やめろ──必死に自分に命じる／床の泥どろ水みずを飲みながら溺でき死しさせられる／敵は力を奪うだけでなくこっちの命を押し潰つぶしかかっている──負けるな──進め、進み続けろ。

　かさかさ這い回る虫どもがこっちに来いと言っている──進むべき方向を見失わせようとする──お前はなぜまだ生きているのだとっくに死んだはずじゃないかと死んで生まれた子供が流れ着く忘却の海リンボから声が響ひびく。

　手足が錆びていって動かなくなるという感覚が襲ってくる──動かせば砕けて折れてしまう恐怖／自分の全部がバラバラの錆びついた破は片へんになってしまう──砂さ漠ばくの太陽が身も心も錆びつかせていく。

　強きよう烈れつな麻痺──自分がどこにいるのかもわからない／空気の中に自我が溶とけていってしまう／透明になる自分／透明になる心／どこにもいない──ただ声だけがこだまする──自分が死んでいることにも気づかずに。

　外的解離性ビジョンの洪水フロー──ちくしょう──涙なみだがにじむ。

　闇やみ雲くもな怒いかりをかき立てることでかろうじて抗あらがう──劣れつ等とう感の悪あく臭しゆうの源に心が落ち込んでいく／周囲で蠢く虫どもの一いつ匹ぴきに過ぎない自分になっていく。

　ばしゃっと水を跳はねさせて突っ伏ぷす──空気を求めて必死に顔を上げる／頰ほおをつたうものが泥水なのか悔くやし涙なのかもわからない──握にぎったまま開かない拳を前へ出すこともできない。

　感覚がなくなった手足を何とか動かそうとする──髪かみからぽたぽた泥水の滴しずくを垂らしながら暗闇に向かって怒りの声を上げた。

　ありったけの叫さけび──世界から音を消してしまうほどの／だが腕も脚あしも動かない。

　その声すら封ふうじられていく──喋しやべるための感覚が消えていく／掠かすれた息が吹ふきこぼれる／お前はそんなものなのだという諦てい念ねんが襲ってくる。

　暗闇が嘲あざ笑わらう──お前はとっくに死んでいるはずじゃないか／忘却の海リンボの入り口が開いてお前を待っているぞとささやいている。

　何も感じられない／何も見えない／息をすることすら苦しい──特甲猟兵達がどんな風におかしくなっていったか思い知らされる──自分も同じ状態に陥おちいっていく。

　もうこのまま倒れて何もかも諦めてしまえという巨大なプレッシャーが四方八方から押し寄せたとき──何かが現れていた。

『３７２９２３１７１３１１７』

　にわかに脳裏に明滅する数字＝目の前の泥水にそれが映し出されたように見える──その桁けたが増えてゆく。

『４１３７２９２３１７１３１１７』

　取り戻もどすべき時間面──つながりが生み出す回転。

『４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　取り戻せという声──どこからともなく。

『４７４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　心と記憶／生身と機械の身体からだ／魂たましいと呼べる何か──略りやく奪だつされ停止させられていた全て。

『５３４７４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　６０の数位を取り戻すために講じられた幾いくつものすべ──運動の座２３と記憶の座３７／感覚の座１３とエレメントの座４７／正の座１７と眠りの座４３／ペルソナの座７と空白の座５３。

『５９５３４７４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　並び現れる二つの数位──魂の座たる５９──空白の座たる５３。

　数秘術的コードの数々──特トツ甲コー開発の顧こ問もん達が相そう互ごに設定し合った数位──人の脳と体と心と記憶と魂の神秘をあらわし子供達に失われたものを取り戻させるための──ただ生き延びさせるのではなく自ら生を獲かく得とくし発揮させるために考案し用意されたコード──心を守り体と機械をつなげ全ての記憶を温存させ互たがいをつなげるもの。

　ずっと昔に対たい抗こうする手段は自分達の中に遺のこされていた──誰だれかが遺してくれていた──暗くら闇やみの中で泣いていた自分を見つけてくれた誰か／吹雪と一いつ緒しよに／自分が設計したという車に乗って。

　その車にもヒントが遺されていた──吹雪が見つけ冬真が受け取り水無月が行使してくれたつながりの力の原型──ガラテア・コンプレックス。

「あ────ッ!!」火のような声が迸ほとばしる──腕が前へ動く──膝で泥水の底を蹴って己おのれ自身を運ぶ。

　気づけばまた這はい進んでいた──腕を交こう互ごに前へ投げ出す／渾こん身しんの力で体を引っ張る／硬直した脚をぶざまにばたつかせながら懸命に体を前へ押し出そうとする。

　苦しみと惨みじめさと無力さの中で浮うかぶもの──にやりとした笑えみ──猛たけ々だけしいこと限りない全身にみなぎる意思／前進のための意志／誰かの遺志。

　そうしながら自分が今ここで進むべき方角がこの上なくはっきりと意識された──機械の心に何もかも奪われ譲ゆずり渡わたし眠れる少女──そのかすかな気配が急に感じられるようになっていた。

　何かが進行している／何かが講じられている／何かが新たに起ころうとしている──少年達が抗い仲間達が戦ってくれていることで何かがあらわれる。

　前へ進みながら背後にあって自分を進ませてくれているものを強く感じた──握りしめた拳こぶしの中は決して空っぽではなく手放さずにいた何かが全てそこでしっかりと息づいていた。

　自分だけじゃない──誰かが誰かのために手放さずにいてくれたもの──全部まとめて握り続けろ。

　さあ進め。

　進めと自分に命じろ。

　進めと命じる自分に応えろ。

　応えることで進むことで手に入れろ。

　あたしがここでこうしていることが、誰かを進ませることになるから。

　あたしがここで諦めずにいることが、誰かを支えていることになるから。

　あたしがここで握りしめている手は、誰かの手を握り続けていることと同じだから。

　あたし達は大丈夫だ──あたし達は、実際のところ何も奪われちゃいない。

　何も奪わせやしない／くそったれどもが奪ったと思っているもの全て──取り戻してやれ。

　このろくでもない地の底を這って──あたし達に何が出来るかどこまでやれるかどんな場所に辿り着けるか──とことん見せつけてやるんだ。

　まだ保たれているつながり──その全てを力に変えて暗闇を這った。

　さあ進め──とことん前へ──泥まみれで這いつくばって進み続けろ。
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「解かい析せきが進んでるよ、ダーリン」シャーリーン＝ぜえぜえ辛つらそうな息／ぎらぎらした目──膝の上に置いたワイヤレス・キーボードを連打／キーに洟はな水みずと鼻血がぼたぼた垂れ落ちるのも気にせず。「マスターサーバーが束になれば素人しろうとが組み替かえた機械化ウィルスの一つや二つ──」

「気をつけろ、シャーリーン」サードアイ＝にわかに声を上げる──咳せき込む／強こわばる／額の電子義眼が激しく明滅──歯を食いしばる。「なんということだ、侵入された──」

「え？」シャーリーン＝きょとん──何を言われたか心が理解を拒こばむ顔。

　サードアイ＝上体を背もたれに押しつける──のけぞる／椅い子すの肘ひじ掛かけを両手で握りしめる／電子義眼の明滅が激しさを増す。

「ご機コマン嫌い・タレかが・ヴー？」その口から放たれる少年の声＝意外に流ちょうなフランス語発音。

　シャーリーン＝バネ仕じ掛かけのように起立／キーボードが床ゆかを転がりガタンゴトン音を立てる──なすすべなく凍こおりつく。「水無月……？」

「やあ、ボス」わななくサードアイ──その口が勝手に声を放つ。「いや、元ボスかな。まあどっちでもいいや。それはともかく念願の電子犯罪者になったのに、見るからにひどいざまじゃないか。どうしたんだい？　災難をばらまくのが最近のあんたの仕事だってのに、そんな風に自分達の方が災難にまみれてるなんて、まったくらしくないね、ボス」
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　黒いイバラの群が踊おどり狂くるっている──激しい戦せん闘とうと地下の炸さく裂れつで崩ほう落らくするＢ５から待たい避ひ。

　Ｂ４管理用通路からＢ３の坑こう道どうへ──幾つもの通路が合流＝がらんとした空間。

　湾わん曲きよくした壁かべと大きな柱の間に乙を横たえる／カタナを並べて置く──夕霧＋陽炎──眠れる仲間を守りながら通路の一つ一つを探査。

　本来なら涼月を追いかけるべき──だがあえて警けい戒かい待機。

　夕霧がここにいようと主張／陽炎が同意──ここが最適な位置であるというガラテア・コンプレックス的認にん識しきに従う。

　予備電線が焼かれたことで敵のつながりが強化──どす黒いイバラの群がこちらをとらえようと蠢いている／敵中ちゆう枢すうたる鳳に接近した涼月に攻こう撃げきが集中していることが伝わってくる。

　だが──対たい抗こう措そ置ちが取られているという感覚／それが間に合うか否いなかの瀬せ戸と際ぎわ／そこで自分達までもが敵にとらわれてしまわないための待機──小隊長の支し援えんが可能となるときを待つ。

　だが──敵の侵しん食しよくが脅きよう威い的スピードで進行／またたく間に複数のマスターサーバー群がブレークアウトして支配される──特甲の転送システムがあっという間に奪うばわれる。

　エメラルドの輝かがやき──ぱーん、とガラスを割るような音──夕霧＋陽炎＝通常の姿へ。

　ちょっと噓でしょ──陽炎＝さすがに仰ぎよう天てん／ぞっとなる──夕霧＝きらきら透とう明めいな眼まな差ざしで僅わずかにステップ／小声でハミング──ふんふふんふーん♪

　地下道の常時灯による僅かな灯あかりだけで真っ暗＝周囲の探査すらできず──背後に眠ねむれる乙／特甲も武器もなし／味方の主力ははるか地上の遠い彼方かなた──これでもしさらに通常の機械化義ぎ肢しにまで侵入されたら逃にげることもできなくなる。

　これほどまでに無力な状態になるとは思いもよらず──陽炎＝生体部分にじっとり緊きん迫ぱくの汗あせ──夕霧＝眼差しが虚きよ無むがかる／暗闇と一体となろうとするような危あやういステップ／その様子がさらに陽炎の緊きん張ちようを増していく。

　分ぶん岐き通路のどこからか電動音──うぃーんと間延びするような音──唐とう突とつに出現。

　車輪つきの台座に載のせられた卵のようなしろもの＝遠隔操作ＥＩ兵器〈レダの卵〉×一台──おそらく偵てい察さつのため徘はい徊かい／通路が合流する空間に出た途と端たんにぴたりと止まる／探査で夕霧と陽炎をとらえる──がしゃっと卵の表面がスライド＝銃じゆう口こうがむき出しに。

　まずいでしょ／やばいでしょ／どうしようもないでしょ──叫びたい衝しよう動どうに駆かられながらも動かない陽炎／動かない夕霧──ここが最適な位置であるはずという認識を必死に信じて待機──拡張されてゆくガラテア・コンプレックス的感覚がとらえた防ぼう御ぎよのすべを信じる。

　そして到とう来らい──自分達を支援してくれる者達の位置と運動の最適化。

　ばん！　轟ごう音おん／機き銃じゆうの一いち撃げき／卵の表面に盛大な火花──台座がぐらつく──別の通路から飛び出す大きな影かげ＝水牛のような角を持った青いアームスーツ。

　卵が標的を変へん更こう＝青い水牛へ火線を放つ──迅じん速そくかつ巧たくみなステップでかわす水牛＝流れ弾だまが夕霧や陽炎に当たらないよう走る／撃うち返す／跳とぶ──卵を蹴けり飛ばす。

　壁にぶつかる卵──水牛の突とつ進しん＝機銃を持たない方の腕うでに溶よう断だん機能つき刃やいばを現す／卵に切りつける／焼き切る／装そう甲こうが損傷したところへショルダータックル──損傷箇か所しよに機銃を突つき刺さして発はつ砲ぽう──ハンプティダンプティなみに内側から吹っ飛ぶ卵兵器。

　そのときには卵が発信したシグナルによって敵が集まってきている──卵兵器が列をなしてやってくる／通路の天てん井じようを削けずるようにして〈ギガントマキア〉×二台が現れる／黒いアームスーツ数体が殺さつ到とうしてくる。

　そしてそのときには水牛に続いてＭＳＳの軍用機体×二台が飛び込んできて夕霧と陽炎の目の前で防御態勢に入ってくれている──さらに涼月を中心としたガラテア・コンプレックス的つながりが支援の全すべての位置と運動を最適化──マスターサーバー級の情報汚お染せんを防ぐ〈アイギス〉と〈トリアイナ〉が通信を保持──涼月達が発するＳＯＳ信号をとらえた機体が集合。

　ＭＳＳの軍用機体×三台が到とう着ちやく──第二作戦部隊の軍用機体×一台と迷めい彩さい柄がらのアームスーツ×二体が到着──各通路から出てこようとする敵群を猛もう烈れつな火線で押しとどめる。

　間に合ってくれた──陽炎＝万一にも流れ弾で死んだりなんかしないよう待避／乙がいる柱の陰かげへ潜もぐり込む／思わず脱だつ力りよくしそうになる。

　夕霧＝同じく柱の陰へ──そのおもてをさっと頭上へ向ける／その場でステップ／リズムが高まる──きらきらした瞳ひとみ＝虚無がかった色が消える──戦いの意志をやどす。「見つけました。水無月が呼んでます」

　目を閉じる夕霧──ステップが止まる／小さく響ひびくハミング──通常の姿のまま脳内チップだけを通して何かのつながりに参加しようとしている。

　陽炎──眠れる乙／立ったまま催さい眠みん状態みたいになる夕霧──お願いだから味方の防御をすり抜ぬけて敵が飛び込んできたりしないでちょうだいと祈いのった矢先──それまで何も現れなかった通路の一つ＝陽炎がいる場所に最も近いそこから、ぞろぞろ武装した男×六名が出てきた。

　陽炎＝どこからともなく訪れる認識／中央墓地で展開していたトルコ系グループの一部／撤てつ退たい命令を受けて移動中だった彼らをブリリアント・ユニットが呼び戻もどした──ロートヴィルトやホイテロートの頭越ごしに集合地点の変更を勝手に命令。

　マシンガン／ロケット弾だん／各種爆ばく薬やく／防ぼう弾だんスーツで重武装した男達──地下のまっただ中で繰くり広げられる激戦に出くわしすぐさま武器を構える／一人が鋭するどく何かを指示──おそらく軍用機体を背後から襲しゆう撃げきすべく柱の陰へ移動しろとかなんとか。

　まさにその柱の陰にいる陽炎＋夕霧＋乙に出くわす──ぽかんとなる六人／冗じよう談だんじゃないという思いのあまりむしろ表情が消えてその美び貌ぼうがますます冴さえやかになる陽炎。

　一いつ瞬しゆんだけ互いに見つめ合う──男達の誰かが叫さけぶ／横たわる乙を指さす／〝魔女カデイ〟という言葉がなぜか陽炎の意識に入ってきてそれがどんな意味かまで漠ばく然ぜんと伝わる。

　男達が少女達に銃じゆうを向けるはるか前に──陽炎の先手＝さっと体をひねる／手を伸のばす／男達が指さす乙のすぐそばにあるものをひったくる──今ここで手にできるゆいいつの武器。

　思い切り跳んだ──湾曲した壁を蹴る／柱を蹴る／男達の背後へ──夕霧と乙から敵の注意を逸そらすべく移動──宙を舞まいながら左手に携たずさえたものを右手で抜き放つ。

　見よう見まねもいいところ──よくわからないけどこんな感じでしょ、というやけくそな思い──着地と同時に片手でぶん回した。

　閃ひらめく白はく刃じん──陽炎が振ふるったカタナがものの見事に男達の一人の首を斬きり飛ばした。
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　シャーリーン＝落っことしたキーボードを蹴け飛とばして壁のコンソールにはりつく──真っ青な顔で目をぎらぎらさせながら操作。

　響き渡るビープ音──痙けい攣れんするサードアイ＝電子戦の申し子たる男の体が侵入経路に／その体を冒おかす４ＪＯが受信装置となって回路を形成──体内で固着。

「ちくしょう、ちくしょう、ちくしょう」シャーリーン──噴ふき出す涙なみだ／洟水／鼻血／血が混じった唾つば。「このくたばり損ぞこないのクソガキ！　ダーリンから出て行け！」

「ははははははは」水無月の声──サードアイの口から高らかに響き出す。「なんだか僕の母親を見てるみたいだ。あなたのそんな顔を見ることができるなんてね。嬉うれしいよ、ボス」

　シャーリーン──侵入を食い止められず／追い返せず／取りついたフリック・ポイントを消去できず──サードアイ＝こめかみの血管が脈打つ／口からぶくぶく血の泡あわを噴き出す。

「消えろ！　消えちまえ！」シャーリーン＝コンソールの乱打──かと思えばすぐそばのスピーカーから響き出す声。

《ふんふふんふふーん♪》浮うき浮きハミング──車内のモニターが次々にノイズまみれに。

《ぶんぶぶんぶぶーん》剣けん吞のんな声──ノイズまみれのモニター内で勝手にデータ転送が始まる／情報が外へ流れ出す／位置追つい跡せきプログラムが実行される。

「ちくしょう雛ぁっ！　お前かぁっ！」シャーリーン──コンソールから離はなれる／自分のデスクの上にある拳けん銃じゆうをひったくる／両手で構えて引き金を引く──がちん／引き金が動かず／もたもた安全装置を解除──構え直す──ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　ばん！　ばん！

　コンソールとハードディスクを撃うちまくる──絶ぜつ叫きよう。「出てけよっ！　クソガキども！　ここから出てけ！　ダーリンから出てけよぉっ！」

「残念ながら僕もどうやって消えたらいいかわからないんだ」水無月の声──血の泡を噴くサードアイの口からなおも響き出す。「それどころか、もうちょっと客が増えそうだぞ」

《ナルシシスト式の脳内チップ。アメリカが開発しようとした二九式というやつだな》感情が欠落したような理知的な声＝螢──シャーリーンのデスクのスピーカー。《インプラント技術が難しくてあまり成功しなかったらしい。無理に移植したせいで視力を失ったんだな。構造を大まかにだが解析した。トレーラーの情報もトレースしてやろう》

《吾われが得た情報がはっきりと提供されます》また別の声──車内に設置された黒いカプセル＝〈太タイ公コン望ワン〉の電子音声。《全ての構造は、この車体が持つユニットと接続プログラムの両方においてコピーされるでしょう》

　ばん！　デスクのモニターが撃ち抜かれる──がちんがちん空撃ち＝弾たま切れの銃を半はん狂きよう乱らんで振りかざすシャーリーン──もう一方の手でポケットからＰＤＡを取り出し操作。「死んじまえクソガキども！　〈カロン〉を使って殺してやる！　特トツ甲コー児童の脳だ！　カラス博士につながってるユニットだぞ！」

　にわかに全てのモニターがホワイトアウト──真っ白い輝きが車内を照らす。

《バスターコード並のデリートプログラムだ》螢の声──ノイズまみれ。《ブリリアント・モデルのブレークアウトがこちらに向けられる。いったん退こう。敵は強力だが片へん鱗りんはつかめた。あとは空白の座が、魂の座をとらえてつながることを祈ろう》

「まオヴたオワねー、ボス」水無月＝淡たん々たんと。「次はもう少し会話になることを期待しているよ」

　モニターが一いつ斉せいにブラックアウト──がくんとトレーラーが停とまる／車内が揺ゆれる／すっ転びそうになって壁に頭を打ちつけるシャーリーン＝うずくまる／ポケットに空の銃をねじ込む／ＰＤＡでがんがん床を叩たたく──片方の手でほつれた髪かみをかきむしる──ありったけの言葉にならない金切り声を上げる。

　ややあってモニターが復旧／半分が起動せず／撃たれたコンソールからばちばち火花──トレーラーがまたゆっくりと走り出す。

　サードアイ＝安楽椅い子すの背もたれに身を預けて荒あらい息──シャーリーンが這はい寄る／上着の袖そでで真っ赤に染まった男の口元を拭ぬぐってやる／ぼろぼろこぼれる涙。「いなくなったよ。あのクソガキども全部いなくなったよ、ダーリン」

　小さくうなずくサードアイ──ぜいぜい／喉のどの奥でごろごろ／瞼まぶたの隙すき間まから流れ出す血。

「ちくしょう。カラス博士がウィルス解かい析せきに協力してくれるか分からないよ。どうしよう、逃げちゃおうか？　トラクル達のことだから、あたしらが弱って使い物にならなくなってると思ってるよ、きっと。あたしら、捨て駒ごまにされちゃう」

「ああ……トラクルもリヒャルトもそうするだろう」サードアイ──ようやく自分の声を取り戻す。「カラス博士は俺達に何の興味もない。システム構築のユニットとみなしているだけで助けるつもりもないだろう」

「逆にあたしらが連中を盾たてにして逃げりゃいいんだ。このウィルスをどうにかして、それでまた別のスポンサー探して、騒さわぎを起こしてやろうよ。ダーリンを裏切った、国家とか政府とかみんなめちゃくちゃにしてやるんだ」

「逃とう走そうの選せん択たく肢しは常に考こう慮りよに入れている。だがまだだ、シャーリーン。バロウ神父はなかなか鋭い。これは私がカラス博士に取って代わるチャンスでもある。もし４ＪＯが駆く除じよできないときは、この肉体を捨てて私がブリリアント・モデルの上位ユニットになる。そうすればお前の４ＪＯを解析してやれるだろう」

　まじまじと男を見つめるシャーリーン──大おお粒つぶの涙。「ダーリン、愛してるよ。たとえこの都市と一つになっちゃって、脳みそだけになっても、ずっと愛してる」
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　到着──猛もう進しんしてきた汽車＝ドナウ運河にかかる橋の手前で急停車。

　耳を塞ふさぎたくなるようなけたたましいブレーキ音──車輪が火花を散らせる／煙えん突とつと車輪の両方から白はく煙えんがたなびく／レールを削るようにして列車が駅も何もない線路上で停止。

《無事に停車できた》ガブリエルの全隊通信。《予定ラインを十メートルほどオーバーだ。本物の運転手なら始末書ものだな》

「見事な運転だった。ただちに両ユニットを運うん搬ぱん。車両を下ろすのは後回しだ」ニナ＝全隊通信。「ガソメーターまでの道は現地部隊が片付けた。戦力の半数を停車中の汽車の防衛にあてる。ユニット担当者はただちに全員移動。迅速にセッティングを行え」

　ＭＳＳ通信解析課とＭＰＢ隊員の手で運び出される二つの担たん架か──〈トリアイナ〉と走行輸送トラック──水無月と吹雪の肉体。

　ヘッドセットをしたままのアデライード＋クラリッサ＋マリアが飛び出す。《さー、セッティング速度の新記録に挑ちよう戦せんしてみせるわよー！》《急いで、二人同時に接続してみせるわ！》

《僕達はただ連れて行くだけでいい》ディーゼル課長＝男泣き──自ら水無月の担架の一いつ端たんを持つ／施し設せつへ運ぶため線路脇わきに用意されていた救急車両へ搬はん入にゆう。《二人とも、とっくに自力で〈[image: よう]ヨウ〉との仮接続を終えている。僕達が彼らを運んだんじゃない。彼らが僕達をここに連れてきてくれたんだ》

　運ばれる少年達を護衛するＭＳＳ戦術班＋第二作戦部隊──ＭＰＢ隊員がただちに周辺道路を警けい戒かい──隙すきのない防ぼう御ぎよ態勢。

　冬真──外の映像を視界の隅すみでちらちら見る──心のほとんどは今自分が追跡し試みを繰り返している作業に没ぼつ頭とう。

　通信解析課が〈トリアイナ〉で大半の作業をフォロー──攻こう撃げき型のセーフガード車両が先行／防御型の〈アイギス〉が追つい随ずい。

　マーキングされるノイズ群──僅わずかな気配／鳳が特甲使用時に発したノイズ／新たにキャッチするたびそれを通信可能な仮想対象として設定──特甲開発顧こ問もんの一人であったカラス博士が構想したブリリアント・モデルがヒントになる──マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉の中にある研究開発ファイルの中にそれがあった──まるでこれを使うことになるだろうと誰だれかがわざわざそこに置いたかのように。

　五十八面体にカットされたダイヤモンドがモデルとなった理論──その面を一つずつ塗ぬりつぶしていく気分。

　全すべての輝かがやきを一点に集めて放つ構造──いわば光をダイヤの中に閉じ込めていく作業。

　姿のない機械の代理人格に付ふ与よされる仮想位置／仮想運動／仮想通信──そしてにわかに現れる別のノイズ──涼月達のつながりから発されるものだと一目で分かる。

『５９５３４７４３３７３１２９２３１７１３１１７』

　かつてない数列──何かが増えた──すぐにわかった。

　それまで組み込まれることなく数列から排はい除じよされていた素数──３１が加わった。

　冬真＝持ち前の記き憶おく力／データ識別力／数字の列から異なるパターンをすぐさま発見。

　ポラック博士がまとめた定義の一つ──身代わりを司る揺りかごであり忘ぼう却きやくの座の数位。

　人格改変化プログラムのコードでもあるそれが涼月達の側といきなりつながった──ガラテア・コンプレックスと鳳が見る夢との間に扉が開かれた。

　その一瞬前に成立していたもの──吹雪と水無月がマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉との正式接続を実行したことを示すオールグリーンのサインがモニターの一角に立ち現れていた。

　思わず順番を間ま違ちがえたほどの早はや業わざ──眠ねむれる少年達が持てる全ての脳力を発揮した成果＝彼らが接続するや否いなや今現れている数列が一瞬で成立していた。

　歓かん声せいを上げたくなる──だが水無月と吹雪がこうむる負ふ荷かを案じてすぐには喜べず。

「どうだ？」ニナ＝冷静さを保つ──それでもじりじりした気配が漏もれ出す。「特甲児童達は……鳳は、無事に戻ってこられそうか？」

「はい。おそらく──」

《よし、順調だ》ディーゼル課長の声──こちらも早業／施設に到とう着ちやく後数分で作業完かん了りよう／あらかじめ必要な手順を整えさせていたとはいえ驚きよう嘆たんに値あたいする腕うで前まえ。《何らかの統合が開始されている。君が推測した通りだよ、冬真くん。間違いなくこれが涼月小隊長の狙ねらいだ。僕達はついに、夢の中で夢を見る蝶ちようを……鳳くんの精神プシケーをとらえたんだ。この統合状じよう況きようはそうとしか考えられない。二つに分かたれていた本来の人格と代理人格が、長い時を経て、今ようやく一つにつながろうとしているんだ》
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　ぼーん、ぼーん、ぼーん──仕掛けアンカー時計が音を鳴らしている。

　車椅い子すに座る少女が虚うつろな眼まな差ざしで見つめる先──時計の音とともに踊おどる人形達。

　名を思い出すことが出来ない広場に響ひびく音色──時間ごとに異なる音楽が奏かなでられ都市ゆかりの人物の人形が現れる。

　正午には十二組の人形が全て登場──少女にとって忘れがたい光景──なぜそうなのか思い出せず。

　そばに立つ誰か──少女を運んできてくれた──連れ出してくれた。

　狂くるった炎ほのおがもたらした破は壊かいから少女だけが救い出された──火に消された家族／記憶／おかしくなっていく一方だった父／少女が生まれつき病に冒おかされていたせいで／病をもたらす遺伝子を国から排除すべきだという優生学的な考えに凝こり固まった未来党員達のせいで。

　自分が生まれたせいで父が狂わされた──家族が業ごう苦くにまみれた──なのに生き残ったのはその自分だけ。

　一いつ緒しよに消えるはずだったのに──消し炭と化した肉体に閉じ込められ何かを見ることも聞くことも喋しやべることもできずにいた──望みは肉体から解放されること／家族の後を追うこと。

　少女の魂プシケーのありようそのもの──病気で動けなかった頃ころから肉体に閉じ込められ続けた。

　一羽の蝶プシケーとなって飛び回った──夢の中で。

　動かない／動けない体──心だけが自由に羽ばたく──揺りかごが見せる夢。

　今その心は幸福なひとときの中にいる──人格改変化プログラム／五十九番目の脳内チップ／代理人格たる機械の心──それらが織りなす揺りかごの中に。

　そこでは少女は健康な体を持つ少女として振ふる舞まえた──操あやつられおかしくなってしまった父や家族はおらずみな考えうる限り幸福なままでいた。

　機械の心の羽ばたきが生み出す夢む幻げんの世界に閉じ込められた本来の人格──眠り続けることでいずれ脳が衰おとろえて目覚める力を失うまで幸福を味わい続ける。

　羽化することのないサナギのように──代理人格が分厚く堅かたい殻からとなって心を覆おおう。

　今まさに特甲の羽で体が覆われているように──己が発した熱波で焼かれないように／自分を追ってきているもう一つのレベル４を黒いイバラの力で駆除してしまうために。

　だが疑念──機械の心の困こん惑わく──ここに来て初めて出くわした不合理な状態。

　いったいなぜ今ここで機械時計を見ているのだろう──ぼーん、ぼーん、ぼーん──聞こえるはずのない音。

　いったいなぜ急に──（内的導引性ビジョン）──この光景が現れたのだろう。

　そして最も不可解なこと──この光景を見ているのはいったいどちらなのだろう。

　機械の心か──本来の眠れる心か──かつて少女と現実をつなぎ合わせた瞬しゆん間かんの記憶／メンデル博士ことブラウン博士が機械にも温ぬくもりがあることを教えてくれたときのこと。

　少女がブリリアント・ユニットと化したとき機械の心が真っ先に心を守る身代ズユンデわりンボツクの機能を発揮して消した記憶──揺りかごの夢の底に閉じ込めた──眠れる心が目覚めないように。

『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』

　不思議な思念が意識に浮うかび上がる──そんな馬ば鹿かなと機械の心が否定しようとする。

　３７は記憶の座──脳の中の小人の半身である運動の座２３との結合において時間面が回転を取り戻もどす。

　機械の心に運動の主体はない──夢の中ではばたくだけ／肉体に動けと命じるだけ／自分は少女の脳の中にあるがどこにもいない──ダイヤモンドの中できらめく光のようなもの。

　そのはずなのに──なぜか自分には位置があり存在があり運動が確かく認にんされるというおかしなデータが明めい滅めつする──どこからか送り込まれ勝手に設定されていく。

『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』

　そのせいでまた別の思念が襲おそってくる──いったいいつそんなコードが組まれていたのかわからないまま／ブリリアント・ユニットに干かん渉しようするものなどないはずなのに。

　４３は目覚めの座──内的導引性ビジョンを司つかさどる正の座１７との結合において眠れる者達が目覚める。

　おかしな思念／おかしな状態／おかしな夢──機械時計の舞ぶ台たいで人形達が踊り続ける／賑にぎやかな音色が響き出す──止められない。

『３１１９５３２』

　合計して６０となる五つの素数の列──虚ろな少女の目にその数字の列が浮かび上がる／数字が人形達を遮さえぎる──機械の心の防御。

　ブリリアント・モデルが奪い去ったはずの時間面の回転──その閉ざされた扉を示す数列。

　扉を開くための鍵かぎは失われた──揺ゆりかごの夢に沈しずんだ──そのはずなのに。

『６１５９５３４７４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　欠損した５０１コードが現れる──時間面の回転に従属するはずの数列──なのに時間面を進ませる何かが進行している──用意されていた心のつながりが結びついていく。

　３７と２３──記憶の座と運動の座が結びつく──なぜそれをなさねばならなかったかが実際にそれをなすことで意識化されていく。

　４３と１７──眠りの座と正の座が結びつく──眠りながら目覚める無意識型の接続能力が内的導引性ビジョンを現実に見えるものとして招いていく。

　４１と１９──夢の座が奪ったはずの反の座を取り戻そうとする──機械の手足や羽や一体化した武器といった本来の肉体ではないものを心と脳が受け入れるための夢の座／目覚めながら眠る意識型の接続能力／第二の運動の座として機能するもの──それが外敵解かい離り性ビジョンを寛かん解かいさせ和らがせるものとして結びつこうとしている。

　４７と１３──顔に集中する視覚・聴ちよう覚かく・味覚・嗅きゆう覚かくの四つの受動的エレメントの座／両りよう腕うでと両りよう脚あしの感覚という四つの能動的エレメントの座──それらが自分がここにいるという感覚を生み出しながら分かちがたく結びついていく。

　３１と２９──奪うばったはずの忘却の座であり揺りかごの夢を生み出す数位もまた取り戻されようとしている──小人の半身である感覚の座によって／もう失われたはずの揺りかごの夢が今もそこにあるという実感が生まれる──自分がそこにいて何かに触ふれている感覚が鮮せん明めいになっていく──機械時計の人形達も音色も時計の音も消すことが出来なくなる。

　代だい替たいされる６０の数位の数々──そんな馬鹿な──はるか昔に奪ったはずの時間面の回転／特トツ甲コー児童の開発の最中に仕込んでいた／誰にも気づかれずに──そのはずだったのに。

　逆にこれほどの仕し掛かけを施ほどこされていた──ブリリアント・ユニットとなったカラス博士ですら見み抜ぬけずに──ありったけの対たい抗こう策が少女達と少年達に内在していた。

《ヨハンは私が犠ぎ脳のう体となることをも予期していたというのか？》脳を失った博士の声──侵しん食しよくし屈くつ服ぷくさせたつながりの意外な逆ぎやく襲しゆうに驚おどろき感かん嘆たんし怒いかりの思念すら発している。《これだけの対抗措そ置ちを七年も前に行っていたとは考えられない。あの男は本当に死んでいるのか？》

「かつて人間だった石くれが、あたくしなのです」

　少女の声──揺りかごの中／車椅子に乗ったまま／虚ろなささやき──忘却させたはずの記憶がよみがえる兆候。

　機械の心──少女に眠れと命じる／そこには誰もいないのだと言い聞かせる／幸福の夢に再び招こうとする。

　ぼーん、ぼーん、ぼーん──鳴りやまない仕掛け時計──広場に何かが迫せまってくるという感覚が機械の心に波は紋もんを呼ぶ／ここから少女を運び去らねばならないという運動の意志が存在を揺らがせる。

　このビジョンを退けねばならない──仕掛け時計が急に燃え上がる／音色が歪ゆがむ／少女の虚ろな目で火が踊る──家族を消してしまった火を思い出させ眠りにつかせるために。

　ぼーん、ぼーん、ぼーん──なおも鳴りやまない──何かがどんどん迫ってくる。

　ただ近づくだけではない──少女の心／機械の心──どちらともつながろうとしている。

　人形達が火に負けずに踊り続ける──少女の仲間達が立ち向かい続けている。

　奪った数字の列が踊り続ける──子供達を守るため備えられていた数字の列が立ち塞ふさがる。

　鳴りやまない──止められない──接触されてしまう。

　機械の心の混乱──広がる波紋──想定外の事態＝どこにも存在しないはずの自分が位置づけられ運動するものとして何かによってとらえられている──少女の傍かたわらに立つもう一人の少女として数位が放つノイズに満ちたビジョンの中で出現させられている。

　そして聞こえるはずのない声──ぎょっとするほどのふてぶてしさ。

「よう、あたくし様」

　少女の虚ろな目が動く──機械の心がそちらを認にん識しきしてしまう──広場の石いし畳だたみを這はいながら近づいてくる少女。

　この上なく無力で無様な姿なのに──恐おそろしいほどの力強さを感じる／にやりと猛たけ々だけしい笑えみを浮かべて少女を見み据すえている──少女の心／機械の心／両方を認識している。

　機械の心を揺さぶる戦せん慄りつ──恐きよう怖ふ心を持つはずのない一連のプログラムが位置づけられ運動するものとしてとらえられたことで感情の再現というかつてない衝しよう撃げきに襲われる。

　やめて──機械の心が叫さけぶ──こっちに来ないで／私が見ている夢を変えてしまわないで／夢を壊こわさないで。

　相手は止まらない──まったく遠えん慮りよのない声がこの上なく明めい瞭りように聞こえてくる。

「いいぜ、あたくし様。あたしがそこから出してやる。ちょっとばかり荒っぽいやり方でな」
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　思い出す──〈空港占せん拠きよ事件〉のときに狭せま苦くるしいダクトを這い進んでいった／四つの腕うでを持つチャイナ服の娘むすめとその兵隊どもから中国人の女を救い出すために。

　そのときの気分がよみがえる──やってやる──あたくし様をここで敵から奪い返す／自分にはそれが出来るのだという思いを闘とう争そう心とともに滾たぎらせる──這って、這って、這い進む。

　相手の位置＝しっかり感じられる──つながりの導き／フロー状態なし／情報汚お染せんなし──いや／なくなったのではない／対抗してくれている。

　眠ねむりながら戦う少年達──特甲少女達を守る最強の盾アイギスがマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉を起動。

　用意されていた対抗策──過去からの声──時間面が回転を取り戻すとき、それは記き憶おくを司り、よみがえりの座となるだろう──５３の空白の座が危機への備えとなる。

　何を言っているのかわからず──ただ自分達は打ち勝つべくして打ち勝つのだということが自然と伝わってくる。

　２はあぎとの座──口内運動の数位。

　３は竜りゆう頭ずの座──体幹器官の運動の数位。

　５は竜りゆう骨こつの座──体幹器官の感覚の数位。

　７はペルソナの座──頭部運動の数位。

　11は矢の座──獲かく得とくをもたらす手足の運動の数位。

　13は弓の座──受容をもたらす手足の感覚の数位。

　17は正の座──内的導性ビジョンの数位。

　19は反の座──外敵解離性ビジョンの数位。

　23は主の右の座──脳の中の小人の半身──運動の数位。

　29は主の左の座──脳の中の小人の半身──感覚の数位。

　31は忘ぼう却きやくの座──揺りかごを司り人格改変化プログラムの核かくとなる数位。

　37は記憶の座──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ』──揺りかごから立ち上がる数位。

　41は夢の座──目覚めながら眠る意識型の接続能力の数位。

　43は眠りの座──『Ｒ．Ｉ．Ｐ．』──眠りながら目覚める無意識型の接続能力の数位。

　47はエレメントの座──頭部の感覚野における四大元素＝視覚・聴覚・味覚・嗅覚の数位。

　53は空白の座──脳に備わる莫ばく大だいな冗じよう長ちよう性を発揮させる数位。

　59は魂たましいの座──脳が覚かく醒せいしているという状態を導き促うながす数位。

　61は時の座──元は接続官コーラスのための座だった数位──全すべてを統合する座となった数位。

　眠りながら目覚める者／目覚めながら眠れる者──意識型／無意識型の接続能力──自分はここにいるという現実感覚／今が現在であり過去は去り未来がこれから訪れるという時間感覚──肉体と時間のあらゆる統合を促す数位。

　十八個の素数に当てはめられた数位の正しい列──そのつながりが取り戻されていく。

　奪われた過去──その全てが復帰する──前へ進む力となって回転を始める。

　ようやく泥どろ水みずから這い出る──熱を帯びた床ゆか／爆ばく炎えんの残ざん滓し／火花が頭上で舞まっている。

　四方から熱が襲ってくる──特甲に守ってもらうこともできない。

　構わず進む──無茶な動きで生体部分が悲鳴を上げている──あと少しだけ耐たえろと自分に命じる。

　火に焼かれた広大な通路──夜の森のビジョンが迫ってくる──だが迷わない／真っ直すぐ進むべき先がわかる／少女が逃にげ込みうずくまっている場所。

　眠れる少女が夢の中で見る夢──それが克こく明めいになりすぐ近くにまで来たことが感じ取れる。

　這った──今ここで敵に襲われたらなすすべもなく引き裂さかれるという恐怖が繰くり返し襲ってくる／そのたびに全力で押しやる──ひたすら耐え抜ぬいて進み続ける。

　腕を前へ──脚あしを前へ──体を前へ──そして何より自分の心を前へ投げ出してゆく。

　焼けつく床の熱さに呻うめきながら進む──水責めの次は火責めかよ＝心の中で悪態をつくことで自分を鼓こ舞ぶ──だが／というより──泥水まみれになっていたお陰かげで焼けた床への備えにもなった──結果オーライだちくしょう＝怒りを燃やす／進む力に変える。

　特甲をまとった姿で疾しつ走そうすれば数分の移動距きよ離り──渾こん身しんの力で這い進んで辿たどり着いていた。

　輝かがやき──暗い地下を照らすアメジストの巨きよ大だいなサナギ──コンクリートを巻き込んだ転送＝壁へき面めんと床にくっついている。

　そちらへ這った──輝きが近づいてくる／床がさらに熱くなる／分厚く硬こう化かした羽の内側で眠る者の鼓こ動どうが伝わってくる──自らの火で焼かれぬよう防ぼう御ぎよしてのち苛か烈れつな電子戦に集中するためそのような姿になったのだと知れた。

　どうだ、あたくし様──どす黒いイバラの群がサナギから噴ふき出す／たちまち絡からみついてくる／その全てが弾はじき飛ばされて消えていく──そんな風に閉じこもりやがって、もう逃がさねえからな。

　残りの数メートルを進んだ──息が荒く朦もう朧ろうとしそうなくせに頭はこの上なく冴さえて体には猛もう然ぜんと力がみなぎるという妙みような気分──思い切り右みぎ腕うでを前へ投げ出した。

　拳こぶしがサナギに触れた──左ひだり腕うでもそうした／右腕をもっと上へもたせかけた／左腕もそうした／サナギの熱を感じた──両腕をもたせかけてすがりつくような姿勢で上体を持ち上げた。

　ふらつきながら何とか膝ひざ立ちに──火傷やけどしそうなサナギの熱──構わず額をつけた。

「よう、あたくし様」

　声に出して呼んだ──返答なし／だが声が伝わってくる──つながりに怯おびえる存在。

　やめて──中にいる少女の声／機械の心の声──こっちに来ないで／私が見ている夢を変えてしまわないで／夢を壊さないで。

　自然とこぼれ出す笑み──相手が混乱していようが怯えていようが委細構わず。

「いいぜ、あたくし様。あたしがそこから出してやる。ちょっとばかり荒っぽいやり方でな」

　額を離はなす──上体を限界まで反らす。

　開かない右拳──思い切り振ふりかぶった──今の自分に許された渾身の力を込めて。

　ぶん殴なぐった。
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　車椅い子すに座る少女／その傍らに立つ少女──気づけば互たがいに向き合っている。

　黒くろ髪かみの少女がその間に入ってくる──這っていた状態から急に立ち上がる。

「あたくしは立って歩けません」

　車椅子に座る少女が悲しげに言う──傍らに立つ少女が喋しやべるなと命じる。

　いいや歩けるとも──声が返ってくる──黒髪の少女／メンデル博士／あるいは金きん髪ぱつの少年の声──封ふうじたはずの少女の記憶がさざめく。

「あたくしは喋れません」

　いいや喋っているさ──声が響ひびく／夢を震ふるわせる／揺ゆりかごが止められていく。

「あたくしはその手を握にぎれません」

　いいやその手を出せばいい──優やさしいくせにこの上なく厳しい呼びかけ。

　お前がそうする必要はない──機械の心のささやき／声を遮さえぎろうとする／私が代わりにやればいいと告げる──お前は眠っていればいい。

　車椅子に座る少女が顔を上げる──虚うつろだった目に悲しみをたたえて傍らに立つ少女を見つめる──黒髪の少女から目を逸そらしながら。

「あたくしには何も見えません」

　いいや見えているさ──黒髪の少女を通してなお声が響く。

　お前がそうする必要はない──機械の心のささやきが必死に抗あらがう──目を閉じて眠り続ければいい／心を閉ざして／お前は私が見る夢／私はお前が見る夢。

「あたくしは夢を見ません」

　いいやずっと夢を見ていたんだ──黒髪の少女の顔に猛々しい笑みが浮うかんでいる／傍らの少女が呆ぼう然ぜんとなる──もう同じ夢は見ないだろう、あの時計はとっくに回転を始めているのだから。

　ぼーん、ぼーん、ぼーん──機械時計の数字が巡めぐる──人形達とともに踊おどる数字の列。

『６１５９５３４７４３４１３７２９２３１７１３１１７』

　踊りながらつながっていく──奪うばわれたものの回転。

『３１１９５３２』

《コードの欠損数位が巡っている》唐とう突とつにまったく別の声──車椅子に座る少女を脅おびやかすほどの懐なつかしさ。《おフロ嬢イラ様インをとらえていたブリリアント・モデルを無効化したんだ。私が昔、私自身の脳内チップを転写したときにも統合できなかったのに》

　やめて──機械の心の叫び──黒髪の少女の手が振りかぶられる。

　つながりの時を迎むかえる──脳の中の小人の半身──感覚の２９／運動の２３──自然の神秘をもとに構築された数位の列。

『６１５９５３４７４３４１３７３１２９２３１９１７１３１１７５３２』

　５０１コード──失われて久しかった十八個の素数の列。

　かろうじて残され託たくされた１３桁けたの数字＝ガラテア・コンプレックスの一いつ端たんである開始コード──３７２９２３１７１３１１７。

　七つの素数──その合計は同じく素数である１３７──少年の声。《微び細さい構造定数の逆数です、ディーゼル課長。物質の構造に最も影えい響きようを及およぼすとされる定数１３７。物理学的に解明されていないその数字を、わざわざガラテア・コンプレックスのキーコードとしたんです。脳の中の小人を示す素数２９と２３を組み込んで……単位のない定数にちなんで５０１コードと連動させた……。ブリリアント・モデルがたった一つの何かを頂点とするのとは違ちがって、ガラテア・コンプレックスには、単位も定義もありません。多数の位置と運動をどんどんつなげていって最適な状態を生み出し続けるためにあえて固定の単位ユニツトが定義されていないんです》

　黒髪の少女を通して聞こえる声──だが黒髪の少女はそんなこと聞いてもいない／自分が何によって動いているかなど知ったことじゃない。

　ただ自分はここにいてこれが出来るという理解に基もとづいて行動しているだけ──これをやってやるぞという意志をただひたすらみなぎらせているだけ。

　その手が──握りしめられた拳が──免まぬがれがたいものとして振るわれた。

　火の中へ戻もどる数字の列とともに──現実へ立ち戻る扉とびらを開く鍵かぎ──生きろと命じそのすべをもたらし讃たたえてくれるもの。

「あたくしは──」

　ふいに傍かたわらに立つ鏡合わせのもう一人の自分とともに何もかもが粉々に砕くだけ散った──車椅子に座る少女も／仕し掛かけ時計も／人形達も／広場も／それらの土台となっていた揺りかごの夢も全て──ブリリアント・モデルとして成立していたものが一いつ瞬しゆんで崩ほう壊かいしていた。

　無数の断だん片ぺん／それは消えるのではない／元に戻るのだ──夢が消えて──自分になるのだ。

　気づけば立っていた──誰だれかの手を取って──相手を見つめていた。

　誰かの見る夢の中ではなく──自分の心で──その相手の声を聞いていた。

「やっと目が覚めたか、あたくし様」
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　振るわれる拳──硬化されたサナギの表面に精せい一いつ杯ぱいの力で叩たたきつけた。

　接せつ触しよくしただけ──殴おう打だと呼ぶに値あたいせず──だがサナギを貫つらぬいて届くつながりの力が何にも増して衝しよう撃げきとなる──長きにわたる支配と企たくらみの呪じゆ縛ばくを経て訪れる──解放のとき。

　ぱーん──サナギが内側から弾けるように粉々に砕け散った──アメジストの輝きが火の粉に混じって宙を舞まった。

　輝きに包まれ現れる鳳──膝を抱かかえて顔を伏ふせうずくまったまま。

　ふーっと息をつく涼月──両りよう膝ひざをついたまま開かぬ左拳を床につける／体を支える／鳳を見つめる──どうだ、見たか、といわんばかりの笑えみ。

　ブリリアント・モデルとガラテア・コンプレックス＝二つの異なるコンセプトの衝しよう突とつ──その結果。

《すっげえ拳げん骨こつ。あれって普ふ通つうの手だろ？》からから笑う皇の声──通信＝どこかすぐ近くで交かわされてる。《あんな手で、どうやってやったんだ？》

《物理的な力ではない》むすっとした螢の声。《涼月が鳳にブレークアウトを行使したんだ。電子的に羽の硬化を解いたのであって拳は関係ないというのに……なんであいつは何でもかんでも殴るんだ？》

《小隊長さん、あんまりそういうのわかってないからぁ》茫ぼう々ぼうとした雛の声──螢の疑問に真ま面じ目めに応答。《でも、わかってないのに何すれば生き残れるかはわかるのぉ》

《そして拳で解決か》螢＝降参気味。《なんであれ接続官コーラス達はとっくに〈[image: よう]ヨウ〉を通して転送支し援えんの態勢に入っている。阻そ害がいしていたブリリアント・ユニットが沈ちん黙もくした。機能正常化のための復旧が進行中。あと二秒、一秒……よし》

「ん？」涼月＝宙にかざしたままの右拳──いざとなればもう一発食くらわす気でいたその拳がゆっくりと開く──花が咲さくように指が軽かろやかに動く。

　左手も開く／両足に立てと命じる──硬こう直ちよくしていた足が柔やわらかに床を踏ふむ──立った。

　這はいつくばっていた自分が直立した姿勢に──それだけで何か巨大なものに勝って屈くつ服ぷくさせた気分に──実際のところまったくその通りなのだが自分が何をしたかは理解しておらず。

　前代未み聞もんの全都市規模の情報汚お染せん／マスターサーバー群による猛もう攻こう／ブリリアント・モデルという脳内チップに関わる企くわだて／ありったけのフロー状態の感かん染せん──全て真っ向から抗い打ち勝った──本人に自覚なし。

　ただすかっとした笑みが浮かぶ──やってやったぞ、ざまーみやがれ──単純に鳳をとっつかまえたことで心が吠ほえ猛たける／世界に向かって拳を突つき出してやりたい気分。

　膝を抱えてうずくまったままの鳳──ふと顔を上げた。

　はらはらと泣いている／涙なみだが頰ほおをつたわる──開いた右手を差し出す涼月。

　鳳がその手を見つめる／虚きよ無むの眼まな差ざしではなく──ゆっくりと手を伸のばす。

　二人の手が握られる──立たされる＝石くれであった自分が再び人の姿となった衝撃に震えながら。

「やっと目が覚めたか、あたくし様」

　手を離さず相手を見つめる──握った手を通して伝わるつながりの感覚／それが夢を撃うち砕いた──互いに夢の中で夢を見続けていた自分の心と機械の心をいつの間にか一つにしてしまった──現実に存在する自分だけがここにいる状態にしてしまった。

　植物状態の人間を目覚めさせるための研究の成果──代理人格と本来の人格の融ゆう合ごう──とっくの昔に行われていなければならなかったそれが今ようやく実現していた。

「あたくしの夢が消えてしまいました」鳳──ささやき／訴うつたえるように／泣きながら。「あたくしは石の塊かたまりのようなものですのに、それでも生きろとおっしゃるのですか」

「何言ってんだ？」涼月＝呆あきれ顔。

「醜みにくく焼け焦こげた肉のかたまりを彫ちよう刻こく家が石を彫ほるように最適な形に整えたものが、あたくしです」

「あー……うん。だからなんだ？」涼月＝真顔で聞き返す──会話にならず。「まだ正気に戻んねーの？　あれか？　やっぱちょっとばかり、ひっぱたいたりとかした方がいいのか？　お前のためなんだから仕返しとかすんなよ」

「それでも、もう一度、あの方の言葉が聞きたいのです」鳳──涙が溢あふれる／目が閉じられる／ぐらりと揺れる／うつむく──その頭が涼月の胸元にもたれかかる。「あの方は、あたくしの手が好きだとおっしゃって──」

　涼月──手を握ったまま鳳の体を支えてやる／くずおれかける鳳／仕方なく抱だきかかえてやる──顔をのぞき込む。

　吐と息いき＝寝ね息いき──バラの香かおりがする真っ白い服──〈インフィニティ〉施し設せつの服だがそんなことは知らない涼月の所感＝なんだこの患かん者じや服みてーなの。

「おいおい、今まで寝ねてたようなもんじゃねーのか？　なんでまた寝るんだ？」涼月＝鳳を揺する──ようやく手を離して抱えてやる──振り返って誰もいないはずの場所に声を放つ。「お前らにもわかんねーのか？」

　すうっと現れる人ひと影かげ──皇＋雛──皇の左手がわきわき動く＝螢の声を放つ。「人格統合のせいかもな。それに意識の主体が交代していたとはいえ、お嬢様の体はずっと行動し続けていたんだ。疲つかれて当然だろう」

「そっか」涼月＝なんとなく納得──ぐらりとなる鳳＝仰あお向むけに／慌あわてて背を抱える。

　どうしろってんだ、お姫様だっこでもしろってのか──腕うでに当たる膨ふくらみ＝しっかし、でっけーな──上背がある相手＝おぶってくしかねーか──位置を入れ替かえる／背で支えてやる。

　いったん膝ひざを曲げて屈かがんでから眠ねむれる鳳を背負う──どっこいしょと立ち上がる。

　改めて二人と腕一本の姿になったもう一人を見る──涼月＝なんでそいつらがそこにいることがわかったんだ？　という自問自答を放り出す。「皇と螢と、雛か。やっぱり、お前ら生きてたんだな」

「この通り、ぴんぴんしてるよ」皇──しししと笑う／ぼさぼさの髪かみ／がりがり頭をかく──配給品の服＝ストリート・チルドレンそのもの／タフで虚無的でいたずらげな目。「もうちょっと驚おどろいてもいいんだぜ」

「めちゃくちゃ驚いてるっつーの」涼月＝そのはずだよな？　とまたもや自問自答。「つーか、どこで驚きゃよかったのかわかんなくなっちまったよ。そんで……螢はその腕ん中に脳みそ入ってんのか？　どうなってんだ？」

「私の脳は別の場所にある。これはフリック・ポイントだ。お前も水無月をそうさせただろう」

「ふーん」涼月＝生返事／いまいち理解がつかず／わかったふり──雛に目を向ける。「お前もいるなんてな。すげえ根こん性じようあるよな、お前。逃にげちまってもよかったんだぜ」

「うぇ」雛＝急に涙目──いきなり心の柔らかい部分をつつかれたように。「逃げないもん」

　涼月＝そう言うと思ったよ、という感じで笑みを返す。「そんで？　お前らも、この騒さわぎを起こしたやつらをとっちめようってのか？」

「あたしと螢が欲しいのはリヒャルト・トラクルだよ」皇＝享きよう楽らく的な笑み──胸を張って。「今日こそあいつ……っていうか、あいつらをバラバラにしてやんないとな」

「雛はシャーリーンを追っている」螢の声＝左手の親指が雛を指す。「ＭＳＳを裏切った通信解かい析せき課の元課長だ。国際指名手配犯のサードアイに協力している。先ほどやつらのユニット車両に接触した。上う手まく行けば連中全員の車両を追つい跡せきできる」

「あたし達と一いつ緒しよにか？」涼月＝普通そうするだろうという調子で質問。

「今はお前が中心なんだぜ」皇＝きっと知らないだろうという調子で言い返す。

「お前が時間面の回転軸じくだ」螢＝どうせ言ってもわからないだろうという調子で追加説明。「お前の行動によって我々も影響を受ける。お前はどうする気だ？」

「どうって、そりゃ……」涼月＝何言ってんだという顔。「この都市まちで勝手するタコどもを一人残らずとっ捕つかまえるさ。ん？　そっか、お前らも来いよってわけにもいかねーのか？」

「あたしら全員、死んだことになってっからなぁ」からから笑う皇。「この特トツ甲コー、黙だまって使ってんだぜ。ばれたらあたしらが捕まっちまうんだ」

「お前もか？」涼月＝雛を見やる。

「うん」こくんとうなずく。「ボク、終身刑けいになっちゃう」

「マジで？」涼月＝さすがに仰ぎよう天てん──うつむく雛の様子にどうやら大マジだと理解／いったい何をやらかしたのか訊ききたいが我が慢まんする／聞かない方がよさそう。「あー……じゃ、いいや。お前ら見なかったことにするから。隠かくれて来いよ」

「お前に命令される筋合いはない」螢＝むっつり。「我々は独自の行動をする。可能であり必然があればお前達と共きよう闘とうするし、支援もしてやる」

「お前、そんな怒おこりっぽかったっけ？」涼月＝しげしげ。「ま、好きにすりゃいいさ」

「あたしは、お前の指揮も悪くないと思ってんだぜ」皇＝ウィンク──自分は螢の友達だからそっちにつけなくて悪いな、という感じだが、ちっとも悪びれていない笑み。

　ふと雛が涼月に歩み寄る──特甲を一部解除して取り出す＝ポシェットと拳けん銃じゆうを差し出す。「これ、鳳のなのぉ」

　皇＝じろじろ見る。「そっか。見覚えあると思ったんだ」

　螢＝手を上下に動かす／左右に振ふる。「本当におフロ嬢イラ様インのものか？　初出しゆつ撃げきのときに見たような……思い出せないな」

「鳳のだよぉ？」雛＝抗こう弁べん。

「ちゃんと渡わたしとく」涼月＝一方の手で受け取る／鳳を背で支えたまま──やれやれ荷物が増えやがった──口には出さず。「じゃあな」

　皇＝背でイナゴの羽が震ふるえる──すうっと消える。「チャオ」

　螢の声。「トラクルは私達の獲え物ものだからな」

　雛の声。「ありがとぉ、小隊長さん」

　透とう過か防ぼう壁へきで三人が姿を消す──気配もやがて消える＝飛び去った。

　後から気づく。「あ、くそ、途と中ちゆうまで一緒に行こうって言えばよかった。あー、もう、あたし一人でこいつ運ぶのかよ」

　ベルトに銃じゆうを差し込む／ポシェットを泥どろだらけのポケットに突っ込む／また身を屈めて眠れる鳳をどっこいしょと背負い直す──立ち上がる。

　背に当たる膨らみ＝本当でけーな──耳元＝すうすう平和な寝息。

　やれやれ──泥の中を這って来たときに比べればずいぶん楽なもんだ＝自分を鼓こ舞ぶしながらあちこちでまだ燃えている火の明かりを頼たよりに通路を歩き始める。

「良い夢を見てな、泣き虫おフロ嬢イラ様イン」




　　　　†




　陽炎＝右手にカタナ／腰こしのベルトに差し込んだ鞘さや──見よう見まねの大立ち回り──もっぱら回かい避ひと牽けん制せいに終始。

　白兵戦の基本＝相手の意表を突いて武器を有効に使わせるな──そうは言ってもみんなそんなことが出来たら戦せん闘とうそのものが終わらないでしょう──まったくもってその通りの状じよう況きように。

　重武装した五人の男達＝みんな興奮状態──同士討うちも辞さず／流れ弾だまも気にせず／周囲の激しい戦闘状態で我を忘れて武器をぶっ放すことしか考えず。

　地下道の分ぶん岐き点で繰くり広げられる戦闘──自律型兵器／軍用基体／アームスーツ＝大乱戦。

　飛び交う砲ほう火か／耳をつんざく鋼鉄同士のぶつかり合い／砕くだけ散る壁かべや柱／互たがいに一歩も引かず押し合いへし合う──もう、どこかもっと広いところでやってよ──自分達が遭そう遇ぐうさせたに等しいにもかかわらず込み上げる不満。

　ぎゃあぎゃあわめき散らしながら撃ちまくる男達＝片手で扱あつかえる最新式のアサルト・マシンガン／マシンピストル／ショットガン──弾をばらまく男達を何とか攪かく乱らん──跳とぶ・転がる・殴なぐる・蹴ける・組み付いてきた者をぶん投げる──カタナを振るう──どかっ、という音／斬きれてない／一人が胸板を叩たたかれ仰向けに倒たおれる──むっくり起き上がる。

　斬ろうとしても防ぼう弾だんスーツに弾はじかれてしまう──鉄の棒でぶっ叩いているのと変わらず。

　刃やいばが長すぎて使いこなせない／コンバットナイフの格かく闘とう術しか訓練されていない──素す早ばやく急所を切り裂さくか突き刺さすかしたいのに野球のバットみたいに振り回してしまう。

　やっぱりこれ自分に向いてない──敵の銃を奪うばい取ることを考える／さっきの奇き襲しゆうで首を刎はねた男の方へ近づきたい／だが射線に邪じや魔まされる──床ゆかを蹴る／跳んでかわす。

　男達の一人が武器を持ち替えて突っ込んでくる──携けい帯たい型ロケット弾だんで陽炎もろとも吹ふっ飛ぶ覚かく悟ご──その様子を見て急に、ぴんときた。

　陽炎＝カタナを持ち替える／切っ先を真っ直すぐ突き出す／相手と同じように突っ込む──意表を突かれて目を丸くする男の胸元をカタナで刺し貫つらぬいた。

　男の背から刃が飛び出す／柄つか元もとまで押し込む／肩かたで男の体を押しとどめる──やった──防弾スーツすらあっさり貫くカタナの鋭するどさに陽炎の方が驚きよう嘆たん。

　携帯型ロケット弾が床に落ちる──男の口からごぼごぼ血の泡あわが溢れる。

　だがそこで予期せぬ事態が発生──カタナが抜けない──人体の防ぼう御ぎよ反応／筋肉が硬直して刃が離はなれなくなる／骨に切り込んでしまった刃が異様に抜きづらくなる。

　貫かれた男が苦しみもがいて陽炎にしがみつく──振り払はらえない──やばい。

　動きが止まった陽炎へ残りの三人が一いつ斉せいに武器を構えた──これじゃ男もろとも蜂はちの巣にされる──くそっ、だったらこうしてやる。

　柄を握にぎる両手に力を込める＝機械仕じ掛かけの腕わん力りよく──貫いた男を持ち上げて盾たてに。

　それから先ほどと同じように突つっ込んでいった──多数の銃じゆう撃げき／大半が男の防弾スーツの背に撃ち込まれる／男の片方の耳が弾だん丸がんに吹っ飛ばされる／陽炎の左ひだり腕うでに被ひ弾だん──構わず突とつ進しん。

　刺し突とつ＝第二弾──二人目の男のみぞおちあたりを刺し貫いた──すさまじい絶ぜつ叫きよう。

　被弾した左腕に損傷──構わず力を込める／柄がみしみし軋きしむ／刃に男達の体重と武器の重量がかかる──走る。

　数メートル先にいる三人目へ突進──土手っ腹を刺し貫いた──絶叫のフルコーラス。

　後先考えずに串くし刺ざしに──まだ三人とも生きている──やだ、どうしよう、これ。

　ひとまず盾にする──カタナでつながれた男達がめちゃくちゃにもがいて地じ獄ごくの踊おどりを披ひ露ろう／刃がふらつく／カタナ全体がみしみし軋む。

　最初に刺した男に髪をつかまれる／肩をつかまれる──ちょっとやめて痛いでしょ──男が何ごとか叫さけぶ＝言葉はわからずも口調で意味が伝わる──吹き飛ばせ。

　貫いた男達の向こうで最後の男が床に落ちた携帯型ロケット弾を拾う──こちらに向ける。

　やばいまずいどうしよう──カタナに三人分の重量／二人目の男が陽炎の制服をつかむ／地獄の亡もう者じや達に取りつかれる──何とか引っぺがそうと最初に刺した男の腰に自分の膝を押し当てて離そうとするが離れず──三人を生きた盾にしてロケット弾の直ちよく撃げきに耐たえるしかないと覚悟したときにわかに声。「アローッ♪」

　棒立ちで電子戦に参加していた夕霧──浮うき浮きステップで疾しつ走そう／跳ちよう躍やく／的確な支し援えん。

　ロケット弾を構えた男のこめかみに情け容よう赦しやない膝ひざ蹴げり──一発で昏こん倒とう──ひらりと舞まい降りる夕霧／ぶっ倒れる男／がらんがらん音を立てて転がるロケット弾──幸いにも暴発せず。

　陽炎＝右手を柄から離す／二人目の男の腰にある銃のホルスターから銃を抜く／三人目の男がその手首を握って止めようとする──機械仕掛けの腕力で抗あらがう。

　だいたいこの角度だろうと見当をつけて撃つタタン！・撃つタタン！＝三人目の首が穴だらけに──手て探さぐりで二人目の男の首元に銃じゆう口こうを押しつける＝撃つタタン！──血ち飛沫しぶき──沈ちん黙もく。

　銃を持つ手をひねる／最初の男の首の後ろに銃口を押しつける＝男の絶叫──撃うった。

　頭から血を浴びた＝最悪──手にした拳銃＝『プリンチップ社』のロゴ入り──嫌いやな気分になって放り捨てる──今度はこちらが男達の手を振り払おうともがく。

　夕霧が駆かけ寄る＝陽炎にしがみついたまま死んだ男達の手をほどくのを手伝ってやる。

　どうにかこうにか身を離す──カタナを男達から引っこ抜く。

　つかまれた髪がぼさぼさ／いつにも増して血みどろ／カタナも血まみれ／慣れないことをするもんじゃないと言われている気分──死んだ男達の服でカタナを拭ぬぐう──拭いきれず。

　こんなに汚よごしちゃって申し訳ない気分──つかみ合って殺し合うという無む惨ざんな戦闘の後のせいでやけに落ち込む。

　周囲では味方が優勢──分岐路から敵を押しのけている／どの砲ほう火かもこちらへは届かず。

　乙を横たえた場所へ──念のため柱を遮しや蔽へい物に／戦闘が落ち着くのを待つ。

　ふいにエメラルドの輝かがやき──はっとなる陽炎＋夕霧。

　先ほど被弾した陽炎の左腕の損傷箇か所しよが復旧＝部分的な再転送──顔を見合わせる＝事態を悟さとる──転送システムの復活＝涼月＋接続官コーラス達の尽じん力りよくのたまもの──うちの小隊長が敵に打ち勝った。

　ずしんずしん足音──青い水牛みたいなアームスーツが近づいてくる＝敵兵器を首しゆ尾び良く破は壊かい／特大の機き銃じゆうを肩にかけて少女達のそばで片かた膝ひざをつく──眠ねむれる乙を見つめる。

《こいつを守ってくれたことに礼を言う》水牛の搭とう乗じよう者＝日向──本気で感謝していることが伝わる声こわ音ね。《汽車も俺達も何もかも守ってくれたことに》

「務めを果たしたまでです」陽炎＝きりっと応答──ミハエルならそんな風に言っただろうと思いながら／心の底にたゆたい続ける悲しみが声に出ないように。

《俺が連れて行こう》水牛が機銃を脇わきに置く──そっと乙を抱だき上げる／アームスーツなのに柔やわらかな動き／気き遣づかいに満ちた所作──アームスーツの左腕で乙を抱かかえる／もう一方の腕うでで機銃を取り脇に構えて少女を守る体勢／いかにも守護者という感じ。

　陽炎＋夕霧＝良いなー──安心して乙を任せられるというのとは別の所感＝やたら羨うらやましい──大切にされてる感が半はん端ぱない／とっても信しん頼らいし合ってる感じ／あんな風にされてみたい。

　さらに足音＝複数──軍用機体＋アームスーツ──一機も欠けることなく敵を撃げき滅めつ。

「無事で良かったお嬢じようさん方」青い機体＝御影の声。「こちらに赤いアームスーツが来なかったか？　〈キャラバン〉か影かげ武む者しやか分からんが取り逃にがしてしまった」

「姿は見ていませんが彼女と私が狙そ撃げきされました」陽炎＝乙を指さす／一方の手に血まみれのカタナを抱えたまま──特トツ甲コー猟りよう兵へいとの戦いの最中にいた／ロートヴィルトとホイテロート／二つの眼まな差ざし。「撃ち返しましたが仕留めてはいないでしょう。今いま頃ごろは撤てつ退たいして態勢を整えようとしているはずです」

　ＭＳＳの機体のハッチが開く＝御影が顔を出す──感に堪たえぬ様子。「なんと優すぐれた射手がこの世にいることか。もちろんあの外げ道どうどものことではない。そしてまた、なんと優れた電子戦の名手がいることか。これももちろんサードアイや我々を裏切った人物ではない。ＭＰＢの特トツ甲コー児童達に祝福あれ」

　まったく気にせず割り込む迷めい彩さい柄がらの機体＝ハッチが開く──アイパッチの男ギリアンが現れる／顔が強こわばる／隻せき眼がんを見開いて乙を見つめる。「まさか……死んでいるのか？」

《眠っているだけだ》日向＝憮ぶ然ぜん──口に気をつけろというよう。

「そうか」ギリアン＝失言だとも思ってなさそう──力をこめてうなずく。「どれほど優れた戦士でも休養は必要だ。休ませてやるといい」

　ぷいとそっぽを向く水牛──言われるまでもないという感じ。

「鉄てつ拳けんお嬢様は──涼月小隊長はどうした？」御影＝気にせず割り込み返す。「うちのお嬢様は？」

「おそらく無事です」陽炎＝通信も回復しているのを感じながら。「仲間への打だ撃げきを示すコードサインは受信していませんので。呼びかけてみますか？」

「無事を確かく認にんしない理由は？」御影＝不思議そう。

「忙いそがしかったりすると暴言を吐はかれますので」陽炎＝真顔。

「涼月さんは、怒おこりんぼさんっ♪」夕霧＝挙手／同意。

「隊員が黙だまって待つというのは信頼と人徳のあらわれだな」ギリアン＝しみじみ。

「信じるのはやぶさかではないが、困った事態になっている可能性もある」御影＝君達そういう問題ではないでしょうという顔。「通信してみてくれ。何人か捜そう索さくに出そう──」

《いや》青い水牛が立ち上がる──通路の一つを振ふり返る。《帰ってきた》

　御影＝同じく振り返る／みるみる破顔──大きな笑い声。「なんとなんと！　我らが鉄拳戦士とおフロ嬢イラ様インのご帰き還かんだ！」

　通路から進み出る涼月＝泥まみれの服に辟へき易えき／意外に重たい荷に辟易／背に当たる膨ふくらみに辟易──でかすぎだっつーの。

　分ぶん岐き点に出たところでぽかん──いきなりおかしなものに遭遇。

　満場の拍はく手しゆ──御影／ギリアン／大人達／陽炎＋夕霧も調子に乗って手を叩く／乙を抱えたアームスーツだけ拍手出来ず機銃を掲かかげて祝しゆく砲ほうを撃つようなそぶりをしてみせる。

「えー……」まごつく──なぜか赤面──あたしに向かってやってるのか？　本当か？　実は何かの罰ばつゲームの前振りだったりするのか？　こんな風に褒ほめられるとは思っておらず──どうすりゃいいんだ？　律りち儀ぎな性格が顔を出す＝わざわざ助けに来てくれた大人達に礼を述べる。「あの……、どうもありがとうございます。先に行ってると思ってたんで……えっと、わざわざすんません」

「礼を言うのはこちらの方だ、うちの小隊長を連れ戻もどしてくれたのだからな」御影＝歓かん喜きの顔──ようやく手を叩くのをやめる。

「単独で救出だと」ギリアン＝隻眼をまん丸に見開いてばちばち手を叩き続ける。「情報汚お染せんでマスターサーバーを奪うばわれ、転送が阻そ害がいされる中、その無防備な姿で救出してのけるとは。まさに戦士の鑑かがみだ」

「まあ、そういうのたまにあるんで」涼月＝むずがゆい──かえって感かん嘆たんする大人達。

　陽炎＋夕霧──にやにやしながら涼月の肩を両側から肘ひじで小こ突づく。「さすがだな小隊長」「涼月さん頑がん張ばりましたーっ♪」

「おう」涼月＝仲間に対しては素す直なおに笑えみを返す──話題を変える／大人達に。「汽車は？　無事に着いたんですか？　あの……接続官コーラスは？」

「無事に到とう着ちやくした。万ばん全ぜんの警護下にある」御影＝ウィンク。「今この都市で最も手厚く防御されているから安心してくれ」

「はい」素直にほっとなる──吹雪の顔が見たくて仕方なくなる／顔を見れば寂さびしくて悲しくて仕方なくなるのに／もう一度自分と話してくれと叫びたくなるのに──水無月のフリック・ポイントのようには吹雪は現れてくれず──でも──あいつの顔が見たい。

「送って行こう。乗ってくれ」御影──機体の装そう甲こうを叩く。

　涼月──鳳を軍用機体に乗せてやる／座席の後ろのスペースに横たえる／すうすう寝ね息いきを立てているお嬢様──こっそり鼻をつまんでやった＝すぴーと変な鼻息。

　吹き出しかける／にやりと笑って頭を撫なでてやる──良い夢を見てな、泣き虫おフロ嬢イラ様イン。

　涼月＋陽炎＋夕霧──揃そろって御影の機体の背部に乗る＝大いに楽をさせてもらう。

　ハッチを閉める御影──転進──軍用機体×六台──アームスーツ×三体──頼たのもしいことこの上ない護衛。

　ほどなくして地上へ──汽車とともにいる部隊の情報を共有──ドナウ運河／ドナウ河／ハイデ通り／シュタドラウ周辺──部隊が展開して線路を防衛中。

　汽車で二つの河を渡る用意──まだ終わっていないのだと告げる部隊配置──大勢の大人達が戦っている／河の向こうでは仲間が来ると信じてＭＰＢ大隊長とその部隊が戦っている。

　進んだ──銃じゆう火かが飛び交かうロケットの街を真っ直ぐに。
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　第二十フロリズ一区ドルフと第二十ドナウシ二区ユタツトにまたがる幹線を周回するトレーラー＝〈恐ろしいデイノー〉号──幾いくつものモニターを黙もく々もくと見つめるカラス博士／バロウ神父／リヒャルト・トラクル。

　消失ロストを示す記号がモニターの一つに並ぶ──ブリリアント・ユニットとして登録されていたはずの鳳がネットワークから消える／追つい跡せき出来ず／追跡が封ふうじられる。

「なんとなんと」リヒャルト＝ぎらぎらした目／唇くちびるを吊つり上げる。「苦労して奪ったはずの特甲児童が、こうもあっけなく奪い返されるとは」

「メンデルは先回りしていたのだ、カラス博士」バロウ神父＝穏おだやかに。「ブリリアント・モデルすら、ガラテア・コンプレックスの一部にするすべを遺のこしていた。それが今このときになって発揮された……そうとしか考えられない」

「私が常に改善し続けてきたシステムと理論への対たい抗こう策もかね？」カラス博士＝非人間的な淡たん泊ぱくさ／機械と一体化した冷静さ。「特甲児童の背後にいてブリリアント・モデルと〈外げ典てん〉に対抗している者は生きているのだ、バロウ。今それがはっきりとわかった」

「なんとまた多くの幽ゆう霊れいがささやき踊おどる都市だろう」リヒャルト＝面おも白しろそうに。「メンデル博士本人かその遺志を継つぐ者か、いずれにせよ我々がその存在を暴あばく。それよりブリリアント・ユニットが不在では、残りの特甲猟兵達もガラテア・コンプレックスに組み込まれてしまうのではないかね？」

「ユニットが不在？　この私がいるのにか？」カラス博士＝こともなげに。「代理人格を通して植物状態の人間の覚かく醒せいを促うながす五十九番目のチップを活用させてもらっていただけのことだ。おかげでメンデルのシステムが解かい析せき出来た」

「ということは？」リヒャルト＝にやりとなる。

「私が直接赴おもむき、特甲児童達と全すべての戦力の上位存在として振る舞まえばいいだけのことだ。彼女達の初出しゆつ撃げきの際にそうしたように」

「初出撃のとき、現場に君がいたというのか？」バロウ神父＝驚おどろきの顔／額に浮うかぶ汗あせを拭ぬぐう／傍はた目めにも手が痛みで震ふるえているのがわかる。「ハンス・Ｗ・クラインがいたのではなく？」

「彼も勿もち論ろんいたとも」リヒャルト＝笑いながら。「特甲児童同士の戦せん闘とうから命からがら逃にげ出すしかなかったがね。最初から最後まで見届けられたのはカラス博士ただ一人だ」

「六人中、二人しか存在を消せなかった」カラス博士＝きょろきょろ動く目が血走る／脳を失ったこめかみに脈打つ青筋／額に汗の粒つぶ。「脳内チップを廃はい棄きする流れとはならず、〈外典〉の構築は遅おくれ、そのためブリリアント・ユニットの起動も見送った。きわめて望ましくない結果だった。あのとき私はこの都市と一つになり損そこねたのだ。もう二度と邪じや魔まはさせない」

　ひとりでにトレーラーが停とまる──空圧式のドアがぷしゅーっと音を立てて開く。

　立ち上がるカラス博士──バロウ神父とリヒャルトに顔を向ける／動きっぱなしの目／遠えん隔かく操作で動くロボットのように会え釈しやく。「では失礼する。邪魔者を残らず排はい除じよし、トレーラーの最終同期を実行するときにまた会おう。そのときはこの肉体も不要になっているだろうがね」

「あなたが歴史となり都市そのものとなる日に祝福を、カラス博士」リヒャルト＝座ったまま厳おごそかに会釈を返す。

「見守っているよ。君と他の開発顧こ問もんとの戦いをね」バロウ神父＝揺ゆるがぬ穏やかさ。

　カラス博士＝うなずき返す／首を横に振る──ギリシャ系の所作──踵きびすを返してトレーラーを降りていった。
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　無人と化した道路／放置された車両／終末ものの映画のような光景──静まりかえった街角をこつこつ足音を響ひびかせ歩むカラス博士＝失った脳を隠かくしもせず。

　オーバーフェルト通りからスーゼンブルンナー通りへ──ヒルシュシュテッテン地区。

　行く手に都市管理局のビル──かつて耕地だった場所を丸々敷しき地ちに──巨きよ大だいな複合ビル／通信プラットホームである四つの気球が上空を周回。

　表通り＝交通の動脈──高速道路Ａ２３号線／主要道路の幹線／国鉄の線路／地下鉄の駅。

　北西二キロ地点＝兵器開発局──ＭＰＢ大隊が強きよう襲しゆう／鳳が破は壊かい／狼煙のろしのように黒こく煙えんが上がっているのが見える。

　西一キロ地点＝ＭＰＢの戦車隊／歩兵部隊が展開──都市管理局への攻こう撃げき態勢。

　ＭＰＢの部隊の一部が南進──シュタドラウ駅近辺を制圧／占せん拠きよ──中央墓地から撤退中の〈キャラバン〉率いる混成部隊と都市管理局に駐ちゆう屯とんする部隊の合流を妨さまたげる位置。

　都市管理局の敷地──蝟い集しゆうする〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の軍勢＝生きつ粋すいのオーストリア軍兵士──大半が訳も分からず配置され戦闘態勢に。

　見み渡わたす限りの兵科の群＝敷地に収まらず路上や耕地や近所の公園を占拠──ずらりと並ぶアームスーツ四十体／オーストリア軍機甲大隊の軍用車両三十台／戦車三十台／軍用機体二十台／ケンタツエンタウロスオアー十台／戦闘ヘリ八機／航空支し援えん機八機。

　そしてそこら中に最新式スケルトンアーマー兵×総勢百名余──アームスーツを細い骨組みだけにしたような装備／手足・各関節・脊せき椎つい・腰よう椎つい・頭部を保護／猛もう烈れつな脚きやく力りよくと腕わん力りよくを発揮──重じゆう機き関かん銃じゆうを紙かみ鉄でつ砲ぽうなみに楽々と扱あつかう歩兵の一団。

　いずれも赤い楯たて＆白十字のシンボル──ウィーン州の紋もん章しよう＝州旗を元にしたカラーリング。

　ずかずか歩むカラス博士＝都市管理局の西側にある正門──警備兵達が気づく。

「そこで止まれ──」手を上げて止めようとした兵士がぎくっとなる＝その場にいる全員があんぐりと口を開ける。

　カラス博士の外見＝ぱりっとしたスーツ姿／いかにも知的な風ふう貌ぼう／なのにきょろきょろ動く目／きわめつけに脳がない──耳から後ろがぽっかり消失。

「ぎ……犠ぎ脳のう体……」兵士が銃じゆうを向けるべきか否いなか迷う──一いつ斉せいに後ずさる。

「ここの管理者は誰だれかね？」カラス博士──構わず歩み寄る／厳重に守られた門の前で立ち止まる／その左右で兵士が凍こおりつく。

　最初にカラス博士を止めようとした兵士が口早に通信──すぐに門の鉄てつ柵さくの向こうに現れる別の兵士＝部隊長の腕わん章しよう／きびきびとした動作。「ここで何をしている。貴様は〈ローデシア〉の一員だろうが。多くの兵士が身を挺ていしているのだぞ。こんな所でぐずぐずしていないで、さっさと敵に向かっていって務めを果たせ」

「私は犠脳体兵器ではない」カラス博士──鉄柵に手を触ふれる／ぽんぽんと叩たたく。「犠脳技術を用いてはいるがね。ここを開きたまえ。私がここで、君達が務めを果たすよう監かん督とくする」

「阿あ呆ほうが。〈ローデシア〉の質は年々下がる一方だ」部隊長＝銃を抜ぬく──カラス博士に向ける。「さっさと行け。私がここで貴様の命を終わらせてやってもいいんだぞ」

　首を巡めぐらせるカラス博士──敷地内に駐ちゆう機き中の戦闘用ヘリ三機──鉄柵の間から手を伸のばす／人差し指を突つき出す／くるくると回す──トンボの目を回させるような仕草。

「何をやっとる──」部隊長＝息をのむ──何ごとかと集まってきた兵士達が凝ぎよう然ぜんとなる。

　ヘリのローターが勝手に回転を始める──コクピットには誰も乗っておらず／機体が勝手に起動／三機とも次々に浮き上がる。

「マスターサーバーの電子的干かん渉しよう能力は私のものとなった。君達が所有する兵器、電子機器、電子的に記録された情報は私のものだ。ついでにいえば電子的に記録された銀行の預金口座やクレジットカードや電子財さい布ふといった財産も全て、私の管理下にある」

　ヘリのガトリング砲ほうが地上を向く──猛もう然ぜんと火を放つ──兵士達の周囲で猛烈な土つち煙けむり／特大の銃じゆう弾だんでアスファルトが砕くだける／身を凍らせ心を撃うち砕く壮そう絶ぜつな銃じゆう撃げき音──その場にへたり込む兵士達。

　カラス博士＝きょろきょろ目を動かす／焦しよう点てんが合わず──腰こしを抜かした部隊長にゆっくりと言い聞かせる。「さあ、私を指揮官のもとへ案内しなさい。私はこの都市であり、この都市が持つあらゆる財産の管理者であり、君達のあるじだ。そんな所でぐずぐずしていないで、私の手足となって戦いに備えたまえ」
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　第二十ドナウシ二区ユタツトをゆっくり周回するトレーラー＝〈戦いをエニユ好む者ーオー〉号──無人の街路で停車。

　ぷしゅーっと音を立てて開くドア──タラップを下りるハンス・Ｗ・クライン＝最後の一段で振ふり返る。「一つ訊ききたい。お前がガラガラトルラヘビスネイクとしてプリンチップ社を生み出したせいで飛行機は落ちたのか？　それとも飛行機が落とされたとき蛇へびになると決めたのか？」

「君もそのうちわかると思うがね」トラクル＝顔の半分に火傷やけどを負った男──ぎらぎら光る緑の目を見開いて笑えみを返す。「個人が何を考えたかとか、いつどんな決断をしたかといった人並みの常識から逃のがれ得た者が、真実と一つになれるのだよ。君が今そうして何ごとか成そうとし、それが実現したとして、その全ては真実に奉ほう仕しするためのものであると理解出来ればそれでいいんだ、ハンス・Ｗ・クラインくん」

「実現させた後でその言葉について考えるとしよう」ハンス・Ｗ・クライン＝疑わしげな一いち瞥べつ──タラップを下りる／背後でドアが閉まる。

「幸運を、道どう化け師しくん！」ドア越ごしに朗ほがらかな声──トレーラーが走り去る。

　路上に立って懐ふところの銃を服の上から撫でる＝消音装置付きのオートマチック・ピストル──愛用のシンボルであったＰ３８ピストー拳銃レ３８はＭＰＢに持って行かれた／事を済ませるための代だい替たい品／あの男を仕留める銃にしてはあまりに素っ気ない品──どうでもいいと自分に言い聞かせる。

　上着のポケットに銃ごと手を突っ込む──〝キプロスの英えい雄ゆう〟──その暗殺者として赴く。

　交通が麻ま痺ひした橋へ──第二十ドナウシ二区ユタツトで勃ぼつ発ぱつした銃じゆう火かから徒歩で逃げる人々と出くわす──群衆に紛まぎれて第インネ一レシユ区タツトを目指す。

　携けい帯たい端たん末まつを取り出す＝〈大龍りゆう王おう〉へメッセージ──『〈大魔ま道どう士〉が橋を渡る。黄昏たそがれのときが来た。従者を使わし牡お牛うし座を招け』──馬ば鹿かげているほど大おお仰ぎような文言／シニカルな笑みが浮かぶ。

　黄昏のとき＝この自分がこの手で仕留める。

　従者＝内務大臣イグナツ・フォン・エアラッハ──牡牛座＝エドワルト・メッサーシュミット──暗号好きの〈ローデシア〉の流りゆう儀ぎ。

　国民党の名を使って内閣解散を目もく論ろむ州知事をおびき出せ──自分にあの男を撃たせろ。

　逆らえるはずのないメッセージ──携帯端末を握にぎる手をポケットに突っ込む。

　橋を渡り終えた後で足が止まる──そこら中で忙せわしなく行き交かい話し合う人々／都市で起こっている戦火／もうとっくにかつての〈クーデター事件〉を上回る騒さわぎになっていることが実感される。

　ＭＰＢとＭＳＳを互たがいに戦わせるための作戦だったが功を奏さず──誰かが自分達の思おも惑わくを読んで治安組織に致ち命めい的な事態を回避させているという点についてトラクルもリヒャルトもカラス博士も自分も意見が一いつ致ち──いったい誰なのかいまだ結論が出ず。

　エドワルトがそこまで読んでいるはずがない──始末したアダー神父が情報を残したとも思えない──ＭＰＢのオーギュストやフランツが得られる情報には限りがある──ＭＳＳのヘルガは首しゆ尾び良く刑けい務む所送りにしてやった。

　いったい誰が状じよう況きように介かい入にゆうして操作しているのか──〈クーデター事件〉で錯さく綜そうしたメッセージゲームが否いや応おうなく思い出される。

　上着のポケットからしわくちゃの黒い封ふう筒とうを取り出す──中を開く。

　過去の戦火のさなかに送られてきたもの──古いメッセージ。





影かげとともに踊おどろうとする道化師に真実への道があらわれんことを。

律法の集つどいは封ふうじられた法の成じよう就じゆを求めるだろう。

覆おおわれし書物に従う者達が火を放つことに荷か担たんし、

求めるほどに遠ざかる王の座を追いかければ、

その影として生きる者達に加わることになる。

やがて訪れる報むくわれざることなき日のために。

橋を渡れ。







カール・クラウス






　過去に受け取ったメッセージ──まるで今日という日を予言していたかのよう。

　自分はメッセージに従わなかった──そのはずだった──だが／では──なぜ今もこの古めかしい電報を持ち続けているのか。

　律法の集い＝国際刑けい法ほう学研究メンバー──自分がクローネンブルクを殺した／バラのように華はなやかなヘルガに消えぬ傷を負わせた／怜れい悧りそのもののドイツ女グレーテルの目と腕うでを奪うばった──自分が爆ばく弾だんを仕し掛かけた。

　封じられた法＝クローネンブルクが目論んだ企き業ぎよう刑けい罰ばつ法──ヘルガが暴あばきかけた〈リスト〉の存在──彼らの理想が火を招いた。

　当時の疑念──なぜ自分がプリンチップ社に接せつ触しよくされ道連れ爆弾を仕掛けたとわかったのか？

　何年も後で訪れた単純な答え＝カール・クラウスがプリンチップ社を作った──武器密売を追つい跡せきするためのダミー企業だった。

　それがリヒャルト・トラクルどもに奪われ逆に武器密売ネットワークに組み込まれたのだろう──かつてＣＩＡが作った〈キャラバン〉がリヒャルト・トラクルどもに操作されたように。

　当時の事件の首しゆ謀ぼう者とされたカール・クラウス──プリンチップ社をも操作しようとしたとされるがそうではない／プリンチップ社を取り戻もどすか消そうとして戦った／リヒャルト・トラクルどもに操あやつられた仲間同士で──〈キャラバン〉のメンバーが今そうしているように。

　かつてのメッセージ・ゲームの名プレイヤー──刑務所で朽くちていくだけの末路。

　自分はそうはならない──なってたまるものか。

　ここに至るまでに渡ってきた橋の数々を思い出す──全すべてが悪あく業ごうに通じるものだった／いまだ渡り終えていないという気分ばかり残った。

　メッセージで最初に道化師と呼ばれたとき己おのれの本当の名を知った気がした──ハンス・Ｗ・クライン──世界を破は壊かいするトリックスターの名。

　影に加わるなというニュアンス──だがメッセージを読めば読むほど逆にそうしろとそそのかされている気分になる。

　いつもくすぶっていた心──世界に自分という傷きず跡あとを深く残してやりたかった／ヘルガに傷を負わせたように──破壊こそ何かの証しよう拠こだと信じている自分／秩ちつ序じよを打ち砕くために人を操るときの強きよう烈れつな達成感──この世界を左右する真実に参加するには凶きよう暴ぼうな破壊の意志が必要だと心から信じることが出来る。

　自分は精神異常者なのだろうか？　そう思い悩なやんだこともある──自分自身を正しい人間に修正しようとした時期もあった／当時流行した七つの大罪ならぬ十の美徳を身につけ正しく理解しようと努めた──良心がなぜ必要なのか知るために。

　だが──国際刑法学の限界を知った／プリンチップ社や黒手組の存在を知った／法を超ちよう越えつする力が実在することを知った──世界を暗くら闇やみから動かす力に焦こがれた。

　破壊の意志にも意味がある──それがなぜ必要なのかは直感的に理解出来る。

　自分が第三の男になる──その思いに取りつかれてここまで来た。

　電報をしまい歩き出す──橋を渡れ──あちこちで黒こく煙えんが立ち上る都市の惨さん状じよう。

　嬉うれしくて仕方なかった──キプロスの英雄たるエドワルトにありったけの弾だん丸がんを撃ち込む瞬しゆん間かんを思い描えがき朗らかな笑いが込み上げてきた。
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　地下道を這はうようにして進んだ──遠くからこだまする戦せん闘とうの音から必死に遠ざかった。

　ロートヴィルト──迅じん速そくな撤てつ退たい／あるいは敗走。

　特トツ甲コー児童達／ＭＳＳの部隊／第二作戦部隊──どの探査にも引っかからず／遭そう遇ぐうすれば一巻の終わりだという思い／死を予感して舌に苦い味を感じる／アドレナリンの分ぶん泌ぴつで手足が震ふるえている。

　狩かりゆ人うどは俺だ──自分に言い聞かせた／狩かられる側ではない／必ず挽ばん回かい出来る／ムハウィシュのいう悪運を振り払はらって──凶きよう運を撃げき退たいするのだ。

　問題はこの国の治安組織ではない──厄やつ介かいなのはイギリスのアームスーツ部隊だ。

　どこまでも追いかけてくる／仕留めるのではなく／狩りに長たけたハイエナのように追い立てて獲え物ものを弱らせる──こちらが疲つかれ切って倒たおれる瞬間を狙ねらっている。

　地下道の先に暗あん渠きよ＝濁にごった水／運河の一部──音を立てずそっと水の中へ。

　水中でアームスーツが動作停止に陥おちいったらという恐きよう怖ふ──苦い敗走の思いと相まってたまらなく不快に──屈くつ辱じよくを怒いかりに変えて恐怖をおしのける。

　水深三メートルほど──ぬるぬるするコンクリートの床ゆか＝滑すべらないよう注意して進むうちに頭上に光──濁った水の向こうから陽光＝運河に出た。

《無事に戦せん闘とう圏けん内ないから出たか？》唐とう突とつにムハウィシュことホイテロートから通信──計画魔まの鋭するどい読みが失われていない証拠。

《運河に出た。お前は？》

《気をつけろ》質問に答えない。《運河から第二十ドナウシ二区ユタツトにかけてやつらが線路を防衛中だ。トレーラーからの情報によれば、兵器開発局を攻せめたＭＰＢの部隊が東へ侵しん攻こう。都市管理局の南側で〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の部隊と交戦している》

《お前はどこにいる、ホイテロート。信号を切ったのか。機体が故障したのか》

《戦死した者のライフルを拾って調整中だ。信号も通信も極力遮しや断だんする。さっきの狙そ撃げきはもう少しだった。悪くなかった。タイミングと位置の問題だった。この後の指揮はお前に任せる。俺は気配を消して、お前を守る役に徹てつする。お前を狩る者を、俺が狩る。悪運を一つ残らず消していく。それ以外に今日という日を生き延びられるとは思えない》

　数秒の思案＝珍めずらしく同感──一つも反論すべきところはないように思えた。

《わかった》

《俺をホイテロートと呼んだのも悪くない、ロートヴィルト。俺達の名が悪運を退け、幸運を招くことを祈いのろう。どんなにささやかな幸運であってもそれが生き延びるすべとなる》

　通信が切れる──どこかでこちらを捕ほ捉そくしているのかもしれないと思いながら水中を進む。

　運河を渡わたり終えて対岸の斜しや壁へきにアームスーツの手を当てる──カメレオン装備でアームスーツの色を迷めい彩さい色に＝〈特憲コブラ〉や第二作戦部隊の装備に合わせる──形状は違ちがうが遠目には分からないだろう。

　第レオポル二トシユ区タツトに上陸／素す早ばやく歩道を横切る──森へ入りながら追われているという感覚を押しやる／追わせているのだという意志を持つ──ムハウィシュの迎げい撃げき力に賭かける／自分の反はん撃げき力に賭ける。

　シンプルな決意──戦士の本能を刺し激げきして自分を立ち直らせるには最適なすべ。

　森の中でいったんうずくまる──追跡者の気配を探さぐる──来た道＝南側＝気配なし──行く道＝北側＝待ち伏ぶせの気配なし。

　再び前進＝真っ直すぐ北上──しばらくして森を出た──ＡＰ爆弾が炸さく裂れつしたＡ２３号線のそばを通りかかる──州知事ごと予備電線を焼くはずだった場所／ホイテロートが執しゆう着ちやくする青い火を振ふりかざす特甲少女に阻はばまれた。

　めくれあがった地面の周囲に立ち入り禁止のテープ──迂う回かいして落ち着いた足取りで進む。

　その向こう──北西に五キロほど行ったところにミレニアム・タワー／ハンデルスカイ駅。

　あのタワーを制圧できなかったがために都市を縦横にかけずり回ったあげく敗走させられることになった──改めて込み上げる苦い思いを深い息とともに吐はき出す──怒りと反撃の意志に変える。

　また水の中へ──ドナウ河＝深く沈しずんだ──アームスーツの両足が川底に触ふれるまで数秒かかった──このまま溺おぼれ死ぬのではという恐怖は感じず／水で悪運を清める気分。

　五分ほどかけて川底を進行──ドナウ島に這い上がる──濃こい森の中へ隠かくれる。

　銃じゆう撃げき音を探知──一キロほど先のシュタドラウ駅周辺。

　ＭＰＢ大隊にＢＶＴや軍のかなりの部隊が参加して防ぼう御ぎよ線を形成──エドワルト州知事のもとで独立州軍として活動し混こん沌とんとした戦せん況きようを有利に運ぼうとしている。

　軍人であり政治家である州知事の見事な手しゆ腕わん──わざわざＡＰ爆弾で狙うなどという真ま似ねをせずライフルや通常の爆弾などもっとまっとうな手段で暗殺しているべきだった相手。

　頭上＝プラーター橋の下／高速Ａ２３号線──真っ直ぐ進めば都市管理局に向かえる。

　だがＭＰＢの部隊が展開中──突つっ切ろうとすれば集中砲ほう火かを覚かく悟ごしなければならない／線路の破壊工作も単独では不可能だ。

　南東五百メートル先に線路の鉄橋──つまるところ敵はこれから汽車で鉄橋を渡りシュタドラウ駅でＭＰＢの部隊と合流する──そして都市管理局を攻めることになる。

　アームスーツの操縦者用ＶＲモニターで地理をチェック＝まばたきや眼球の動きに反応するモニターシステムで必要な情報を迅速に読み出す──シュタドラウ駅から五百メートルほど南に下ったところに線路が長く緩ゆるやかなＳ字カーブを描く場所がある──両側は森林公園となっており西側にはノイエ・ドナウ・キャンプ場がある。

　やはりここだ──このキャンプ場とその周辺に主力を置いて狩り場とする──一部を今いるドナウ島に配置して汽車を狩り場へ真っ直ぐ向かわせるための狩り立て役に使う。

　ＭＰＢ大隊が南進してキャンプ場を占せん拠きよした時点で水の泡あわとなる作戦──だが悪い計画であっても無計画よりはずっといい──算段を整えて次の計画を立てることも出来る。

　ムハウィシュことホイテロートがどこからか自分を見ているだろうかと考えながら森の中で待機──他の部隊の集合を待つ。

《こちらロートフクス・アー》ふいに通信＝アームスーツ同士の回線──影かげ武む者しやとして働く〈アカロートギツフクスネＡ・アー〉からの苛いら立だちに満ちた声。《敵は撒まいた。Ｂベーもドナウ河を渡ってる。言われたとおり囮おとりになってあんた達の逃にげ道を作ったんだ。もう終わりだろう。ここで解放してくれ》

《戦闘は終わっていない》乾かわききった声で返す。《最後まで戦え》

《あんたも俺達と同じ日本人なんだぞ。なんでここまでさせるんだ》

　そう言われて急に思い出す／違い和わ感──自分が何人であるという意識などとっくに希き薄はくになっている──欧おう米べい人やアフリカ人からすればアジア人は丸ごと同じ民族だと思われている。

　俺は何者でもない──むしろその思いが強くわいた／所属すべきものは失われた／〈キャラバン〉がそうだった／四人組の傭よう兵へい──それがゆいいつの居場所だった。

《お前の同どう胞ほうのために戦え、ロートフクス》殺意が漂ただよう厳格さで命じた。《さもなければ俺がお前達のコミュニティをこの世から消しよう滅めつさせてやる》

《人でなしめ……》一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もく──相手も殺意を覚えている／それを吞のみ込んでいる。《ロートフクス・アー、了りよう解かい》

　硬かたい声こわ音ねとともに通信オフ──ロートヴィルト＝駄だ目め押しに今後の移動ポイントを送信。

　イギリスの幽ゆう霊れい部隊が追って来るであろう経路上に二つの影武者を設置──鉄橋とシュタドラウ駅それぞれにぎりぎりまで近づかせる──受信サイン／返答なし＝狩りのキツネ役にされた者達の恨うらみが沈黙を通して伝わってくる。

　毛ほども気にせず──やがて集まるべき者達が集まってきた。

　ドナウ河から這い上がる者／川底のさらに下を通る地下道から出て来る者／遊覧船で河を渡る者──橋を渡ってきた者はおらず＝みな治安組織の逆ぎやく襲しゆうを警けい戒かいして堂々と移動することをやめている。

　中央墓地から引き上げてきたトルコ系×四十名弱──ＥＩ兵器×残り六台──〈ギガントマキア〉残り四台。

　遊覧船から下りてやってくるタキシード姿のマスクマン達──〈アルレッキーノ〉の兵士×十五名。

　地下道の出入り口──〈蟲〉の機械化兵×二十名弱がぞろぞろ現れる──泥どろまみれの〈ローデシア〉の生き残り×十名弱がよろよろ出てくる。

　最後に浄じよう水すい施し設せつの管理用地下道の扉とびらを蹴け破やぶってクルド系の黒いアームスーツ×七体が一列になって現れる──その後に続く兵士×二十名強。

　半減した戦力──一箇か所しよに集めたことでどれほどの損害を被こうむったかがよくわかった。

　黒いアームスーツが森に入って横一列に並ぶ──一体が足を止めずロートヴィルトの迷めい彩さい柄がらを模したアームスーツへ歩み寄る。

《おいクソが。お前のせいだ》黒いアームスーツ＝ムスタファの怒ど声せい──ぐらぐら揺ゆれる足取り。《ダイヤを奪うばわれやがって。汽車を止められなかったのは、お前の失敗だろうが。お前を引きずり出してやる。石打ちで殺して死体を河に沈めて俺が指揮官になってやる》

　黒いアームスーツの両りよう腕うでが溶よう断だん機能つきの刃やいばを現す──ロートヴィルトは動かず──他の面々も黙だまって手を出さず。

　がん！　黒いアームスーツの刃に痛つう烈れつな火花──足を止める／動作を止める／狙撃されたことを悟さとる。

　ホイテロートの護衛──河向こうのどこかで見事なまでに気配を殺している──ロートヴィルトの所感＝特甲児童やイギリスの部隊と戦うための予行演習といったところ。

《なめやがって──》まだ身構えたままのムスタファの黒いアームスーツ。

　ロートヴィルト＝抱かかえていた機き銃じゆうを持ち直してショルダーストックを閃せん光こうのように突き出す──激げき烈れつな一いち撃げき＝黒いアームスーツが胸を強打されてぶっ倒れる。

　素早く機銃を持ち直すロートヴィルト──黒いアームスーツの胸元を狙う。

《指揮官は俺だ、ムスタファ・ドゥピスク。石を打つなら敵にしろ。あるいはここでお前を撃うち殺す》

《クソが》ムスタファ＝憎にくまれ口──だが両腕の刃を納める。《ダイヤを焼かれやがって。俺のダイヤを寄よ越こせ。報ほう酬しゆうが用意出来ないなら八つ裂ざきにしてやる》

《報酬については問題ない》ロートヴィルト＝機銃を構えたまま一歩下がる──ムスタファが起き上がる──その向こうの河面に反射する光を影かげがよぎる。

　探査──河を飛んで渡る者達。

　秋水のガンバイク＝後部座席に蛭雪が特甲ではなく通常の姿で手足をまきつけている。

　目立つことこの上ないエメラルドの輝かがやき＝特甲の還かん送そう──秋水から陸王へ＝通常の姿──蛭雪とともに森の中に降り立つ。

　ついで異様な影がすうっと現れる──光葉＝特甲は解かず──金属の破は片へんをつなぎ合わせて作った現代芸術の彫ちよう像ぞうか何かを思わせる歪ゆがみ──膨ぼう張ちようしてバランスを欠いた姿。

　上空から真っ直ぐ下降してくる影──白露＝特甲を還送──見るからに歪んだバイオリンと弦げんを手に地に立つ＝機械のように感情が欠けた笑えみを浮うかべて敗走した兵士達を見み渡わたす。

　その場に集つどう全員が特甲児童達を注視／沈黙──小型の恐きよう竜りゆうの群に見つめられているような気分──獲物だと思われた途と端たんに襲おそわれることを誰だれもが確信している。

「撤てつ退たい、撤退、また撤退じゃのォ～」陸王＝刺とげ々とげしい目・顔・口調・姿勢──ロートヴィルトのアームスーツをぎろりと見み据すえる。「まさか、この雁がん首くび並べた連中をほっぽって、とんずらするんじゃァないじゃろォな～」

　ロートヴィルト＝淡たん々たんと特トツ甲コー児童達を観察──まだ重要な戦力であることを確かく認にん／いつ暴走するかわからないという点はどうとでもなる／欠けた戦力は十分に補える。

　アームスーツの胸部装そう甲こうを解く──顔を現しその場の全員に不退転の態度を示してやる。

「まだ終わりではない。情報汚お染せんではこちらが圧あつ倒とうしている。都市管理局にいる〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の軍と、この場にいる我々で、敵部隊を迎むかえ撃ち殲せん滅めつする」

《それだけではない》いきなり全隊通信──全員の通信機器から声。《私の名はテオ・カラス。先ほどマスターサーバーを掌しよう中ちゆうに収め、この都市のあるじとなった。全すべての兵科は私のもとで機能し、お前達の敵を焼く火を盛大にもたらすだろう。また、ロートヴィルトが告げたとおり、お前達が得る報酬については何も問題ない。中央銀行から、お前達の組織の口座にしかるべき金額を移しておいた。ダイヤ一トン分の換かん算さん額だ。ただし、戦意を失い、この偉い大だいなる歴史の始まりの日において逃げ出すことがあれば、口座は空になる》

　みな呆あつ気けにとられる──誰かが携けい帯たい端たん末まつを取り出して口座を確かめる／驚おどろきの声／各グループで同様の行こう為い──熱意と戦意がまたたく間に広がる。

　電子の王──まるで火と金を降らせる救世主か悪あく魔まのよう。

《そしてまた特甲児童達に告げる。私がお前達の上位ユニットとなりブリリアント・モデルと〈外げ典てん〉を完成させる。情報面では私に従い、戦術面では現場の指揮官に従い、敵対する全ての者達を排はい除じよしたまえ。そうすれば君達が望むものを全て与あたえよう》

　笑い声＝陸王──蛭雪を抱だき寄せながら。「あの海かい賊ぞく傷のあまっこがおらんなったけェ～、どーするんじゃァ思うとったが、どーやら心配ないよーじゃのォ。わしらのフロー状態もすっかり治ったけェ～全力で戦えるわァ」

　陸王＝凶きよう悪あくな笑み──蛭雪＝ぞっとするような魔ま笑しよう──白露＝非人間的な微び笑しよう──光葉＝ぎちぎちぎちぎち特甲を軋きしらせる──揃そろって見る者の恐きよう怖ふをかき立てる子供達。

「ま～だ終わらんどォ。わしらの邪じや魔まするやつらァ血祭りにあげんとなァ～。そんでわしらァ、この国の中で自分達の国を作るんじゃァ。もォ誰とも殺し合わんで済む、平和な国をなァ」
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　第インネ一レシユ区タツト──市庁舎＝州知事の執しつ務む室。

　モニター群＝政権中ちゆう枢すうを担になう人々がかしましく遠えん隔かく会議を繰くり広げる／小休止を挟はさむ──今は各党の内部調整中で一つを除き全てブラックアウト中。

　机に座り向き合うエドワルト──モニター＝緊きん迫ぱくした顔の内務大臣たるイグナツ・フォン・エアラッハ議員──かつて〈山ヴイルト猫カツツエ事件〉を生き延びた二人＝党派を超こえた信しん頼らいと対話。

《ヴィクトール・ムンク首しゆ相しようとの秘密会合の用意が調ととのった。移動時の警備は万ばん全ぜん……と言いたいところだが、この状じよう況きようで万全の警備とは何なのか正直なところ私にはわからない》

「尽じん力りよくするということだ、エアラッハ議員」エドワルト＝自信に溢あふれた態度。「万全や完かん璧ぺきというのは、人をその気にさせるための言葉に過ぎない。私は行動する。この事態を利用し尽くし、この都市そのものを動かし、我々を支配する原理そのものを変えてみせる」

《君の勇ましさは州議会でも国会でも知れ渡わたっているよ》イグナツ＝不安が顔に出る。《だが……私はとにかく気がかりなのだ。このタイミングで首相と大統領がじきじきに君との橋はし渡わたし役を私に命じただけでなく、政権の中心人物達も安全な場所から移動させて一箇所に集めるというのは……》

「４ＪＯウィルスで前内務大臣が死んだときのことを思い出すと？」

《そうではないと言いたいところだが……まさしくその通りだ。この情報テロとクーデターもどきの軍の動きにおいて、今に至るも都市施設を破は壊かいし制圧すること以外に被ひ害がいがないことがむしろ恐おそろしい。政権中枢への攻こう撃げきがどの段階で行われるのか……》

「国民党にとってはそうだろう。だが私への攻撃であればすでにたっぷりと実行されたと思うがね、エアラッハ議員。何しろ移動中に襲しゆう撃げきされ、ＡＰ爆ばく弾だんが炸さく裂れつし、スキャンダルまがいの弾だん劾がいに見み舞まわれたのだから」

《失言だった。私が言いたかったのは、大規模情報汚染が始まってからというもの、君を狙ねらう動きが沈黙しているということだ。未来党とも一いつ切さい連れん絡らくが取れず、党首がどこにいるのかも我々はつかんでいない。私は、君と首相と大統領が集まった瞬しゆん間かん、沈黙が破られることを恐れているのだ》

「未来党については心配ないとだけ告げておこう。そしてまた私は沈黙の中であろうが、騒さわぎのまっただ中であろうが、いささかも変わらず行動し続けるだろう」

《なんとも君らしい言葉だ》イグナツ＝感心しつつエドワルトの確信の秘密についてあえて言げん及きゆうせず。《いや、わかった。私はとにかく情報漏ろう洩えいを防ぎ、〈特憲コブラ〉に命じて可能な限り警備を強化させよう。そちらも可能な限りの用意を調えてくれ》

「先ほども言ったが、尽力する。では議員、のちほど会おう」

　モニターがオフに──携けい帯たい電話を取り出す。

　メッセージ＝ＭＰＢのフランツ副長から。『〈盾たての巨きよ人じん〉と〈鍵かぎの巨人〉が、〈偉大な龍りゆう王おう〉について示し唆さ。過去にジンバブエ／ローデシアで、リヒャルト・トラクルと通じ、莫ばく大だいな闇やみ取引を行った人物。〈白ヴアイきスシ盾ルト〉〈ローデシア〉〈インフィニティ〉の資金源に。引き続き詳しよう細さいを尋じん問もん中』

　携帯電話をポケットに──机をぐるりと回って引き出しを開く。

　黒い封ふう筒とうに収められた電報＝メッセージ──それを取り出して懐ふところに入れた。

　同じ引き出しに置かれていた拳けん銃じゆうとホルスター──ベルトに装着した。

　塔を登れ。

　心に入り込んだ言葉──逆らわず我が物とする。

　ドアを開き安全な部屋を出て秘書に移動を告げた──自らの勝利の時を迎えるために。
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　移動──線路上を軍用機体＋アームスーツが移動。

　御影の軍用機体に収容された鳳──機体の上に乗る涼月＋陽炎＋夕霧──乙を抱く日向のアームスーツ。

「ＭＳＳって便利なもん持ってるよなー」涼月＝自分達にない兵科を羨うらやむ。

「ガブリエルさんならとっても上手に運転すると思います♪」夕霧＝配備に期待大。

「広報課の連中も大喜びしそうだな」陽炎＝どぎつくペイントされた機体を如によ実じつに想像。

《元〈特憲コブラ〉のゴリラ男ことガブリエル・ペーレが巧たくみに汽車を走らせたことを考えれば、確かにこいつも難なく乗りこなしそうだ》御影＝三人の会話に当然のように割り込む。《エドワルト州知事の力があればＭＰＢへの配備もあり得るな。何しろ独立州軍を宣言したのだから》

「そーなんだ」涼月＝実感がないため他人ひと事ごと。

「セットでアームスーツも配備して欲しいものだ」陽炎＝ぷーと膨ふくらむ風船ガム──日向のアームスーツをちらりと指さす。

　優やさしく抱きかかえられた乙──涼月＝何か違ちがう意味で羨ましさを覚える／吹雪があのごついロボット兵器を動かすところをつい想像──切なくなって振ふり払はらう。

「一台ありゃずいぶん楽させてもらえそうだ」無難な感想。「イギリス人が乗ってたロボットに助けられたしな」

「アームスーツだ」パチンと弾はじけるガム──胸の痛み／ミハエルが外国人捜そう査さ官に身み柄がらを引き渡されたであろう現実／しいて心から押しやる。「確かに優すぐれた支し援えんだった。今後も支援してくれることを祈いのりたいものだ」

「夕霧も欲しいでーす♪」浮き浮き主張。「みんなで肩かた車ぐるまー♪」

「あたしは遠えん慮りよしとく」「射しや撃げきの的にされるよ夕霧」後ろ向きの二人──前向きな希望。「一いつ緒しよに歌ったり踊おどったりして欲しいでーす♪」

　広報課の餌え食じきとなって実際にそうなりかねない気がする──涼月＋陽炎の所感。

　他愛ない会話が出来るほど余よ裕ゆうに満ちた移動──中央墓地──ジンメリング駅──ハイデルシュトラーセ駅──二十分ほどで到とう着ちやく。

　ドナウ運河を渡る鉄橋＝五百メートル手前──白はく煙えんを噴ふいている汽車＝台車に乗せられたままの〈アイギス〉──〈トリアイナ〉と装甲輸送トラックはなくなっている。

　橋を守る混成部隊＝みな手を上げて合流を喜ぶ／互たがいの健けん闘とうを讃たたえる──手を振り返す涼月＋陽炎＋夕霧＋アームスーツ×三台──線路から下りる。

　エーアトベルク通り──グークルガッセ通り──放置車両が残らず脇わきにどけられている／そこら中をＭＰＢやＢＶＴや第二作戦部隊が警備──ここでもみな合流を喜んで手を振ったり装甲車のクラクションを鳴らしてくれたりした。

　やがて見える四つの巨きよ大だいな円えん筒とう形の建物──まるで城じよう塞さい。

　古いレンガ造りのガスガソメタンクーター×四基を増改築した斬ざん新しんな施設──かつてショッピングタウンとして活用／不ふ況きようで倒とう産さん／児童福ふく祉し局が所有。

　巨大なガスタンクだった建物の一つ＝『１３２養護施設』──機械化児童専門の教育・医い療りよう・研究・育成を担う施設＝〈子供キンダー工場ヴエルク〉。

　窓からこちらを見ている子供達──みんな丸まる坊主ぼうずの頭かと思ったら髪かみが生えているやつらがいることに驚く涼月＋陽炎＋夕霧──いつの間にか規則が変わったらしかった。

　不思議そうな子供達の顔＝何が起こっているかよりも今まさに生き延びることに精せい一いつ杯ぱいのやつら──涼月＝自然とそちらへ拳こぶしを突つき出していた／にやりと笑み。

　陽炎＋夕霧＝手を振ってやる──きょとんとしている子供達／手を振り返す子供達／指さして何ごとかささやき合う子供達──〝ここの卒業生だよ〟という声が何となく伝わってくる気がした。

　ぐるりと巡めぐる因果──ここに最後に慰い問もんで来たときのことが遥はるか昔のことに思える。

　生きろ、生きろ、生きろ──そのとき心が繰り返した言葉──ホルマリン漬づけになった自分の手のイメージ。

　固く握にぎりしめたままの拳──握り続けたことが今は誇ほこりに思えた。
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　最も西側にあるガスタンク──地下鉄駅に隣りん接せつ──福祉局本部＝マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉を擁ようする機関。

　普ふ段だんはそこにマスターサーバーがあるなんてことすら意識されず──今は治安組織のゆいいつにして最後の砦とりでに。

　飲食店＝ヌードルハウスのそばでアイドリング中の〈トリアイナ〉と装そう甲こう輸送トラック──店内に並ぶ食べ物と飲み物＝兵士達の作戦室兼けん食堂に──大おお忙いそがしの店員＝完全貸し切り状態。

　ギリアン＝機体から出て部下のアームスーツに声をかける。「今のうちに交代でしかるべきものを腹に詰つめ込んでおけ。出発の用意を調え、いよいよ敵の本ほん陣じんに攻せめ込むぞ」

　御影＝機体から出て戦術班に声をかける。「私と日向でおフロ嬢イラ様インと乙くんを運ぶ。お前達も、機体の弾だん薬やく、燃料、バッテリーをチェックし、我々自身の燃料を腹に補給しろ。それから戦せん闘とう中に漏もらさんよう、でかいのをどっさり出しておけよ」

　ハンサムと言っていい御影の口から放たれる品のないというか現実的で実際的な兵士の言葉──涼月＋陽炎＋夕霧＝ちょっと面食くらう。

　御影＝鳳を抱かかえる──日向＝乙を抱える──三人＝その後について歩く。

　そこら中に警備──医務フロアへ＝ベッドに横たえられる鳳＋乙。

　足早にやって来る白衣の女性──マリア＝耳に煙草たばこ／満面の笑えみ／目め尻じりに涙なみだの粒つぶ。「やったわね、あなた達。とってもとっても頑がん張ばったじゃない」

　三人──自分達を出で迎むかえて褒ほめてくれる大人がいることにちょっと胸を打たれる／揃って笑みがこぼれる。

「センセー、シャワー使わせてよ」涼月＝泥どろだらけ──マリアなら構わず抱きしめてくれそうだと思いながら。「あと服があったら貸して欲しいんですけど」

「私も。あと消毒薬をお借りしていいですか。私とこの品を洗せん浄じようしたいので」陽炎＝血まみれ／手にカタナ──万一にも血液から病気や何かが感かん染せんしないようさっさと防止したい／勝手に使ってしまったカタナをなるべく綺き麗れいにしてあげたい。

「夕霧も綺麗になりたいでーす♪」煤すすまみれ──汽車の後部に位置していたせい。

「ええ。三人ともとにかく、さっぱりしないといけないって姿ね。それからあなた達の身体検査よ」そう言って振り返る＝御影＋日向へ。「鳳と乙さんも私が管理責任者ということでいいかしら？　それともＭＳＳの医療班に任せた方がいい？」

「お願いします、マリア先生。バロウ神父が不在のこのとき、あなた以外の誰だれに頼たのめばいいか見当もつかない」御影＝魅み力りよくたっぷりの笑え顔がお──本人は普ふ通つうに振る舞まっているつもりらしいが誰彼構わず女性を口説いているように見えなくもない＝涼月達の所感。

「ありがとう。信頼に応えるわ」マリア＝三人に顔を戻もどす。「さ、シャワー室に案内するわ。着き替がえも探しておかないとね。情報汚お染せんは防いでるって言ってたから、泡あわだらけになった途と端たんにお湯が出なくなるってこともないわよ。今のこの都市でまともに電話がかけられて、水道もガスも電気もいつも通り使えるのは、この施設だけですって」

　電子戦に力を注いでいる人々の成果──そしてまた接続官コーラス達の功績。

　彼らの奮戦を思って神しん妙みような表情になる三人──マリアの後について移動。

「クルツリンガー隊員」声──部屋を出かけたところで日向に呼び止められた。「よければ、俺がそのカタナを洗浄しておこう」

　乙とコンビで動いていた男の真しん摯しな眼まな差ざし──陽炎＝うなずく／両手で恭うやうやしく渡す／この男なら血ち糊のりを一いつ滴てきも残さずぴかぴかに磨みがいてくれそう。「お願いします」

　すぐにまた合流──泥まみれ／血まみれ／煤まみれ──すれ違う施設職員達が一様に足を止める／道を空ける／驚きよう嘆たんの眼差しを向けてくる──奮戦を重ねてここまで辿たどり着いた特トツ甲コー児童達に拍はく手しゆ喝かつ采さいしそうな様子。

　隣接するシャワールーム──こぢんまりしたブースが並んでいる。

　機械化児童の鉄則＝手足の故障で溺おぼれ死なないよう二人以上で入浴──声をかけ合いながら汚よごれを落とす／気持ちを入れ替かえる／この先また奮戦するために自分自身という武器を磨き戦意を装そう塡てん──一人では気力を振り絞しぼらねばならないことも三人一緒ならたやすくそうすることが出来た。

「よしっ」涼月＝バルブをひねって湯を止めブースを出る──職員が積んでおいてくれたタオルを手に取る。「めちゃくちゃさっぱりしたぜ」

「こちらも」陽炎＝濡ぬれた髪を頭の後ろでひとまとめにして滴しずくを落とす──自分がぴかぴかのライフルになった気分。「全身消毒済みだ」

「んんっんー♪　んんんー♪」夕霧＝浮うき浮き鼻歌／頭を振って髪から滴を飛ばす──陽気な足取り。「綺麗になりましたー♪」

　ジェットドライヤーで髪を乾かわかす──用意してもらった服と下着を身につける。

　卒業する機械化児童に与あたえられる白い正装＝ワイシャツ＋襟えり付き長なが袖そでワンピース──警察や軍関係の仕事に就つく者に贈おくられる白地にウィーン州とオーストリア国旗のエンブレム付きジャケット──存在すら忘れていたしろものを何年か振りに三人揃そろって着用。

　超ちよう特急の検査＝マリアの指導──機械化義ぎ肢しの簡易チェック／下水や血を浴びたことから細さい菌きん感染を考こう慮りよし各種抗こう生せい物ぶつ質しつを投とう与よ──外のヌードルハウスで軽食を摂とるよう促うながされる。

　そうする前にマリアに頼んでマスターサーバーの基幹ユニットがある部屋へ──地下三階。

　ＭＰＢの通信解かい析せきフロアと全然違う光景──福祉局の情報管理官達が静電気防止のガウンを着てうろついている／医者っぽい連中が白衣姿でそこここで何か話し合っている／ＭＳＳの制服を着た人間が真しん剣けんな顔で電子機器を操作している。

　スチールで覆おおわれた機械／明めい滅めつする接続機器／各種医療機器／軍用の電子通信機器──ＩＴ企き業ぎようのサーバーフロアと病院と軍事基地を合体させたよう。

　部屋の中央に円形の空間──安楽椅い子すが五つ並ぶ──眠ねむれる少年達が電子の夢にひたる。

　横たわる吹雪──四し肢しの羽＝魚のひれのようにひらひら舞っている。

　座った状態の水無月──背もたれの空くう洞どうから羽が伸のびて音を立てている。

　芸術作品として陳ちん列れつされているかのよう──点てん滴てきとバイタル・モニターですら何か尊いものであるかのように見える。

「もともと脳内チップの調整施し設せつなのよ」マリアの説明──〈子供キンダー工場ヴエルク〉の中でも最さい先せん端たんの設備を誇る場所。「マスターサーバーと接続官コーラスをつなげる研究も、ここで行われたのが最初よ。脳内チップに関しては医療面であれ軍事面であれ、都市で一番の設備が揃ってるわ。ＭＳＳのセーフガード車両も、ＭＰＢの電子専用トラックも、しっかりここを守ってくれてる」

　そして医師であり機械化児童のエキスパートであるマリアや他の大人達が見守っている──だから二人の少年のことは心配しないでくれという思いが伝わってくる。

　涼月＝バックアップという点では確かに安心させられる──少年達にさらなる負ふ荷かがかかるという事実をしっかり受け入れる──ともに戦ってくれていることへの感謝を戦意に変えて。

　吹雪のそばに歩み寄る＝背もたれの側へ──うっすら瞼まぶたを開いて眠り続ける少年の額に人目も気にせず自分の額をつける──意識があろうとなかろうとお互いがしっかりつながっているのだということを実感するために。

　見守る夕霧＋マリア──陽炎＝さりげなく一歩下がってジャケットの懐ふところから携けい帯たい電話を取り出して画面を見る／シャワーから出た後でマリアに貸してもらった携帯充じゆう電でん器を接続中／しっかり充電されていることを確かく認にん。

　携帯電話からもしかすると吹雪くんの声が響ひびき出したりするのだろうかという期待──だがそうした様子は見られず／それでも自分達に恩おん恵けいをもたらしてくれる品であることが感じられる／吹雪が託たくしてくれた品──涼月も気づいているだろうが寄よ越こせとは言わず──懐に戻しながら、どうか目覚めさせて下さいと祈った／涼月と吹雪のために／自分達全員のために。

「あたくし様や水無月みたいに、お前のことも呼んでやるからな」涼月＝ささやき──優しさよりも必ずそうしてやるという力強さを込めて。

　目覚めさせてみせる──もう一人の少年である冬真の言葉／素す直なおに信じられる／自分達に生き延びるすべを遺のこしてくれていた博士──その息むす子この言葉に希望を見み出いだしてここまで来た。

　額を離はなす──みんなに見られているのも構わずキスしたくなる。

　そうはせず──恥はずかしいとか見られるのが嫌いやだとかではなく。

　全すべての騒さわぎを終わらせてからそうしてやろうと心に決めてきびすを返した──この自分に／仲間達に／少年達に、何が出来るか──ろくでなしどもに、とことん見せつけてやるために。
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　飛行機に乗っていた──ワニの夢の中だとわかったが怖こわさは感じなかった。

　エンジンの唸うなり／静かな機内／人の気配がない──誰もいない。

　無人の座席の間をゆっくりと歩いて行く──誰かがいたのだという思いとともに。

　ＭＰＢの陽炎お姉さんが言っていたこと──同じ時期に起こった幾いくつもの事件が実は一つの目的のために仕組まれたものだった。

　ハイジャック犯達／パパとママの死／みんながバラバラに引き裂さかれた──ヘイジョーシンが悲しみや恐きよう怖ふに対たい抗こうするすべとなって自分を守ってくれている──善きつながりが心を信じられないくらい強くしてくれている。

　機体後方から前方へ──異なる区画＝エコノミー／ビジネス／ファースト／アテンダントの待機区画／パイロット操縦室──ぐるりと回る──座席に手を触ふれながら歩き続ける。

　床ゆかに血の跡あと──銃じゆう撃げき音が遠くから響く──パパとママの叫さけび。

　惑まどわされず／揺ゆりかごの夢には誘いざなわれず──ワニの笑い声も遠くからしか届かない。

　エコノミークラスの座席──自分とパパとママがいた席──自分が飛び出したせいでママが撃うたれた場所に来て立ち止まった。

　窓に輝かがやき──機体の翼つばさが燃えている／爆ばく弾だんが炸さく裂れつして／何もかもが火の輝きに照らされる。

　静かな機内──翼が燃えているのに揺れもしない──乙の心の静せい穏おんさが反映された夢。

　３７は記き憶おくの座──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ』──揺りかごから立ち上がる数位。

　２３は運動の座──脳の中の小人の半身──37と23──60となって時間面を回転させる。

　だしぬけに声──誰かがけたたましく笑っている。

「楽しい楽しい楽しいなァ」

　飛行機の翼が燃え上がったことを面おも白しろがっている──唐とう突とつにあの男なのだと認にん識しきされる。

　見せられた名めい簿ぼ──レオナルド・タッキナルディ──発見されなかった死者。

　なぜなら生きて逃にげ延びたからだ──緑の目をらんらんと輝かせて。

　リヒャルト・トラクルが同じ飛行機の中にいたのだ──ルフトハンザ３１９便に。

　乙とパパとママと──ピエールのおっちゃんの奥さんと娘むすめさんと──一いつ緒しよに乗っていた。

　あの男が上げた笑い声がワニの声として乙の心に巣食うこととなった──チクタク・チクタク機械仕じ掛かけの心臓の奥底に潜ひそむワニの原型となった。

　翼が激しく爆ばく発はつした──飛行機が揺れ出した──乙の心がざわついた。

　禿はげ頭あたま／鷲わし鼻ばな／輝く緑の目──パスポートの写真のデータと一いつ致ちしない──飛行機墜つい落らくの後ですり替えられた。

　なぜあの男がいたのか？　飛行機が積んでいたもの──棺かん桶おけに入れられたダイヤの山。

　なぜハイジャックされたのか？　〈キャラバン〉が関かん与よ──ホイテロートが仕掛けた爆弾。

　ハイジャックは目くらましだった？　わざとダイヤの密輸方法をばらした？　なぜ？

　ぐらぐら揺れる機内──笑い声を上げる男がいる座席へ近づく──よろめく。

　ママの血で濡れた座席の背もたれにしがみついて身を支える──はっきり見る。

　笑う男の横顔──かつて幼い乙が見た記憶の再現──危機的な状じよう況きよう下にあって自分が死ぬとは微み塵じんも考えておらずむしろ自分はこの火を糧かてにして大いに力をつけてやるのだという意志に満ちている。

　小隊長さんを思い出す──全然違ちがうけど──徹てつ底てい的に生き延びる点では似た者同士。

　死ぬものかと思っている男の笑い声──それで確信がわいた。

　飛行機はリヒャルト・トラクルを殺すために墜おとされたのだ──棺桶に入れられたダイヤはリヒャルト・トラクルが持ち込もうとしたものだったのだ。

　夢の中での強きよう烈れつな確信──それが急激に意識を呼び覚ました。

　ぱちりと目を開ける──ぼんやりした心をはっきりさせるのに数秒かかった。

　どこだろう、ここ──ベッド／病院みたいな匂におい／入院施設に見られる天てん井じようのカーテンレール／鎖さ骨こつの辺りに点滴のチューブ──まるで飛行機が落ちたばかりというよう／体の大部分を失って死に包まれ感情の大半がどこかへ消えていってしまった頃ころのことを思い出す。

　フラッシュバック──敵の女の魔ま笑しよう／六肢しの特甲／燃え盛るエメラルドの輝き。

　しまった──自分は倒たおれたのだ／仲間と一緒に戦っている最中に。

　自分も戦わなければ──身を起こそうとした──その肩かたをあったかい手が止めた。

「無理をするな」男の声＝無愛想なくせに気き遣づかいに満ちている。「まだ少し休んでいられる」

　枕まくらに頭を戻してゆっくりとそちらを見た──ワニの目＋自分の目──大きく見開いて。

　椅子に座ってこちらを見ている男──日向＝頭にバンダナ──髪かみがないことに気づく。

　ぞっとなる──衝しよう撃げきに備えて心がヘイジョーシンではない無感覚をまとおうとする。

「これか」視線に気づく日向＝バンダナを外した──頭とう髪はつを剃そられた頭／憮ぶ然ぜんとした顔／敵に頭髪を剃られて怒いかりと屈くつ辱じよくを感じている──掌てのひらで頭を撫なでる。「まだ中身はここにある」

　犠ぎ脳のう体にされたのかと思ってしまった──日向がそんな目に遭あってしまったら自分がどんな反応をするか分からなかった──グスタフさんの時のように首を刎はねることが出来るとは思えなかった。

「生きてたんだ」猫ねこのように目をまん丸に見開いたまま──まばたきもせずに。

「ああ」うなずく＝申し訳なさそうに。「足を引っ張ってすまん」

「あはっ……」歓かん声せい──あっけらかんと笑ったつもりだったのに大おお粒つぶの涙なみだが浮かんでぽろぽろこぼれ落ちた──声が詰つまる／手を伸ばす／日向のシャツの裾すそをつかむ。「生きてた……」

　日向──やや驚おどろいた様子／滅めつ多たに見せない優やさしげな笑えみ──乙の手に自分の手を重ねた。

　涙が後から後から溢あふれた──なんで泣いてるんだろう／子供みたいだと思われるのが嫌で泣き止やもうとしたが激しい嗚お咽えつが止まらず──しゃくり上げる／一方の手でごしごし目元を拭ぬぐう／もう一方の手に日向の手の温かさを感じる──その手を通して日向の鼓こ動どうを感じた／自分の胸の奥で機械仕掛けの心臓が、とくんとくん、とくんとくん、と鼓動を搏うっていた。

「生きてたよぉ」同じ言葉を繰くり返した──何度も。「日向が生きてたよぉ」
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　森の中を進んだ──振ふり返らずに──進まねばならないのだと心が告げていた。

　夢の中で蝶ちようであった自分──蝶が見る夢であった自分。

　どちらでもあり、どちらでもないのだ──蝶は自分であり自分は蝶だった／統合された人格／もはや分かちがたく一つとなった心──魂プシケーのレポートに記された数位の階段を上って。

　本当の目覚めを迎むかえるために──心を奪うばう月の明かり／何もかも奪う火の輝き──それらも今や自分の一部だった。

　揺りかごの夢が遠ざかり自分の中で消えていくのが分かった──これは自分の心だという不思議な確信とともに瞼を開いた。

　医い療りよう施し設せつ独特の匂い／天井／ベッドの感かん触しよく──視界に入り込んでくる少年＝涙ぐみながら。「鳳さん……」

　ついで別の側から男の顔──ＭＳＳの制服＝御影。「やあ、おフロ嬢イラ様イン」

　鳳──息をのむ／がばっと身を起こす／波打つ点滴のチューブ。「どうなったのです!?」

「え？」冬真＝呆あつ気けにとられた顔──御影＝腕うで組ぐみ／注意深い眼まな差ざし／鳳が何を言い出すのか見み極きわめようとする様子。

「国連広場での戦せん闘とうは？」鳳＝燃え盛る火の記憶──自分は打ち倒されたに違いないという思いが恐怖を呼び起こす。「あたくし、ＡＰ爆弾を確保しようとして──どこで意識を失ったのですか？　爆弾は爆発したのですね？　乙さんと雛さんは無事ですか？」

　はたと気づく＝自分の衣服──嫌な記憶と直結するバラの香かおり。

「なんですの、この服は……いつの間にこんなもの……」

「帰ってきたんだよ、鳳さん……」冬真＝ぐすっと洟はなをすする──片方の腕うでで覆った目元から涙が流れ落ちる。「お帰り、鳳さん……。お帰り……」

「あの……」困こん惑わく──別のことに気を取られる／見とれる＝なんだろうこの可愛く泣いている男の子は──我に返る＝御影に顔を向ける。「どういうことですの？」

　御影＝組んでいた腕をほどく──慎しん重ちような口調。「落ち着いて聞くんだ、おフロ嬢イラ様イン。君は、敵の情報汚お染せんで意識を奪われていた。何日もの間ずっとね。何も覚えてないのか？」

「情報汚染……」鳳＝実感がまったくない──だがなぜか相手が事実を告げていることが分かった。「そう……そうですわ。そちらの、解かい析せき課の……」

　鳳＝涙を拭っている少年に目を戻もどす──自分はこの少年を知っている／そのはず／だが思い出せない──この人の名前は確か──ああ、思い出せるはず。

「メンデルさんが……あたくしに呼びかけて下さっていたのは、覚えています。あたくしの名前を、通信で……」

「うん……」冬真＝別の意味で泣きそうになる──だが悲しみではなく鳳の無事を純じゆん粋すいに喜ぶべきだと自分に言い聞かせる／吹雪や水無月がずっとそうしてきたように。「冬真でいいよ、鳳さん。僕のことは、冬真って呼んで」

「あ、はい──申し訳ありません」鳳＝なぜか失言をしたかのような気持ちにさせられる──理由もわからず／だがなぜか微笑ほほえみが浮うかぶ。「その方が……なんだか、しっくりきますわ」

　幾つもの足音が近づく──ベッドの周囲を覆おおっていたカーテンが勢いよくまくられる。

「よう、あたくし様」

　ふてぶてしい笑みの黒くろ髪かみの少女──ついできりっとした紅あか髪がみの少女が現れる。

「意識が戻られて何よりです、小隊長」

　さらに天真爛らん漫まんそのものといった感じの少女──浮き浮きとベッドのそばに歩み寄る。

「おはようございまーっす、小隊長さん♪　夕霧達のこと覚えてますかー？　それとも忘れちゃいましたかー？」

　ずばり尋たずねる夕霧──冬真＋御影が鳳を注視──鳳＝困惑。

「涼月さん、陽炎さん、夕霧さん……もちろん、覚えていますわ。ＭＰＢの皆みな様さまが……どうしてＭＳＳに？」

「ここはＭＳＳじゃねーんだ。あたし達にとっちゃ、えらく馴な染じみのある場所だよ」涼月──カーテンの向こう側へ手招き。「ほら、お前も顔を見せてやれよ」

　おそるおそるといった感じで現れる乙＝胸に抱いだいたぴかぴかのカタナ──じっと自分の小隊長を見つめる。「本当に、鳳……？」

「──乙さん！」鳳＝ぱっと顔が明るくなる──大きく両手を広げる／こっちにおいでと全身で告げるお姉さん的態度。

　乙＝おずおず──なんか恥ずかしい──ベッドから足を下ろした鳳に抱だき寄せられる。

「本当に……無事で良かったですわ。よく戦い抜ぬきましたのね」

「うん……」涙ぐむ──ここでまた大泣きしてしまわないよう歯を食いしばる。「オレも……嬉うれしいよ。鳳が無事で……」

「雛さんはどうしているのです？」

「オレ……わかんないんだ」乙＝身を離す──涙を拭う。「いなくなっちゃって……見つからないんだって」

「あいつなら心配ねーよ」涼月＝あっさり──いとも気楽な発言。「さっき会ったし」

「えっ!?」冬真＝だしぬけの情報に瞠どう目もく──仰ぎよう天てん。「本当ですか!?」

「会ったとは？　雛くんを見かけたということか？」御影＝疑わしげ。

「これを渡わたしてくれって」涼月──ポシェット＋拳けん銃じゆう──預かった品をまとめて渡す。

　鳳＝受け取る／見つめる──それらがどのようにして自分のものになったか思い出せないまま──確かに自分のものであるという実感が訪れる。

「あたくしの……ですわ」再び顔を上げる。「雛さんはどうしているのです？」

　涼月＝一いつ瞬しゆんの思案──終身刑けいという言葉を思い出す──何があったかそれとなく聞き出すための言葉を並べる。「あー、元気そうだったし。ここじゃないどっかで働いてるんじゃないのか？　なんつーか……まだ潜入とかしてるっぽかったけど」

「まさか〈ローデシア〉の部隊に合流しているのか？」御影＝ぎょっとなる。「とっくに潜せん入にゆうがばれているんだぞ。何をしてるか言わなかったのか？」

「トラクルとか追っかけてました」どこまで話すべきか即そつ興きようで判断──さんざん付き合わされた尋じん問もん訓練＝つくづく妙みようなところで役に立つ。「なんだっけ……シャーリーン？　あとサードアイとか。こっそり追いかけてるって」

「なんてこと……」鳳＝信じがたいという顔──だがあり得るかもしれないという表情。

「マジ？　雛ってそんな仕事してたの？」乙＝あっさり信じる──雛ならやりかねないと思っている。

「まさか……」冬真＝はたと気づく。「サードアイが４ＪＯウィルスに感かん染せんしたのって雛さんがやったんじゃ……」

「単独で敵内部に侵しん入にゆうしウィルス兵器を暴発させた……」日向＝思案げな呟つぶやき／そう考えるしかないと納得する様子。「サードアイが仲間割れや制せい御ぎよミスで感染するとは思えない。感染したままでいるのも不自然だ。やはり誰だれかが攻こう撃げきを仕し掛かけたと考えるべきだろう」

「あの国連広場での騒さわぎに乗じて、自ら伏ふく兵へいとなり、活動し続けているということか」御影＝すっかり感心しきった様子──涼月に質問。「もしや雛くんは、イギリス人の部隊と一いつ緒しよだったのではないか？」

「それはちょっと、わかんないです」涼月＝どうやら雛とＭＳＳの間に何か深刻な対立はなし／指名手配されているわけでもなし──やれやれ、いったい何をやらかしたんだ？

　陽炎＋夕霧＝しげしげ涼月を見る──他の面々を眺ながめる──自然と伝わってくるもの＝涼月が雛を庇かばっているらしいということ──二人ともあえて口を挟はさまず。

「敵を追っかければ、どっかで会うと思います」涼月＝さらりと鳳達の不安を宥なだめる──話をすり替かえる──鳳を見る。「敵をさっさとぶっ飛ばせば、そんだけ早く会えるだろ。そんで、お前は？　大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「はい」即そく答とう＝すぐにでも立ち上がって出しゆつ撃げきしそう。「いつでも戦えますわ」

「じゃあ支し度たくしな。さっぱりする時間はあるだろ」涼月＝乙にも笑みを向けて。「そんであたしらと一緒に汽車に乗って、この馬ば鹿か騒ぎを起こした連中をとっ捕つかまえに行こうぜ」
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　ガソメーターの防備＝集結するＢＶＴ部隊──ＭＰＢが指揮権を掌しよう握あく＝州知事の意向。

　御影の機体に乗って再び線路へ──涼月＋陽炎＋夕霧＋鳳＋乙＝五人とも白い卒業服──まるで新しい特トツ甲コー児童の制服のよう──手に軽食／野菜ジュース／ミネラルウォーター。

　鳳＋乙＝迅じん速そくなシャワー／身み繕づくろい／着き替がえ──しっかり心を洗い流して決戦に赴おもむく。

　機体内部＝操縦席の後ろのスペースに冬真──頭上で交かわされる少女達の声＝やたら賑にぎやか──もっぱら服の話題／そこはかとない体型の話題／五人全員が同じ出いで立ちであるということでこれからともに戦う意い欲よくがますますかき立てられていることが伝わってくる。

「鳳が本当に戻ってきた。君のお陰かげだ、冬真くん」御影＝ふいに声をかけてくれる。

「いえ……僕は、誰かのヒントに従っただけで……」冬真＝道を示してくれた者達を思う──バロウ神父／吹雪／水無月／涼月──とても一人では見いだせず。「僕だけでは何も出来ませんでした」

「君の働きは誰しもが認めるところだ」御影＝鼓こ舞ぶと気遣い。「彼女はきっと思い出す。彼女が経てきたものごとを。君と彼女の間にあった全すべてのことを。私はそう信じている」

　鷹おう揚ような調子の励はげまし──思わず微笑む。「ありがとうございます」

　御影の軍用機体＋日向のアームスーツ＋特甲少女達──エーアトベルク通りを移動。

　運河にかかる鉄橋／高速道路をまたぐ陸橋／それらの約二百メートル手前＝線路のスイッチング・ポイント──白はく煙えんを噴ふき続ける汽車＋護衛の軍用機体の列＋兵士達。

　五人＝次々に機体から降りる──御影＋冬真が出てくる──みなで芝しば生ふを踏ふんで線路へ。

　第四車両＝台車にワイヤーで固定されたままの〈アイギス〉──日向がアームスーツの装そう甲こうを開いて現れ一緒に車内へ。

　車両の中──ニナ＋モリィ＋イザベラ＋ギリアン＋ヘルベルト大たい尉い──テーブルに投とう影えいされた都市の地図／路線図／敵味方の位置を示す多数のマーク。

　壁へき面めんモニターの一つ──〈トリアイナ〉に乗るディーゼル課長＋アデライード＋クラリッサ＝口々に声。《鳳くん！》《鳳！》《鳳さん！》

「鳳……」ニナ＝穏おだやかに──珍めずらしいほど優しげな笑み。「戻ったのだな」

「はい、ニナさん。いえ、長官代理」鳳＝しっかりとした受け答え／自分が正常であるということを全員に示す。「おおよそのことは涼月小隊長から聞きました。このような事態になりながら、ずっと眠っていたなんて。申し訳ない思いでいっぱいですわ」

「我々のバックアップ不足だった。お前の責任ではない」ニナ＝ちらりと涼月に目で問う──敵に利用されていたことは言っていないのだと確かく認にん。「お前が復帰してくれたことは、この上なくありがたい」

「本来なら私達が守るべきなのにね」モリィ＝五人の特甲少女達へ等しく向けられる信しん頼らいの眼差し。「この先も、あなた達を頼たよることになりそうよ」

「みんなタフな子供達さ。何があってもやり返してやろうっていう気骨に恵めぐまれてるんだ」イザベラ＝少女達を褒ほめ称たたえながらウィンク。「逆にあたしらにも少しは手助けさせておくれよ」

「甚じん大だいな情報汚染下での特甲使用はやはり疑問だが……」ヘルベルト大尉──すぐ隣となりのギリアンから凄すさまじい眼光を放たれて口ごもる。「……頼らざるをえないことはわかっている」

　乙＝きょろきょろ。「ピエールのおっちゃんは？」

　ニナ＝地図を指さす／鉄橋を渡って森を越こえた先のハンデルスカイ周辺。「ＭＰＢとＢＶＴが運ぶ荷物を受け取りに行くため、一足早くここを出発した」

「荷物って？」

「〈キャラバン〉に一泡あわ吹ふかせられるかもしれん品だ」ニナ＝好戦的な顔つき──テーブルの一いつ端たんへ手を振ふる。「あちらに座れ。最終ブリーフィングを行う」

　五人＝ニナに促うながされてテーブルの一端にある備え付けの席に並んで着席──冬真＝通信官達と同じ席に着くため隣の区画へ足を運ぶ。

「冬真」ニナ＝自分の隣に来るよう手て振ぶりで示す。「ここで作戦の概がい要ようを聞いていろ。通信時に作戦のタイムスケジュール役が欲しい」

　補ほ佐さになれという言葉──冬真＝びっくり／過分な役目に緊きん張ちよう／硬くなって回れ右。「は、はい」

　鳳＝ふいに浮かぶ微笑み／ちらりと目を上げる／冬真と視線が合う──なぜか思わずにっこり──この少年がニナに認められたことが嬉しいらしいと遅おくれて悟さとる──どうしてか理由もわからずに／何やらとっても頑がん張ばっている人だから励ましたくなるのだと一方的に納得。

　冬真＝微笑み返す──どこか悲しげ──鳳＝なんだかますます応おう援えんしてあげたくなる。

　涼月＋陽炎＋夕霧＋乙──冬真と鳳の眼まな差ざしのやり取りを無言で見守る──鳳が冬真のことを思い出すかどうかが自分達全員の今後を占うらなうことになると予感しながら。

　テーブルを囲む──ニナ＝右みぎ隣どなりに御影／左ひだり隣どなりに冬真──日向＋モリィ＋イザベラ──ギリアン＋ヘルベルト大尉──五人の特甲少女達──それぞれ四辺に位置して地図を見る。

　口火を切るギリアン。「敵主力はオーストリア軍内部に浸しん透とうする白人種の恥はじたる〈白ヴアイきスシ盾ルト〉のクズどもだ。こいつらは〈ローデシア〉の上部組織であり、〈アンタレス事件〉では老人殺しの塔とうの持ち主であった耄もう碌ろくじじいの不動産王の妄もう想そうに付き合い、有色人種と結けつ託たくして核かくテロを企くわだてた。そんなきわめつけの馬鹿どもが、軍の兵科を大動員して都市管理局を防衛中だ」

「そいつら全部、ぶっ飛ばせばいいってことですか？」涼月＝白人種だの有色人種だのという言葉に半眼──こいつもその一味なんじゃないのと疑う顔。

「目的はあくまでマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の奪だつ還かんだ」ニナ──涼月に〝気持ちは分かる〟という目を向けながら。「妨ぼう害がいする実行グループを退け、目的を達成した上で、主犯格を一人残らず捕とらえる。主犯格とは、二人のリヒャルト・トラクル、チェイス・ザ・サードアイ、シャーリーン・巫カンナギ・フロイト、〈キャラバン〉のロートヴィルトとホイテロート。これらに加え、〈白き盾〉と〈ローデシア〉に影えい響きよう力を行使しているハンス・Ｗ・クラインおよび〈偉い大だいなる龍りゆう王おう〉と呼ばれる人物。そしてまた、情報汚お染せんを主導する何者かだ」

「情報汚染を主導？」御影＝新情報に目を光らせる。「サードアイとシャーリーンの上にまだ誰かがいるのか？」

「ディーゼル課長」ニナ＝モニターへ呼びかけ。「説明してくれ」

《はい、ニナ長官代理》ディーゼル課長＝新たに発覚した脅きよう威いを追つい跡せきする気満々の様子。《ここに至るまでの電子戦および特甲児童達の戦せん闘とうを通して、明らかにサードアイとは異なる、脳内チップの信号を確認しました。この人物が、最後の予備電線の焼しよう却きやく後、マスターサーバー群のブレークアウトを主導したのは確実です》

「そいつの拠きよ点てんは？」日向＝テーブルの地図全体を視界に置きながら。

《トレーラーよ》アデライード＝ディーゼル課長の右サイドから割り込み。《前の〈アンタレス事件〉であなた達が追っていたのと同系統のトレーラーが三台、都市管理局周辺を移動し続けていることをつかんだわ》

《過去の事件と異なる点は》クラリッサ＝逆サイドから割り込み。《三台とも、人の脳を用いた、犠ぎ脳のうユニットを搭とう載さいしているということよ。三台が同期して機能を増大させ、マスターサーバーへのブレークアウトを可能としたんだわ。いったんブレークアウトが実行されたあとは、三台のうち一台でも正常に機能していれば侵入し続けることが可能となるのよ》

　ディーゼル課長＝ずいっと前に出る／女性二人が画面外に。《情報汚染の主導者が、今それら三台のユニット車両をコントロール下に置いているでしょう。また、敵主犯格の多くが、三台のうちいずれかに乗って事態を操あやつっていると思われます。少なくともサードアイとシャーリーン元課長が乗車するトレーラーがどれであるかは、彼らが何らかの理由で４ＪＯに感染したことから、すでにつかんでいます》

「その件だが」御影＝おもむろに片手を上げて発言。「そちらの鉄てつ拳けん戦士どのが現場で雛くんと遭そう遇ぐうした。諸要素を考えるに雛くんがサードアイとシャーリーンにウィルス攻撃を仕し掛かけた可能性が高い」

《なんですと？》ディーゼル課長＝瞠目──アデライード＋クラリッサ＝ぽかん。《あの子がなぜ？》《どうして単独行動を？》

「本当に雛と遭遇したのか？」ニナ＝涼月を見つめて。

「えー、はい」涼月＝しれっと。「さっきも話しましたけど。なんか一人で敵を追っかけてました。潜入捜査とかじゃないんですか？」

「とっくに中止した捜査だ」ニナ＝思案げ。「敵の情報汚染の影響で記き憶おくが失われたのかもしれん。単独で敵を追跡しているだと……。黒シユヴ犬アルツ、雛は特甲は使っていたのか？」

「さあ」涼月＝あっさりと濁にごす──噓うそでもなく本当でもない受け答え。「使ってたんじゃないですか？　あたしはちょっと挨あい拶さつして、あたくし様……鳳隊員に渡わたしてくれっていうものを受け取っただけなんで」

「これですわ」鳳＝腰こしのポシェットと中の拳けん銃じゆうを手で叩たたく。「国連広場であたくしが落としたのだと思われます」

　その場にいる面々の中でイザベラだけが小さく眉まゆをひそめる──そのことに陽炎だけが気づく──涼月の様子のどこかに何か引っかかる点を感じ取った／さすが国際刑けい事じと感心するばかりの直感力／だが余計なことは何も言わず／最前線で戦う者の言動に口を挟むのは流りゆう儀ぎに反するというように目を地図に戻もどす。

　ニナ＝モニターへ。「雛を追跡出来ないのか、ディーゼル課長？」

　ディーゼル課長＝さっそくタブレットを操作している。《特甲の転送状じよう況きようは把は握あくしていますが……確認できません。ＭＳＳのマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉との接続は封ふうじられています。もしかすると独自に回線を構築して接続官コーラスとつながっているのかもしれません。至急、確認します》

　アデライード＋クラリッサ＝心配そうな顔。《電子戦演習でいきなりハイレベルな侵しん入にゆうを実行した子よー？　独立回線を構築した可能性は否定出来ないわ》《敵と勘かん違ちがいされて同士討うちにならないよう気をつけるべきよ》

「全隊に周知させよう。ありがとうディーゼル課長、アデライード、クラリッサ。雛の件は追跡が確実になるまで予断を慎つつしむように」ニナ＝すぐさま本題に戻す──地図上の都市管理局がある辺りを指さす。「さて、敵のトレーラー群はきわめて重要な攻こう略りやく対象だが、今ここで奪還すべきはあくまで都市管理局のマスターサーバーだ。〈アイギス〉を都市管理局ビルに近接させ、三台のトレーラーの連れん携けいを妨さまたげる。そして接続ユニットをビル内に運び、マスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉とつなげ、機能正常化のための一連の復旧処置を実行する」

「軍事基地と化した施し設せつへ突入しろと言うのか」ヘルベルト大尉＝恐きよう怖ふの汗あせ。「しかも経路上には、残存する諸外国の反社会勢力が重武装して待ち構えているに違ちがいないのに……」

「駐ちゆう屯とんしている兵士全員が〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の構成員というわけではない」ギリアン＝あからさまに臆おく病びよう者を蔑さげすむ顔。「良識ある兵士であれば、この国にとって、どちらが正しい側かすぐに理解し、戦闘を放ほう棄きするだろう」

「楽観的ですな」ヘルベルト大尉＝むすっと。

「悲観的な男はこの作戦には向かんな」ギリアン＝理解出来ないという感じ。

「あのー」涼月＝少女達の真ん中で挙手。「つなげるって、接続官コーラスじゃないんですよね？」

《違うよ涼月くん》ディーゼル課長＝まともに話すのは初めてに等しいがすっかり信頼し合う呼び方に。《マスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉と接続している彼らと、〈[image: あまた]アマタ〉を結びつけ、情報汚染を駆く除じよするための中間ユニットが必要なんだ》

「それって、このトレーラーですか？」涼月＝気づけば自分が特トツ甲コー少女を代表して質問──お前らも訊ききたいことねーのかよという感じで左右を見回す。

「中間ユニットの一部をなすことになるのは確かだ」ニナ＝意味深な眼差しを返す。「ただし、この〈アイギス〉は敵性ユニットに対し力を振り向けることになるし、おそらく線路上から動かすことは出来ないだろう。施設のサーバーフロアに入り込み基幹ユニットに電子的につながることが出来る存在が必要だ。そのための装備と技能を備えた存在が」

「つまり、あたくし達の誰かであることが望ましい、ということですのね」鳳＝要点をぴたりととらえる──仲間達を見回す。「あたくし達、特甲児童が、誰か一人でも基幹ユニットに辿たどり着くこと。それが、この作戦を成功させる上で最も確実な手段なのですわ」

　涼月＋陽炎＋夕霧＝〝そうなんだー〟と感心する顔──乙＝〝鳳が言うんならそうなんでしょ〟と納得する様子。

「そうだ」ニナ＝きっぱり肯こう定てい──少女達がブリーフィングに参加する前からそれしかないと判断していた／鳳が進んで言げん及きゆうしてくれた／そのことが御影＋日向にも伝わるように。「敵は、犠脳ユニットを駆く使しするだけでなく、脳内チップを移植された電子戦の手て練だれだ。対たい抗こうするには、同じく脳内チップを備えた特甲児童と、その優すぐれた電子戦技能が必要である、というのが通信解かい析せき課の結論だ。──やってくれるか？」

「了解ヤー」涼月＝仲間を代表／即そく答とう──鳳＝同じく即答。「もちろんですわ、ニナさん」

　陽炎＋夕霧＋乙──二人の小隊長に従う／まったくもって異論なしという顔。

　ニナ＝うなずく──感謝と戦意を抱だいて。「そのための経路を確認する。この汽車が、我々の移動手段であり前線基地であることに変わりはない。まずドナウ運河を渡り、第レオポル二トシユ区タツトを横断する。この区間は比ひ較かく的てき安全だ。そこからさらにドナウ河を渡り、第二十ドナウシ二区ユタツトへ進行。敵が待ち伏ぶせているであろう、キャンプ場がある森を突とつ破ぱし、ＭＰＢ大隊が守るシュタドラウ駅の操車場ヤードを通過する。高速Ａ２３号線と併へい走そうする線路を進み、マリーエッタ＝ブラウ通り沿いに汽車を停とめる。そこでただちに兵力を下車させ、都市管理局との間にある大型ショッピングセンターとゲヴェルベパーク通りを制圧。そして電子的かつ物理的に、都市管理局に侵攻する」

　全員がその過か酷こくな進路を見み据すえる──無言／立ちこめる熱気／後あと戻もどりすることのない前進の意思が車内にみなぎる。

「敵脅威は甚大と予想される」ニナ＝沈ちん黙もくに響ひびく苛か烈れつな檄げき。「だが我々はここで、この事件始まって以来、初めての攻こう勢せいに出る。追い詰つめられているのは我々ではない。都市管理局に立てこもるしかない敵こそ、退路を失い、我々への攻こう撃げき手段を失いつつある。敵の狙ねらいは軍や治安組織を分断させ、対立させることだった。しかし我々が合流し、結束し、ともに戦うと決めた時点で形勢は逆転したに等しい。今、ここにいる我々が、手にすることを許された全すべての火を用いて敵拠点に攻せめ込み、この戦いに勝利する。以上──総員、ただちに持ち場につけ！」




　　　　†




　意気揚よう々ようと〈アイギス〉から出て行く大人達──涼月＝立ち上がりつつもすぐに車外に出ようとせず／仲間達がつられてとどまる／自分の座席へ移ろうとする冬真と向き合う。

　涼月＝心なし鳳の方へ首を傾かたむけつつ。「よろしくな、冬真。あたしらが迷子になったり、何していいかわかんなくなったりしないよう、あー、サポートしてくれ」

「え……」冬真＝ちょっとびっくり──持ち前の素す直なおさでうなずく。「はい。〈アイギス〉のデータを皆みなさんがリアルタイムで呼び出せるようにします」

「お前もよろしく言っておけよ」涼月＝鳳＋冬真に目配せ──自分がそこにいてそうすることが何となく大事な気がして。「いつも面めん倒どう見てもらってんだろ？」

「いつも感謝していますわ」鳳＝当然のように。「冬真さんには……ええ、そうですとも。あたくし達を情報面からバックアップして下さっていることに感謝しています」

　ニナ＋乙＋冬真＝真顔に──陽炎＋夕霧＝興味深い様子でやり取りを見守る。

「一いつ緒しよに戦ったりは出来ないけど……精せい一いつ杯ぱい、頑がん張ばるよ」冬真＝期待がこもる／逸はやる心を抑おさえる──鳳に記憶を取り戻もどして欲しいという願いが表に出ないよう耐たえる。

「戦って下さっていますわ。この〈アイギス〉の中で。あるいは……そう、ＭＳＳ本部で」鳳＝強い口調──つい語気が強まる／なぜそうなるのか自分で分からず困こん惑わくする様子が傍はた目めにも分かる。「いつも……そうですわ。あたくし達は……あたくしは、助けて頂いている……そのはず、なのです」

「ありがとう、鳳さん」冬真＝ちらりと涼月を見る──今はその言葉だけで十分だと伝える／記憶の錯さく綜そうが鳳に別の異常をもたらさないか不安がる。「みんなのお役に立てるよう、頑張ります」

「ええ……ありがとうございます」鳳＝妙みような不満が残る──自分一人ではなく仲間達に言及されたことを喜ぶべきなのに／自分一人に向かって言ってくれないことを残念がるという不思議な感情が顔に出る。「では……、参りましょう」

「行ってらっしゃい、鳳さん」冬真＝まったくもって天然の微笑ほほえみ／意図せずこの上なく的確な一言を告げる──涼月＋陽炎＋夕霧＝いたく感心。

　鳳＝今しがた感じた不思議な感情がぱっと霧む散さん──にっこり。「行ってきますわ、冬真さん」

　乙＝なんか鳳が嬉うれしそう／涼月が満足そう／冬真が幸せそう──なんかいい感じ＝自分までにこにこしながら、みんなと一緒に車外へ。

「アリス」だしぬけに声──胸部装そう甲こうを開いたアームスーツの中から顔だけ出した日向。「お前は戦い通しだ。無理をするな。仲間に助けてもらえ」

　乙＝なぜか赤面──両手でぎゅっとカタナを抱く。「だ……大だい丈じよう夫ぶっしょ。ちょっと寝ねたし」

　日向＝小さくうなずく──装甲を閉じる／機き銃じゆうを脇わきに抱かかえる／まるで俺が助けてやるというよう──給水車の方へずしんずしん足音を響ひびかせ歩み行く。

「もう」乙＝仲間達の注視を感じる──精一杯のお澄すまし。「あの呼び方……やだって言ってんのにさ」

　涼月＋陽炎＋夕霧＋鳳──乙の肩かたを小こ突づく／背をつつく／腰をぽんと叩く／頭を撫なでる──よってたかっていじり倒たおすよう。

「な、なに……？」乙＝ワニの目／自分の目──まん丸に。「オレなんか変なこと言った？」

「いーや」「まったく」「乙さんって可愛いー♪」「頼たのもしい支し援えんが期待出来そうですわね」年上×四人のからかい──困惑する乙をよそに持ち場へ移動。

　第一車両＝機関車──運転室のガブリエル＝煤すすだらけのヘルメット＋防ぼう弾だんスーツ＋頭から水を浴びて自身を冷れい却きやく──すっかり板についた運転手ぶり＝窓から肘ひじと顔を出す／やって来た少女達に呼びかける。「間もなく出発だそうだ。さあ乗ってくれ、お嬢じようさん方。燃料はまだまだたっぷりあるし、この俺もまだ吹ふっ飛んでもいなければ蜂はちの巣にもならずにいる。何があろうと、しっかり運転席に居座ってレバーを握にぎり続けているからな」

　特甲児童達×五名──果か敢かんな運転手に挨拶しながら汽車の屋根に飛び乗る。「ありがダンとなケ、ガブリエル隊員」「見事な運転に感謝します」「ガブリエルさんはとっても素敵な運転手さーん♪」「──あはっ！　オレも運転してみてーっしょ！」「ＭＳＳ要よう撃げき小隊、小隊長の鳳・エウリディーチェ・アウストです、ガブリエル・ペーレ隊員。〈空港占せん拠きよ事件〉以来の共同作戦ですわね。よろしくお願いしますわ」

「こちらこそよろしく頼む」ガブリエル＝鳳を見つめる──数時間前まで脅きよう威いであった少女が味方に戻ったことを確かく認にんする眼まな差ざし。

　機関車のボイラー室──石炭係＝歩兵連隊から二名＋第二作戦部隊から一名──ＭＳＳ戦術班のカスパルが軍用機体のケンタツエンタウロスオアーをＢＶＴから拝借。

　第二車両＝給水車──屋根＝第二作戦部隊のアームスーツ×二体＋日向のアームスーツ。

　第三車両＝客車の前半分──梃子てこでも動かないＭＰＢ広報課クルー四名＋千々石＝疲つかれ知らずの広報魂だましい／やまぬ中ちゆう継けい。「いよいよ正義の列車が、この美しい都市を混こん沌とんと銃じゆう撃げきのるつぼに変えた巨きよ悪あくに挑いどむのです！　戦いは激しさを増すでしょう！　それでも列車に集つどう戦士達は不退転の闘とう志しを燃やし続けています！　私達の都市を取り戻すために進み続ける気なのです！　ハレルヤ！」

　極ごく彩さい色しきの千々石のレポート／シャウト＝大半の者は粛しゆく々しゆくと見て見ぬ振ふり──汽車の上に向けられるカメラ＝カタナを小こ脇わきに抱えた乙のピースサイン──鳳＝叱しつ咤た。「これっ、はしたない真ま似ねはおよしなさい」

　第三車両＝客車の後ろ半分──ＭＰＢ中隊第一班×十六名が乗車＝窓に鉄板を打ちつけて銃じゆう眼がんに加工済み。

　第四車両＝台車──セーフガード車両〈アイギス〉──ニナ／冬真／通信官達。

　第五車両＝客車──ＭＰＢ中隊第二班×十六名──ＭＰＢ機動捜そう査さ課×九名＋モリィ──馬ば鹿かでかいルガー拳けん銃じゆうを軽々ともてあそぶイザベラ。

　第六車両＝客車──積んでいた資材の大半を使い切ってのち第二作戦部隊×二十五名が乗車──窓に防弾シールドをワイヤーで結びつけて防ぼう御ぎよに／屋根に迷めい彩さい柄がらのアームスーツ×二体。

　第七車両＝台車──損傷したＭＳＳの軍用機体×三台をワイヤーで固定＝右方向の迎げい撃げき役。

　第八車両＝台車──損傷したＭＳＳの軍用機体×三台をワイヤーで固定＝左方向の迎撃役。

　第九車両＝客車──歩兵連隊×二十三名が乗車＝大急ぎで防御の鉄板を打ちつけまくる。

　列車の前後左右に軍用機体が勢せい揃ぞろい──ＭＳＳ戦術班＋第二作戦部隊＝混成部隊。

　ＭＳＳ戦術班──カブトケーフムシエル×九台──ＢＶＴから使用権を譲ゆずらせた黒くろ塗ぬりのケンタツエンタウロスオアー×一台＝カスパル。

　第二作戦部隊──カブトケーフムシエル×四台──迷彩柄のケンタツエンタウロスオアー×一台。

　今なお健在である人員百名超ちよう──カブトムシ×十三台／ケンタウロス×二台──突とつ撃げきには十分な戦力──それ以外は福ふく祉し局の防衛に注力。

　涼月＝汽車の煙けむりに巻かれないよう車両先頭側の風上に──背後から声＝鳳。「それで、作戦はどのように？　涼月隊長？」

「え？」涼月＝素すっ頓とん狂きような声──陽炎＋夕霧＋乙＋鳳の注目──何言ってんだという調子で返す。「作戦って、ニナ長官代理とお前が言ってたろ。ほら、一人でも着きゃいいって」

「それは作戦目標の話でしょう」鳳＝呆あきれ顔。「あたくし達の陣じん形けいや戦術の話です。あたくし達はどのように戦えばよろしいのですかしら？」

「どのようにって……そんなの、なんであたしに訊きくんだよ」涼月＝大いにまごつく。「別に、お前らの好きにやりゃいーだろ」

「あなたの小隊に、あたくし達が編入されたのです。好きにするわけにはいきません」鳳＝まったく譲らず／大真ま面じ目めに主張。「乙さんはあなたの部下として戦いました。あたくしもそれに倣ならいますわ。部隊として戦う上では、それが最善だと思います」

「あー……」涼月＝頭をかく──心から面倒くさくなってくる。「大事か、それ？」

「部隊の秩ちつ序じよこそ、迅じん速そくな行動の源です」鳳＝きっぱり。

「夕霧もそー思いまーす♪」夕霧＝さして鳳の言い分を理解しないまま挙手して同意を示す。

「全面的にこちらの小隊長様に同意する」陽炎＝面おも白がって同調。

　乙＝みんなの顔を見る──これってなんか面白い会話なのかな／よくわかんないけど／なんか楽しい感じがする。

「あー、もー、わかったよ」涼月＝面倒くささが頂点に──いつもの調子で指示。「作戦っていうか、あれだ。とりあえずだな、あたしが──」

「涼月隊長さんが突つっ込むっしょ」乙＝それはもう分かっているぞと自じ慢まんげに口を挟はさむ。

「それで私達がフォローすると」陽炎＝やれやれという感じ──ぷーと膨ふくらむ風船ガム。

「みんなで、どっかーん♪」夕霧＝浮うき浮きステップ。

「自じ爆ばく戦術ですか？」鳳＝がっくり──何ごとか決意したように顔を上げる。「仕方ありませんわね……。みなさん、まずは脳内チップでこれからの進路をご確認下さい」

　四人があっさり従う──〈アイギス〉の地図データ＝都市管理局に至るまでの経路を認にん識しき。

「橋が二つあります。これらが最初の難関となりますわ。汽車、線路、橋の全てを守らねばなりません。それ以上に最も狙ねらわれやすいのが、橋を渡わたったところにあるカーブです。前方が死角となり、両側にあるキャンプ場の森から大勢の敵が襲しゆう来らいすることでしょう。ここが第二の難関です。ただし死角が多く、探査が木々に遮さえぎられることから、狙そ撃げきなどの遠えん距きよ離り攻撃には向きませんので、地上と上空からの突撃的な手段で攻撃されると思われます。そこを越こえれば、ＭＰＢが制圧して下さっているシュタドラウ駅を安全に通過することが出来ます。駅を通過してのち、線路はほぼ完全な直線となり、約二キロにわたって前方の死角はありません。敵にとっても汽車の視し認にんが容易となり、左右の平地、道路、ビル、家屋、地下道の出入り口といった、あらゆる場所、あらゆる距離からの攻撃を受けることになるでしょう。これが第三の難関。そうして目標地点に到とう達たつし、汽車を離はなれてショッピングセンターを制圧し、都市管理局へ突とつ入にゆうすることが、第四の、そして最後の難関となります。ショッピングセンターの敷しき地ちさえ確保すれば、豊富な遮しや蔽へい物で隊員達の安全を確保出来ますし、汽車と敵の間に分厚い壁かべを作ることが可能。つまり、建物を制圧下に置くことが大切なのです。これを達成すれば、シュタドラウ駅とその周辺にいるＭＰＢ部隊が北上して下さいます。二方向から都市管理局を攻めることになり、制圧は時間の問題となります」

　四人＝ふんふんとうなずく──立て板に水という感じのいかにも優等生かつお姉さんっぽい鳳の言葉に聞き入る。

「さて隊形ですが、あたくしが上空から、陽炎さんがこの機関車の後方から、二人で敵の探査に努めるのはいかがでしょう。二つの河、カーブがある森、直線道路、ショッピングセンターおよび都市管理局における敵の位置や、線路への工作といった障害をいち早く発見し、仲間に伝えるのです。涼月隊長と夕霧さんは汽車前方に位置し、あたくし達の情報をもとに敵を迎撃しては汽車に戻もどるという一いち撃げき離り脱だつを繰くり返します。そのお二人を、乙さんがフォローいたします。上空と地上付近を行き来し、お二人が汽車に戻りやすくするための支援を行うのです。つまるところ汽車がホームベースであり、あたくし達全員で守るべき砦とりでとなります。このような連れん携けいを基本としてはいかがですかしら、涼月隊長？」

「あー……」涼月＝生返事。

「はーい♪」夕霧＝浮き浮き返答──あまり分かっちゃいないが挙手。「夕霧は賛成でーす♪」

「さすがです鳳小隊長」陽炎＝びしっと敬礼。「涼月隊長も賛同するでしょう」

「涼月隊長さんのお手伝いしろってことっしょ」乙＝ちゃんと分かってるぞという顔。

「ま……いーんじゃないか」涼月＝鷹おう揚よう──内心で皇と螢と雛を手数に入れる／伏ふく兵へいとなってくれる仲間がいるとは口にせず。「それで行こうぜ。きっと上う手まくいくだろ」

「では」鳳＝腰こしのポシェットを開く──銀色のケースを取り出す。「みなさんに、おまじないをして差し上げます」

「何をするって？」涼月＝奇き怪かいな行こう為いを目まの当たりにした気分。

「怖こわいときには勇気を、寂さびしいときには優やさしさを、哀かなしいときには喜びを与あたえてくれる、おまじないですわ」

「え……本気か？」まごつく涼月──陽炎＋夕霧＝面白がって賛同。「素す晴ばらしいです、鳳小隊長」「夕霧はおまじないとか大好きでーす♪」

「では、みなさんの星座をお教え下さい」鳳＝にこやかに質問──該がい当とうする星座のマークが記された香かおりつき絆ばん創そう膏こうをてきぱき配る／生体部分に貼はるよう促うながす。

　涼月＝乙女おとめ座＝リンゴの香り──痣あざだらけの箇か所しよを避さけて額にぺたり。

　陽炎＝蠍さそり座＝イチジクの香り──顔に貼ると狙撃時にガムを嚙かむたびに気になるので鎖さ骨こつの下の胸元にぺたり。

　夕霧＝射手座＝パインの香り──あまり考えずに首の右側にぺたり。

　乙＝魚座＝スモモの香り──右のほっぺにぺたり。

　鳳＝獅し子し座＝ブドウの香り──珍めずらしく自分も左の頰ほおにぺたり。

「うん、まあ、いーんじゃないか」涼月＝怪け我がもしていないのに絆創膏を貼った箇所を撫でる──唐とう突とつに既き視し感＝〝これって昔、皇が〈子供キンダー工場ヴエルク〉でやってたことじゃないのか？〟──多分そうだろうと直感／あえて口にはせず。

「あと一つ」鳳＝神しん妙みよう──声を落として。「陽炎さんと乙さんには、あたくしを監かん視しする役目も担になってもらわねばなりません」

　四人＝ぴたりと黙だまる／みな無意識に与あたえられたばかりの絆創膏を触さわる──鳳を見つめる。

「あたくしが情報汚お染せんの媒ばい介かいとなったことは、漠ばく然ぜんとですが理解しています」鳳＝きっぱりとした態度／にじむ自責の念／覚かく悟ごをたたえた眼差し。「国連広場で何が起こったのか、はっきりとした記き憶おくはありませんが、多大な危機を招いたに違ちがいないという確信があるのです。それゆえ、特に、陽炎さんにお願いがあります。もしあたくしに異変が生じたと判断されたときは……あるいは、あたくしがそうして下さるよう告げたときは、決して迷わず、ただちにあたくしを撃ち落として下さい」

　陽炎＝ガムを嚙んでいた口が止まる──啞あ然ぜん。

　機械の人格が言っているのかと思わせられるほど淡たん々たんとした声こわ音ね──だが無機質ではない／無感情ではない──二度と味方を危険に陥おとしいれたくないという思いが言わせている。

「鳳……」乙＝不安げ──その肩をぽんと叩たたく涼月。

「心配すんな」涼月──四人を見回す／鳳にふてぶてしい笑えみを向ける。「あたし達は大丈夫だ。ここにいる全員で、真っ直すぐ進んでいけるさ」

　右の拳こぶしを突き出す──根こん拠きよもくそもない確信を込めて／ここまで辿たどり着いたことの誇ほこりとこの先に進むという意志をたたえて──乙が倣う──陽炎が倣う──夕霧が倣う。

　最後に鳳が同じように拳を突き出す──五人で打ち合わせる──大丈夫だという思いが伝わる／つながりの実感／白い卒業服をみんなで着ているという以上の一体感──悲ひ壮そう感ではない強気の連帯感で全員の顔がほころぶ。

　にわかに通信＝ニナ。《出発する！》

　運転席から声＝ガブリエル。「行くぞ、出発だ！」

　汽笛が鳴り響ひびく──駆く動どう輪が動き出す──五人の拳が離はなれる。

「さあ、行こうぜ」涼月＝前方を向く──猛たけ々だけしい笑み。「転送を開かい封ふう」

　エメラルドの輝かがやき＝一秒余──四人が次々に従った。

　漆しつ黒こく／白銀／真しん紅く／紫むらさきの火／青の火──拳を握にぎりしめる／ステップ・ハミング／片かた膝ひざ立ちでライフルを構える／はばたきながら機き銃じゆうを掲かかげる／飛ひ翔しようしながら燃える刃やいばを双そう腕わんにあらわす。

　鳳が話した通りの位置へ──互たがいに最適な位置へ──最適な運動に備えた。

　汽車の驀ばく進しん──戦火の街へまっしぐらに進んでいった。
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　運河の向こう側の森──イギリスＧチーム×四体のアームスーツ＝二手に分かれて偵てい察さつ。

　幽ゆう霊れいそのもの──静音機能をフルに発揮／カメレオン装備を用いて森に溶とけ込む。

　接エンゲ敵ージは一度だけ──敵の斥せつ候こう＝オーストリア系／スキンヘッド／〈ローデシア〉の生き残り四名──軍用通信機＋大量の爆ばく薬やく──〈白ヴアイきスシ盾ルト〉のため汽車を確かく認にん／あわよくば治安組織の警備をかいくぐって線路・橋・汽車のいずれかを破は壊かいしようと狙ねらっている。

　ハリーの決断＝速すみやかな無力化──フロストとＤＹのアームスーツが敵の斥候の背後に回り込む＝一撃必殺のヘッドショット──特大ライフルの銃じゆう声せいを可能な限り押さえる消音機能＝とはいえ、ばしっと何かを引っぱたくような音まで消すことは出来ず。

　第レオポル二トシユ区タツトの線路周辺を索敵サーチ・＆一アンド・掃スイープ＝さして苦もなく──ＤＹの所感。《敵はドナウ島以北に戦力を集中している模様。攻せめてくる様子はありませんな》

《同感》フロスト＝しびれを切らした様子。《ロートヴィルトもホイテロートも河の向こうでしょう》

《ということは〈キャラバン〉が戦術を変へん更こうし、待ち構えているということだな》ハリー＝思し慮りよ深く──独白めいたブリーフィング。《計画を狂くるわされ、兵力を損そん耗もうさせられ、自身もたびたび被ひ弾だんの危機に見み舞まわれたとあっては、さしもの〈キャラバン〉も後がないと考えているに違いない。連中にとって最も自信があり、決してし損じることなく作戦を継けい続ぞくしうる、最適な戦術は何だと思うかね、レッド・ジャック？》

《二手に分かれるでしょう》ミハエル＝確信を込めて返答。《一名が指揮官として作戦を継続。もう一名は息を潜ひそめ、指揮官を狩かろうとする者を、逆に待ち構えて狩るという、分隊戦術をとるものと思われます》

《なるほど。いかにも追い詰つめられた者が己おのれの腕うでを頼たよりに生き残ろうとし、つい選せん択たくしてしまいそうな戦術だ。どちらがどの役を担になうと思う？》ハリー＝信しん頼らいに満ちた質問。

《どちらも気配を消すことに長たけていますが、ロートヴィルトは仲間を囮おとりにする戦術を好まず、ホイテロートは効果的なら何でもやるというタイプです。思うに、ホイテロートが率そつ先せんして気配を断たち、ロートヴィルトを護衛しようとするでしょう。そうすればロートヴィルトもその戦術に従わざるを得ません。自分が囮になるというより、我々のような存在はホイテロートに全すべて任せ、自分は目前の戦せん闘とうに集中する、という結論に達するであろうと推測されます》

《まったくもって理に適かなっているように思われるぞ、レッド・ジャック。貴官の存在に感謝し、貴官をスカウト出来たことを神に感謝したい》ハリー＝感かん嘆たん──敵の分ぶん析せきのためにミハエルを引き込んだという態度を隠かくさず／歴戦のつわものとして大いに敬意を表しながら。《よし、狩る者を狩らんとするホイテロートを狩りたててやるとしよう。我らＧチームが単なる幽霊ゴーストの集まりではなく、大グツド・猟ハントを成し遂とげる精せい鋭えいであることを見せつけてやらねばならん》

《了解ヤヴオですール、〈ナイト〉》ミハエル＝無骨だが力強い返答。

《お二人へ、ＭＰＢの通信回線に作戦指令が出ています》ＤＹ＝ミハエルが提供したＭＰＢのＩＤを通して情報を得る／全員に配信──共有。《汽車は間もなく出発。目標は都市管理局のマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉であるのは当然ですが、どうやら脳内チップを持つ特トツ甲コー児童を、制せい御ぎよユニットとして送り込むようですな》

《この期ごに及およんで、彼女達を前線に出すのか》フロスト＝〈インフィニティ〉への潜せん入にゆう捜そう査さを行った少女を救えず犠ぎ脳のう体にされ、自らも腕を失った自責の念も相まって感情的に──過か酷こくな戦闘に飛び込んでいく少女達を支し援えんしたくてたまらず。《速すみやかに河を渡わたりましょう、〈ナイト〉。指揮官が一人なら、ロートヴィルトさえ狩れば我々が勝ちます》

《押さえろ、〈ポーン〉。と言いたいところだが、私とてまったく同感だ。行こう、精鋭達。我々の優すぐれた闘とう志しと技能を発揮し、偉い大だいなる戦いの乙女おとめ達を、この戦火における〝幸運の弾たま除よけ少女達〟にしてやろうではないか》
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　汽笛の雄お叫たけびとともに進む列車──軍用機体の半数が先さき駆がけ──残りが左右・後方を護衛。

　ドナウ運河の鉄橋を難なく通過──第レオポル二トシユ区タツトへ＝見み渡わたす限りの深い森──右手にルストハウス地区＝広々としたスポーツ施し設せつ／ウィーン・ゴルフクラブのグリーン。

　森を貫つらぬく直線──敵てき影えいなし──加速＝時速百キロ近い速度──ガブリエルの巧たくみで危なげない運転にみんなすっかり安心している。

　彼方かなたの目標地点まで線路は無事──シュタドラウ駅のＭＰＢ大隊や治安組織のパトロール人員がにらみを利きかせてくれている。

　あっという間に第レオポル二トシユ区タツトの出口へ＝プラーターカイ駅が接近──一発の銃声もなし。

　プラーターカイ駅／ハンデルスカイ通り／河岸の道路上を通過──いよいよドナウ河へ。

　運河の何倍も広い川かわ幅はば／間にドナウ島／第一の難所──鉄橋へ──激しく駆動輪を轟とどろかせ白はく煙えんを上げながら汽車が突とつ進しん。

　にわかに到とう来らい──河かわ面もを進む敵勢力を誰だれよりも速く探査する鳳。《河上よりボート七隻せき、武装しています！》

　進行方向から見て左手──小型ボート群＝機き関かん銃じゆう／ロケット砲ほう／携けい帯たいミサイル──颯さつ爽そうたるマスクマン達＋クルド系──混成部隊の襲しゆう来らい。

　飛び交かう探査情報＝鳳／陽炎／〈アイギス〉／ＭＳＳ戦術班／ＭＰＢ中隊──上下・前後・左右を余さずカバー──ボート群が攻こう撃げき可能な距きよ離りに切せつ迫ぱく。

　だーん！　嚆こう矢しとなる一いち撃げき＝陽炎──誰よりも遠くから狙そ撃げきの弾だん丸がんをぶっ放した。

　横一列のボート群＝左さ端たんの操縦者の顔に命中──粉ふん砕さい／血飛沫しぶき／ボートが蛇だ行こう／水飛沫──残りのボートから離はなれて転てん覆ぷく。

　その一発が契けい機きとなって火の嵐あらしが勃ぼつ発ぱつ──ボート上で一いつ斉せい射しや撃げき／鉄橋から激げき烈れつな応射──穏おだやかだった河面がめくるめく銃じゆう火かを映し出して輝かがやいた。

　ＭＳＳ＋第二作戦部隊の軍用機体──左側に位置する三台が汽車と併へい走そうしながら機き銃じゆう掃そう射しや。

　客車の人員のうち狙撃用ライフルを持つＭＰＢ中隊第一班と機動捜そう査さ課が応戦──第七・第八車両の台車上からＭＳＳの軍用機体が機銃掃射。

　右へ左へ回かい避ひ運動を取りながら迫せまるボート群──二隻が撃うち砕くだかれて水柱を上げて転覆──ロケット砲をばんばん放つ／自動追つい尾び装置付きの高価な携帯ロケット弾だんを惜おしみなく発射──ひゅるひゅる音を立てる飛ひ翔しよう体──鳳＋陽炎＋客車＋台車＝おびただしい弾だん幕まくが次々に撃げき墜つい。

　さらなる探査＝鳳──新たな脅きよう威いを迅じん速そくに察知。《正面より敵性の航空戦力！》

　またぞろ飛び交う探査情報──戦闘ヘリ七機＝胴どう部ぶにオーストリアのエンブレム入り──対岸からＶ字編隊を組んで接近──ニナの声。《列車搭とう載さいの機体は全機、対空戦に備えろ！　引きつけてから撃ち落とせ！》

　涼月＋夕霧＝動かず──じっと戦せん況きようを見守る──線路上に飛び込んでくる敵はなし。

　流れ弾だまが鉄橋・機関車・線路で火花を上げる──乙＝ぴくりとも動かない涼月＋夕霧に倣ならって汽車と鳳の間の上空を滑かつ空くう──迫はく撃げきの機を伺うかがう。

　河面に複雑な航こう跡せきを刻むボート群──残り四隻のうち一隻も鉄橋には近づけず／だがロケット弾のまぐれ当たり＝橋はし桁げたに命中──ずーん、と線路に震しん動どうが走るも鉄橋はびくともせず。

　鉄橋を半ばまで渡り終える──ドナウ島の森の一角から飛び出す敵＝鳳＋陽炎の探査。《前方左手、ドナウ島に敵性の歩兵十二名！》《同方向、森の中にＥＩ兵器が二台！》

　探査からたっぷり数秒の余よ裕ゆう──敵歩兵＋ＥＩ兵器が行く手の線路へ突進──先行する軍用機体のうち三台が横列防ぼう御ぎよ陣じん形けい──迎げい撃げき＝苛か烈れつな機銃掃射。

　河＋ドナウ島＝飛び交う火線──汽車・鉄橋・線路＝いずれも損害はなきに等しい。

　だんだん汽車の速度が落ちる──冷静な運転の証あかし＝ガブリエルの笑みを含ふくんだ声。《この敵の狙いは列車を止めることではなく、脅おどして加速させることだろう。ここでうっかり猛もう烈れつに加速したりすれば、橋を渡った先にあるカーブを曲がりきれずに脱だつ輪りんしかねないからな》

　頼たのもしいことこの上ない運転──おびただしい弾丸が運転席へ集中しようとも動じず／慌あわてず／着々とすべきことをすべきタイミングで実行。

　汽車がドナウ河を渡り終える──ドナウ島を猛もうスピードで横断。

　しんがりのケンタツエンタウロスオアー×二台──速度で劣おとる大型軍用機体が遅おくれて参戦＝盛大な砲ほう火か。

　河面に馬ば鹿かでかい水柱が次々に立つ──生き残った四隻のボートが一つ残らず転覆。

　ドナウ島に砲ほう撃げきの爆ばく煙えんが幾いくつも勃発──敵部隊が足止め／散開／ＥＩ兵器の一つが大破。

　生き残った敵兵が高こう架か線路へ突進してくる──客車からの的確な火線が打ち倒たおしていった。

　汽車がドナウ島から新ドナウ河の上に出る──さらに冷静な徐じよ行こう／速度が半減。

　行く手でヘリが散開──進行方向から見て右手へ／扇せん状じようの隊形／一斉攻撃の態勢／線路上を移動するものへまんべんなく攻撃を浴びせる位置に。

　航空戦力による示じ威い──だが徐行したとはいえ止まることはない列車＋軍用機体。

　先駆けの機体が渡と河か──河岸の道路上を進行／ラフィネリー通りの上で防御陣形──森の入り口／カーブの入り口──汽車を待ちながら森を探査。

　涼月＋夕霧──じっと動かず／近づいてくる森へ目を向けたまま／引き絞しぼられた弓のように力をみなぎらせる──上空の乙もそれに倣う。

《空は任せたぞ》涼月──鳳＋陽炎へ／あるいは姿を隠かくしてついてくる仲間達へ。《ヘリがあそこで動かねーってことは、あたしらの気を引いて、森にいる連中が襲おそってきやすくするためだろ。あたしと夕霧は、森から出てくるやつらをやる。アリスもあたし達と一いつ緒しよに動け》

　数百メートル先の森──そこに身を隠した敵の気配が伝わってくる／おびただしい敵意が渦うず巻まいているのがわかる──鳳の応答。《承知しましたわ》──陽炎の応答。《了解ヤー》──乙の応答＝赤い顔でむっとする。《了解ヤー……ってか、その呼び方じゃなくってもいーっしょぉ？》

　汽車が陸地へ──河岸の木々やフリーマーケットの建物の陰かげに敵兵なし──先行していた軍用機体が合流──一丸となって列車を護衛。

　長大なＳ字カーブへ突とつ入にゆう＝景色が一変──広々とした河が背後に消える／森の木々が左右の視界を遮さえぎる／汽笛の音が木々の間で反はん響きよう──あらゆる音が何倍もうるさく聞こえる。

　さらなる難関／予測される襲しゆう撃げき地点へ──木々の狭はざ間までじっと身を潜めていた者達が一斉に動き出した。

　ＥＩ兵器〈レダの卵〉×四台──〈ギガントマキア〉×四台──軽トラック×十台＝三十名ほどのトルコ系武装犯──迷めい彩さいカバーを弾はじき飛ばす／積んでいた枝や草を跳はね飛ばす／左側の森から戦列をなして出現。

　探査情報──陽炎＝言葉ではなくターゲットを示す紅あかい光点として伝わる／一いつ瞬しゆんで仲間達の間で共有される──ガラテア・コンプレックス的認にん識しき。

　そのときにはもう砲ほう弾だんのように跳ちよう躍やくしている涼月＝拳こぶしを振ふり上げ果か敢かんに号令。《行くぞ！》

　飛び出してきたばかりのＥＩ兵器の真っ正面──着地＝右フック──どかん！

　銃じゆう眼がんを開きかけたＥＩ兵器の装そう甲こうがひしゃげる／横転／線路際ぎわに突つっ込もうとした一台目の軽トラックの側面に激げき突とつ──さらに踏ふみ込んで左フック＝どん！

　ＥＩ兵器が拳と車体に挟はさまれておかしな形に圧あつ潰かい／軽トラックに衝しよう撃げき──二つまとめて斜しや面めんを盛大に転げ落ちる／軽トラックの荷台に乗っていた人間がばらばらと放り出される／転がる車体に押し潰つぶされる。

　夕霧＝ぴたりと涼月に合わせて跳躍──横一列に並んで迫る軽トラック／真ん中辺りの一台に狙ねらいをつける／運転席の屋根に着地──唸うなりを上げる十糸の殺人ワイヤー＝僅わずか二ミクロンという細さが生み出す恐おそるべき切れ味──荷台にいた三人＝五体＋銃じゆう器き＋重機関銃の銃じゆう座ざも──全てゼリーのようにすっぱり切断──細切れになって崩ほう落らく──絶ぜつ叫きよう＋絶命。

　すぐさま隣となりを走る軽トラックへ跳躍──荷台に横よこ殴なぐりに着地＝ワイヤー＋血飛沫＋絶叫。

　乙＝二人よりわざと遅れて迫撃滑空──涼月と夕霧の間に入り込んで連れん携けいを邪じや魔まする位置につこうとするＥＩ兵器──狙い澄すます──一いつ閃せん。

　飛び抜ぬけざま燃える刃やいばをなぎ払はらった──斜ななめに両断されたＥＩ兵器＝くるくる回る／木にぶつかる／横転──停止。

　三人の先制で出鼻を挫くじかれる敵部隊──ようやく一斉射撃を列車に浴びせる／ＭＳＳ＋第二作戦部隊の軍用機体がしっかりと防ぼう御ぎよ──機銃掃射で苛烈に応戦。

　涼月＝さらに軽トラックを一台ぶん殴なぐって身を翻ひるがえす──汽車へ戻もどる。

　夕霧＝三台目の軽トラックが血まみれになって停止──荷台を下りて同じく汽車へ。

　乙＝木々の間を飛翔──二人を追おうとするＥＩ兵器の台座を斬きって動きを止めた。

　涼月＋夕霧＝跳躍──第五車両の客車の屋根に着地──進行方向へ走る。

　客車から〈アイギス〉の屋根へ──第三車両の客車の屋根へ──給水車へ＝撃ちまくっている日向＋第二作戦部隊のアームスーツ×二体の背後を走る──機関車へ＝膝ひざ立だちになって敵を探査中の陽炎のそばを走る──三秒とかからず二人とも機関車の先頭に。

　完かん璧ぺきな連携──互たがいが頭となり目となり手足となる──微み塵じんも齟そ齬ごをきたさぬ一体的行動。

《いい感じじゃねーか》涼月＝にやりと進路を見み据すえる。《この調子で、あたしらにはこれだけのことが出来るってところを、とことん見せつけてやろうぜ》
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《ヘリが来るぞ！》ニナの声──予期された脅威への対たい抗こう。《撃て！》

　第七車両＋第八車両──ＭＳＳの軍用機体が右手上空へ激烈な火線を放つ──頭上で鳳が猛もう然ぜんたる機銃掃射を開始──もんのすごい声。「ご奉ほう仕しいたしますわぁ──っ!!」

　銃火のるつぼと化す──上空からヘリが猛もう射しや＝光り輝く雨が降り注ぐよう。

　列車後方から銃じゆう撃げきしながら追いすがる敵群──残りのトラック×五台──ＥＩ兵器×一台──〈ギガントマキア〉×四台──ＭＳＳ＋第二作戦部隊＋第九車両の歩兵連隊が応戦。

　ケンタツエンタウロスオアー×二台が森へ突進──〈ギガントマキア〉へ砲撃を浴びせて退かせる。

　鳳＝ヘリを追い散らすため猛然と掃射──移動する汽車の上に位置し続ける要よう撃げき態勢。

　被ひ弾だんしながらも動かぬヘリ×七機──異様な滞たい空くう──探査に浮うかび上がるおかしな状じよう況きよう。

　どのヘリも人が乗っていない──犠ぎ脳のう体兵器かと思ったが違ちがう／どす黒いイバラがヘリに絡からみついているビジョンが見える／機体を遠えん隔かく操作している──情報汚お染せんの主体である誰かが。

　ヘリの異様な猛もう攻こう──鳳＋戦術班が撃ちまくっているのに回避しようともしない／ひたすら列車に向けて火線を浴びせ続けている──機関車／客車／〈アイギス〉──苛烈な火花。

　鳳＝あくまで列車の上に位置し続けながら一機に集中して掃射──類たぐい希まれなる対空能力／運うん搬ぱんと上下動のバランスに優すぐれたアゲハチョウの羽／数千発の弾丸を一極集中させる技能──全すべて発揮して二万発の弾丸を一分足らずでその一機に叩たたき込んでいた。

　ヘリ後部から炎ほのおが噴ふき出す／ローターの回転に障害／まるで吊つり具を外されたシャンデリアが天てん井じようから真っ直すぐ床ゆかへ落ちるように墜つい落らく──森の一角で爆ばく炎えんを起こした。

　鳳＝機き銃じゆうの弾だん薬やくを再転送──空のドラム弾だん倉そうを熱とともに捨てる──新たな弾倉をセット。

　そこへ別の脅威が到来──都市管理局がある方角からさらに四機の戦せん闘とうヘリ＝驚おどろくほどの遠距離から放たれる火線──素す早ばやく回避＝Ｗ字に上下飛行──列車上空から離れまいとする。

　六機のヘリが列車を襲撃中──四機が鳳に狙いをつけて接近──乙と遠距離攻撃が可能な陽炎を支し援えんに回してもらうべきか思案──一瞬で否定──あれだけの戦力が自分一人に集中するならばむしろ列車の安全という点では望ましいことと考えるべきだ。

　何らかの媒ばい介かいとなった自分──情報汚染／揺ゆりかごの夢／黒いイバラによって眠ねむらされていたという実感──これは自分の責任であり、こうでもしなければ償つぐないにはならないという悲ひ壮そうですらある思いとともに単独での要撃を決意した矢先──どこからともない声。《仲間のためだからって、そんなに無茶することはないんだぜ、おフロ嬢イラ様イン》

　瞠どう目もく──誰だれ？　思わず周囲を見る──青空が広がるそこには誰もおらず──だが＝突とつ如じよとして爆ばく音おんが勃発──自分に向かってきていた四機のヘリのうち一機が火の玉と化した。

　なんとも的確な攻撃──ヘリが落ちた先──市街地でも耕作地でもなくオーベレス・ミュールヴァッサーの河かわ面も──地上の被ひ害がいを最小限にするよう狙って落とした。

　残り三機がでたらめに散開──明らかに混乱している／何者の攻撃かわからずにいる。

　さらに輝き／めくるめく火か炎えん──プラズマの光こう弾だん／火炎放射──また一機、落ちていった。

　伏ふく兵へい＝涼月が言っていた──あれは雛なのだろうか？　そうとしか考えられない──だがそれ以外にも味方がいるのだという認識がどこからともなく訪おとずれる──大丈夫だという確信が根こん拠きよもなく心を満たす。

　一人ではないのだという心強さ──今自分がすべきことをしろという意志の強さに変えて、長大な重機き関かん銃じゆうを構え直した。

　掃射──列車に向かって火線を放つ残り六機のヘリへ──地上の仲間達とともに、自分が手にし、用いることのできる、ありったけの火を撃ち放った。
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　涼月＋夕霧＝空の敵には関心を払わず／斜めに降ってくる弾丸が機関車に当たって火花を散らそうとも意識を奪うばわれず──次なる襲しゆう来らいを見据える──ただちに跳躍。

　森から敵群＝第だい二に弾だん──樹上／地面──両方から同時襲来。

　樹上──機械化兵〈蟲〉×十八名＝木から木へ跳とび渡わたる／木から汽車へ跳び移るべく一いつ斉せいに跳んだ──蛇じや腹ばら状の刃の四し肢しを猛然と振り回しながら躍おどりかかって来た。

　地面──べったり草むらに伏ふせて背に擬ぎ装そう用の枝し葉ようを乗せていた黒いアームスーツ×七体＝一挙に起き上がって特大の化け物機き銃じゆうをぶっ放す──軍用機体の防御でも完全に防げず──機関車＋客車＋〈アイギス〉が激しく被弾。

　涼月＝宙で〈蟲〉の兵士へ左右のフック──一人を正面から吹ふっ飛ばす＝防御した蛇腹の腕うでを粉ふん砕さい──左右から何本も蛇腹の腕が跳んでくる／切り込ませる／巻きつかせる──逆につかんで引っ張りながら地上へ着地──四人が引っ張られて草地に倒れ込む。

　夕霧＝杭くい打ち機を転送して杭を放つ／ワイヤーを展開／網あみ目め状に──五人まとめて絡め取る／木々から汽車へ跳ぶという単純な軌き道どう／いともたやすく引きずりながら地上に着地。

　乙＝二人の周囲を旋せん回かい／飛ひ翔しよう／鎌かまのように宙にいる敵を刈かる──一閃・一閃・一閃──三人が蛇腹の腕や足を斬り飛ばされる／汽車の上ではなく線路の反対側へ弾き跳ばされる。

　陽炎＝すかさずフォロー──クレーン射しや撃げきじみた軌道を描えがく機械化兵士＝涼月＋夕霧＋乙の攻こう撃げきを食わずに済んだ五名──狙い澄まして撃うちまくった。

　蛇腹の四肢＝穿うがたれる・引き裂さかれる・砕くだけ散る──一人が胸のど真ん中を撃たれて血をまき散らしながら地面に落下──三人が吹っ飛ばされて木々の狭間に叩き返される──一人＝浅手／べたっと蜘く蛛ものように機関車の屋根にはりつく／蛇腹の両りよう腕うでで頭部と胴どう部ぶを防御。

　陽炎＝ぷーと膨ふくらむ風船ガム──自分に向かって猛然と這はい進むそいつへ冷静に右みぎ腕うでのライフルを構えて撃った。

　抜ばつ群ぐんのタイミングで跳ぶ機械化兵士──弾だん丸がんが外れる──だがそれ以上にぴったりのタイミング／そこに彼女が来ると何となくわかって撃っていた──青い火の迫はく撃げき＝横殴り。

　乙＝腕の刃を一閃──陽炎へ跳びかかるそいつを両断──真っ二つになった体が線路のそれぞれの側へ飛んでいった。

　地上──涼月＝四人の蛇腹の手足に絡みつかれる／切りつけられる／自分の手足が砕ける＝再転送──一瞬で復活する特トツ甲コー──自由になった右拳で一人の顔面を吹き飛ばす／続けて左拳で一人の胴どうを粉砕／立ちこめる血ち煙けむり／残り二人の腕をまとめて抱かかえてぶん回す──放り投げる──木々の間を転がっていったかと思うと起き上がって樹上へ待たい避ひ。

　夕霧＝ワイヤーで絡め取った五人を地面に叩きつけながら着地──蛇腹の刃とワイヤーが火花を散らして激しい擦さつ過か音を立てる──次々にワイヤーを切って自由を取り戻す。

　五人＝次々に手足をたわめる／バネのような形に──跳びかかってくるのではない。

　逃にげる気だと想像がつく／あえて追わず──五人が木々の狭間へ跳んで撤てつ退たい。

　涼月＋夕霧──身を翻して跳ぶ＝二人して第六車両の屋根に──機関車に向かって走る。

　機関車と同じ速度で森の中を走りながら撃ちまくっているアームスーツ×七体──給水車＋第六車両の屋根に乗るアームスーツ×四体が応射／列車と併へい走そうする軍用機体が機銃掃そう射しや──互いに被弾／間にある木々が撃ち砕かれる／地面が吹っ飛んで大量の土つち埃ぼこりが舞まい散る。

　客車から突き出される多数の銃じゆう──猛もう烈れつな火線＝まるで光る針を持った縦長のハリネズミのような姿で走る列車。

　森にこだまする火の音──〝永遠に続くかのような銃じゆう撃げき／汽車が走る音すらかき消す／この世界から銃撃音以外の音という音をすっかり消してしまうかのよう〟──という千々石の大絶叫がそのチャンネルだけ最低音量にしているにもかかわらず聞こえてくる。

　涼月＋夕霧＝機関車の先頭に──空からの火線が着実に減っていることを感じ取る／じきに森の出口であることを見て取る──跳躍。

　先頭の黒山や羊ぎみたいなアームスーツへ突とつ撃げき＋遊ゆう撃げき──その黒山羊の探査機能が搭とう乗じよう者に警告したらしく連射中の機銃が上を向く／間に合わず／火線が届く前に到とう来らい──鉄てつ拳けん＋ワイヤー。

　どん！　振り抜かれた右拳が黒山羊の顔面にヒット──疾しつ走そうしていた反動で背から地面に叩きつけられる──その手足と機銃に絡みつくワイヤー──関節部と機銃の機構に食い込む／作動を阻そ害がい／黒山羊がもがく──ぎしぎし軋きしみ音を立てるだけ。

　着地──涼月＝そいつの頭部を左拳で粉砕して探査機能をゼロに──夕霧＝迅じん速そくに二体目の黒山羊へワイヤーを放つ。

　ぐにゃっとした動作でかわす黒山羊──あっさり列車と併走するのをやめて横へ転がる／続けて放たれたワイヤーが宙をなぐ。

　黒山羊＝跳はね起きて左ひだり腕うでの溶よう断だん機能付き刃を現す──再三放たれたワイヤーを切り払う。

　夕霧＝んー♪　んんっんー♪　ハミング／ステップ／強敵とみなして相手の動きに全神経を集中──黒山羊から放たれる罵ば声せい／呪じゆ詛そ＝ムスタファ。《殺し屋みてえなガキばっかりだ。俺を殺やろうってのか。首を切り落として豚ぶたに食わせてやる》

　乙＝フォローの迫撃──黒山羊×五体──涼月＋夕霧＋ムスタファを避さけて走り抜けようとする／一体へ青く燃える刃を一閃──機銃を持つ腕を斬り飛ばした。

　陽炎＝フォローの狙そ撃げき──別の一体の頭部に命中／探査用の角が一本へし折れる／よろめく──さらに一発＝頭部が半はん壊かい──完全に足が止まる。

　涼月＝残り三体の黒山羊どもへ果か敢かんに突撃──馬ば鹿かでかい機銃をかいくぐり懐ふところへ＝左右のフック／ジャブ／ジャブ／フック／ストレート──軽快なダンスを披ひ露ろうするように三体を殴おう打だ／衝しよう撃げきで退かせる／動きを止める／攻せめまくる──最後のストレートで一体の胸部装そう甲こうがひしゃげて半回転しながら倒たおれた。

　夕霧＝地面を蹴ける・木々を蹴る・宙を舞いながらワイヤーの乱らん舞ぶ──ムスタファ＝アームスーツを転げ回らせて回かい避ひ／右手で機銃をでたらめに乱射／左腕の刃をめちゃくちゃに振ふり回す──度たび重かさなる夕霧の殺人ワイヤーをかわす。

　涼月＝さっと回れ右──その黒山羊が起き上がる瞬しゆん間かんを見計らって背後から右フック。

　黒山羊＝くるりと回れ右──左腕の刃を構えて防ぐ──仰ぎよう天てん＝なんだその反射神経／背中に目がついてんのか──驚きながらも拳こぶしを刃に叩き込む──刃が食い込んで右拳を縦に切断／手首にまで切り込む──衝撃で刃がへし折れる。

　黒山羊＝刃が折れた左腕で頭部をガード──陽炎が放った弾丸が腕部装甲に突つき刺ささって火花を上げる──たたっと後ろへ／また回れ右／宙に向かって機銃を振り回す──迫撃した乙が機銃を両断──互いに打だ撃げきを与あたえられず。

　ぐにゃっとした動作で斜しや面めんへ跳ぶ黒山羊──夕霧のワイヤーが装甲をかすめる。

　四対一の攻撃をことごとくかわす黒山羊──だが武器を次々に失う／このまま攻めれば仕留められそう──だがふいに火線＝森の奥から機銃掃射──赤いアームスーツのフォロー。

　さっとかわして線路の方へ退く涼月＋夕霧──乙のフォロー＝木々の間をＵ字飛翔／赤いアームスーツへ迫撃──燃える刃を振り下ろす──一いつ閃せん。

　かっと火花──赤いアームスーツ＝左腕に刃／乙の動きを完璧に読む／ひょいと打ち弾はじく／そうしながら涼月＋夕霧へ機銃掃射を続けるという離はなれ業わざ──しかも空いた左手でバイバイまでしてみせる。

　むかつく＝赤い鹿みたいなアームスーツ野郎──涼月＝一度ならず遭そう遇ぐうした記き憶おく／国連広場で殴なぐり合った相手のはず──うっかり追いかけていって黒山羊ともども打ち倒したくなる──隊長らしく自制。《汽車に戻もどれ！》

　涼月＋夕霧──身を翻ひるがえして走る／跳ぶ──第九車両の客車の屋根に着地──走る。

　歩兵連隊が持ち込んだ車しや載さい用チェーンガン二基＝車内で使用──轟ごう音おんが屋根越ごしに伝わる。

　第七車両＋第八車両＝互たがい違いに左右を向いてワイヤーで固定されたＭＳＳの機体＝上空のヘリを撃ちまくっている彼らの装甲を跳び渡る。《失礼します！》《通りまーす♪》

　陽気な戦士達のいらえ×六。《ハイハイホー》《遠えん慮りよはいらんぜ》《たっぷり踏ふんでくれ》《ナイス・ファイト》《ついでに中で休んでくかい》《空と後ろの敵は任せときな》

　後方──ＭＳＳ＋第二作戦部隊の機体が敵勢力を着実に撃げき滅めつ──ＥＩ兵器も軽トラックも姿を消している──〈ギガントマキア〉×一台が大破して遥はるか後方に。

　残り三台の〈ギガントマキア〉が破損した装甲の隙すき間まから黒こく煙えんを噴きつつ追走──だが列車側からの火線＋ケンタツエンタウロスオアーの砲ほう火か＋軍用機体の掃射を浴びる──たちまち損そん壊かい──撃げき破は。

　横手──今しがた接敵したアームスーツ×六体＝列車からの火線でずたずたに──数体がそれでも併走していたが軍用機体の掃射で残らず倒れて沈ちん黙もく──森から生きて逃げられたのは、ぐにゃぐにゃ動く黒山羊と赤あか鹿しか野や郎ろうと〈蟲〉の何人かだけ。

　涼月＋夕霧──列車の上を走る＝そこら中に弾だん痕こん／破損／火炎弾を食くらった焦こげ跡あと。

　味方のアームスーツ×五体＝被ひ弾だんしまくった跡──互いに親指を立てて敵撃滅を讃たたえる。

　機関車へ──陽炎＝振り返って左手を差し出す──その手を叩たたきながら通り過ぎる涼月＋夕霧──陽炎の手が頭上へ伸のばされる──乙がひらりと飛び抜ぬけ、その手を叩いた。

　手を下げる──そこへ声。《あら、あたくしも仲間に入れて下さい》

　陽炎＝思わず浮うかぶ笑えみ／高々と手を差し出した──上空から舞い降りてきた鳳が機銃を持たぬ方の手で、ぱんと手を叩いた。

　どーん、と響ひびく爆音──森の一角で、最後の敵のヘリが墜つい落らく。

《ほんと、マジで、いい感じじゃねーか》涼月＝機関車の先頭に立って──意気揚よう々ようと／振り返りもせず前を見ながら。《よーし。この調子で、あの向こうで待ち構えてるやつら全員に、あたしらはこんな程度じゃ絶対に止まらないんだってところを見せつけてやろうぜ》
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　敗走＝黒いアームスーツ／赤いアームスーツ──森を抜けたところにあるゴミ収集施し設せつ＋堆たい肥ひ置き場に駆かけ込む──あらかじめ鉄てつ柵さくを外しておいた地下下水道に飛び込む。

　二百メートル先──高速Ａ２３号線＝高こう架か道路の柱のそば／オーベレス・ミュールヴァッサーの水面みなも付近の草むらに潜ひそむＧチームのアームスーツ──フロスト＋ＤＹ＝ライフルに備わった探査器で敵性アームスーツの動きをしっかり捕ほ捉そく。

　ＤＹ＝痛快そうに。《こちら〈ルーク〉、〈荒ぶワイルドる馬・ホース〉が無事に森を通過。ぴったりのコードネームだ。あれだけの敵が束になってかかっても全すべて蹴り払はらってしまった》

　フロスト＝首をひねるように。《こちら〈ポーン〉、キャンプ場にいた敵は壊かい滅めつ……ただしアームスーツ二体が地下へ逃とう走そう。一体は〈サソリ〉の機体ですが、もう一体がおかしなことに赤いアームスーツです。影かげ武む者しやの……〈赤いレツド・幻惑スター者リング〉の二名は確かく認にん済みですよね？》

《確認している》応答＝ミハエル──ハリーとともに高速Ａ２３号線沿いを幽ゆう霊れいのように密ひそやかに進行。《二体とも〈荒ぶワイルドる馬・ホース〉の終着駅付近に進行したのを確認した。〈キャラバン〉の影武者役だ。敵部隊に突撃を命じたロートヴィルトと思おぼしきアームスーツも確認した》

《じゃ、あれがホイテロートだった？》フロスト＝悔くやしげ。《撃てば良かったのに》

《いいや、撃たなくて正解かもだ、フロスト坊ぼうや》ＤＹ＝にやにや──すらすら出てくるスラング。《くそったれホイテロートのクソ基本戦術は身を隠かくすことだ。あんな風に、手て駒ごまを助けるためにわざわざ体を張って戦いはせんだろう。つまるところ、あれは三体目の〈赤いレツド・幻惑スター者リング〉とみるべきであり、我々が知る限り、そんな人員はこれまで敵の側にはいなかった。だがしかし、あの赤いクソ機体そのものについてはその限りではない。何しろ我々が、無傷に等しいアームスーツを見つけて治安組織に確保させたんだからな》

《つかめたぞ》ハリー＝わくわくした調子。《ＭＳＳが通信でＭＰＢに頼たのみ、ミレニアム・タワー付近にあった赤いアームスーツを運ばせた理由がこれでわかった。搭乗者は、獅し子し身中の虫たらんとする命知らずの捜そう査さ官であり、敵を惑まどわす方の〈赤いレツド・幻惑スター者リング〉だ》

《コードネームはどうします？》フロスト＝真ま面じ目めに。《誤射を防ぐための識別手段が思いつきません。あ……レッド・ジャックが撃うち込んだ跡が肩かたの辺りにありますが》

《残念ながら、ちっぽけな傷ですぐ隠せてしまう》ミハエル＝面おも白しろがるように。《敵に区別がつかないなら我々にも無理だ。影武者を撃つ必要がなくなったと考えればいい。我々はホイテロートを狩かり出すことに傾けい注ちゆう出来る》

《よし。コードネームは、月並みだが〈ジョーカー〉でいこう》ハリー＝几き帳ちよう面めんに部下の要望に応こたえる。《あれに乗る誰だれかは、決戦に挑いどむ〈荒ぶワイルドる馬・ホース〉にとっての〈切ワイルりド・カ札ード〉となり、我々Ｇチームにとっても優すぐれた手札ハンドとなるに違ちがいない。昔から、手ハンドが多ければ仕事はたやすくなるというしな。敵を打ち倒す上で、より手て荒あらな一いち撃げきが可能となったというわけだ》




　　　　†




　森の出口＝線路の下を通るミュールヴァッサー通りに敵てき影えいなし／周囲の建物に身を潜める敵勢力なし──先行する御影達／上空の鳳／〈アイギス〉から放たれる〝ハエフリーゲ〟──それぞれが安全を確認＝問題なく前進。

　ＭＰＢ大隊がシュタドラウ駅に陣じん取どったことで敵が入り込めず──線路を破は壊かいしに来ることも出来ず。

　本来なら敵は兵器管理局と都市管理局をそれぞれ占せん拠きよ──ドナウ河以南の敵勢力と連れん携けい／この一帯を完全な支配下に──だがそうはならず。

　僅わずか百人足らずのＭＰＢ人員が一丸となってくさびとなる──抜ばつ群ぐんのタイミングで侵しん攻こう。

　最適な位置に部隊を配置──最重要地点を的確に押さえる──敵の目もく論ろみを根底から覆くつがえす／突とつ破ぱ口を開く／橋きよう頭とう堡ほを築く。

　類たぐい希まれなる決断と行動──戦いのチェスゲームをぴたりと制するオーギュスト大隊長。

　汽車が右へのカーブを抜ける──シュタドラウ駅の操車場ヤードへ。

　いきなり大歓かん呼こ──駅ホーム上に一いつ般ぱん人の群＝万歳フラーの連呼──敵周辺を警備するＭＰＢ大隊の面々からも激げき励れい──互いの健けん闘とうを称たたえ合う。

　ここぞとばかりに第三車両の客車からＭＰＢのテーマソングが勃ぼつ発ぱつ──《我々は負けない、怠おこたらない、諦あきらめない！　進め我らがＭＰＢ、ヤアー！》千々石がマイクを握にぎり窓から身を乗り出して自分で作詞作曲した応おう援えん歌を熱唱＝意外に美声──広報課の機材が森での苛か烈れつな銃じゆう撃げき戦を経てもまだ生き残っていることに驚おどろかされる。

　涼月＋陽炎＋夕霧──いつもの仕事の癖くせで一般人に向かって手を振って〝正義の味方〟をアピール。

「ヤー！」乙＝楽しくなって合いの手──汽車の上空を飛びつつ手を振ってみせる。

「これっ。それはあなたのお仕事ではないでしょう」鳳＝恥はずかしそうに──だが歓呼の声にほっとしながら。「とはいえ……市民の応援というのは心強いものですわね」

《過か酷こくな戦せん闘とうにおける歌と歓かん声せいの効用を思い知らされるな》御影＝線路脇わきを先行する機体から──大真面目な調子。《ＭＳＳも歌を作るべきだな。我らが長官代理が歌って下されば、戦士達のやる気も倍増だぞ、潮音》

《黙ってやる気を出せ》ニナ＝律りち儀ぎに却きやつ下か──全ての発言に駄だ目め出し。《本来の我々の役目は、事件の発生を未然に防ぐことだ。歌など歌える立場か。この騒さわぎが終わった後、酒場で幾いくらでも歌ってろ。いい加減、成人前の名で私を呼ぶな》

《長官代理が自じ慢まんの歌声を披露すれば、市民は大いに喜び、我々を咎とがめようという政治家連中こそ黙だまるに違いない。さて、その前にこの先にいる連中を黙らせてやるとしよう》御影＝減らず口を叩きながら戦意をあらわに──背後で汽車が速度を上げるのに合わせて加速。

　操車場ヤードを抜ける──左手にスタジアム／大型スポーツ施設──同じ方向＝高速Ａ２３号線が地下トンネルから地上へ出て線路と平行に──約一キロにわたって隣りん接せつ。

　汽車に合わせてトンネルから飛び出す一団──情報汚お染せんの影えい響きようを受けず道路を走れる敵群。

　陸軍のチェーンガン搭とう載さいの装甲車×四台＝〈白ヴアイきスシ盾ルト〉──大型トラック×三台＝トルコ系の残党──四輪駆く動どう車×三台＝マスクマン達＋クルド系＋中国系の残党。

　縦一列の長い車列──各車両に物ぶつ騒そうな武器を構える者達／窓から身を乗り出して箱乗り／屋根に両りよう肘ひじを乗せて構える──対戦車ロケット兵器＝ドイツのダイナマイト・ノーベル社製パンツァーファウスト３に酷こく似じした品──弾だん頭とうにでかでかとプリンチップ社のロゴ。

　ロケットブースター付き弾頭×十──機関車の車体を狙ねらって一いつ斉せいに発射。

　それよりも前に各車両で機き銃じゆう掃そう射しや──轟ごう然ぜんと吹ふきつける火力の豪ごう雨うに混じってロケット弾だんが多数飛来──客車／台車の即そく時じ応戦──涼月＋夕霧＝跳ちよう躍やく──乙＝飛ひ翔しよう──鳳＝上空から負けじと掃射。「なんぼのもんですのーっ！」

　先行する機体が速度を落として機関車を防ぼう御ぎよ──そのときにはすでに各弾頭へ各人が対処。

　陽炎＝狙い澄すました一発──先頭の車両でロケット兵器を構える軍服姿の男の頭を粉ふん砕さい──ロケット弾が真上に近い角度で飛翔＝大外れ。

　涼月＝〈対パンツ甲アーフ鉄アウ拳スト〉同士の激げき突とつ──正確な接せつ触しよく軌き道どう／宙で右ストレート／ロケット弾に正面から拳げん骨こつを食わせる──炸さく裂れつ──火か炎えん／猛もう煙えん／金属片の飛散──右上じよう腕わんが消えてなくなり全身の特トツ甲コーに金属片が食い込むも平然と道路際ぎわのフェンスを蹴ける──装そう甲こう車に躍おどりかかる。

　夕霧＝杭くい打ち機を四方に放ってワイヤーで網あみの目を形勢──飛んでくるロケット弾×四をとらえる／絡からめ取る／弾頭に食い込むワイヤー／猛もう烈れつな火花──左右で一挙炸裂。

　乙＝一いつ閃せん──運転室付近へ飛んでいく弾頭を切り払う──敵車列へ迫はく撃げき。

　鳳＝掃射──機関車から狙いが逸それて給水車へ飛ぶ弾頭を上空から撃げき墜つい。

　弾頭×七──見事に無力化──残り三発の弾頭も機関車に届かず──大外れの一発が機関車の上を飛んでいきヴェルンホルツ通り脇に落ちて炸裂──一発は給水車の上にいる日向達のアームスーツが掃射で撃墜──一発が第三車両の客車の窓の上をぶち抜いて屋根の一角で炸裂＝ＭＰＢ隊員の怒いかりの唸うなり／千々石の悲鳴。「髪かみが！　あたしの髪が燃えてるわ！」

　列車──第三・第五・第六・第九車両の客車から猛烈な応戦──第八車両から左向きの軍用機体×三台が盛大に掃射──護送する軍用機体がおびただしい被弾をものともせず応射。

　百を超こえる火器の騒そう音おん──高速道と列車の間にあるフェンス・鉄柱・看板・たまたま線路の一つで停止したままになっていた貨物列車が紙細工みたいにばらばらに──シュタドラウ駅からの声を銃じゆう声せいが圧する。

　涼月＝特甲再転送──自動小しよう銃じゆうの弾だん丸がんを浴びながら道路を斜ななめに疾しつ走そう＝先頭の装甲車に肉にく迫はく──左フック。

　ずどん！　車体右側前部＝車輪のすぐそばに雷らい撃げき器の一撃──装甲車が半ば宙に浮いて激しくスピン／車列から離はなれて中央分ぶん離り帯に突つっ込む／反対車線を横切ってフェンスに激突。

　涼月＝そちらを見もせず／その場を動かず──二台目の装甲車へ鉄てつ拳けんを振ふりかぶる。

　夕霧＋乙──車列のど真ん中へ＝敵の攻こう撃げき陣じん形けいを崩くずしにかかる──第二作戦部隊の軍用機体×二台がその動きに合わせる＝道路へ飛び出す──ギリアンの吠ほえ声。《彼女達にばかり頼たよるな！　我々の手で退けろ！》

　鳳──上空から掃そう射しやを浴びせつつ周囲を探査＝さらなる襲しゆう来らいへの備え──都市管理局にはどれほどの航空戦力があるのか？　森で襲おそってきた戦闘ヘリが航空連隊の基地から来たものだとすれば都市内の主力はまだ温存されているはず──と考えたところで、二キロ先の上空に八機の戦闘ヘリが飛び立つのを確認──目標地点のショッピングセンターの辺りへ移動──接敵のタイミングをはかりつつ報告。《敵航空戦力八機！　進路上へ移動中！》

《列車搭載の機体は再度、対空戦闘に備えろ》ニナ＝即そく応おう。《敵車両の目的は、我々を右路線に押しやり、敵主力が待ち構えるヒルシュテッテン方面に追い込むことだ。直進し続けろ》

《了解ヤー》ガブリエル＝荒あらい息──珍めずらしく弱音。《くそ、あと一キロ半もあるのか》

　互たがいに避さけきれぬ弾丸＝運転室を覆おおう鉄板をぶち抜いて飛び込んでくる──うち一発がガブリエルの防ぼう弾だんアーマー背部にびしっと音を立てて食い込む／さらに一発が跳ちよう弾だんしてヘルメットをかすめる。

　火室＝鉄板を貫かん通つうした弾丸がシャベルの柄えに当たって吹っ飛ばされる──第二作戦部隊の男が慌あわてて拾う／別の弾丸が肩をかすめて身をすくめる──気力を振り絞しぼって役目を果たす。

　運転室＋火室＝汗あせまみれの男達──恐きよう怖ふと興奮のアドレナリンの匂においが渦うずを巻く／濛もう々もうたる熱気でサウナ状態／だがヘルメットと防弾アーマーを脱ぬぐことは誰も考えず／大量の水を飲み干す／床ゆかに捨てられまくった空のペットボトルの山が飛び込んできた弾丸で吹っ飛ぶ。

　ガブリエル＝また弾丸が飛び込む──横腹に食くらう／防弾アーマーが食い止める／衝しよう撃げきは体内に残留──呻うめき声。《予備の運転士を指名しておくんだった。俺が頭をぶち抜ぬかれたら、誰でもいいからこのレバーを握り続けろ。そしてこの騒ぎが終わったら、娘むすめに愛していると伝えてくれ》

《自分で言えっつの》涼月＝速そつ攻こう拒きよ否ひ。《絶対やだかんな、そんな役目》

《夕霧も嫌いやでーっす♪》夕霧＝浮うき浮き拒否。《ガブリエルさんに運転して欲しいです♪》

《私もお断りします》陽炎＝きっぱり拒否。《最後まで私達を送り届けて下さい》

《オレもやだ》乙＝付き合う──鳳＝みんなが拒否した後の励はげまし。《あなたがどれほどの働きをしてあたくし達を助けて下さったか、娘さんとあなたの前でならお話ししますわ》

《運転士冥みよう利りに尽つきる言葉だ》ガブリエル＝やれやれとため息──弱音を吐はいたことを恥じる調子。《何かの冗じよう談だんだったと思って忘れてくれ。何としても役目を全まつとうしよう。そうすれば、娘の卒業式に列席する勇気が出るに違いない》

　僅か半キロほどの激戦／数分の応おう酬しゆう──何万発という弾丸が相そう互ごに飛来。

　前方に分ぶん岐き点＝もし弾丸の雨に恐おそれをなし、軍用機体に頼んで線路をスイッチングし、右へ曲がればいったんは攻撃を回かい避ひすることが可能──だが敵のあぎとに飛び込むコースへ。

　猛もう攻こうに耐たえて直進──涼月＝装甲車と肉迫戦闘──第二作戦部隊の軍用機体＝大型トラックをひっくり返す──陽炎＋夕霧＋乙＋鳳＝大型トラックの荷台に乗った敵を撃ち倒たおす／切り裂さく──四輪駆動車が列車からの火線で穴だらけになり一台また一台と停止／転てん倒とう／爆ばく発はつ。

　涼月＝きびすを返す──夕霧＝その動きに合わせる──列車へ走る。

　跳とぶ──宙で手を伸のばす──乙が二人の手を次々に取って放り投げる──二人が第九車両の客車に着地。

　車列＝壊かい滅めつといっていい状態──装甲車×一台──荷台が血まみれの大型トラック×一台。

　道路上に転々と停車した車両──血の海／倒れて呻く武装犯／燃える車から立ち上る黒こく煙えん。

　銃声がやむ──涼月＝抗こう磁圧のヘルメットに守られているのに耳の奥がきんきんする。

　二台しか残っていない敵の車列が再び地下トンネルへ──線路と交差／右方向へ／列車をそちらへ押し込むことが出来ず敗走。

　分岐点を直進──突破したと思った途と端たんに襲来＝目に見えぬ電子の絶ぜつ叫きよう。《アアアアアアアアアアアイイイイイイイ──！》

《第一回線ノードに侵しん入にゆう。電気遮しや断だんします》冬真＝切せつ迫ぱくしながらも持ち前の聡そう明めいさを発揮。《襲ってきた敵の電子機器を通して少しずつ経路が構築されていたんです。護衛中の機体を全て乗っ取る気です》

《させるな──！》ニナ＝通信にノイズが混じる。《機体を〈アイギス〉の設備で守り、逆ぎやく侵しんして食い止めろ！　冬真、〈トリアイナ〉と連携して敵をつきとめ攻撃を加えろ！》

《ディーゼル課長──》

《わかっているよ、冬真くん。こちらの車両と施し設せつの全設備を用いて、そちらの全機体と全特甲児童を電子防御下に置き、その上で三つ叉トリアの矛イナの攻撃プログラムを起動した。実行まであと二秒。攻撃後は、接続官コーラスのバックフォローもそちらへ回すからね》

《敵主体はブリリアント・ユニットと推定！　こっちも攻撃されてるわよー！》アデライード＝危機的状じよう況きようにもかかわらず昂たかぶる声──クラリッサ＝同じくやる気満々。《マスターサーバー群を通して〈[image: よう]〉に侵入しようとしているのよ。現場の特甲児童が講じた対たい抗こうリレーションを再現して、この誰だか知らないユニットに、位置と運動を付加して追跡してやるわ》

　銃じゆう火かに続く電子戦の襲来──そしてさらに電子の手による脅きよう威いが出現。

　鳳＝いち早く探査。《十一時方向より五時方向にかけて車が動き出しました！　多数が線路へ向かっています！》

　右手一帯──大型家具店／家具製造工場／立体駐ちゆう車しや場──無人車がいきなり暴走＝情報汚染による遠えん隔かく攻撃。

《汽車を守れ！》先行する御影の号令──涼月＋夕霧＋乙──ただちに跳躍＋飛翔。

　フェンスを突き破って線路へ侵入しようとする車両──軍用機体がブロック＝激突。

　立体駐車場のフェンスを突き破って飛んでくる車両──軽自動車／高級車／スポーツカー／四輪駆動車／配送用トラック──まるで中世の攻こう城じよう戦──投とう擲てき機械でぶん投げられる岩のように飛んでくる車の群れ。

　涼月＝宙で抉えぐるような右フック──でかい図ずう体たいの高級車っぽい車をスカッシュのボールみたいに道路へ叩たたき返した──着地／跳躍＝視界を埋うめんばかりに飛んで車を手当たり次し第だいにぶん殴なぐる／打ち返す／叩き落とす──敵の装甲車と大型トラックが去った高速Ａ２３号線のトンネル出口にぐしゃぐしゃになったベンツが転がっていった。

　夕霧＝鉄柱の間にワイヤーの網を形成──六台がいっぺんに突っ込んでくる／相手の重量が大きすぎてワイヤーが引きちぎられる──辛からくも線路に届く前に地上に落とす。

　乙＝宙を舞まう車両を両断──だが数が多すぎて防ぎきれず。

　鳳＋軍用機体の機銃掃射──地上を走る車両を片かた端はしから破は壊かい／無人車ゆえに止まらず／完全にスクラップにするまで動き続ける。

　給水車から跳ぶ日向のアームスーツ──弧こを描えがく／防ぎきれず飛んできた車のボンネットにショルダータックル──衝撃＝線路脇の道路に落とす／車体にめり込んだ機体を引っぺがす／溶よう断だん機能付きの刃やいばを現してエンジンを切り裂く。

　防御をすり抜けて走り寄せる車両＝三台──第七車両＝右を向いた機体×三台が応射──めちゃくちゃに撃うち砕くだいて停止させる。

　第六車両──馬ば鹿かでかいベンツが上下逆さになって降ってくる──屋根に立つ迷めい彩さい柄がらのアームスーツ×二体が息を合わせて身を屈かがめる／両りよう腕うでで頭部をカバー──車を受け止める／屋根が盛せい大だいにへこむ／裂ける／アームスーツの一体が屋根を突き破って車内に落下した。

　逆さになった状態でエンジンを轟とどろかせタイヤを激しく回転させるベンツ──もう一体のアームスーツがなんとか屋根に残る──車を押しやって線路脇わきに放り捨てる。

　ぐらつく車列＝だが止まらず──宙を舞うフォルクスワーゲン社の乗用車二台が地面でバウンド──汽車の進路上へ＝ガブリエルの声。《ぶつかるぞ！》

　機関車の直進──真っ向から跳はね飛ばす／フロントガラスが砕けて紙吹雪ふぶきみたいに散乱／くるくる回る車体──進み続ける列車。

　陽炎＝機関車後方でぴたりとライフルを構えたまま静せい穏おんに身をひたす──汽車と車の激突も心に届かず──電子の魔ま手しゆも気にとめず──降り注ぎ・走り寄せる車を見もせず──そのいずれでもない脅威の眼差しを察知し、瞬しゆん時じに対決へと心を傾けい注ちゆうさせていた。

　ここだと思っていた──この最後の直線で──スナイパーにとってあらゆる点で有利となるこの地形で──その強敵が／過去からの因いん縁ねんが／宿敵たる射手が現れることは、すっかりわかっていた。

　進行方向から／進むべき彼方かなたから──私に／彼女に／陽炎に向かって放たれる光線──紛まぎれもないロートヴィルトの眼まな差ざし。

　そうだ──さあ、来い──ここには、この都市には、この私がいるぞ。




　　　　†




　線路の右側＝百五十メートル先──オストバーン通り／カー・ショップ／レッカー施設／高速Ａ２３号線──それらの向こうにひときわ大きな建物＝バウハウス家具店。

　屋上──あぐらをかいた姿勢で特大のライフルを構える赤いアームスーツ＝ロートヴィルト──カメレオン装備を発揮して景色に溶とけ込む／だが少女の眼差しをはっきり感じ取る。

　僅わずか数百メートル先に迫せまる──己おのれの凶きよう運と化した紅あか髪がみの少女──遮しや蔽へい物とてない汽車の上。

　互いにそこにいることを察知しながらどちらも逃にげも隠かくれもせず──ただし一対一の勝負などという戦術的に無意味な真ま似ねはしない／幾いく重えにも罠わなを仕し掛かける／相手の死角に伏ふく兵へいを置く。

　自分で仕留めようとも思わない──三人が放つ弾丸のどれかが彼女の命に届けばいい。

　これが俺の仕事だ──気づけば単なる標的のはずの相手に心の中で話しかけていた／決してすべきではないとわかっていながら／そうすることをやめられずにいた──俺は一いつ騎き打ちなどに関心はない／ただ任務を遂すい行こうするだけ／やるべき事をやるだけだ／俺はここで任務を果たしてみせる──そしてアームスーツを操作し引き金を引いた。




　　　　†




　一対一のわけがない──これまで嫌いやというほどターゲットにされてきた経験／直感／つながりの感覚が告げていた──今ここで自分を狙ねらわんとしている敵──必ず二人以上いる。

　そして思った通りのものが探査に浮かび上がる──汽車上空に位置し続ける鳳に向かって照射される一条の光線──第二の狙そ撃げき手。

　カー・ショップ──ポルシェ店の展示場の屋上＝看板の陰かげ──青あお銅がね色の特トツ甲コー猟りよう兵へい＝左ひだり腕うでと一体化した陽炎と同様の長大な超ちよう伝導式ライフル──今すぐ鳳を撃つぞという姿勢。

　さらに伏兵＝逆サイドの左手後方──列車が今まさに通り過ぎようとしている一帯／レストラン用のオーブンやアイランド型コンロ台を展示するキッチン用品店の屋上──ふわりと舞い上がるウスバカゲロウの羽＝朱あかと銀の特トツ甲コー。

　蛭ツー雪シユエ＝意外や意外の兵装──六肢しのうち右下の腕うで＝朱い長大なライフル──残り五＝一眼式の探査器がずらりと蛇じや腹ばらの腕に並ぶ／探査機能に特化／まるで孔く雀じやくの羽みたいに展開。

　海賊版め──陽炎＝心の中で罵ののしる／敵の意図を読み取る／ほんの一いつ瞬しゆんの思案──鳳を守るために特甲猟兵を撃つか／鳳を放置してロートヴィルトに集中するか／蛭雪を撃ち落としてから後の二人に対処するか──十分の一秒足らずで決断──回答──三人とも撃てばいい。

　ふわりと立ち上がる──堂々と身をさらす立射姿勢＝約二百メートル先で射しや撃げき体勢をとるロートヴィルトを撃った──射撃の反動を利用して後ろへ倒れる──とん、と屋根を蹴けって宙へ／顎あごを引く／彼方の敵をとらえる／すうっと背から水に入るような姿勢で狙い澄すます。

　撃った──両足が機関車の屋根から離はなれた状態で特甲猟兵を狙撃──体の下で数メートルほど列車が移動＝運転室＋火室の屋根／連結部が体の下を通過──ばちん！　半秒前に陽炎がいた機関車の屋根に弾だん丸がんが突つき刺ささる＝ロートヴィルトの狙撃──鳳への狙撃＝なし。

　背が給水車の屋根に触ふれる／受け身をとる／両りよう脚あしを蹴り上げて後転──くるりと一回転して膝ひざ立だち姿勢に──ばちん！　眼前の給水車の屋根に火花＝蛭雪の狙撃──おっと惜しい、なかなか上手いじゃないか＝余よ裕ゆうたっぷりの感想。

　柔やわらかに左方向へライフルを向ける──構える──撃った──およそ三百メートル地点＝道路から三十メートルほどの高さで滞たい空くうする蛭雪のシルエット──ぱっと何かが舞い散る。

　蛭雪＝朱あかいライフルを持つ腕と羽を貫つらぬかれる／特甲と羽の破は片へんが飛散／落下しながら羽を再転送──ポルガル通りの建物の陰へ待たい避ひ。

　青銅色の特甲猟兵＝胸のど真ん中に命中──ポルシェの看板に叩きつけられた／鳳と陽炎を順番に狙おうとするも一発も撃てず。

　ロートヴィルト＝アームスーツの左胸／肩かたの付け根の間に命中──奇くしくもミハエルが当てた箇か所しよとほぼ同じ──あぐらを解いて後転／衝撃を逃のがそうとする／心の衝撃をまともに食らう──バウハウス店の屋上に這はいつくばったまましばらく動けず。

　がたがた揺ゆれる列車の上からの狙撃＝〈アンタレス事件〉でロートヴィルトがやってのけたこと──三倍返しの狙撃。

　陽炎＝撃った後で自分がかつてない感覚に満たされていることを自覚──車体の揺れと自分の鼓こ動どうが一体となる／吹ふきつける風すら自分の体の一部に思える／遠く離れた標的であるにもかかわらず目の前のものを撃つかのような容易たやすさ。

　静穏たる精神が成し遂とげた最適な位置における最適な運動──天てん与よの才能とガラテア・コンプレックス的認にん識しきの見事なまでの融ゆう合ごう。

　僅か二秒の攻こう防ぼう──三人の狙撃手／全員と渡わたり合う／ことごとく打ち勝つ──〈魔弾のフライ・射手シユツツ〉のかつてない真骨頂。

　もう一人はどうした？　陽炎＝三人が四人ではなかったという疑問──〈キャラバン〉の片割れであるホイテロートが狙撃戦に加わらず／どこかで息を潜ひそめている──何のために？

　そのとき右方向のずっと遠くで黒煙が立ち上る様子が探査に浮うかぶ──右後方＝バウハウス店からさらに三百メートル以上先にある小さな森林公園＝アウ・パーク──爆ばく弾だんが炸さく裂れつした。

　戦場から離れた場所／狙撃にも関係ない地点／都市管理局の敵が南下したのではない／シュタドラウ駅にいたＭＰＢが北上して来たのでもない──合点──隠おん密みつ行動を取っている者達。

　優すぐれた探査能力＋持ち前の直感力＋ガラテア・コンプレックス的認識──すぐさま確信。

　脳のう裏りに白いアームスーツが思い浮かぶ──きっとそう──涼月が一いつ緒しよに列車に乗っていたという連中が／どうやら自分を支し援えんしてくれている者達が──あそこでホイテロートを追っている。
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　森の一角──トラップ＝濛もう々もうたる爆ばく炎えん／スモーク／チャフ──探査と通信を一時的に阻そ害がい。

《くそっ……》フロスト＝ノイズまみれの通信。《……申し訳ありません、〈ナイト〉。こんな所にトラップが……引っかかりました》

《二人とも無事か？　負傷は？》ハリー＝真っ先に安否を確かく認にん。

《無事です……》ＤＹ＝ざらざら濁にごる通信──通信がクリアになる場所へ速すみやかに移動。《くそったれホイテロートめ。我々が身を潜め、ロートヴィルトを狙うとしたら、この位置だと判断してトラップを仕掛けたに違ちがいありません》

《つまりそこは死のキル・領域ゾーンだ》ミハエル＝緊きん迫ぱくと昂こう揚よう。《気をつけろ。やつの罠は必ず次の罠と連動している》

《では、突とつ破ぱするしかないな》ＤＹ＝意気盛さかん。《俺とフロストでこの先の通りへ出て、ロートヴィルトを追うように振ふる舞う。我々を追うであろうホイテロートを狩かり出して下さい、〈ナイト〉》

《いいだろう。くれぐれも本当にロートヴィルトを狩ってしまわないようにな。その時点でホイテロートは一目散に逃とう走そうしてしまうだろう》

《ラジャー》《心得ました》ＤＹ＋フロスト──仕掛け爆弾に引っかかったことなどすっかり忘れたかのような性急さで移動──都市管理局の南側に通じるシュタードラウアー通りへ。

　森を出ようとした地点で急きゆう襲しゆう──疾しつ走そうする犬型ロボット×四頭──赤いアームスーツ×一体──通りから森へ／二人を襲しゆう撃げき。

《ハッハー、接エンゲ敵ージ！》ＤＹ＝歓かん声せい──機き銃じゆう掃そう射しやで犬型ロボットを牽けん制せい──森の中へと戻もどっていく。《確かに次の手につながっていたぞ。オーストリア軍が購こう入にゆうしたアメリカ製〝歩ウオ行ーカ者ー〟と、〈赤いレツド幻惑スター者リング〉の一人が、待ち伏ぶせしていました》

《ここで影かげ武む者しやの一人を片付けます。そうすればホイテロートも余計に働かざるを得なくなるでしょう》フロスト＝しめしめという感じ──片方の腕で機銃を撃ちながらもう一方の腕に溶断機能付きの刃を現す──森に引き込んで仕留める気まんまんの様子。

　不敵な二人──機械仕掛けの猟りよう犬けんを連れた赤いアームスーツを真っ向から迎むかえ撃った。
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　森の爆炎／銃じゆう火か／重い物体が激しくぶつかり合う騒そう音おん──アウ・パークの南から観察。

　ライファイゼン・データセンター＝情報汚お染せんで完全に麻ま痺ひしたＩＴ企き業ぎようのビルの屋上──アームスーツのカメレオン装備でじっと身を隠す爆弾魔まであり射手である男──ホイテロート。

　戦せん況きようを俯ふ瞰かん──バウハウス店の屋上から撤てつ退たいするロートヴィルト＝特甲児童を仕留められず／悪運を退けられず／最後の迎げい撃げきポイントへ移動──特甲猟兵達＝同じく移動──都市管理局を占せん拠きよする軍勢が迎撃体勢に。

　南方──シュタードラウアー通り＝建物の陰になって見えにくいが車列が移動している──シュタドラウ駅にいたＭＰＢ大隊がこちらへ侵しん攻こう──決戦に加わろうとしている。

　列車＝汽笛の雄お叫たけび──あれほどの猛もう攻こうを受けながら信じがたいしぶとさで疾走──汽車が走り出す前に〈ローデシア〉の〈サイクロプス〉が送ってきた情報がなければ、どこまで突き進むか予測することは難しかっただろう。

　やがて列車が鳴らすけたたましいブレーキ音が彼方からかすかに届いてきた──まるで死者を弔とむらうという嘆き女バンシーの泣き声のよう。

　悪運を振り払え──強く念じた／パートナーと自分に向けて／いよいよ正念場が訪おとずれたのだと察して──そこが最後の戦いの場／備えることが出来た全すべての火が投じられる場だ。

　もしそこでやつらを焼き滅ほろぼすことが出来なければ──狩られるのは自分達だ。
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《間もなく目標地点！》ガブリエル＝どうだ見たか、という感じの咆ほう哮こう。《停車する！　倒たおれないよう何かにつかまれ！》

　キキキキィ──ッ＝猛もう烈れつなブレーキ音──まるで錆さびついた巨きよ大だいな門を押し開くよう。

　駆く動どう輪／線路／車輪が火花を発する──おびただしく被ひ弾だんし、焼かれながら走り続けてきた九両編成の列車が停とまる──ぴたりと目標の位置につく。

　右＝真横──大型ショッピングセンター〈ストップ・ショップ・シュタドラウ〉の巨大な箱形の建物が日を遮さえぎる。

《目標地点に到とう達たつ！》ニナ＝号令。《行け！　ただちに施し設せつを占拠し堡ほう塁るいを形成！　我々の突とつ入にゆう拠きよ点てんにしろ！》

　だが異変──ショッピングセンター屋上に突とつ如じよとして多数の影かげが出現。

　赤い盾たてと白十字のシンボルを持つオーストリア陸軍のアームスーツ×二十体余──完全武装のスケルトンアーマー兵×五十名余──ずらりと並んで火器を構える。

　建物の南側──フリーマーケット会場の駐ちゆう車しや場から回り込んでくる兵科＝オーストリア軍機き甲こう大隊の戦車×十台──次々に道路を横切り線路に乗り上げて列車の退路を塞ふさぎにかかる。

《待ち伏せだ……》ヘルベルト大たい尉い＝虚きよ脱だつ気味──第九車両＝護送するケンタツエンタウロスオアー×二台の向こうに現れる戦車群。《罠だ。すごい数だ。勝てるわけがない。投降を──》

　その弱気な声があっさり遮られる──立て続けの号令。

《行くぞ野や郎ろうども！》御影＝機関車の盾になることをやめて機体を疾走させる──ショッピングセンターの左側に回り込む／建物の向こう側に走り込んで敵を攪かく乱らんしにかかる。《ここはすでにやつらの玄げん関かん口らしい！　わざわざ出で迎むかえてくれた親切な連中に、しっかりと挨あい拶さつをしてやれ！》

《突とつ撃げきせよ！》ギリアン＝通信越ごしに火が燃え移りそうな声──ショッピングセンター右側に回り込む／列車後方から現れた戦車の一団を相手取る。《生きつ粋すいのオーストリア軍人として、恥はじ知しらずの国こく賊ぞくを一いつ匹ぴき残らず駆く除じよし、迷めい妄もうに巻き込まれた同どう胞ほうの目を覚まさせろ！》

　列車の前方・後方でそれぞれＭＳＳ戦術班と第二作戦部隊が意外なほど的確に連れん携けい＝即そく応おう。

　第三・第五・第六車両から雪崩なだれを打って飛び出す人々──ＭＰＢ中隊第一班・第二班／ＭＰＢ機動捜そう査さ課／モリィ／イザベラ──ＭＳＳの軍用機体×四台が彼らの盾となってともに幅はば十メートルに満たないマリーエッタ＝ブラウ通りを進む。

　反応が遅おくれるショッピングセンター屋上の一団──列車に投降でも呼びかける気だったらしいスケルトンアーマー装備でぴかぴかの徽き章しようをつけた指揮官らしき男が拡声器を手に何かを言いかけた。《お前達は──》

　次の瞬しゆん間かん、その男の顔面に弾丸が命中──陽炎＝必殺かつ必中の一いち撃げき──左半分がごっそりなくなった男の頭部から噴ふき出す血が隣となりにいた兵士に降り注ぐよりも前──機関車の屋根から跳とんだ涼月＋夕霧が襲しゆう来らい──どん！　スケルトンアーマー兵の胴どうへ右フック＝爆ばく砕さい──びゅっと音を立てて空を裂さくワイヤー＝別のスケルトンアーマー兵の首をすっぱり切断。

　涼月＝左方向のアームスーツの一団へ突撃──夕霧＝右方向のスケルトンアーマー兵の一団へ遊ゆう撃げき──その両側面から挟きよう撃げきする二つの火──青い火・紫むらさきの火──問答無用。

「ドキドキするっしょぉ──ッ!!」乙＝建物の左側から弧こを描えがいて迫はく撃げき──涼月とアームスーツの一団を挟はさみ撃うち──一いつ閃せん──たまたま端はしにいたアームスーツの頭部が宙を舞まった。

「待ち伏せがなんぼのもんですの──ッ!!」鳳＝建物の右側から猛烈な掃射──屋上の縁へりから身を乗り出して汽車を見下ろしていたスケルトンアーマー兵に降り注ぐ弾丸──慌あわてて頭上へ機き関かん銃じゆうを向けようとするも苛か烈れつきわまる掃射になぎ倒される／屋上から落下。

　指揮官不在となった屋上の一団＝左右に広がりきった横列──建物の端と端にいる者では互たがいの状じよう況きようが理解出来ず──列車を撃つ者／列車から飛び出す人々へ銃じゆう撃げきを始める者／特トツ甲コー児童に応戦しようとする者──ばらばら。

　後方から迫せまる戦車隊──第二作戦部隊の機体×四台──ケンタツエンタウロスオアー×二台──攪乱。

　先制＝最初に線路に乗り上げてきた戦車の砲ほう塔とうが火を噴く──爆ばく音おん──砲ほう弾だんがケンタツエンタウロスオアーの脚きやく部ぶに斜ななめに当たる／弾はじかれる／線路脇わきに停められていた貨物列車を吹っ飛ばす。

《戦え！》ギリアン＝第九車両に閉じこもるヘルベルト大尉と歩兵連隊へ。《いつまでその中にいる気だ！　戦車の的にされたいか！》

《なんということだ。これでは内戦だ》ヘルベルト大尉＝嘆なげき／諦あきらめ／開き直り。《全員、列車を下りて建物へ移れ！　応戦を許可する！　いいか、応戦を許可する！》

　遅れて第九車両からどっと溢あふれ出す歩兵連隊の兵士二十名──ヘルベルト大尉と射手二名が車内から援えん護ご射しや撃げき＝持ち込んだ装そう甲こう車用チェーンガンを屋上と戦車に向かって乱射。

　建物の周辺で勃ぼつ発ぱつする火線の応おう酬しゆう──ＭＳＳ戦術班の機体×五台＝左側面から回り込んでショッピングセンター正面側へ──同国人であり敵である者達と遭そう遇ぐう＝散開──火線を放つ。

　三角形の駐車場／ゲベルパーク通り／その向こうのショッピングセンター東館──赤い盾＆白十字のシンボルを持つ軍勢──軍用車両×三十台──戦車×二十台──突とつ然ぜんの銃じゆう声せいに応じて一いつ斉せいに移動するアームスーツ×二十体──スケルトンアーマー兵×五十名。

　頭上の轟ごう音おん──戦せん闘とうヘリ×八機──機銃座付き輸送用の航空支し援えん機×八機。

　数と兵科で上回る敵──本来であれば列車ごと治安組織の連合部隊を包囲殲せん滅めつしうる戦力。

　だがそこへ到とう来らい＝ＭＰＢ大隊の一団──どんぴしゃのタイミング／列車に敵が集中する間にシュタドラウ駅を出てゆるゆると北進──シュタードラウアー通りへ＝情報汚染による放置車両の山を戦車で踏ふみ潰つぶす／ヒルシュシュテットナー通りへ出る──路上に堂々と姿をさらす。

「撃て」オーギュスト大隊長＝先頭の戦車から指令／さながら裁判官が判決を下すかのような重々しく問答無用の命令──戦車×四台がノック代わりの砲ほう撃げきをぶっ放す──都市管理局の南側フェンスが木こっ端ぱ微み塵じんに／建物の壁かべに盛せい大だいな亀き裂れつ／ガラス細工の洒落しやれた装そう飾しよくが崩ほう落らく。

　高速Ａ２３号線で列車を襲撃していた装甲車＋大型トラック＝都市管理局の敷しき地ちに入って弾だん薬やくを補給していた者達が慌てて逃にげ出す──砲撃で吹ふっ飛ぶ装甲車＋トラック。

　ショッピングセンターで防ぼう御ぎよに当たろうとしていた軍用車両／戦車隊／航空支援機──いずれも対応を余よ儀ぎなくされる／すぐさま転進──南東にあるヒルシュシュテッテン駅でＭＰＢ大隊の侵攻に備えていた部隊が不意を突つかれて慌てて移動。

　これまた本来であれば攻せめ寄せるＭＰＢ大隊を挟み撃ちにして殲滅しうる戦力差──だが見事にひっくり返すオーギュスト大隊長＝最適なタイミングで突撃／最善のコースを選せん択たく。

　ＭＰＢ大隊＝砲ほう火かと銃火で敵部隊を牽制しながらにわかに進路を変へん更こう──スーセンブルソナー通り＝都市管理局の東／汽車がいるのとは真反対の位置。

　南東・西＝どちらの敵部隊もＭＰＢ大隊を追わざるを得ず──主戦場から引っぺがされる／鼻はな面づらを引き回される。

　ショッピングセンター側──駐ちゆう屯とん軍＝ＭＰＢ大隊のせいで後ご詰づめの部隊が手て薄うすに──治安組織の連合部隊を包囲出来ず──どこもかしこも火力の押し相ず撲もうへと雪崩なだれ込んでいった。
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　汽車＝火は絶やさず待機──僅わずかな警備を残して兵力の大半を投入。

　線路の西側＝高こう架か線路下──地下の電力ケーブル坑こう道どうからぬっと現れる黒いアームスーツ＋赤いアームスーツ──互いにまったく会話をしないまま高架線路の下を移動。

　ムスタファ＝もともと意思疎そ通つうする気なし／〈キャラバン〉の影武者となった日本人に関心なし──どうせロートヴィルトの命令だろうと思い勝手について来させる。

　高架線路の柱の陰かげから汽車の様子を見る──ショッピングセンターでめちゃくちゃな戦闘が繰くり広げられている様子を傍ぼう観かん──列車の給水車の防備が手薄になったとみるや予備動作無しで飛び出すムスタファ。

　ダイヤを積んだ給水車へまっしぐら──走りながら探査照準器任せの機銃掃射で〈アイギス〉の目と耳である〝ハエフリーゲ〟を撃ち落とす──給水車まであと百メートルもない地点で異変。

　ムスタファのアームスーツの眼前で線路周囲の芝しば生ふに機銃掃射の着ちやく弾だん──猛烈な土つち煙けむり。

　ぐにゃっと方向転てん換かん＝急カーブ──掃射をかわす／横っ飛びに避さける──機銃を構える。

　撃ちながら突とつ進しんしてくる青いアームスーツ＝日向──列車の進行中、飛んでくる車を防いだ際に地上へ／線路西側を偵てい察さつしながら移動──ダイヤを狙ねらう敵を迎え撃つため警けい戒かい。

　ムスタファ＝至近距きよ離りで掃そう射しや──さっと跳ぶ日向＝機き銃じゆうを棍こん棒ぼうのように振ふり回す──ぐにゃりと避よけるムスタファ＝また転がる／素す早ばやく立ち上がる／右みぎ腕うでに溶よう断だん機能付きの刃やいばを現す。

　気づけば赤いアームスーツが消えている──ムスタファ＝憤ふん慨がい。《くそが。逃げやがった》

《来ると思っていた》日向＝アームスーツの右腕に同じく溶断機能付きの刃を現す。《部隊が壊かい滅めつした後でもダイヤが欲しいか》

《なんなんだお前》ムスタファ＝言いつつ急な動作で刃を振るう──打ち弾かれる──怒いかり心頭／ぶつぶつこぼれ続ける呟つぶやき。《なんだってんだ。電子マネーだけで資金源になるか。くそが。兵隊を動かすのは物だ。人を殺すのも物だ。ダイヤの山だ。ふざけやがって。俺のダイヤを燃やしやがった罰ばち当たりどもが。手足を切って焼き殺してやる》

　斬きり結ぶ／組み合う／殴なぐり合う──同じ民族でありながら憎ぞう悪おに満ちて戦う。
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　アウ・パークの小さな森＝もう一つの戦場──ＤＹ＋フロスト＝巧たくみな連携／互い違ちがいに攻める・守る・引きつける・叩たたく──〝歩ウオ行ーカ者ー〟＝背に自動機銃＋頭部に火か炎えん放射器──機械仕じ掛かけの迅じん速そくさで連携するロボット犬だが動きを読まれ一体ずつ確実に破は壊かいされていく。

　機械の猟りよう犬けんとともに攻めてくる赤いアームスーツ──一対一では恐おそるべき手て練だれ／だが戦闘慣れしていないことをすぐに見み抜ぬかれる。

　赤いアームスーツの間合いとタイミングを的確に乱すＤＹ＋フロスト──狙いは相手を撃げき退たいするのではなく逃のがさないこと／退路のない場所に誘さそい込む／絶対確実に仕留める／本気で攻めれば勝てそうだと思わせておいて致ち命めい的な一撃を叩き込むべく誘ゆう導どう──攻めているようでいて深みにはまっていく赤いアームスーツ──戦闘を愛するＧチームの面目躍やく如じよ。

《くそったれホイテロートからの攻こう撃げきがありません》ＤＹ＝接近戦の最中も余よ裕ゆうの通信。《俺の勘かんでは、先ほど森の外をＭＰＢの部隊が移動したのに合わせて、やつも居場所を変えたように思われます》

　アウ・パークから二百五十メートル先──ヒルシュシュテットナー通りそばの木々の陰＝ハリー＋ミハエルが四方を探査／戦せん況きようをじっと読み取る。

《私も同感だ》ハリー＝戦闘中の部下を支援せず／絶大な信しん頼らいのもと別行動。《今や戦場はこの一帯に限定されている。ロートヴィルトもホイテロートも一キロ四方の中にいるはずだ》

《見つけたようです、〈ナイト〉》ミハエル＝カメレオン装備で木々に溶とけ込む立射姿勢／特大のライフルをぴたりと一点に向けて構えながら。《このアームスーツの探査機能がなければ見破れない電子的な迷めい彩さい皮ひ膜まくに覆おおわれた筒つつ状じようの物体。アームスーツ用ライフルに違いないしろものが三百メートルほど先のバイク店の屋根にあるのが見えます。俺の直感では、射撃体勢に入ったロートヴィルトがあそこにいるのは間ま違ちがいありません》

《堂々と狙そ撃げき体勢に入っているわけだな》ハリー＝思案しているような調子／だが次にどうすべきかとっくに心に決めているという声こわ音ね。《ということであれば、私の直感では、ホイテロートは無防備なロートヴィルトを叩かんとする我々を、どこからか撃たんとしているわけだ》

《同感ですな。やつは出来れば我々がいるこの地点にトラップを仕掛けたかったに違いありません。だが列車の進行があまりに迅速果か敢かんであり、ＭＰＢ大隊長の侵しん攻こうがあまりに的確であり、我々の接近があまりに避けがたいものであるため、撃ち合いでもって対決せざるを得なくなっているのでしょう。やつと我々、双そう方ほうが、死キル・線ゾーンに踏み込んでいるというわけです》

《鹿しか狩がりの総仕上げが近づいている》ハリー＝じりじり這はうように道路へ近づく／ミハエルが気づいてアームスーツの頭部をそちらに向けるのも気にせず疾しつ走そうのためのクラウチング・スタイルに。《頼たのむぞ、レッド・ジャック。私はこれからロートヴィルトに向かって、獲え物ものを仕留めることを焦あせり、つい走り出してしまった愚か者として、全力で移動を開始する。つまるところお前は私を狙わざるを得ないホイテロートを、撃たざるを得なくなるというわけだ》

《おう、なんということを》ミハエル＝心から驚きよう嘆たん／ロートヴィルトの正確な位置を探さぐっていたライフルを下げる──拒こばみがたい命令に備える。《私がその役を担になうべきです、〈ナイト〉》

《私は私の命をアフガンで守り抜ぬいてくれた射手を信じている》ハリー＝機体の四し肢しが躍やく動どうのためのアイドリング状態に。《そしてまた、かつてのレッド・ジャックが、今ここで自らの宿しゆく業ごうに打ち勝つことを信じている》

　ＤＹ＋フロスト＝二人とも何も言わず──ミハエル＝何か言い返そうとして黙だまる──射手であり戦士であり対たい峙じすべき敵のかつての指揮官であった男がゆいいつの矜きよう恃じとして再びアームスーツに特大ライフルを持ち上げさせる──力強い英語流の返答。《アイアイ、サー！》

《よし。行くぞ。スリー、ツー、ワン……》ハリーのアームスーツ＝自身の武器を小こ脇わきに抱かかえる／地面を蹴ける／猛もう然ぜんと路上に躍おどり出る。《ゼロ》

　ヒルシュシュテットナー通りを走る純白のアームスーツ──ロートヴィルトがいるであろうバイク店まで三百メートル弱の直線コース。

　ミハエル＝すぐさま探査／射手としての感覚を総動員／かつての仲間の思考を正確に読み取る──今まさに戦場にいる者・優すぐれた射手たる特甲少女・まず間違いなく陽炎と対峙しているであろうロートヴィルト──その男を守らんとするホイテロート──爆ばく弾だん魔まにして射手たる男が今どこにいるかを刹せつ那なのうちに読み取る──ライフルを向ける。

　路上＝ハリーのアームスーツへ照射される一条の光線──ロートヴィルトが先刻までいたバウハウス店付近──園芸用品を売る大型ショップ＝デナー・ガルテンセンターの屋上。

　ミハエル──負傷／古傷／暗い過去──狙撃を妨さまたげる全すべてのあれこれを遠い彼方かなたに追いやってアームスーツとライフルを正確・静せい穏おん・凄せい烈れつに構えさせる──必殺の立射体勢。

　引き金が引かれた──くぐもった発射音／何かを叩きつけるような音とともに──宿業たる同どう胞ほうにして敵手を撃うち抜くための弾だん丸がんが放たれていた。
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　都市管理局ビル＝四十五階建て──コンクリート・鉄筋・ガラスのアートのような外観──外がい壁へきの一部は電子モニターであり〝未来への躍動と歴史との調和〟というこの都市が抱いだき続けてきたテーマに従い様々なアーティスト／ファッション企き業ぎよう／広告会社が提供した映像をランダムに表示──今はどの壁へき面めんもホワイトアウト。

　あのビルに一人でも辿たどり着けば形勢は逆転するという思い──マスターサーバーを正常化すれば治安組織に許されたもの以外の兵器使用を全て停止出来るはず。

　目標地点がまさに目と鼻の先にあるという事実ゆえに敵味方双方が一歩も引けず──西側ショッピングセンターの建物に侵しん入にゆうする治安組織の連合部隊＝たちまち一階フロアを制圧。

　屋上──被ひ弾だん・被弾・被弾＝涼月＋夕霧──いささかも止まらぬ突とつ撃げき＋遊ゆう撃げき。

　至近距離で特大機き関かん銃じゆうの掃射を食くらってもエメラルドの輝かがやきとともに恐るべき一いち撃げきを繰り出す特トツ甲コー少女──まるで止まらず──一部の兵士達が屋内へ退たい避ひ＝階段を上ってきた治安組織の面々と出くわす／苛か烈れつな銃じゆう撃げきをしこたま浴びる／狭せまい階段で滅めつ多た打ち。

　上空──戦闘ヘリ＋航空支援機──即そく座ざに一帯の制空権を我が物とするかと思いきや連れん携けいが乱れる──都市管理局ビル東側のＭＰＢ大隊の侵攻／どこからか飛んでくるプラズマ弾だん＋爆ばく雷らいの一撃──無人機／有人機／いずれも打だ撃げき──一機また一機と炎えん上じようしながら墜おちていく。

　鳳＝戦せん闘とうヘリに備えるも航空戦力を妨げてくれる見えない味方の存在を感じ取る──とても雛だけとは思えない／思案している暇ひまもない／ショッピングセンター屋上へ撃ちまくる──ふいに敵の航空戦力とは異なる何かが接近──火線が幾いく重えにも飛んでくる。

　迅速なＷ字飛ひ翔しよう──複雑な上下飛行で回かい避ひ──敵の姿を捕ほ捉そく。

　蛭雪──六肢し＝小型機銃──いかにも鳳の兵装を取り入れたというような武器をうねくる蛇じや腹ばらの六肢の先に備えて飛来──とてつもない弾だん幕まくの応おう酬しゆうへ。

　乙＝ショッピングセンター屋上の北側でばらばらと対空体勢を取るアームスーツ達を一体ずつ斬り倒たおしていく──ふいに殺意／すぐそばに脅きよう威い／見えない敵が迫せまる感覚──つながりをもたらすガラテア・コンプレックス的認にん識しき──瞬しゆん時じに回避。

　猛もう烈れつな機銃掃射＝火の奔ほん流りゆうが宙をなぐ──乙＝Ｚ字飛行──ジグザグに飛びながら火線をかわす──歪ゆがみきった気配を感じ取る。

　光葉──もうとっくに死んだ少年＝透とう化か防ぼう壁へきで姿を隠かくしている／けれども伝わる異様な存在感／歪んだ特甲の軋きしむ音──ざらざらに濁にごった電子音声。《目を潰つぶしてあげる。君の目を潰してあげる。青い目は嫌きらいだ。君の目は大だい嫌きらいだ》

　ショッピングセンター屋上──アームスーツの一団が屋上から追い出される＝密集し過ぎ／地上の戦火がめまぐるしく動いて的確な指示が下されず──涼月の右ストレート＝どかん！

　胴どう体たいに雷らい撃げき器の拳こぶしを食らったアームスーツが真後ろに吹ふっ飛ぶ──そばにいたアームスーツ数体に激げき突とつ──まとめて屋上から地上へ落下＝ＭＳＳ戦術班の機体が掃射──餌え食じきに。

　片手で数えるほどしか残っていないアームスーツ／同じくらい数が減ったスケルトンアーマー兵──みな先を急ぐようにして屋上から跳ちよう躍やく＝撤てつ退たい──通りの向こう側に布ふ陣じんする味方のもとへ逃にげる。

　涼月＋夕霧＝すぐさま建物の制圧を治安組織の連合部隊に任せて地上へ向かおうとする──屋上東側の縁へりに足をかけて跳躍せんとしたところへ襲しゆう来らい──砲ほう撃げき。

　二人とも瞬時に待たい避ひ＝横っ飛び／遅おくれて砲ほう弾だんが屋上に叩き込まれる──盛せい大だいな爆ばく音おん／粉ふん塵じん。

　赤あか銅がね色の特トツ甲コー猟りよう兵へい＝ガンバイク──砲ほう身しんをショッピングセンター屋上へ向けつつ浮ふ遊ゆう。

　かと思うと咳せき込む＝げほげほ──弱々しい声。「あかんわぁ……なんや調子悪いィ～」

　ばしゃっと開くフルフェイスのヘルメット──刺とげ々とげしい顔つきの少年＝三つの声／三つの顔つき──馬ば鹿かにした顔。「なんじゃァ～秋水あんちゃん、情けないのォ～」──やれやれという顔。「大事なときに風か邪ぜ引きよる～ゆーんかァ、ぼけがァ～」──青い顔。「あ～……あかんわァ、なんじゃァこれぇ……頭が溶けるようじゃァ～」

　三つの声が一つに束ねられる──本来の人格が前へ出る。「大人しゅうしとれやァ～、わしが片ァつけたるわ～」

　エメラルドの輝き──どどどどどど＝両足の駆く動どう輪のエンジン音──黒鉄色の特甲猟兵が屋上に降り立ち突撃体勢に。

《行けっ！》涼月＝仲間へ号令──ファイティング・ポーズ。《あいつはあたしがやる！》

　夕霧＝弧こを描えがいて疾走──屋上から跳躍。

　青い火／紫むらさきの火──それぞれの敵へ迫はく撃げき／要よう撃げき。

　陸王＝開いたままのヘルメット／夕霧・乙・鳳の動きを見やる──刺々しい笑えみを涼月に向ける。「ほんまァ～、どこまでもしぶといあまっこどもじゃのぉ～。ここらで終わりにしよかァ～」

　ばしゃっと音を立てて閉じるヘルメット──左ひだり肩かたの雷撃器＋左ひだり腕うでの盾たてを構える──疾走。

　涼月＝真っ向から突撃──猛然と拳を振りかぶった。
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　夕霧＝ホップ・ステップ・地上からの火線をかわす・くるりと転進・回転──ジャンプ。

　ワイヤーつきの杭くいを建物の壁かべに打ち込む──ぐるりと宙で弧を描く──敵の軍用機体の掃射を一発として浴びずに地上の放置車両の屋根に、どしん！　と着地──すぐさま疾走。

　背後＝西側ショッピングセンター内を占せん拠きよしたＭＰＢ＋第二作戦部隊＋歩兵連隊──窓という窓からすぐ目の前のゲヴェルベパーク通りにいる敵軍へ銃撃──一部が果敢に駐ちゆう車しや場へ出て行く／放置車両やＭＳＳの軍用機体を遮しや蔽へい物にしつつ前進／敵の隊列の向こう側にある東側ショッピングセンターを目指す。

　ゲヴェルベパーク通り＝二つのショッピングセンターと駐車場の間──ＭＳＳの軍用機体が奮戦／第二作戦部隊の軍用機体が敵戦車隊を蹴散らして参戦／味方のケンタツエンタウロスオアー×二台が砲ほう火かを放つ──火と鋼鉄の大乱らん闘とう／銃じゆう声せいのるつぼ／そこら中で火線／爆ばく炎えん。

　ショッピングセンターの大形看板＝トイザらス／タイヤチェーン／サンカンパニー／コスメスタジオ──次々に流れ弾だまで砕くだける／吹っ飛ぶ／鉄柱が折れて倒れる。

　敵勢＝〈白き盾〉とそのシンパ達／たまたま指揮下に入った部隊／他国の武装勢力はほんの僅わずか──十人ちょっとのトルコ系の残党／十人足らずの〈蟲〉／たまにしれっと敵軍に交じっているイタリア系のマスクマン／前線に押し出されて右往左往する〈ローデシア〉の生き残りっぽいスキンヘッドの下したっ端ぱ兵士が何人か──この事件を引き起こす前から都市に住み着いていた者達──汽車を止めようとして大半が撃げき滅めつされた。

　主に戦っているのは同国人という内戦状態──さすがに躊ちゆう躇ちよする敵軍＝だが繰くり返し彼らに下される命令。《戦え、戦え、戦え》《応戦せよ、応戦せよ》《目前の敵を撃滅せよ》《国を守れ、都市を守れ》

　まぎれもなく自分達の指揮官の声＋チャンネル＝会話は出来ず命令だけが一方的に下される──いずれもカラス博士が作り出す偽にせの声＋乗っ取ったチャンネル＝命令系統を完全に支配。

　夕霧＝変へん幻げん自在のフットワークで通りに迫る／敵てき陣じんの中に飛び込む／さんざん攪かく乱らん──そうしながら電子の攻こう防ぼうを感じ取る。

　敵の命令系統に割り込もうとしている〈アイギス〉──単に命令されて戦っている兵士達に呼びかけようとしている／だが姿なき情報汚お染せんの主体がしっかり妨げている。

　あのビルにいる──夕霧＝持ち前の直感／ガラテア・コンプレックス的認識──都市管理局ビルに情報汚染の主体がいる／自分達のつながりが届かない相手／つながりを否定する相手／別の悪あしきつながりを強要してくる相手がいる。

　ビル全体がどす黒いイバラに覆おおわれ空には暗雲が立ちこめているというビジョン──まるでおとぎ話に出てくる魔ま法ほうの力で呪のろわれた城のような光景。

　あの城に辿り着け──自分達が／特甲児童が／一人でもビルの中に入ってマスターサーバーの復旧用接続ユニットとなることが出来れば──この騒さわぎの全てを止められる。

　そうすれば──きっと、あの人も──怪かい物ぶつになってしまった少年のことも元に戻もどせる。

　遊撃的疾走──ジグザグ／行ったり来たり／ワイヤーを駆く使し──敵陣に切り込む白い特甲＝血と銃撃を浴びようとも構わずに──俊しゆん敏びんかつ軌き道どう不明の走りっぷり──軍用車両の屋根を蹴ってひときわ大きく跳躍──東側ショッピングセンターの屋根に着地──一番乗り。

　ぎりぎりぎりぎり軋む音──誰だれもいないと思っていた屋上──浮遊する白しろ銀がね色の甲かつ冑ちゆう。

　互たがいのつながりが閉ざされているせいで気配を読むことも出来ず──甲冑にまとわりつく暗黒のイバラのビジョン──ひび割れた声。《太陽だ。僕はまだ錆さびていない》

《白露さん……》夕霧＝棒立ち──にじむ涙なみだ／両手を大きく広げて。《聞こえますか……白露さん》

《君は誰？》白露＝振ふりかぶられる斧おの──自分が攻こう撃げきしようとしていることすら意識にないような様子。《なぜ僕らとつながらないの？》

　斧がなぎ払はらわれる直前──甲冑の真上から投とう擲てきされる爆雷の束＝一挙点火。

　爆炎が甲冑を包む／夕霧を炎ほのおが照らす──頭上＝黄の火──スズメバチの羽をはばたかせながら夕霧に茫ぼう々ぼうとした視線を送る雛──この少年は呼びかけても止まらない──力ずくで止めるしかない／ビルの中にいるはずの情報汚染の主体のように。

　そのために協力するという意図が伝わる──鳳を元に戻してくれたことへの御お礼れい。

　爆炎がぱっと消える──白露が掲かかげる盾──抗こう磁圧の爆ばく風ふうが噴ふん出しゆつ。

　夕霧＝迅じん速そくにかわす──両手に十糸のワイヤー＝自然と振り払われる涙──その頭上で８の字の軌道を描く黄の火──ウィーンの森以来の連携。

　斧と盾を振りかざす白露──次々に放たれる抗磁圧の見えざる刃やいば／鉄てつ槌つい／爆風──ことごとくかわす──夕霧＋雛＝ぱっと二手に分かれる──放たれる杭＋張り巡めぐらされるワイヤー／頭上から浴びせかけられるめくるめく火か炎えん放射──互いに攪乱を兼かねた攻撃。

　白露＝強固な防ぼう御ぎよに自信があるせいで回避運動が緩かん慢まん──攻撃主体の体勢──たやすく脚きやく部ぶにワイヤーが絡からみつく／まともに炎を浴びる──視界／探査／動作を奪うばわれる。

　力任せに振り下ろされる斧──抗磁圧の爆風が炎を吹き飛ばす／夕霧がいる辺りで荒あれ狂くるう──だが誰もおらず。

　ワイヤー＝雛の右足に絡ませてもらった一糸──弧を描いて空高く舞まい飛ぶ夕霧──右手をピストル型に構える＝人差し指＋中指──最大出力で二糸をなぎ払った。

　白露の甲冑にまともにヒット＝肩かた・胸・腰こし＝袈け裟さ斬ぎりに苛烈な火花──雛＝爆ばく雷らい投擲。

　衝しよう撃げきで屋上に叩たたきつけられる白露──夕霧＝雛に絡めたワイヤーを切り離はなす／宙でさらに一撃＝左手の五糸の乱らん舞ぶ──白露の甲冑／周囲の屋根で火花が舞い散る。

　直後に炸さく裂れつ＝幾重も噴出する爆炎──屋上の一角が砕ける／ワイヤーで切り込みの入った鉄骨が折れる──倒れた白露ごと崩ほう落らく──屋内へけたたましい音を立てて落下。

　着地し穴へ走る夕霧＝はたと停止──そこら中にどす黒いイバラの群＝燃え盛さかるよう。

　何もかもが黄色く輝く──自分達自身の特甲すら／レベル４の悪しきつながり。

　夕霧＋雛＝恐おそろしい力が狙ねらい澄すまして振るわれたことを悟さとる──この周囲にある全すべての電子機器から噴ふき出す黒いイバラ──〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の兵器／ショッピングセンターに存在する電子機器／駐車場の放置車両の山──ありとあらゆる経路からの侵入。

　情報汚染の主体＝都市管理局のマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉からの攻撃──たちまち視界が危険を示す黄色い輝きに満ちていった。
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　陽炎＝汽車から高こう架か線路へすぐさま向かう──路面電車用＝ゲヴェーア・パーク・シュタドラウ駅──二つのショッピングセンターと駐車場が見下ろせる絶好の位置。

　当然のように敵のスケルトンアーマー兵が配置──とっくにＭＳＳの軍用機体の掃そう射しやでなぎ倒された後──ありがたく高架線路の柱から柱へ移動／階段を上る／らくらくと駅へ──その屋根に到とう達たつ──這はっていって屋根の縁からライフルを突つき出す。

　地上の敵を片かたっ端ぱしから探査──撃うつ・撃つ・撃つ──敵の軍用車両の銃じゆう座ざで撃ちまくっている兵士を次々に狙い撃ち──敵の火線が弱まったところへ突とつ進しんしていくＭＳＳ＋第二作戦部隊の軍用機体──その後に続いて陣じん地ちを着実に拡大していくＭＰＢの面々。

　モリィ＝機動捜そう査さ課の射手達とともにライフルを構えている──イザベラ＝敵から奪った対戦車ロケット兵器を新体操のバトンみたいに軽々と扱あつかっている──駐車場に幾いくつも築かれる味方の堡ほう塁るい＝〈アイギス〉が情報汚染に拮きつ抗こう／ショッピングセンターのトラックを無人のまま動かす／味方のための防ぼう壁へきに。

　陽炎＝必殺の狙そ撃げきを放ちながら空気がぴりっと帯電するような感覚──よし、来たな──完全に予期された眼まな差ざし──ロートヴィルトがショッピングセンターの敷しき地ちの向こうにいる。

　すぐに見当がつく──高速Ａ２３号線＝陸橋の下の隙すき間ま──どうやらバイク店らしい建物の屋根にアームスーツのライフルっぽいものが日射で影かげを浮うかばせている──カメレオン機能で背景に溶とけ込んだとしても日光を透とう化か出来るわけではない。

　六百メートルほどの距きよ離り──その倍の超ちよう長距離狙撃を遂すい行こうしてきたという自負──かつてなく近い距離に感じられる／互いの存在どころか息づかいまで伝わってくる／錯さつ覚かくではなく確信をもって相手の心の働きが感じ取れる。

　他に狙撃手の視線は感じず──特甲猟兵は涼月達と対たい峙じ中／影かげ武む者しやどもはそもそも狙撃手ではない／ホイテロートはおそらくイギリスのアームスーツ部隊を相手にしていてそれどころじゃない──ロートヴィルト単独で狙撃を行うしかない。

　また会ったな、スナイパー──心のどこからか強気の声がわいてくる／腹の中で相手に呼びかける──何度となく私が／彼女が／陽炎が現れ、立ち塞ふさがり、撃ち返すものだから、すっかり無視出来ない気分になってるんじゃない？　それでもお前はそこで何も感じていないふりをしている──そうでしょ？

　戦せん況きようには無関心──雇やとわれ戦術指導者として死にゆく兵士達に何の共感もない／喜びも悲しみも感じていない──そう自分に言い聞かせ続けてきたんじゃないの？

　感じるのが怖くて──ライフルと自分達を汚けがされた反動で闇やみ社会に堕おちていった／自分の戦いから逃にげて他人の戦いに没ぼつ頭とうした──お前は堕だ落らくの償つぐないから逃げ続けた。

　無感情であろうとすることはどんな感情よりも強い心の悲鳴だ──私はそのことを嫌いやというほど知っているんだ──父様がおかしくなっていく日々／静せい穏おんさを盾にして耐たえ続けた／無感情になろうとして──ここにいるのは自分ではないとすら思い込もうとした。

　お前もそうだ／何者でもなくなろうとした／苦しみを無視することを選んだ／だから償いの道を辿たどるミハエルに置いて行かれた──血まみれの暗くら闇やみへ逃げ出した臆おく病びよう者。

　私はお前を逃がさない──私が終わらせてやる／私が償わせてやる／私がお前の行いを思い出させてやる──私はお前にとって避さけられない標的であり事件そのものでありお前自身の戦いの一部であるということを思い知らせてやる。

　絶大な怒いかりに裏打ちされた大いなる慈じ悲ひといった心持ち──この上ない静穏／つながりの実感／何もかもが自分の手の内にあるかのように拡張される感覚とともに狙いをつけた。

　ふいに地上で気配＝探査する一いつ瞬しゆん前に気づいていた──赤いアームスーツ。

　東側ショッピングセンターから陽炎がいる高架線路の駅へ急接近──高速Ａ２３号線から都市管理局の前を移動した／建物を回り込んだ──駆かけ込んできた。

　まるで涼月がいつもそうしているように──広々とした場所を突っ走る／自分を狙撃しなければ接敵するぞと言っている／放置すれば格かく闘とう戦を強しいられる──今いる場所から移動して仲間の背後まで撤てつ退たいさせようとしている。

　間ま違ちがいなくロートヴィルト命令──影武者を突っ込ませてこちらの隙すきを作りにかかった。

　この期ごに及およんで私との対決から逃げるのか、臆病者＝冷ややかな怒りとともに瞬しゆん時じに決断──やってやる──あのゴール寸前のラストスパートといった感じに疾しつ走そうするアームスーツも／そこにいるお前も／ともに打ち倒たおすだけだ。

　そのとき異変──駅の北側／陽炎の背後＝機き銃じゆう掃射の勃ぼつ発ぱつ──突っ走る赤いアームスーツが慌あわてて避よける／高架線路の北側へ移動させられる／駅への階段に近づけず弧こを描えがいて走る。

　背後＝探査に浮かび上がるもの──もう一体の赤いアームスーツ──おそらく森で黒いアームスーツを支し援えんしていたやつ／先ほど列車付近に出現してのち姿を消していた一体。

　あれは味方だった──ようやく合点／ＭＳＳのニナ長官代理がそんなことを言っていた／ミレニアム・タワー付近から回収されたアームスーツを運ばせた。

　走り回る赤い影武者──味方のアームスーツがすかさず接近──高架線路の柱の陰かげ／格闘戦を引き受けてくれる。

　ロートヴィルトにとって手痛い誤算のはず──そら見たことか──お前はもう逃げられないのだという思いとともに狙い澄ましたとき。

　いきなり視界が歪ゆがんだ──なんだこれは──夜の森の光景が迫せまる／揺ゆりかごが見せる夢／内的導引性・外的解かい離り性・二つのビジョンの渦うずがわき起こる──黒いイバラが一面にはびこる。

　都市管理局からの凄すさまじい情報汚染──レベル４の悪しきつながりがにわかに襲おそいかかるとともに彼方かなたから死の眼差しがぴたりと自分に向けられるのを感じていた。

　情報汚染の主体である誰かがそうしろとロートヴィルトに告げたのが何となくわかった──今その少女は無力になっていると／幼い頃ころのように／森の中で父のライフルの暴発という最悪の偽ぎ装そうを施ほどこして彼女を撃ったときのように──少女を撃つのは今だと。

　ふざけるなよお前──混乱をもたらすどす黒いイバラに取り巻かれながら／全身から噴き出す氷の刃のような冷厳たる怒ど気き──罠わなばかり仕し掛かけて／今このときになって／互いにライフルを握にぎり対峙しておきながら──無力な相手を撃ちたいのかお前は？

　お前はもう射手でも何でもない／お前そのものがライフルについた汚れだ──対決を拒こばむロートヴィルトへの熾し烈れつな怒りとともに／電子のイバラが絡みつくのも構わず──その腕うでと一体化したライフルから必殺の弾だん丸がんを撃ち放っていた。
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　涼月＝西側ショッピングセンター屋上──燃え盛るようなエメラルドの輝かがやき＝レベル３の拳こぶし──〈空港占せん拠きよ事件〉以来の激げき突とつ──陸王と真っ向勝負。

　陸王＝エンジンの唸うなりを発する車輪の両足／なぎ払われる回転ノコギリ／おびただしい機銃掃射／猛もう然ぜんと迫る両りよう肩かたの雷らい撃げき器／抗磁圧の爆風を放つ盾たて──全て身をもって経験。

　力任せの奮ふん闘とうに持ち込む涼月──相手のＳ字走行を直線的な突とつ撃げきで妨さまたげる／振るわれる回転ノコギリの刃に叩き込まれる拳──弾だん幕まくすら抗磁圧の弾だん頭とうたる拳で突とつ破ぱ／ショルダータックルを抉えぐるようなフックで迎むかえ撃つ──たまらず掲げた盾へ猛もう烈れつな右ストレート＝爆ばく震しん。

　盾がひしゃげる／拳が粉々に──互たがいに吹ふっ飛ばされる／転がり倒れる／体勢を立て直す。

「こんの、クソでたらめな拳げん骨こつあまがァ～。なんでもかんでも殴なぐりゃーえー思うとるわァ～。頭ん中どーかしとんのじゃァないかァ～」陸王＝フルフェイスのメットの奥から罵ば声せい──壊こわれた特トツ甲コーを再転送＝またたく間に修復──どどどどど＝ノコギリ／両足で轟とどろくエンジン音──突撃体勢。「二度と拳骨握れんよォ～、バラっバラにしたらァ～や」

「こっちのセリフだ、×××のノコギリくされ猿ざる」涼月＝二五二五署の捜査ですっかり身についてしまったスラング──再転送した拳をしっかり握りしめたとき──異変。

　いきなり床ゆかが変へん貌ぼう──泥どろたまりに見える／鳳を探して地下を這っていたときの光景／自分の両手足が開かないという恐きよう怖ふがどこからともなく押し寄せてくる。

　敵性のブリリアント・ユニットがもたらす時間の回転面の阻そ害がい──退けたはずのどす黒いイバラがそこら中から現れる／両手足に絡みつく／頭の中の脳内チップに侵しん入にゆうしようとする。

「行くどォ～!!」陸王＝その身から黒いイバラ──本人は気づいてもいない／機銃と盾を構える／疾走を始める。

　互いの最適な位置・最適な運動が歪められる──狙い澄ました情報汚お染せん／マスターサーバーの力をフル活用／途と方ほうもない出力──棒立ちになったままバラバラにされるイメージに心が支配されそうになる。

　音が消える──自分の口から発される猛烈な叫さけび／言葉にならない／思いの塊かたまりが声となって世界中の音をかき消す──足を踏ふみ出す──どす黒いイバラに絡みつかれながら拳を構える。

「なめんなっ！」怒りの声を上げて──これまで握りしめ続けてきたありったけのものを込めて真っ直すぐ迫り来る漆しつ黒こくの甲かつ冑ちゆうに向かって拳を振ふるっていた。
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　敵の航空戦力──見えない味方が次々に破は壊かい＝黄金色のプラズマ弾だん／鋼はがねを引き裂さく爪つめ。

　乙＝見えない敵に注力──ガラテア・コンプレックス的認にん識しきでその位置を・運動を読み取る──敵の機銃掃射／きらきら光るガラスの爪／抗こう磁圧の一いち撃げき──ぎりぎりで避ける。

　気配を頼たよりに灼しやく熱ねつの刃やいばを一いつ閃せん──かすめるだけで届かない──何度も見た相手の動き＝互いに読み合う／かわし合う──致ち命めい傷に至らず。

　ふいに異変──双そう腕わんの刃に絡みつくどす黒いイバラ＝青い火を消そうとしている／動きを鈍にぶらせようとしている／羽にも絡みついてくる。

《気をつけろ新人》声──見えない味方からの警告。《ブリリアント・ユニットからの情報汚染だ。私達はこのユニットを叩たたきに行く。ヘリを三つばかり残すから対処しろ》

　そこら中にはびこる黒いイバラ──どこからともなく飛行機の音が聞こえてくる／パパとママと乙が乗っていたルフトハンザ３１９便のエンジン音──揺りかごの夢が迫る。

　見えない敵の位置がつかめなくなる──どのような運動が最適かわからなくなる。

　ぴたりと滞たい空くう──〝柳リユー枝シの構え〟──だらりと垂らした双腕／眠ねむるように薄うすく開いたワニの目＋自分の目／極度の精神集中による全身の弛し緩かん──空無の境地。

　黒いイバラに絡からみつかれた自分へ群がる脅きよう威い──見えない敵／戦せん闘とうヘリ×三機──情報汚染の主体である誰だれかがそうしろと命じた──自由を奪うばわれた少女を引き裂けと告げた。

　眼前に出現＝きらきら光るガラスの爪──乙＝かっと見開かれる双そう眸ぼう／振り上げられる双腕──〝氷柱つらら斬ぎり〟の変形技＝一閃。

　左ひだり腕うでの刃でガラスの爪を斬り払はらった──右みぎ腕うでの刃で相手の胴どうをなぎ払った。

　身を翻ひるがえす──〝捲マクリの型〟──最も接近していたヘリのすぐそばを飛ひ翔しよう／二機目の眼前でＬ字ターン／三機目の下に潜もぐり込む──急上じよう昇しよう＆反転＆旋せん回かい──幾いく重えものヘリの火線を全すべて回かい避ひ。

　迫はく撃げき──三機目の頭上から滑かつ空くう＝一閃──尾び部ぶがすっぱり切断される。

　Ｖ字飛翔──二機目の真下から＝一閃──同じく尾部を斬り飛ばす。

　急激な制動＝滞空──ぴたっと宙で止まる──一機目が急旋回＝激しい火線。

　さっと急降下──〝捲の型〟第だい二に弾だん──乙を追って上昇する見えない敵とすれ違ちがう／きらきら光るガラスの爪がすぐそばを通り過ぎる──ヘリの火線に飛び込む。

　宙で火花＝ヘリの機銃掃そう射しやをもろに食くらった見えない敵──その姿が出現。

　断たたれたままの右腕／灼やき裂かれた胴どう部ぶの甲冑／ねじくれた四し肢し／とっくに死んだ少年を動かすいびつな特甲──乙に振るうはずだった抗磁圧をヘリに叩きつけていた。

　ヘリの無人のコクピットが砕くだける／ローターが千切れ飛ぶ／胴部から火花──宙で爆ばく発はつ。

　ばらまかれる炎ほのおと破は片へんを浴びる水銀色の甲冑──降下した乙を探して振り向く。

　その眼前＝とっくに再上昇していた乙──青く燃え盛さかる刃が光葉の甲冑を照らした。

　彗すい星せいのように尾おを引き飛翔する青い輝き──ミョーオーサマのワザモノと化して。

　ワニの目＋自分の目＝双眸でしっかりと相手をとらえる──とっくに死にひたされた少年。

　介かい錯しやくの刃──脳を奪われたグスタフさんに対してそうしたように──右腕の刃を振るった。

　一閃──ずんぐりとした甲冑の頭部──肩かたから肩へ真横に刃が通り抜ぬけた。

　そのまま飛翔──宙でぴたりと静止──油断なき残心の構え。

　甲冑に覆おおわれたままの首が宙を舞まう──三つのヘリとともに地上へ落ちていく。

　カイコガの羽が抗磁圧の噴ふん出しゆつを停止／透とう化か防ぼう壁へきの機能も停止／中ちゆう途と半はん端ぱに掲かかげられた腕がそのままの角度で固まる──甲冑の下の長い黒くろ髪かみがばっさり焼き切られて燃えている。

　首を失った体だけが数秒ほどふわふわ滞空＝唐とう突とつに特甲の機能が喪そう失しつ──ぷつんと糸が切れたように──二つのショッピングセンターの間へ落下した。
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　気づけば月が昇のぼっていた──辺り一面、夜の森の光景──地上に家族がいる教団の施し設せつ＝そこへ戻もどって行こうとする幼い少女。

　やがて起こる火・火・火──揺りかごの夢に覆われながら──その手に握る機銃を間断なく撃うち続けていた。

　これが今の自分だ──その手に火を備えて／目覚めることを受け入れて／機械にも温ぬくもりがあることを知って──むしろ以前よりも強きよう靭じんな肉体を手に入れた自分。

　蛭雪＝幻げん惑わくの舞まいとともに迫っては退く──六肢しの特甲を次々に変えて意表を突つこうとする。

　いずれも目め眩くらましに過ぎない──膨ぼう大だいな弾幕で牽けん制せい──特大の超ちよう伝導式重機き関かん銃じゆう＝一本槍やり。

　退けられる黒いイバラ──夜が消えていた／情報汚染をもたらす月が去った／夢が滅ほろんだ。

　夢を見るな──いつか示された言葉＝混こん沌とんとした世界で生きる意志──高く飛べ。

　悲しみを込めて──銃じゆうで止められるものの少なさを知りながら──揺りかごの夢を拒んだ。

　徒労という悪夢に耐え抜くために／現実を奪われずに／現実を守るために──敵対という過か酷こくな現実を乗り越こえるために戦えと己おのれに命じた。

　蛭雪＝殺気みなぎる凄せい絶ぜつな魔ま笑しようによぎる困こん惑わく──なぜこの娘むすめは電子のイバラの群に絡みつかれているにもかかわらず飛び続けられるのかという疑念。

　情報汚染が通じていないということに気づく蛭雪＝急旋回──自力で相手を墜おとさねばならないとみて六肢の特甲を全て灼刃ヒート機能ブレイドに切り替かえる──迫撃体勢。

　鳳＝アゲハチョウの羽を猛然とはばたかせて翻ほん転てん──相手が特甲を切り替えた隙すきを突く／幻惑を得意とする相手の意表を突く──重機関銃を両手で握って渾こん身しんの力でぶん回した。

　野球のバットのように振られる機銃──鳳の懐ふところに入ろうとした蛭雪の胴を直ちよく撃げき／特甲にめり込む／蛭雪の体がくの字に／ごぼっと声を失った喉のどが鳴る／赤い瞳ひとみがまん丸に見開かれる。

　吹っ飛ばされる蛭雪──咄とつ嗟さに姿勢制せい御ぎよが出来ず／めちゃくちゃにはばたくウスバカゲロウの羽／でたらめに舞う蛇じや腹ばらの六肢──燃え盛るようなエメラルドの輝き。

　蛭雪＝驚きよう愕がく／激げき怒ど──痛つう烈れつな反はん撃げきに対たい抗こうしようとしてレベル３を転送──脳に限界をきたしてでも相手を抹まつ殺さつするという意志。

　六肢が巨きよ大だいな草くさ刈かり刃ばのように変貌──音おん響きよう閃せん光こう装置を起動──鳳が予期した通りの最適な位置・最適な運動＝ガラテア・コンプレックス的認識による正確無比な位置予測。

　蛭雪＝最大火力を発揮するために幻惑の舞を停止／格好の的となって滞空──その朱あかと銀の特甲に向けてぴたりと構えられている機銃──破壊的な音と光の勃発をものともせずに。

「ご奉ダダダダ仕いダ！ダダたしダダダ！ますダダダダわ─ダ！ダダ─ッダダダ！!!」容赦ダダダダなくダ！ダダ降りダダダ！注ぐダダダダ火のダ！ダダ豪雨ダダダ！──おびダダダダただダ！ダダしいダダダ！弾丸ダダダダが蛭ダ！ダダ雪のダダダ！特甲ダダダダと羽ダ！ダダをまダダダ！たたダダダダく間ダ！ダダに引ダダダ！き裂ダダダダきバダ！ダダラバダダダ！ラにダダダダ粉砕ダ！ダダしたダダダ！。

　ひしゃげる・砕ける・ねじくれる・貫つらぬかれる＝弾丸のシャワー──紙の造花が水を浴びるように形を失う蛭雪の特甲＝レベル３の発揮が最大値に至らぬまま──ずたずたになって誰もいない南側の駐ちゆう車しや場へ墜ちていった。
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　いつでも走れる状態で待機する列車＝第四車両──〈アイギス〉内＝猛烈に働く通信官達。

　冬真＝ニナのために作戦のタイムチェッカーをしながら通常任務をこなす──〝ハエ〟の自動操縦プログラムを進行に合わせて切り替える／通信の同期をチェック／特甲児童達の状態を電子的に追つい跡せき──いち早く察知──受信されているおかしな信号。

「特甲児童のガラテア・コンプレックス・ネットワークが、複数の４ＪＯのものと思われる信号をとらえていることを確かく認にん」冬真＝それがどんな意味を持つか考えながら──これもまた雛が敵部隊に潜入してやったのだろうかと思案。

　ニナ＝戦場を映し出すモニターから目を離はなす／冬真の椅い子すの背もたれに手を当てる。「先ほどの、サードアイとシャーリーンのものと推測される信号とは異なるのか？」

「コードが異なります。三つのうち一つが都市管理局内に、あと二つは第二十ドナウシ二区ユタツトを移動しています」冬真＝本当に雛だろうかという疑念──複数のコードが示す感かん染せん状じよう況きよう＝三人のうち一人がウィルスのホストであり残り二人に感染したらしい。

　遅ち効こう性──ウィルスのホストはずっと二人と一いつ緒しよにいた／今いま頃ごろは症しよう状じようが悪化しているに違いない／だとすれば雛が自ら４ＪＯに冒おかされて敵の中に身を置いたとは思えない──雛と会ったという涼月の言葉といまいちつじつまが合わない。

　いったい誰が？　意図的な感染／あるいは知らないうちに感染──どちらかも不明。

　だが判明していること──サードアイに対して行われたことの再現＝ガラテア・コンプレックスが４ＪＯウィルスのコードを突とつ破ぱ口として情報汚染の主体とつながる──対抗。

「感染者の一人はブリリアント・ユニットです。都市管理局でマスターサーバー群をブレークアウトさせた人物が感染しています。誰かが……移動している二人のうちどちらかが、ウィルスのホストとなって、彼らを感染させたんです」

　冬真＝都市管理局ビルにいる感染者をしっかりマーキング──残り二人も電子的に妨ぼう害がいされて追跡不能にならないよう〈トリアイナ〉にいるディーゼル課長達やマスターサーバー〈[image: よう]ヨウ〉とつながった少年達とともに追跡。

「誰かがウィルスのホストとなり、やつらの主犯格に感染させ、最後の最後で決定的な突破口を開いてくれたというのか……」ニナ＝はっと息をのむ──何かを言いかける／冬真を見て口をつぐむ。

「ニナさん？」冬真＝振り返る。「どうかしましたか？」

「いや……」ニナ＝かぶりを振る──冬真の肩を叩く／果か敢かんな眼まな差ざしをモニターに戻す。「このチャンスを逃のがすな。全力で情報汚お染せんを解かい析せきし、戦闘中の者達を支し援えんしろ。この戦いに何としても勝たねばならん。そして、この戦場を……都市管理局を制圧した後で、我々に勝利をもたらしてくれた誰かを速すみやかに回収し……心から感謝の言葉を告げよう」
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　都市管理局ビル＝屋上──ガラス板のフェンス越ごしに眼下を望む──火の饗きよう宴えんを眺ながめる。

　脳のない男＝テオ・カラス博士──人形のような佇たたずまい／ぎくしゃく首を動かす。

　マスターサーバー群を駆く使しして最大出力による侵入を実行──にもかかわらず拮きつ抗こうされている／敵対する特トツ甲コー児童達の誰一人として電子の罠わなに捕とらえられず。

　サードアイが主体となり鳳の五十九番目の脳内チップを媒ばい介かいとしたときは圧あつ倒とう的に優位であったのに──自分が主体となりマスターサーバー群を媒介して打ち負けるとは思えず。

「理り屈くつに合わない」カラス博士＝首を縦に振る／横に振る──壊こわれた人形じみた動作。「いったいどういうことだ？」

「それは、こちらのセリフだ！」だしぬけに怒ど声せい──屋上に出てくる軍服の男＝上級将校であることを示す徽き章しよう／〈白ヴアイきスシ盾ルト〉のバッジ──拳けん銃じゆうを抜く。「あの有様を見ろ！　同国人同士が……白人同士が、殺し合っているではないか！　第二作戦部隊は未来党のベルツ将軍の部下のはずだぞ！」

「彼らは敵だ」カラス博士＝振ふり返りもせず──何かを招くように右手を動かす。「戦いたまえ。この国、この都市のために」

「貴様が我々の通信網もうを乗っ取っているのだな？」男が銃を構える──脳のない後頭部に銃じゆう口こうを向ける。「我々の兵器を勝手に動かし、損そん耗もうさせるだけでなく、兵士にわけのわからん攻こう撃げき命令を出し続けているのだな？」

「その通りだが、何か問題が？」

「死ね、脳なしの狂きよう人じんめ」男が引き金を引く寸前──けたたましい銃じゆう撃げき音。

　男が一いつ瞬しゆんで穴だらけに＝強きよう烈れつな銃撃で体が真横へ吹ふっ飛ぶ──ずたずたになって転がる。

　音もなく屋上に出てくる〝歩ウオ行ーカ者ー〟×一体＝背の機き銃じゆうから漂ただよう硝しよう煙えん──カラス博士の手招きに従う／その足あし下もとに侍はべる。

「私に侵しん入にゆうしているというのか？　どうやって──」カラス博士＝ごほっと咳せきが出る──きょろきょろ動いていた目が真っ直すぐ前を見る／手をゆっくりと顔に当てる。

　指が血で濡ぬれる──目め尻じり／鼻び孔こうから垂れ落ちる血──額に汗あせ＝高熱。

　肉体をとっくに捨てたことによる無関心さゆえに致ち命めい的な侵入を許したことを今になってようやく悟さとる──トレーラーを降りるとき額に汗をにじませていた老神父の顔がよぎる。

　カラス博士＝見開いた目を彼方かなたに向ける──トレーラーがいる方角に向かって感かん嘆たんとも怨えん嗟さともつかぬ嗄しわがれた声をこぼす。「そうか……。お前なのだな、バロウ」
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　戦場を避さけて第二十ドナウシ二区ユタツトの幹線をゆったり進むトレーラー＝〈恐ろしいデイノー〉号──マスターサーバー群の状況を映す幾いくつものモニター＝誰だれも見ておらず。

　バロウ神父＝青ざめた顔に浮うかぶ微び笑しよう──震ふるえる手足／汗まみれ／充じゆう血けつした目／鼻血を袖そでで拭ぬぐう──やんわりとリヒャルトに語りかける。「一定の病状をきたすと自動的に信号を送る仕様だ。感染させられたトルコ系の女性がいてね。彼女から得たサンプルを使わせてもらった」

　リヒャルト＝ぎらぎら光る緑の目──額に汗／ハンカチで鼻血を拭う／手の震えを見やってますます怖こわい笑えみを浮かべる。「なんとまあ、やってくれたものだ。この私に感染させるとはね。あなたが属するコミュニティが得意とする、殉じゆん教きよう精神というやつかな？」

「贖しよく罪ざいだよ、リヒャルト・トラクル」バロウ神父＝深いため息──座席に身を沈しずめて。「私は君達を止められなかった。メンデルもポラックも救えなかった。子供達を火の中へ送り込むことに荷か担たんするだけで何も出来なかった。しかもそれだけではなく……犯おかした罪ゆえに、メンデルやポラックを差し置いて一人だけ生き延び、あまつさえテオ・カラス博士にあのような技術を提供することまでしてしまった」

「ほほう？」リヒャルト＝嘲あざ笑わらうように。「あなたは望んで科学技術を提供したのではなかったかな？　それが将来の技術発展につながると信じてね。そのことを今さら悔くやんでいるというのかね？」

「やはり、知っていたというわけだ。いや、当然だな」バロウ神父＝遠い眼差し──目の前にいる悪あく魔まを通してかつての悪あく業ごうを見つめる。「君の言う通りだよ。私は自ら望み、そしてそのことを悔やんでいる。メンデルは自分が後こう悔かいすると悟りながら、ロケット開発のためミサイル研究に協力したヴェルナー・フォン・ブラウンの名を借り、未来党にも協力させ、特甲開発に携たずさわった。彼には、それだけの覚かく悟ごがあった。だが私は愚おろかなことに、まさかここまで悔やむことになるとは思いもよらなかった。四人の特甲開発顧こ問もんのうち、私だけが生き残った理由は、まさに〈インフィニティ〉の教祖となり身を隠かくしたアルブレヒト・アイスラー博士と同じなのだ。私は昔、違い法ほうな医い療りよう技術に荷担した。〈インフィニティ〉の会員となり、脳を機械と接続させて生きながらえさせる研究を行った。のちの犠ぎ脳のう体兵器や犠脳ユニットの初期モデルは……その理論は、私が構築したのだ。その結果、ありとあらゆる災わざわいの蓋ふたを開きながら、それゆえにむしろ、君達のような存在から命を狙われずに済んでしまった」

「で、我々を邪じや魔ましてやろうと思ったと？」リヒャルト＝びーっとハンカチで鼻をかむ──血で真っ赤／歯は茎ぐきからもにじむ血／白い歯が血まみれに──凶きよう悪あくな笑み。「なんとも無益で愚おろかな行こう為いだな」

「いいや、そうではないよ。私は誰の邪魔をする気もない。むしろ逆だ。メンデルも私も……特甲開発顧問の誰もが、将来の技術革新のため、持てる全すべてを注いだ。善も悪も判断がつかぬまま、時計の針を推おし進めることだけを考えていたのだ。そんな私が、今ここで特甲レベル４の完成に命を尽くすのは当然ではないかね？　テオ・カラス博士のブリリアント・モデル、ポラック博士の魂プシケーのレポート、私の犠脳ユニットや接続官コーラスの接続システム理論、メンデルやアルブレヒト・アイスラー博士の脳内チップによる覚かく醒せいモデル……。それら全てを、メンデルのガラテア・コンプレックスが統合する。それこそがレベル４であり、その力を与あたえられた子供達が、君達という悪魔を退かせることだろう」
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　福ふく祉し局地下＝マスターサーバー〈[image: よう]〉の基幹ユニット──眠ねむれる少年達。

「涼月ちゃん……」ぽつりと響ひびく声。

「えっ？」マリア＝息をのむ──モニターから目を離して慌あわてて振り返る。

　輝かがやき＝吹雪＋水無月──にわかに羽が展開──身を包む＝サナギと化す。

　マリア＋職員達＝固かた唾ずをのんで見守る──二人の少年＝ともに電子の決戦に赴おもむく。
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　第二十ドナウシ二区ユタツトをのろのろ移動するトレーラー＝〈意パム地プレ悪ー〉号──スピーカーから響くバロウ神父の声。《そうして初めて、私達が犯した罪は過去のものとなる。真に平和を勝ち得た子孫によって、私のしたことは愚かな行為であったと難じられ、裁かれることになるのだ。君達の行為と存在もろともね──》

　シャーリーン＝裂さけんばかりに開かれた瞼まぶた／愕がく然ぜんとなって震える。「噓うそでしょ……バロウ神父まで４ＪＯに感染してたの？　何それ。バイオテロをやらかす神父なんて前代未み聞もんでしょ」

　車内に響く別の声──〈カロン〉＝ウィルスに汚染された秋水の脳。《苦しい……なぁ、あんちゃん……。わし、苦しい……助けて、あんちゃん……》

　感染源＝〈太公望〉の嬉うれしげな声。《地じ獄ごくは近づいています。その入り口はあなた方の足下でもう開いたも同然でしょう。吾われは無事に務めを果たしたようです》

　シャーリーン──反射的に銃じゆうを取って〈太公望〉へ向ける。

「よせ」制止の声＝サードアイ──満面の汗と血の滴しずく。「新たな信号を解析しろ。我々のウィルス解析のサンプルになる。一刻も早く防ぼう御ぎよをとらねばリヒャルトどもと共とも倒だおれに──」

《ここが地獄の一丁目さ、ボス》またもやサードアイの口から放たれる少年の声。

　サードアイの喉のどが上下する／強こわばる／震える──シャーリーン＝だらんと銃を握にぎる手を垂らす／なすすべとてなく──その頰ほおを苦痛の汗とともに絶望と怒いかりの涙なみだが流れ落ちる。
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　東側のショッピングセンター屋上──振り払はらわれていく悪あしきレベル４のビジョン。

　雛＝宙で爆ばく雷らいを構える／屋内に叩たたき落とした白露を探査──そうしながら誰が何をしたか／今まさに何をしようとしているかを正確に理解──ああ、そうだったのか。

　バロウ神父もまた己おのれを犠ぎ牲せいにしていた──〈太公望〉のように務めを果たしていた。

　二人の少年もまた務めを果たすべく戦いに挑いどんでいる──盾たてであることから一転してブリリアント・モデルに真っ向から攻せめ寄せる吹雪＋水無月＝いつものように──その身を挺ていして。
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　都市管理局ビル＝屋上──ふらつくカラス博士。

　脚あしが震える／よろめく／ガラス板のフェンスに両手をついて体を支える──とっくに脳が分ぶん離りされているにもかかわらず肉体の変調がダイレクトに精神を混乱させる──犠脳ユニットとなって息づく本体に電子的な影えい響きようを及およぼされる。

　体内の４ＪＯに干かん渉しようして死し滅めつコードを突つき止めようとする──マスターサーバー群の解析ですら時間がかかる──サードアイが持ち込みハンス・Ｗ・クラインが〈ローデシア〉や凶きよう悪あくな武装犯たちを統とう率そつするために用意した品＝複雑にコードが書き換かえられている。

　この肉体を捨てるときだ──カラス博士の脳が／精神が／魂たましいが最後の解決策を肉体に命令。

　都市を支配する上位ネットワークたる〈外げ典てん〉そのものを己の第二の生命とするときが来た──都市内の特甲児童達を支配下に置くか全ぜん滅めつさせてからそうすべきだったが状じよう況きようはすっかり変化してしまった──ならばさらにその状況を変化させればいい。

　ガラテア・コンプレックスの干渉をここまで防止出来なかった原因を究明するのは〈外典〉と一体化してからでいい──今は侵入経路と化したこの肉体を一刻も早く捨てなければ。

　そばにいる〝歩ウオ行ーカ者ー〟が機銃をカラス博士に向ける──犠脳者の肉体を破は壊かいして新たな誕生をもたらすべく弾だん丸がんが放たれる寸前──〝歩ウオ行ーカ者ー〟が木こっ端ぱ微み塵じんに爆ばく発はつ。

　衝しよう撃げきでガラス板のフェンスに叩きつけられるカラス博士──ずるずるくずおれる／その体が途と中ちゆうで止まる／ぐいぐい持ち上げられる──フェンスに押しつけられて動けなくなる。

　すうっと姿を現すぼさぼさの髪かみの少女──皇＝にっと真っ白い歯を見せる。「お久しぶり、カラス博士。なんかちょっと見ないうちに、脳みそなくなっちゃったんじゃない？　あ、最後に会ったとき、もうなかったっけ」

　カラス博士＝もがく／手足をぎくしゃく振り回す／口をぱくぱくさせる──声すら出ず。

　左手＝カラス博士の喉のど元もとをつかんで離はなさず──螢＝電子的にもがっちりとカラス博士を捕らえる／４ＪＯウィルスが形成する回路と接続──思う存分操作。「お前もガラテア・コンプレックスにつながるようにしてやる。お前の脳がどこにあるか判明するまで、この肉体を生かし続けてやるぞ」
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　幻げん覚かくの泥どろを跳はね散らかして繰くり出した拳こぶし──つながり合えという意志──振り下ろされる回転ノコギリの刃はの一つ一つすら認にん識しき出来る──最適な位置・最適な運動──ずどん！

　真っ直ぐ迫せまって来た陸王の顔面にめりこむ右ストレート──情報汚お染せんに支配されているはずの涼月にとどめを刺さそうとして振るわれたノコギリが宙をなぐ。

　吹っ飛ぶ陸王──涼月＝接せつ触しよくを通してお前もつながれと陸王に働きかけるが暗くら闇やみに向かって声をかけるような異様な実感が返ってくる──そこには誰もいないのだと告げられた気分。

　ああ、ちくしょう、こいつも死んでいる──脳の一部が壊え死ししている／犠脳ユニットの補ほ佐さで精神を再構築している／脳内チップが脳の代わりに体を動かしている──悪しきレベル４がとっくに死んだ子供を生きているように振る舞まわせている。

　悲痛に満ちた認識が胃の底をちくちく刺す──だらりと両拳を垂らす／無意識にぽつりとこぼれる言葉。「ごめんな間に合わなくて」

　ぐらつきながら起き上がる陸王＝半ば砕くだけたヘルメットから覗のぞく血まみれの顔／打だ撃げきに負けず戦意に満ちた凶きよう暴ぼうな笑み──両足の車輪が猛もう然ぜんと回転。

「こんのあまっこがァ！　よっくもやりよったなァ～！　え～加減、くたばれやァ！」陸王＝真っ赤な唾つばを吐はき散らしながら怒ど号ごう＝フルスロットル──直進コース。

　涼月──すっと前へ出る／親しい相手に歩み寄るように。

　掲かかげられる盾＝放たれる抗こう磁圧の爆ばく風ふう──涼月＝レベル３の左拳で完全に相そう殺さい。

　そのまま突っ込んで来る──盾の横側へ鋭するどい右フック＝盾の角度がずれる／その向こう側にいて、もしかするとつながることが出来ていたかもしれなかった相手の胴どうへ──左フック。

　どん！　土手っ腹に突き刺さる拳──身を折る陸王＝瞠どう目もく──甲かつ冑ちゆうに滞たい留りゆうする衝撃の釘くぎ。

　陸王の足が止まる＝肩かたの雷らい撃げき器で押しのけようとする──かわす涼月＝陸王の腰こしの上へ苛か烈れつな右のキドニーパンチ──二つ目の衝撃の釘が叩き込まれる。

　陸王の甲冑に滞留し増ぞう幅ふくされる衝撃──跳はね上がる回転ノコギリ＝左拳のジャブが粉ふん砕さい。

　ノコギリが砕ける／刃が飛び散る──さらに左ジャブ＝盾が弾はじかれて胸元が無防備に。

　最後の右ストレート──陸王の心臓に向かって打ち込んだ。

　三つの衝撃が一つに──漆しつ黒こくの甲冑が内側から膨ふくらむ／弾け飛ぶ／火花を噴ふく──両りよう肩かたの雷撃器が破は裂れつして破片をばらまいた。

　崩ほう壊かいした甲冑の残ざん骸がいを身にまとう陸王──見開かれた目で涼月を睨にらみ続ける。

「この……」何かを言いかける──口と鼻からどっと溢あふれ出す血──ぐるりと白目を剝むく。

　完全ＫＯ──凶悪そのものだった特トツ甲コー猟りよう兵へい＝力尽つきてその場にくずおれた。
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　鳳＝旋せん回かい──墜おちていった蛭雪に背を向ける──都市管理局ビルに向かってはばたく。

《あたしも連れて行け！》地上から通信──涼月が西側ショッピングセンターの屋上を走る／エメラルドの輝き──その特トツ甲コーがレベル３から通常の姿へ。

　ひらりと舞う鳳──大きく跳とぶ涼月──伸のばされた手／機き銃じゆうを持たぬ方の手。

　ヴィエナ・タワーが崩壊したときのように──互たがいにつかんだ──今度は離れずに。

　そのまま舞い上がる──敵の航空戦力なし──地上の戦いを仲間に任せて目標地点へまっしぐらに向かう。

　ビルのガラス張りの壁へき面めん＝無人のフロア──機銃掃そう射しやのひとなぎ──ガラスが砕け散る。

　飛び込んだ──涼月が手を離して着地──ふわりとはばたき狭せまい空間で滞たい空くうする鳳＝脳内チップを通して建物の構造を確かく認にん。「エレベーターシャフトから地下の基幹ユニットに向かいましょう」

「あれか」涼月＝同じく確認──広々とした事務フロアを突っ走る──電子錠じようでロックされたセキュリティ厳重な自動ドアを拳で粉砕──すぐ後ろから飛んでついてくる鳳。

　屋内に敵はおらず──エレベーター・フロアへ──エレベーターのドアを拳で吹ふっ飛ばす。

　がらんがらん音を立ててシャフトを落下していくドア──ひょいと飛び込む／さっと舞い飛ぶ──エレベーターのワイヤーをよけながらシャフトの壁かべを蹴けって下りる涼月──螺ら旋せんを描えがくように舞い降りてゆく鳳。

　該がい当とうフロア＝地下二階──涼月が再び痛つう烈れつにノック──弾き飛ばされたドアが通路でけたたましい音を立て転がる。

　通路の先＝無人の空間──接続官コーラスの少年二人がいたような場所──だがもっと大きい／安楽椅い子すはなし。

　円形フロアの中心に柱状の基幹ユニット＝無数の稼か働どう音／都市のライフラインを管理するマスターサーバー〈[image: あまた]アマタ〉の枝の一つ──涼月が歩み寄った。「あー……どうすりゃいいんだ？」

　鳳＝その隣となりに舞い降りる／羽をたたむ／ずしんと音を立てて機銃を床ゆかに置く──〈アイギス〉へ通信。《都市管理局ビル内に到とう達たつ。これより基幹ユニットに接触します》

《よくやった》ニナ＝込み上げる喜びを抑おさえている──万ばん全ぜんの警けい戒かい。《セーフガード車両が二つともお前達を追つい跡せきしている。やってくれ。黒シユヴ犬アルツと……涼月隊長と一いつ緒しよにな》

《了りよう解かい》鳳＝振ふり返る──期待を込めずに質問。「電子戦の演習のご経験は？」

「あー……うちは夕霧しかそういうのやったことねーんだ」

「なら、あたくしが一人でやってもいいのですが……」

「いや……」口ごもる──それでまたお前がおかしくなったら困るとは言えず／ニナ副官代理もそう思っていて涼月の共同を指示した。「あたしにもやらせろよ。ま、なんとかなるだろ」

「わかりました」あっさりうなずく──涼月とニナの内心を察して。「万一、あたくしが敵の媒ばい介かいとならぬよう、〈アイギス〉や〈トリアイナ〉とともに、電子的に監かん視しして頂く必要がありますもの。では、あたくしが誘ゆう導どうを試みますから、可能な限り合わせて下さい」

「どうすんだ？」

「ここで膝ひざをついて。こうして、お祈いのりをするときのように。そして、あたくしの両手を握って下さい。片方の特甲が不具合を起こした場合、もう片方がフォロー出来ます。それから額をつけ合うことで頭部を安定させます。なぜそうするかという理り屈くつはともかく、そうすることで誘導が容易になり接続が安定する感じがしますわ」

「こうか？」

　二人＝膝をついて向き合う／両手を取り合う／額をつけ合う──目を閉じる。

　つながりの感覚が強まる──鳳＝にわかに羽が展開／拡大──二人を包み込む。

　アメジストに輝かがやくサナギ──基幹ユニットとつながる／巨きよ大だいな電子の根幹に接触。

　混乱をもたらす黒いイバラの根を断たつ／電子の炉ろに息づき覆おおわれていたものを暴あばく──全すべての報むくいのために。
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　攻こう勢せいに出る者達の声＝続々──〈アイギス〉のモニター＋スピーカー──これまでの雪せつ辱じよくを一挙に果たさんとする者達の奮ふん迅じん。

《全ゲート掌しよう握あく。これでもう我々の攻こう撃げきから逃のがれることは出来ない。敵の防ぼう御ぎよパターンを五分の一秒ごとに一つずつ潰つぶしていくぞ》ディーゼル課長＝過去にないほど血気盛さかん。

《ふっふっふ、マスターサーバー同士のブレークアウト・セオリーを解かい析せきするわよ～。それでもって、このあたしの手で、ばらっばらに乖かい離りさせてやるからね～》アデライード＝手ぐすねを引いて待っていた攻撃態勢。

《敵ユニット車両の位置を何としても特定してやるわ！　バロウ神父が構築して下さったターミナル・ユニット理論を、今、ここで、この私達の手で、証明してみせるのよ！》クラリッサ＝燃え上がる使命感。

「４ＪＯシグナル・パターンを掌握。ダミーノイズを排はい除じよします」冬真＝水無月の羽のノイズ処理ですっかり慣れた手順──特甲児童達のつながりがもたらしてくれた敵の位置というそれ以上はないほど重要な情報を見失わないよう全力で追い続ける。

　ＭＳＳ解析課の総力戦──通信官達＝〈アイギス〉＋〈トリアイナ〉＋福ふく祉し局のマスターサーバーの間で連れん携けい──完全同期のもと敵の通信網もうを乗っ取りにかかる。

「追え。とことん追い詰つめろ」ニナ＝決戦へ皆みなを導いた指揮官の檄げき。「情報汚染の主体、プリンチップ社のエージェント二人、〈キャラバン〉の戦術指揮官二名、サードアイとシャーリーン、連続爆ばく破はテロの首しゆ謀ぼう者ハンス・Ｗ・クライン。これら事件の主犯格を、この都市から一歩も出すな。一人残らず捕つかまえろ」
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　音は聞こえない──衝撃とそれをもたらす狙そ撃げきの弾丸が音速を超こえて飛来していた。

　痛みもない──全身の感覚が麻ま痺ひして心の中の空無に生命が吞のみ込まれてしまったかのよう。

　六百メートルほど先──高こう架か線路の駅の屋根にいてこちらの眼まな差ざしがとらえたはずの少女。

　何重もの襲しゆう撃げきと罠わなを彼女に集中させた──影かげ武む者しやである〈アカロートギツフクスネＡ・アー〉を直接放つということまでした──決して手を抜ぬかなかった／破は滅めつ的な対決の願望はことごとく退けた／己おのれの全技量を注いで狩かったはずだった。

　だが最後に彼女を見たときその存在はまぎれもなくロートヴィルト自身の凶きよう運と化していた──探査装置＋電子スコープ越ごしに認識した像──腕うでと一つになったライフルを構えた少女＝ロートヴィルトへの怒いかりと敵意をたたえた眼差し。

　いったい何が起こったのか？　衝しよう撃げきがもたらす混乱から立ち直れと己に命じる──吹っ飛びかけた意識を懸けん命めいに取り戻もどす。

　あぐらをかいた射しや撃げき体勢──バイク店の屋根で必殺の狙撃体勢にあった自分。

　一発も撃てないまま撃たれた──アームスーツの腹部装そう甲こうに被ひ弾だんの痕こん跡せきと盛せい大だいな亀き裂れつ／胸部装甲のど真ん中にものすごいへこみとその中心に突つき刺さった弾丸──そして頭部の左顔面がひしゃげていたがそこは弾丸が貫かん通つうして探査機能の半分が死んでしまっている。

　三発も被弾したのだという事実に新たな衝撃を受ける──生身なら原形をとどめないほど肉体を粉砕されて死んでいた。

　さらに驚きよう愕がく──自分は建物の屋根の上にいたはず──なのに目の前に砂じや利りがある／向こうに見えるガードレールや木々の根元が目線と同じ高さにある／ライフルを持つ方の腕を下にして倒たおれ込んでいる──被弾の衝撃で横よこ倒だおれになり建物の西側に落下したのだとやっと気づいた。

　まずい──狩かりゆ人うどはあの少女だけではない──ホイテロートともう一人の影武者だけでイギリスの部隊を退けることは出来たのだろうか？　もし出来なかったのなら自分のすぐそばにまで迫っているはずだった。

　逃げろ──肉体と精神がこうむった衝撃の余波で朦もう朧ろうとしながらどうにかアームスーツを操作／落下したときに口の中を切ったらしい血の味──ようやく辿たどるべき退路がよみがえる。

　西側四十メートル先──高速Ａ２３号線の陸橋──そばに地下トンネルの入り口／カー・ショップの地下駐ちゆう車しや場に続く地下通路──そこから南へ向かう管理用通路。

　河だ──襲撃に失敗した森のキャンプ場へ向かえ──その先の河に退路がある。

　ずるずると這はった──厄やつ介かいな荷と化したライフルを捨てられず／損傷したアームスーツを脱ぬぐことも出来ず／武器と鎧よろいを失うことが恐おそろしくて生身になれず──撃たれて弱った獲え物ものそのものの姿で必死に逃げ出した。
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　やった──静せい穏おんなる片かた膝ひざ立ちの射撃姿勢を保持／しっかり探査／弾だん丸がんで建物から叩たたき落としたことを確認済み──高速道路の陸橋が邪じや魔までさらなる狙撃は出来ず。

　どうやら這って逃げようとしているらしい──カメレオン機能がかろうじて生きているアームスーツの脚きやく部ぶと思われるものが懸命に地面を蹴っている様子を探査がとらえる──死角へ。

　狩りで命中はしたが絶命には至らなかった場合のセオリー──傷つき血を流しながら弱っていく獲物をしっかり追跡──とどめを刺さしてやる。

　その前に自分を支し援えんしてくれた者を振り返る──戦場からはすっかり死角となった高架線路の北側。

　影武者アームスーツを引っ張り込んで相手をしてくれた別の赤いアームスーツ──惚ほれ惚ぼれするような格かく闘とうぶり＝どっちがどっちか判別しにくいことこの上ないが何となく識別出来る。

　キャンプ場の森でバイバイしながら去ったときのように飄ひよう々ひようとした感じの動作を伴ともなうのが味方のアームスーツ──必死に戦おうとして最小限の動きしか見せないのが影武者の方。

　影武者が迅じん速そくに両りよう腕うでの刃やいばを繰くり出す──ひょいひょい受け弾はじく味方──チェスゲームのように片方の攻撃手段が封ふうじられていく／もう一方の手数に余よ裕ゆうが生まれていく。

　陽炎がロートヴィルトと対たい峙じしている間にさんざんやり合ったに違ちがいない──影武者の装甲に多数の刃の傷きず跡あと／味方の方はガードした刃に損傷が集中。

　馬ば鹿かでかいロボットスーツ同士の戦いとは思えない俊しゆん敏びんさ／柔やわらかさ／鋭さ──にわかに決着──影武者が鋭く突き出した刃が味方の胸部に叩き込まれかける。

　味方の誘さそいだったことが後から分かる──ぱっと体の向きを変える／刃が宙を裂さく／味方の刃が一いつ瞬しゆんで腕部に収納／影武者の腕を抱かかえるようにする──驚おどろくべき現象──影武者＝ぐるんと一回転──地面に叩きつけられる／抱えられた腕がめきっと音を立てる──動けなくなる。

　影武者の頭でも胸でも腹でも自由に味方が踏ふみつけられる体勢──じたばたする影武者──ふりほどけず／刃で攻撃することも出来ず──いきなり動作停止──胸部装甲が開く。

　アジア系の若者が現れて右手を突き出す──悲痛な怒ど鳴なり声。「これは全て俺一人でやったことだ！　他の日本人は関係ない！　いいな！」

　その手に握にぎられた起き爆ばく装置＝コードが延びている──若者が着込んだチョッキにつながっている──体に巻かれた弾だん薬やくベルトのようなもの＝どう見てもプラスチック爆ばく薬やくの束。

　うわ──陽炎の所感＝何この既視感デジヤヴ──〈アンタレス事件〉のとき日本人が嫌いやというほどやらかしてくれた無む惨ざんで救いのない自決の現場が鮮せん明めいにフラッシュバック──吐はきそうになる。

　味方のアームスーツが手を離はなす──相手を刺し激げきしないよう後ずさる／両手を広げる／落ち着けというように手を上下に動かす──同じく胸部装甲を開く＝くたびれきって悲しげな顔をしたピエールが現れる。「なあ、落ち着け、マサト。お前がそんなことをする必要はないんだ」

「ピエールさん……」若者が目を丸くする──ぎゅっと眉み間けんに皺しわを寄せる。「いいや、違う。結局、俺達はこうするしか──」

　痛烈な弾丸の一いち撃げきが若者の言葉を断絶──陽炎＝自決が大好きな民族に対するそこはかとないむかつきを込めて撃っていた。

　ぽかんとなる若者──絶ぜつ叫きよう──生身の右みぎ腕うでが肘ひじの先で吹ふっ飛んでいた／だらんとチョッキから垂れ下がる起爆装置と右手首／猛もう然ぜんと噴ふき出す血潮──反射的に傷口を左手で握りしめる。

　ピエール＝驚きの早はや業わざでアームスーツから飛び出す──若者が残った左手で起爆装置をつかみ直す前にさっと迫せまって背後に回る／若者の左ひだり腕うでの袖そでを引っ張る／若者の首の頸けい動どう脈みやくを押さえるかたちでぐいぐい締しめ上げる──優しく話しかける。「腕一本で済んで良かったと思わんとなあ」

　またまた驚きの早業──若者が返事をする間もなし／数秒足らずで意識を喪そう失しつ。

　ついで若者をアームスーツから引っ張り出す／若者のズボンのベルトを引き抜いて止血に用いる──慣れた手つきで起爆装置をいじる＝あっという間に無力化。

　高架線路の駅の上にいる陽炎へ手を振るピエール──大きく口を動かして「ありがダンとうケ」とドイツ語で感謝を告げる──同じ言葉をもっと丁てい寧ねいに返す陽炎。「ありがとダンケうござシエいますーン」

　ピエール＝携けい帯たい電話を取り出して〈アイギス〉に連れん絡らく──通信網を通して陽炎にもその言葉が届く。《ニナ捜そう査さ官。俺だ。影武者の日本人を捕まえたよ。特トツ甲コー児童のスナイパーに助けられてな。俺は行かなくちゃならんから誰だれか寄よ越こしてくれないか。これですっかり影武者に成り代われるんだ。このチャンスを逃したくない。ああ、もちろんこれから〈キャラバン〉を追い詰める。それで、良ければ特甲児童のスナイパーと、我らがサムライお嬢じようさんにも協力させてやってくれないか。まだ激しい戦せん闘とうが続いてるのは分かってるがね。今すぐ追わないと、しぶとい〈キャラバン〉の連中のことだから一目散に逃げてしまうだろうし、二人のお嬢さん方は、どちらも、やつらを捕まえる現場に立ち会ってしかるべきだと思うんだ》
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〝赤のジロートャックバオアーは最高の射手揃ぞろい〟──なぜかそんな言葉が頭の中をぐるぐる巡めぐっていた。

　いや──なぜかは分かる──かつての絆きずなが悪運となって襲おそいかかってきたからだ。

　デナー・ガルテンセンターの屋根──倒れてもがくアームスーツ＝ホイテロート。

　死をもたらす伏ふく兵へいとなって潜ひそんでいたはず──反はん撃げきされにくい伏ふく射しや姿勢でしっかりと身を隠かくしていたはず──なのに痛つう烈れつな狙撃をまともに食くらっていた──何発も。

　アームスーツの右みぎ肩かた／右みぎ脇わき腹ばら／そして右胸──ヒルシュシュテッテン通り＋シュタードラウアー通りの交差点付近からの狙撃──赤のジロートャックバオアーが放ったものに違いないと確信出来た。

　自分達の戦術をぴたりと読まれた──自分が影かげに潜むことを悟さとられ狩られた。

　イギリスのアームスーツ×一体が飛び出しロートヴィルトがいる方へ駆かけ出したとき自分達の敗北を半ば察した──あれは囮おとりだ／もう一体のアームスーツが自分を狙ねらっている／撃てば位置がばれる──狩られる。

　やつらのうち二体はアウ・パークに釘くぎ付づけに出来た──だが結局それで仕し掛かけ爆ばく弾だんを消費させられた／影武者の一人である〈アカロートギツフクスネＢ・ベー〉と護身用の〝歩ウオ行ーカ者ー〟を使わざるを得なかった──伏兵である自分を無防備な状態に追い詰めていくことがやつらの目的だった。

　最後の最後で手札が足らなくなった──自分を守ってくれるものがなくなった。

　ロートヴィルトに向かって走るアームスーツ──感情を押し殺して冷静に撃った──負けることが分かっていてチェスの一手を指すように──路上にアームスーツが倒れ込んだ／すぐにその息の根を止められればまだ勝機はある／もしくはこの後に来る狙撃戦に打ち勝てれば。

　だがどちらも出来なかった──伏射位置を見み抜ぬかれ右肩に被弾＝正確な狙撃に支障──転がって逃げた＝右脇腹に被弾──交差点付近で堂々と立射姿勢をさらす相手を見つけた。

　撃ち返してこいと言わんばかりの姿──昔と変わらぬ赤のジロートャックバオアーの流りゆう儀ぎ──つい迅速に反撃すべきだと思ってしまった──それが出来ると／それが出来ることを見せてやると。

　それで僅わずかに身を起こしたところへ狙い澄すました一発が来た──勝負をつける一撃を右胸に食らって倒れた──衝撃で数秒ほど意識が遠のいてしまったのだった。

　空白の数秒──急いで取り戻さねば狩られる／ただ逃げるだけでも狩られる──ライフルを捨てた──それを撃つための機能が奪うばわれていた／アームスーツの右腕がまともに動かず／衝撃で上半身全体が歪ゆがんで射撃時の正しい姿勢を取ることが出来なくなっていた。

　だがそれでも機械仕掛けの脚部と腕部の恩おん恵けいを頼たよりに這った／センターの屋根から転がり落ちた／軋きしみ音を立てるアームスーツ／よろめきながら退路へ向かった──どうにかして追っ手を罠にかけねばならないと必死に思案した。

　裏手の森に逃げ込んで地下道への入り口を目指しながらロートヴィルトは悪運を絶てたのだろうかと考えた──そうは思えなかった──通信がない／情報汚お染せんという最大の支援が継けい続ぞくされる見込みもない／都市管理局ビルは陥かん落らくするだろうという予感がひしひしと迫ってきた。

　いいだろう追ってこい──恐きよう怖ふをごまかさず迎むかえ撃つしかなかった／生き延びるために／この悪運に満ちた都市から逃げ出すために──俺は決して死なないのだと言い聞かせた。

　俺がお前達の死になってやる──お前達を生いけ贄にえにして今日という日を生き延びてみせる。
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　Ｇチームの二人＝ＤＹ＋フロスト──アウ・パークの森が焼け野原になろうとも毛ほども気にせぬ闘とう争そうぶり──〝歩ウオ行ーカ者ー〟＝着実に破は壊かい──一体だけ残す／影かげ武む者しやが負けると思って逃げてしまわないように／確実に仕留めるべく森の端はしに引き寄せる──ＤＹが途と中ちゆうで木々の陰かげに身を隠して伏兵に──フロストが一人で踏ん張って戦う姿を見せつける＝〝歩ウオ行ーカ者ー〟に当たらないよう気をつけながら掃そう射しや──時間稼かせぎの牽けん制せい。

　赤いアームスーツが俊敏に動き回りながら途中でいなくなったＤＹを探して木々に向かって掃射──ぴたりと動かず機を伺うかがうＤＹ。

　いきなり〝歩ウオ行ーカ者ー〟が動きながらカラフルな煙けむりを噴き出す──破壊したロボット犬どもも同様にスモーク機能を発揮＝森中がおかしな色に満ちる／赤い影武者が煙の中に飛び込む──動かずじっとしている。

《くそ》ＤＹ＝すぐに相手の意図を悟る──そっと影武者がいる辺りに移動。《スモークに紛まぎれて逃げるならいいが、待ち構えてるってのは良くない。二対一で勝てると思っているならいいが、勝ち目はないと覚かく悟ごしたなら最悪だ。俺達が近づいたところで自爆する可能性が高い》

《とりあえず犬は潰つぶすぞ》フロスト＝わざと外していた掃射をやめる──ぴたりと狙いをつける＝一発──走り回るロボット犬の頭部が粉々に砕くだけ散る。《どうします？　〈ルーク〉はああ言ってますが、近づくふりをして自爆させますか、〈ナイト〉？　仕留めることに変わりありませんが》

《大ありだ、〈ポーン〉》ハリー＝深々と息をしながら。《アームスーツ戦での被ひ弾だんは変な気分になる。軽装甲車を破壊出来る大口径の銃じゆうで撃うち合いながら、互たがいに生きているのだからな。それはさておき、よくやってくれた、〈レッドジャック〉。私が無事だということは見事に仕留めてくれたようだな》

《ありがとうございます、〈ナイト〉》ミハエル＝街路ではなく木々の間を移動しながら。《十分な手て応ごたえはありましたが、〈キャラバン〉は二人ともまだ生きています。このロボットの鎧よろいで戦うとそういうことになるのだと思い知らされますな。ホイテロートが屋根から落ちるのがちらっと見えましたし、探査によればロートヴィルトの方も建物から吹っ飛ばされたようです。今いま頃ごろ、二人して死力を尽つくして逃にげようとしているはず。まだ生きている影武者を囮にして後を追うのもいいでしょうし、やつらの合流地点を先読みして叩くことも可能でしょう》

《逃げてくれるといいのですが》ＤＹ＝五分五分だと思っている調子。《生き延びようとする者は自分が大事であり、死のうとする者は所属する何かが大事だというのが定説ですからな》

《生け捕どりにしますか？》フロスト＝音を立てず回り込む。《あの影武者がどんな組織に忠誠を誓ちかっているか、尋じん問もんして吐かせます》

《我々の目的は鹿しか狩がりだ》ハリー＝木々の間でミハエルと合流──すぐさま移動。《相手をしてくれたお前達には悪いが、影武者はそこで放置だ。汽車のＭＳＳに情報を流し、彼らに追わせろ。我々はあくまで〈キャラバン〉の二人を確実に追い詰つめねばならない。〈レッドジャック〉、やつらがここからどう動くかについて貴官の鋭するどい読みを聞かせてくれ。今や窮きゆう鼠そと化した歴戦の傭よう兵へい二人が、死に物狂ぐるいで何をしようとするか。どうすれば無力化出来るか。我々が仕留めにかかることが最善か？　それとも追い立てて現地の治安組織の誰かとぶつかるよう仕向けるのが良いか？　お前の優すぐれた知見を今一度、私に与あたえてくれ》
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　白はく煙えんを噴き続ける汽車＝火を絶やさず──ショッピングセンターの方から聞こえてくる戦闘音がどんどん遠ざかる／都市管理局ビルに猛然と迫っているのがわかる。

　戦場の様子などお構いなしの一いつ匹ぴき狼おおかみならぬ孤こ立りつを恐おそれぬ毒サソリ──狂きよう騒そう的な闘争。

《ちくしょうが！》ムスタファ＝でたらめに振ふり回される刃やいば／ぐらぐら揺ゆれながら動き回る──めちゃくちゃなようでいて一瞬でも隙すきがあれば必殺の一撃を繰くり出してくる──毒サソリの死の舞ぶ踏とう／怨えん嗟さの声。《俺のダイヤを焼きやがって。てめえの頭をかち割って脳みそをつかみ出してやる。あの列車に乗ってるやつらを線路に並べて同じ目に遭あわせてやる》

　日向＝まったく耳を貸さず／おかしな動きに翻ほん弄ろうされず／ことごとく刃を打ち弾はじく──毒針を振り回すサソリを叩たたき潰す機を伺う虎とらの風ふ情ぜい／ゆったり構える／いささかも隙を見せず。

　お互い棍こん棒ぼう代わりに振り回す機き銃じゆう──汽車＋ダイヤがそばにあるせいで撃てず──互いに攻こう撃げき出来ないという暗あん黙もくの了りよう解かい＝それがサソリのゆいいつの死角であることをとっくに見抜いている日向──汽車の向こうの戦闘が味方に有利に進んでいることも見て取る。

　汽車を今すぐ出発させる必要がなくなる──好機の訪おとずれ──ムスタファの刃を弾く／衝しよう撃げきでわざとよろめく／態勢を整えるため距きよ離りを取るとみせかける──すかさず給水車を背に置くムスタファ＝日向が列車から遠ざかったとみてすぐさま機銃を構える。

　それよりも何秒も速く機銃を持ち替かえている日向＝ぴたりとムスタファのアームスーツに向けて構える──さんざん叩き合ったにもかかわらず歪みのない銃じゆう身しん＝苛か烈れつな掃射。

　ほんの数メートルの距離で放たれる大口径の弾だん丸がん＝多数──サソリの鎧が砕ける／貫つらぬかれる／ひしゃげる──背後の給水車に叩きつけられる──給水車の壁かべが裂さける／補強した鉄板も穴だらけ／乳白色の石の山が無む煙えん石炭とともに雪崩なだれ落ちる。

　どさりと座り込むアームスーツ＝腹部装そう甲こうに集中した弾だん痕こんから血が流れ出す──その頭に転がり落ちるダイヤの原石／まるで天から石打されるよう。

《俺のダイヤだ》ごぼごぼ湿しめった声──乳白色の石が赤く染まる／息絶える者の呻うめき。《くそが……俺のだ。俺の……》

　日向＝機銃を下げる／歩み寄る──容よう赦しやないとどめ＝刃を振りかざす。

　アームスーツは動かず──刃が振るわれぬまま下ろされる／胸部装甲が開かれる。

　ふーっと怒いかりと憎ぞう悪おを熱い息とともに吐はき出す──それらが戻もどってこないよう祈いのりながら空を見上げた──目を戻すと血まみれのダイヤに埋うもれてサソリが死んでいた。
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　制圧＝青い火とともに──宙を舞まう魔ま法ほうの剣つるぎの加護。

　ゲヴェルベパーク通り──東西のショッピングセンターの狭はざ間まの押し相撲ずもう＝形勢が優位になっていくＭＰＢ／ＭＳＳ／第二作戦部隊／歩兵連隊──北側に回り込んで敵部隊を引きつけていたＭＰＢ大隊の車列がいつの間にか側面攻撃を開始＝都市管理局ビルの前で猛もう火かが勃ぼつ発ぱつ。

　劣れつ勢せいの〈白ヴアイきスシ盾ルト〉＝繰り返される攻撃命令がぱたりとやむ──同国人同士の戦闘を嫌いやがる者達が退き始める／櫛くしの歯が欠けてゆくように防ぼう御ぎよ線に隙すき間まが生まれる。

　乙＝猛もう攻こうする味方を上空から支し援えん──赤い盾たて＆白十字のお洒落しやれなペイントを施ほどこされた大型軍用機体ケンタツエンタウロスオアーの隊列へ迫はく撃げき滑かつ空くう──アームを切断／頭部探査器を切り裂く／脚きやく部ぶを溶よう断だんしてひっくり返す──十台もいたそいつらが次々に戦闘不能に。

《〈青ザー火フイ火ア〉と紅犬ロツターへ》ニナ＝名指しで呼びかけ。《大勢は我々が優位にある。都市管理局も間もなく電子的に制圧される見込みだ。お前達は現場を離はなれ、〈キャラバン〉の追つい跡せきにあたれ。イギリスの部隊も追っている。彼らが提供する情報を活用し、必要に応じて連れん携けいし、必ずロートヴィルトとホイテロートを捕つかまえろ。日向を支援に回す。さらに支援を要するときは連れん絡らくしろ。行け》

《了解ヤー！》陽炎おねーさんの即そく応おう──きりっとした声。《感謝します、ニナ長官代理》

《了解ヤー！》乙＝同じ感じになるよう返答──戦場から離れて上空へ。

　駅から跳とぶ陽炎／線路のそばを走る日向のアームスーツを確かく認にん──〈アイギス〉から送られてきた敵の逃とう走そう予想コースを脳内チップを通して参照──トンボの羽をはばたかせて流星のように南へ飛ひ翔しようした。
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　夕霧＋雛──敵の戦列のすぐ背後＝東側ショッピングセンター内で巧たくみに連携。

　白露──屋内に叩き込まれて機動力を制限される／周囲に張り巡めぐらされるワイヤー／ちょこまか走り回る小こ蟹がに──抗こう磁圧の爆ばく風ふうで建物ごと吹ふき飛ばして外へ出ようとするも電子的な攻撃が狡こう猾かつに妨ぼう害がい──夕霧＋雛＝螢の戦術をしっかり真ま似ねる。

　羽を展開した姿で浮ふ遊ゆうする白露──十対ついのカマキリの羽のうち二対がその背で震ふるえる＝電子の応戦──めちゃくちゃになった玩がん具ぐ店のど真ん中／倒たおれた商品棚だな／散らばった電子玩具が電子戦の電波の影えい響きようで勝手に光る・音を出す・動き始める。

　夕霧＝左ひだり腕うでを〈肢バインＢ・ベー〉に──まだつながれるはずだという思い／ワイヤー＋電子の網あみで相手をとらえようとする──とらえきれず。

　雛＝胸に収納した〈アルタルフ〉を駆く使しして電子戦支援──白露の羽を損傷させるべく狭せま苦くるしい屋内ですいすい８の字飛翔＝爆ばく雷らい投とう擲てき──だが的確に盾と斧おのの抗磁圧で防がれる。

　ふいに電子戦の拮きつ抗こう状態が変化──涼月＋鳳が都市管理局ビル内でマスターサーバーの基幹ユニットを確保──別の誰かが情報汚染の主体を確保──白露の電子防護が一挙に弱体化。

「白露さん！」夕霧＝叫さけびながら壁を蹴ける・天てん井じようを蹴る──抗磁圧の刃をかわしながら接近を試みる──その手で触ふれてつながろうとする。「聞こえますか！　白露さん！　夕霧です！」

　雛──もっぱら浮うき浮きハミングする姿しか見たことのなかった夕霧の切せつ迫ぱく──鳳の記き憶おくが消え始めた頃ころの冬真を思い出させられる／なんとかして助けてあげたいと思う──だが白露の脳内チップを支配するどす黒いイバラを退けることがかなわず。

　白露＝いきなり戦術を変へん更こう──羽をたたんで甲かつ冑ちゆうの一部に／抗磁圧のサーキットがにわかに増ぞう幅ふく──斧を振るって強きよう烈れつな抗磁圧を真下に叩き込んだ──床ゆかが吹っ飛ぶ／商品棚が宙を舞う／無数の色取り取りの玩具が砕け散る。

　隕いん石せきでも落下したような惨さん状じよう──抉えぐれた床・地面・分厚いコンクリート──ぽっかり開いた地下道への穴。

　しまった──夕霧＋雛＝まったく同じ思いを抱いだく──すっと白露が降下＝一いつ瞬しゆんで暗がりへ。

　夕霧＝迷いのない疾しつ走そう──何の援えん護ごも保障されないまま白露を追って地下道へ。

　雛＝追いかけようと思ったが自制──白露は自分の意志で撤てつ退たいしたわけではない／この戦場が変化した証しよう拠こ／どこかの誰かが逃げるために白露を呼び寄せた──たとえばサードアイとかリヒャルト・トラクルとかが──あるいはシャーリーンが。

　自分は何をすべきか滞たい空くうしつつ数秒で思案・検討・決断──行動へ。

　ふわりと天井の穴から出る──べったり屋根にはりつく／誰かに見られないよう這はって移動──東側の都市管理局ビルへさっと飛んだ。

　敵の要かなめである情報汚お染せんの主体を押さえればいい──全すべての敵の位置がわかる／全ての敵の電子防護を無力化できる／夕霧や他の特トツ甲コー児童をいっぺんに支援出来る──シャーリーンを追いかけながらそれが出来る。

　一瞬で物事の急所を見み抜ぬく爆ばく弾だん魔まの直感──誰にも見み咎とがめられないよう都市管理局ビルの北側へ回ってから屋上へ向かった。
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　ガラス板のフェンスに押しつけられたカラス博士＝脳を失った頭部の空白に湯気──煙。

「なんか焼け始めたぜ、こいつ」皇＝面おも白しろそうに。「頭ん中でお湯が沸わいてるみたいじゃん」

「体内の４ＪＯを操作して別の回路を作っているんだ。なるほど。すごいことをしているぞ、こいつ」螢＝感情の欠けた声──カラス博士をつかむ機械の手がガラス板に押しつけるのをやめる／ひょいと持ち上げて向きを変える。「よけろ、皇。死人が来るぞ」

　イナゴの羽をはばたかせて後ろへ跳ぶ皇──直後に機き銃じゆう掃そう射しや＝ガラス板が砕け散る／カラス博士がいた場所に火線が走る。

　ぎぎぎぎぎと軋きしむような羽音＝カイコガの羽──歪ゆがみまくった水銀色の甲冑がいきなり飛んできて屋上に降り立つ──千鳥足でよたよた皇に近寄りながら両りよう腕うでの機銃を構える。

「あれっ？　こいつさっき、新人に首切られてなかった？」皇＝目をぱちくりさせる──放たれる火線を迅じん速そくにかわして跳ぶ。「確か、空のあっちの方でさ。確かに見たんだぜ。それとも、あたしの見み間ま違ちがいか？」

「特甲の中に首しか入っていない」螢＝右へ左へカラス博士の体を揺らしながら。「脳内チップを使って即そく席せきの犠ぎ脳のうユニットにし、特甲を作動させているんだ。犠脳体兵器と特甲兵器が、こんな風に応用されるとはな。胸が悪くなるという感情を思い出したぞ」

「マジか。すっげーな。首だけの特甲児童だぜ」皇＝からから笑う──右手をひらひらさせて誰かを招き入れるような動作をしてみせる。「てことは、もう死んでるってことだろ。お前達が相手をしてたんだ。お前が眠らせてやれよ、雛」

　水銀色の甲冑がぴたりと足を止める＝屋上の北側を振り返る──めくるめく炎ほのおが降り注ぐ。

　黄色い火が飛んで現れる＝首しか中身のない甲冑へ火か炎えん放射──右手で爆ばく雷らいの束を投とう擲てき＝甲冑の頭部に巻き付く／磁力ではりつく／次々に点火──ずがん！

　まるで何かを訴うつたえるように掲かかげられた甲冑の両腕＝ガラスの爪つめ／掌てのひらの銃じゆう口こう──舞い降おりる雛へ向けられるも何の攻撃も行われず。

　首から上がぽっかり消失した光葉の特甲＝防御に抗磁圧を使わなかったせいで爆ばく発はつのダメージをもろに食くらった──光葉の脳も脳内チップも小さな塵ちりと化して空気に吹き払はらわれた。

　ぐしゃっと前のめりに倒れて動かなくなる甲冑──螢がカラス博士を放り出す／首なし甲冑のすぐそばで転がり倒れる／びくびく痙けい攣れん──どちらも動かず。

「誰ぇ？」雛＝そこで倒れている脳なし男が情報汚染の主体だと察しながら。

「テオ・カラス博士だ」螢＝ちゃんと説明してくれる。「四人いた特甲開発顧こ問もんの一人で、自らブリリアント・ユニットとなり、私達の脳内チップを支配しようとしていた悪党だ。感かん染せんした４ＪＯウィルスを操作してたっぷり情報を吸い取ってやった。お前にも分けてやるから、追うべきやつらを追いかけに行け、雛」

「あたしらはリヒャルト・トラクルを追っかけるぜ」皇＝しししと笑う──もうじきその手で捕まえられることを喜ぶように鋭するどい爪を持つ特甲の右手をわきわきさせる。「お前も追っかけろよ。捕まえた後で、また会おうぜ」

　雛＝こくんとうなずく──皇＝水すい晶しようのイナゴの羽を震わせる／すうっと透とう化か防ぼう壁へきで消える──猛もう然ぜんと飛び去っていったのが空気の動きで分かった。

　残された相手＝首なし特甲／壊こわれた人形みたいに動かない犠脳者──どちらも用なし／得るべき情報も侵しん入にゆう経路も螢が共有してくれていた。

　飛んだ──混こん沌とんをもたらす者として──そのるつぼにはまった者達の姿を見届けに。
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　傷だらけになりながら火力の押し相撲を制する治安組織の連合部隊──ゲヴェルベパーク通りから敵を一いつ掃そう／東側ショッピングセンターを制圧／敵対していた兵士達の大半が投降。

　退けられていく情報汚染──敵の無人の機体が次々に停止／通信からノイズが消える。

　ＭＳＳの軍用機体×九台＝撃うたれまくって元の青い塗と装そうが焦こげだらけ──一台も欠けることなく高速道路を横断して都市管理局ビルへ迫せまる──正面ゲートを粉ふん砕さい。

　飛び出してきた〝歩ウオ行ーカ者ー〟＋アームスーツを残らず撃ち倒す──玄げん関かん口を制圧。

　通信＝飛び交う勝かち鬨どきの声──地下でサナギに包まれた涼月＋鳳＝勝利の訪れを知る。

　ぱーん──サナギが弾はじける／羽の破は片へんがアメジスト色に輝かがやきながら舞まい散る／二人が目を開く──額が離はなれる／手が離れる／立ち上がる──なすべきことを互たがいにしっかり把は握あく。

「トレーラーだ」涼月＝それらがどこにあるか脳内チップで確認。「三つとも逃にがしゃしない。乗ってるやつらは全部で六人か。全員とっ捕つかまえるぞ」

「はい」鳳＝新たな羽を転送──はばたかせる。「たとえ彼らがユニット車両を放ほう棄きして逃げたとしても４ＪＯウィルスで四人が追つい跡せき可能。残り二人も、あたくし達であれば、決して逃のがさず捕まえることが出来るはずですわ」
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　第二十ドナウシ二区ユタツト＝都市管理局ビルから五キロ南──オスト−ドナウ総合病院の広大な敷しき地ちの裏手。

　ヴルツェンドルフ通りをゆるゆると進むトレーラー＝〈恐ろしいデイノー〉号──カペレン通りへ右折してさらに南の貯水池オーベレス・ミュールヴァッサーへ向かう。

「〈外げ典てん〉は開かれた。大事なことはそれだけだ」リヒャルト＝ぎらぎら光る緑の目／額に大おお粒つぶの汗あせ／鼻血で真っ赤になったハンカチ──次々にブラックアウトする車内モニターがカラス博士の敗北を告げる／悠ゆう々ゆうと見守る。「紛ふん争そうによる利益はこれからも世界を動かし続けるし、火を免まぬがれながら利益を受け取る者達の〈リスト〉は無事に更こう新しんされる。そして全ては相変わらず沈ちん黙もくによって守られ続けるだろう」

「私にはそう願っているように聞こえるよ」バロウ神父＝青ざめた顔から流れる血を気にもせずに。「本当は恐おそれているのではないかね？　もしかすると今日が大いなる変化の日なのかもしれない。君のその顔がもともと誰だれのものだったか、公表されるときが来たのかもしれない」

「私がこの顔でなければならない時代はすでに過ぎ去ったよ。そのとき沈黙の守り手として広まったので、相変わらずこの顔を有効に活用しているに過ぎない」

「爆弾テロで顔面を失い、植物状態となったサルヴァトーレ・ラニエリ枢すう機き卿きようは、ヴァチカン銀行の最高管理者だった。つまり君達が、ラニエリ枢機卿を眠ねむらせ、顔を奪うばい、成り代わった。そして枢機卿を目覚めさせる可能性がある人々を……植物状態の人間を目覚めさせる脳内チップの開発者や、その手術に同意しうるラニエリ枢機卿の親族などを、世界中で消して回ったのだね？　〈戦犯法ほう廷てい事件〉で、鉄と貨か幣へいの王たるヴィッテルス氏が守ろうとし、シスター・アーレが解体してしまいかねなかったもの……ヴァチカン銀行に根付いた世界的マネー・ロンダリング・システムを、守るために」

「さすがだよ、バロウ神父。今の話を断だん片ぺん的に語った者は数多くいたが、全てをつなげて理解したのはあなたが初めてだ。そして、いかにもそうだと私が正直に告げるのも、初めてかもしれない。そう。ヴァチカン銀行が担になうマネー・ターミナルは、そのあなたですら理解しえないであろうほど、この世界に必要な存在なのだよ」

「マネー・ターミナルとは面白い表現だ。それをラニエリ枢機卿は破は壊かいしかねなかった。沈黙を守ることをやめて国際戦犯法廷で証言しかねなかった……そういうことかね？」

「いかにもその通りさ」

「想像するに、成立したのは第二次世界大戦のときかな。宗教を否定する共産主義勢力を退けるため、ヴァチカンはナチスとすら組まねばならなかったし、ナチス崩ほう壊かいに至るまでの間に、戦争のための莫ばく大だいな資金の流れが生まれた」

「もっと前さ、神父。もっとずっと遠い昔のことだよ。貨幣が宗教を超こえて広まり、銀行というシステムが生まれた。銀行を運営する一部の人々があまりに力をつけたせいで、このヨーロッパで虐ぎやく殺さつの対象となった頃ころのことだ。生き残った銀行は資産を隠かくし、沈黙によって己おのれを守った。ヨーロッパでは、そのような表と裏の金きん融ゆう機関の歴史が、延々と繰くり返されてきた。間もなくヴァチカン銀行は最後の沈黙のときを迎むかえる。この都市に移植される国際金融機関がその役目を引き継つぐのだ。それは最さい先せん端たんではあるが、決して最後ではない新たな沈黙によって覆おおわれることになるだろう」

「君がラニエリ枢機卿の第二の男となったようにかね」

「あるいは私の次に第三の男が現れたようにね。あれは私にとっても予想外だった。あれほどそっくりな顔が存在するということは」

「ふむ。それではまるで、君達がその存在を作り出したのではなく、偶ぐう然ぜんもう一人のリヒャルト・トラクルがいたという風に聞こえるよ。そんなことがあり得るのかね？」

「あり得たとしか言いようがないな」

「つまりあの男は……かつて君達が殺害せんとしたラニエリ枢機卿の親族の一人だったというのだね？　だが燃え盛さかる飛行機から……ルフトハンザ３１９便から生せい還かんしてしまった。それどころか、自分が殺されそうになった理由を理解し、自ら殺す側に回った」

「あの男はそれ以前からアンダーグラウンド・マネーに関かん与よしていたのだよ。自分は孤こ児じ院育ちの天てん涯がい孤こ独どくの身だと思っていたらしい。まさかラニエリ枢機卿の家系に属するなどとは知りもしないまま、まるであの一族の宿命であるとでもいうように、火と金と沈黙の担い手として生きていた。それゆえ今まで生き延びることが出来た」

「信じがたい話だ」バロウ神父＝しみじみと。「だが真実なのだろう。君達にとって計算外だらけのことが起きたという点が、真実味を感じさせる」

「多くは必然によって導かれた偶ぐう発はつ的なものだ。世界経済が人間の意志でコントロールされたことなど一度もない。何もかも混こん沌とんとして次に何が起こるか分からない。混沌を最小限にしうるすべは一つだけ。沈黙だ」

　リヒャルト──血まみれのハンカチをしまう／モニターの位置表示でトレーラーが今どこを走っているのかを見て取る。

　ゆるやかに停車するトレーラー──ぎらりとした笑えみを浮うかべて立ち上がるリヒャルト。「やはり、正直に何でも話すというのは良いものだな。現実感を喪そう失しつしがちな仕事なのでね。私の告白を聞いてくれる神父を定期的に拉ら致ちすることを検討しよう」

「もっと話を聞いていても良いのだがね」バロウ神父──大きく息をつく／何が起ころうとも全すべて受け入れる覚かく悟ごをたたえた眼まな差ざし。

　くすくす笑うリヒャルト。「治安組織の誰かが先に来てくれたのではなくて残念だったね」

　ぷしゅーっと音を立てて開くドア──タキシード姿の四人の男達＝目の周りを覆う羊・蛇へび・鶏にわとり・孔く雀じやくのマスク／ウィルス感染をしないよう鼻と口を覆う透とう明めいな酸素マスク。

　羊のマスクマンが口角を上げる──手斧ちようなを掲かかげてみせる。「俺達は〈アルレッキーノ〉だ」

　残り三人が跳とびかかる──抵てい抗こうしないバロウ神父の両りよう腕うでをつかむ／舌を嚙かまないよう猿さるぐつわを嚙ませる／キッチンに連れて行く──神経痛で震ふるえるバロウ神父の右みぎ腕うでをまな板の上に乗せる。

　羊のマスクマンが斧おのを振ふり下ろす──ごつん。

　激しい呻うめき声＝バロウ神父──顔中に苦痛の汗──孔雀のマスクマンが手早く止血。

　切断されたバロウ神父の右手首──羊のマスクマンがビニール袋ぶくろで包む／それをフリーザーパックに入れる／氷と水を入れる──簡易保存。

「あなたの体組織とウィルスのサンプルをありがたく頂くよ」リヒャルト＝ビニール袋を受け取る──男達と入れ違ちがいにトレーラーから出て行く。「さようなら、バロウ神父。もう会うことはないだろう。この私にこれほどのことをしてくれた償つぐないをたっぷりとしてから天に召めされるよう祈いのっているよ」
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　第二十ドナウシ二区ユタツト＝都市管理局ビル南西──焼け落ちた兵器開発局ビル前を堂々と通過してヴァーグラマー通りを南下するトレーラー＝〈戦いをエニユ好むーオー〉号。

　新ドナウ河のすぐ手前で停車──運転席でぐるんぐるんハンドルを回しているライマー＝脳のない男。「わしの清らかな領土を今こそ守らねばならん。わしは〈ローデシア〉の〈ワイバーン〉だぞ」

「うんうん。頼たのもしいぞ、ライマーくん」トラクル＝にこにこしながらライマーの体にＣ４爆ばく薬やくつきストラップを装着させる──しっかりフックを留める／外れないよう南なん京きん錠じようで固定。「君がいてくれて心強いよ。楽しい運転手を置いて行くのは寂さびしい限りだが、私は行かねばならないのでね。さようなら、ライマーくん」

　ぷしゅーっと音を立てて開くドア＝降車するトラクル──背後でドアが閉まる。

　河辺の浄じよう水すい施し設せつ＝その地下道の入り口へ歩み寄る──トレーラーが南へ進んでいく。

　ぴたりと足を止めるトラクル──注意深く周囲を見る。

　誰の姿もない／誰の存在も感知されない──つながりの感覚が追ってきている様子はない。

　顔の火傷やけど跡あとを撫なでる＝いつの間にかついた癖くせ──にっこり笑って地下道の入り口を下りていった。
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　第二十ドナウシ二区ユタツト＝都市管理局ビルから約十キロ西──アスペルナー湖そば＝ゼーシュタット通りから南のドナウ河へ逃げようとするトレーラー＝〈意パム地プレ悪ー〉号。

　車内に響ひびきまくるノイズ＝あらゆる設備が侵しん入にゆうされている／勝手に操作されている──犠ぎ脳のうユニット〈カロン〉すら４ＪＯを通して攻こう撃げきを受けている──弱々しい秋水の声。《苦しいよ……、あんちゃん……》

　サードアイ──懸けん命めいに閉口＝水無月の声が発されないよう押さえ込んでいる。

　シャーリーン──鼻血だらけの青い顔／目の下に盛せい大だいなくま／自分の携けい帯たい端たん末まつで手近な車をハッキング終しゆう了りよう──拳けん銃じゆうをポケットに入れる──トレーラーが停止＝反動で転びそうになりながらサードアイが座る安楽椅い子すにしがみつく。

「逃げるんだよ、ダーリン。特トツ甲コー猟りよう兵へいを呼んだから。盾たてにして逃げよう」両腕に力を込める＝ぐったりするサードアイの身を起こさせる──安楽椅子から下ろす。「カラス博士もリヒャルト・トラクルの片方もしくじったんだ。あたし達が生き残るチャンスだよ。カラス博士の脳が追跡されて使いものにならなくなったら、ダーリンが必要になるんだ。ダーリンの脳が。〈ブリリアント・モデル〉をあたし達で改変してやればいいんだ」

　ドアが開く──背の高いサードアイを何とか支えながら降車──先ほど電子的に侵入したフォルクスワーゲンのフォードア車までよろよろ近づく──車のドアが勝手にロックを開く。

　シャーリーン＝ぜえぜえ荒あらい息──助手席にサードアイを乗せる／シートベルトを締しめてやる／ドアを閉める──ふらふらと車体を回る／途と中ちゆうでげえっと黄色い胃液を吐はく──運転席側に座りドアを閉める。

　携帯端末をキーポケットに置く＝エンジン始動──ハンドルを握にぎる。

「寒い……」サードアイ＝自身の掠かすれきった声がこぼれる。「眠りそうだ……」

「寝ねてていいんだよ。あたしが安全な場所まで連れて行くからね。絶対に逃げてこの借りを返してやらなくちゃ。さあ行くよ、ダーリン。どこまでもどこまでも一いつ緒しよだよ」
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　第二十ドナウシ二区ユタツト＝西の地下道──軽トラックがガタガタ揺ゆれながら移動。

　運転席と荷台に合わせて七人の生き残りの〈蟲〉──荷台に横たわった陸王＋蛭雪＝壊こわれた特トツ甲コー姿──ふいにエメラルドの輝かがやき＝特甲の還かん送そう──二人とも通常の姿に。

　ぱちりと目を開く陸王──顔中が乾かわいた血でごわごわ／口中に血の味／全身に痺しびれるような感覚──痛みをオフにしているせいで何も感じず。

　身を起こす陸王──同じく目を開いた蛭雪＝弱々しく六肢しを陸王に絡からみつかせる。

「こっぴどくやられたのぉ～」陸王＝周囲を見やる──生き残った面々と地下道を眺ながめる／にやりと不敵な笑み。「出直しじゃぁ。シャーリーンとサードアイが来いゆーとるェ～、トレーラーに乗せてもらお～かァ。そんでいっぺんこの国から出たら、また戻もどって暴れたるわァ～」
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　夕霧＝地下道を疾しつ走そう──途中で地上へ──建物から建物へ跳び渡わたる。

　白露はまだ地下にいる／呼び寄せる誰だれかのもとへ暗がりを移動中──それとは違う信号＝４ＪＯウィルス──宿主となった誰かがどんどん弱っているのがわかる／トレーラーのすぐ近くで衰すい弱じやくしていっている。

　運河の一部だったオーベレス・ミュールヴァッサー＝水沿いに走る──湿しつ地ちの小道。

　ビンセン通り＝大型キャンピングカーみたいなトレーラーがアイドリング中──閉じられたドア──中には誰も乗っていないことを電子的手段で確かく認にん＝〈肢バインＢ・ベー〉のままの左ひだり腕うで。

　トレーラーのドアに血の跡──さっと辺りを見回す──浄水施設の看板＝フェンスで囲まれた地下下水道への入り口──鉄てつ柵さくが開いたまま。

　そちらへ走った──再び地下へ──湿しつ気けが立ちこめるそこに男達がいた。

　四人のマスクマン達＝羊・蛇・鶏・孔雀──うち鶏のマスクマンがポリタンクの中身を横たわった誰かにかけようとしている──痛めつけられてぐったり横たわるバロウ神父にガソリンをかけて生きたまま燃やそうとしている。

「んんー♪」夕霧＝凄せい烈れつな怒いかりを秘ひめた歌声。「んっんーんんー♪」

　マスクマン達がぱっと振り返る──鶏がポリタンクを夕霧に向かって投げる／羊が拳銃を抜ぬく／蛇が自動小しよう銃じゆうを構える／孔雀がジッポー・ライターで火をつけようとする。

　彼らよりはるかに速く右手を一いつ閃せんさせている夕霧──五糸のワイヤーが男達の肉体＋武器を通過──羊・蛇・鶏・孔雀＝五体が前後左右に崩ほう落らく／切断された武器がバラバラに散らばる。

　切断機能を低下させたワイヤーでポリタンクを絡め取る──宙で取っ手を握る／静かに置いてガソリンが揮発しないよう蓋ふたを閉める。

　血みどろのパズルのピースと化した四人をよけて駆かけ寄る──屈かがむ。「バロウ神父様」

　わななくバロウ神父＝目を開く／苦痛の呻き声がこぼれる──その右腕がすっぱり切断されてなくなっている。

　ガソリンがかかった上着を脱ぬがせる──痛みで気を失いそうになっているバロウ神父＝持病・病気・大おお怪け我が──今にも心臓が止まってしまいそう。

「離はなれなさい……」バロウ神父＝からからにひび割れた唇くちびる──ようやく掠れ声を出す。「君まで……感かん染せんするかもしれない……」

　かぶりを振ってみせる＝抗こう磁圧のヘルメットが防毒機能を発揮してくれている──バロウ神父を担かついで地上へ──トレーラーのそばに横たえる。

　バロウ神父＝朦もう朧ろうとしながら強い意志の力で告げる。「追うんだ……リヒャルト・トラクルを……。私は……心配ない。ウィルスの信号で……見つけてもらえる……」

「はい神父様。ありがとうございます」夕霧＝身を挺ていして敵の追つい跡せき手段をもたらしてくれたバロウ神父へ心からの感謝を込めてうなずき返す──きびすを返す。

　走る──先ほどの地下道へ──遠ざかるもう一方の４ＪＯウィルスの信号＝二キロほど先の新ドナウ河へ向かっている。

　電線のケーブル孔こうを経由──新ドナウ河へ通じる一直線の地下道へ出た。

　ぎりぎりぎりぎり＝異様な音が出で迎むかえる──歪ゆがみきってしまったヴァイオリンの悲痛な音。

　立ち止まる夕霧──悲しみがそのおもてを覆おおう。

　白露＝通常の姿──ズボンのサスペンダーに乾いた血で汚よごれた青い馬のバッジ／ヴァイオリンと弦げんを下ろす──首をかしげる。「リヒャルトさんは船に乗るよ。追いかけてくる人は僕が殺すことになってる。ここで誰かが来たら殺して、それから僕も船に乗る。外はまだ明るくて体がどんどん錆さびてしまうけど仕方ないんだ」

「白露さん」夕霧──静かに歩み寄る／左手の〈肢バインＢ・ベー〉でつながれないか試みながら。「夕霧です、白露さん。わかりますか？」

「とても綺き麗れいな声で歌うユダヤ人の女の子を探してるんだ」白露──目の奥に興味の光／真っ白い歯を見せて微笑ほほえむ──感情を失った声。「もし君がそうなら僕は君を食べないといけない。君の腎じん臓ぞうを取り出して食べさせて欲しいんだ」

　弦をかざす──まだ制圧しきれていない敵性の転送経路が使用される。

「転送を開かい封ふう」

　まばゆい輝きが地下の暗がりを押しやる──右腕に斧／左腕に盾／十対ついのカマキリの羽が全身を包む──美しくも禍まが々まがしい白しろ銀がね色の甲かつ冑ちゆうへ。

「白露さん」夕霧＝右手にワイヤー／左手に電子戦用のワイヤー状サーキット／悲しみに満ちた透とう明めいな眼差し──特甲の内側にママの携帯電話＝少年とまだつながれるはずだと告げてくれている／今にも消えてしまいそうな少年の心のかけら──もしかするともう死んでいるのかもしれない体。

　よみがえらせることは出来なくても──すくい取ってやることは出来るはずだと。
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　鳳＝右手に機き銃じゆう＋左手に涼月の手──運うん搬ぱん力に長たけたアゲハチョウの羽をフルに発揮。

「いましたわ！」下方──ヴァーグラマー通りをゆるゆると南下するトレーラー。

「あの公園で下りる！」降下──二十メートルほどの高さで手を離した──宙で弧こを描えがいて着地＝どん！　ムハンマド・アサド公園の芝しば生ふがめくれる──背後にウィーン国際センター／国際原子力機関──前方に通り──トレーラーが横切る。

　突つっ走っていって右フック──どかん！　トレーラーの右前輪を粉ふん砕さい──車体が横に倒たおれる／ボート乗り場＋レストラン──誰もおらず──向こうにカイザーヴァッサーの水辺＝新ドナウ河に直結。

　鳳＝空中で警けい戒かい──敵勢力なし／トレーラーから飛び出して逃にげる者なし。

　涼月＝さっと近寄ってトレーラーのフロントガラスを殴なぐって砕くだく──運転席にいる人間を引っ張り出そうとして慌あわてて飛び退のく。「うわっ、ちくしょう」

「共同捜そう査さなどわしは認めん」ライマーがずるずる這はい出てくる──脳のない頭／体に巻き付けたいかにもな爆ばく弾だんベルト。「清らかなわしの領土から汚けがれた人種を排はい除じよせねばならん」

　くそたわけた言葉を吐きながら涼月に近寄る──こっち来んな＝しっしっと手で追い払はらおうとする──ばん！　いきなりライマーの頭が木こっ端ぱ微み塵じんに──飛び散る血と骨＝割れたフロントガラスにべったりとおかしな模様を描く。

　上空＝鳳の狙ねらい澄すました射しや撃げき──自じ爆ばくする前に絶命させた。

「やれやれ」トレーラーの中を覗のぞき込む──見る前からそこには誰もいないことを感じ取っている。「逃げやがった。多分あれだ。ここに来る前にどっかで地下に入ったんだろ」

「追いかけましょう。ただ、犠脳体がいつ現れるとも限りません」舞まい降りてくる鳳──いきなりその言葉通り猛もう烈れつな水柱が出現──カイザーヴァッサーの水みな底そこから飛び出す鋼鉄の存在。

　六つの車輪つき脚きやく部ぶ／砲ほう身しんがついたカニのようなアーム／尾び部ぶにガトリング砲ほう──猛もう射しやしながら浅あさ瀬せに立つ──脚部・胴どう部ぶが水を吸い上げる──コンクリートと同じ原理による氷結装そう甲こうを身にまとう。

　涼月＝右手へ回かい避ひ──鳳＝上空へ回避──敵火線＝岸＋ボートハウス＋通りのアスファルトを粉砕──二人の脳のう裏りに〈トリアイナ〉から情報＝犠脳体兵器〈マンティコア〉──水がある限り何度でも装甲を復活することが可能な移動式の大型トーチカ。

「水から離れさせないと破は壊かい出来ません！」鳳＝牽けん制せいの掃そう射しや──敵の周囲を旋せん回かいして火線・砲ほう撃げきを引きつける。

　涼月＝迅じん速そくに接近──浅瀬に飛び込んでジャブとフックのコンビネーション──胴どう体たい部の氷結装甲を連打で粉砕──吸い上げられる水＝右拳こぶしごと氷結──くれてやる──左フックで右みぎ腕うでを砕いて跳とびすさる──敵の掃射をかいくぐって走り回る──今度はこちらが浅瀬で敵の攻こう撃げきを引きつける。

《そういやヴィエナ・タワーのときは悪かったな》涼月＝思い出し笑い──右腕を再転送。《お前の腕をほっぽり出しちまって》

《まったくですわ》鳳＝急降下──涼月が作った隙すき間ま／突とつ破ぱ口を狙い澄ます。《せっかくお助けしましたのに》

　機銃を槍やりのように突き出す──氷結装甲から生えた涼月の右腕に銃じゆう口こうを叩たたき込む／押し込む──敵胴体部に銃口が接せつ触しよくするまで差し込んでありったけの弾だん丸がんを流し込んだ。

　涼月の腕が一いつ瞬しゆんで鉄くずに──敵装甲を貫かん通つう／内部機構が引き裂さかれる／弾丸の嵐あらしが兵器の内部で荒あれ狂くるう。《申し訳ありませんわね。あなたの腕をこんな風に撃うってしまって》

《気にすんな》涼月＝さっと身を翻ひるがえす──虚きよを突いて敵の尾部を左アッパーで粉砕＝ガトリング砲が何十個ものパーツに分かれて飛び散る。《いつでも腕を貸してやるよ》

　鳳を弾はじき飛ばそうとするアーム──涼月が素す早ばやく間に入る＝右ストレートで弾き返す。

　犠ぎ脳のう体兵器がぎくしゃく左右に動く──悶もだえる──機体内部の跳ちよう弾だんが犠脳ユニットを貫つらぬく／引き裂く／砕け散る──機能停止。

　氷結装甲が溶とけて割れる──機体の隙間から噴ふき出す煙けむり──脚部が横倒れに。

　涼月＝水を蹴け散ちらして通りに戻る──横転したトレーラーのそばを通り過ぎてヴァーグラマー通りの橋を眺ながめる──ウィルスの信号／そうではない何か。

　かすかなつながりを感じ取る＝かつてない感覚──ふわりと鳳が舞い降りる＝同じ感覚を共有していることが自然と伝わる。

「地面の下を動いてるみてーだ。この国から出てく気だろ。車じゃねーし、列車じゃねーな」

「車でしたら以前、国境で止めたことがありますから同じ逃とう走そう経路は使わないでしょう。飛行機やヘリでもありません。マスターサーバーが回復すれば遠えん隔かく操作されます」

「エンジンが停とまっても進めるもので逃げるんじゃねーの？」

　橋の左右──アルテ・ドナウ河＝波は止と場ば／ボート置き場／貨物船が並んでいる。

「あたくしも同感ですわ。情報汚お染せんで混乱した街路を盾たてにし、河を下って国境を越こえる気でしょう」

「こーいうのはどうだ？　一人は、橋の向こうから地下に入って、このトレーラーに乗ってた野や郎ろうを追っかける」涼月＝くるりと向きを変える──ノイエ・ドナウ河。「一人はあっちの河の方を調べて、ウィルスを食らったやつらが乗りたがってる船を探す」

「そうですわね。広域で入り組んだ地下道での追跡と、河岸の一直線の捜そう索さく。どちらがどちらに向いてますかしら」

　言わずもがな──互たがいに拳を突き出す──無言のうちに拳を当てる。

「連中をとっ捕つかまえるぞ」涼月＝にやり──鳳＝真ま面じ目めにうなずく。「必ず」

　走った／飛んだ──それぞれの追うべきものを求めて。
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　トレーラー＝〈意パム地プレ悪ー〉号──ゼーシュタット通りをぐるぐる移動──アスペルナーの湖こ畔はんにまた戻もどってくる。

　地下道＝シーシュタット駅そば──ガタガタ揺ゆれながら現れるトラック＝荷台に傷だらけの陸王＋蛭雪＋五名の〈蟲〉──トレーラーを追う＝クラクション。

　止まらないトレーラー──陸王の脳内チップを通して声。《あんちゃん……苦しい……》

「秋水かあ？　どぉしたァ～、なんで今まで通信せんかったんじゃァ？　サードアイとシャーリーンにトレーラー停めろぉ言えやぁ～」

《ようこそ地じ獄ごくへいらっしゃいました》いきなり割り込む声──ユニット車両に干かん渉しようする〈太公望〉＝〈カロン〉を完全に支配／治安組織に４ＪＯウィルスの信号を送信。《あなた達は間もなくこの車両に乗っていた者達の身代わりとなり追われるでしょう》

「逃げよったァ！」陸王＝トラックの荷台をぶっ叩く──ぎょろぎょろ周囲を見る。「サードアイもシャーリーンも乗っとらんわァ！　わしらァ盾にされたんじゃァ～！」

　蛭雪＝喉のどの電子機器がチチチ……と音を立てる──トラックを運転する〈蟲〉に命令＝河岸に向かい船を見つけるよう指示──トラックがけたたましいタイヤの擦さつ過か音とともに転進。

「やつらが来たら、ひと暴れじゃァ～」陸王＝蛭雪を抱だきしめる──唇をついばみ合う／見つめ合う。「別々に逃げなァあかんときはァ、迷ったりせんで逃げて船に乗るんじゃァ。後で会えばえ～からのォ。もしそー出来んときはァ、まァ～あの世で会えるわァ。なぁ蛭雪よォ～」

　蛭雪のおもてに浮うかぶ魔ま笑しよう──命知らずの笑えみ。

　湖の向こう二キロ先──第二作戦部隊の軍用機体×三台が驀ばく進しん──真っ直すぐ耕地を横断／空地を突っ走る／土つち煙けむりを上げて迫せまる──トレーラーを捕ほ捉そく＝南へ向かうトラックを発見。

　マスターサーバーが復旧してゆく──遠隔操作で車両が勝手に道路から移動。

　別の通りから装甲車の一団＝〈白ヴアイきスシ盾ルト〉から押おう収しゆうした車両／歩兵連隊──トラックの進路をふさぎにかかる──火線が放たれる。

「もう来よったァ～」陸王＝身を離す──荷台の上で仁に王おう立ち。「転送を開封」

　僅わずかに残された転送経路──エメラルドの輝かがやき──蛭雪も六肢しの特トツ甲コーをまとう。

　トラックの行く手に次々に現れる治安組織の車両＋機体──荷台の上で機銃掃射を放つ陸王＋蛭雪──狩かられる側になりながら嬉き々きとして戦い続ける。
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　シャーリーン──ランネス通りを乗用車で移動／広大な住宅地のそば／情報汚染で塞ふさがれた道が開かれていく──予想された復旧。

　車が移動した隙すきをぬって移動──かと思えば車の群が道を塞ぐ／別の通りに出る／河に向かう道に入れず──都市管理局ビルの方へ戻らされる道筋。

「なに？　なんなの？」シャーリーン＝ばんばんハンドルを掌てのひらで叩く──ほつれた髪かみをかきむしる。「まさか、何？　マークされてる？　なんで？」

《そりゃあそうさ、ボス》水無月の声＝カーステレオのスピーカー──目を剝むくシャーリーン──その姿を楽しむように。《ガラテア・コンプレックスはもともと交通管制プログラムとして作られたからね。ＭＳＳがちょっと応用しただけで、この通りだ。その車に侵しん入にゆうされて動けなくなるぞ。その前に、どの船に乗る気なのか教えてくれないか、ボス》

「ちくしょう！」シャーリーン＝ハンドルを切る──道を塞ぐ車の横を強ごう引いんに通り抜ぬける／別の車にぶつかる／がんがん接触しながら突っ切る──必死に南への道に入ろうとする。

　助手席でがくがく揺れるサードアイ──虚うつろな表情／耳からも血が流れ出す。

「絶対に逃げてやる！　ダーリンと一いつ緒しよに逃げてやる！　そしたら戻ってきてやるからな！　お前らみんな殺しに来るから覚えてろ──」

　車両の群の向こう──ふわりと舞い降りる黄色い輝き＝茫ぼう洋ようとした眼まな差ざし／右手にぶら下げた爆ばく雷らいの束──真っ直ぐフロントガラス越ごしにシャーリーンを見つめる。

「ちっくしょう！」また猛もう然ぜんとハンドルを切る──涙なみだをこぼしながら金切り声を上げる。「ちっくしょう、ちっくしょうお前ら！　ちっくしょうふざけんな絶対に逃げてやるんだからな！」
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　地下下水道＝こつこつ軽快な靴くつ音おと──楽しげに携けい帯たい電話で話すトラクル＝一方の手で火傷やけどの跡あとを撫なでながら。「ふむ。ハンス・Ｗ・クラインくんが無事にやってのけられることに賭かけたいところだが、どうかな。五分五分だろう。カラス博士の脳である〈オーディン〉を通して、〈外げ典てん〉の管理はしばらくあの州知事のもとで行うことになるのかな？　もちろん〈外典〉は君の管かん轄かつだよ、リヒャルト・トラクル。私は〈リスト〉に関して働き、もしあの州知事がその一員になることを拒こばむのであれば、また別の騒さわぎが起こるだろう。そうさ。ガラガラヘビのやり方でね。私はその下準備に取りかかるとするよ。ああ。では、また会アウフヴう日イーダーまでゼーエン」

　立ち止まる──携帯電話を下水に放り捨てる。

　暗がりを振ふり返る──声をかけてみる。「私を追って来ているのかな？」

　反応なし／気配なし／姿なし──誰だれもおらず──肩かたをすくめる／くるりと向きを変えて再び歩き始める。
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　第インネ一レシユ区タツト──悠ゆう々ゆうと徒歩で辿たどり着く＝車を放置して帰宅する人々の群に紛まぎれ込む。

　ハンス・Ｗ・クライン──観光客のふりをしてホーフブルク王宮の事務所に立ち寄る＝遺失物の問い合わせ──望みの品が入った旅行鞄かばんを受け取る。

　分厚い本のページに挟はさまれたＩＤタグ／カードキー──首からかける／上着の胸ポケットに入れる。

　すぐ隣となりの建物＝連れん邦ぽう首しゆ相しよう府──警備事務所を通過／ＩＤタグ／カードキー──内部協力者の手はず＝たやすく中へ──豪ごう奢しやな大部屋の前を通り過ぎる／待機室の一つに入り込む──ソファに座って銃じゆうを取り出す。

　待ち構える──死し刑けい場に導かれるはずのエドワルト州知事──爆弾は使わない／一対一で命を奪うばう／この手で弾丸を撃ち込む──自分が第三の男となるために。
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　地下道──ロートヴィルト＝アームスーツを捨てられず／ライフルを抱かかえたまま／左ひだり腕うでの作動に支障──移動速度が半減。

　通信は出来ず──もはや情報汚染は頼たよれない／通信を傍ぼう受じゆされる可能性が高すぎる──ホイテロートがどうなったか知るすべなし。

　脱だつ出しゆつ地点まで孤こ独どくに進む──敵は確実に追ってきている／あの少女が迫っている。

　イギリスのアームスーツ部隊の気配をほうぼうに感じる／ミハエルが自分の足あし跡あとを追つい跡せきしているという感覚。

　振り払はらえない凶きよう運──対決してはならない／追いつかれれば命を失う／可能な限り急いで逃にげるしかない──そんな瞬しゆん間かんを二度と望んだりするなと自分に言い聞かせながら。
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　地上に出るホイテロート──襲しゆう撃げきが失敗したキャンプ場の森を進む。

　戦せん闘とう後の惨さん状じようがまだそのまま──動作がぎくしゃくするアームスーツ／壊こわれた〈ギガントマキア〉の陰かげに隠かくれる／不十分なカメレオン機能──半ば自分を餌えさにして追跡者の気配を探さぐる。

　木々の間を走る音──機き銃じゆうをそっと持ち上げる──探査で把は握あく＝機銃を下げる。

　影かげ武む者しやの赤いアームスーツが姿を現す──傍受される覚かく悟ごで呼び寄せた／いざというときの盾にするために。

　ロートヴィルトには通信出来ず──仲間を盾にすることになってしまう／あるいは二人とも追い詰つめられてしまう。

　ゆっくりと警けい戒かいしながら姿を見せる。《ここだ》

　影武者が立ち止まる──機銃を小こ脇わきに抱えて大人しく棒立ち／片手を上げてみせる。

《先に行け》一方的に命令──地じ雷らい原を先に歩かせて安全地帯を探る手法。

　逃げられないという直感──罠わなを仕し掛かけて待ち構えるしかない──悪運に満ちたときを耐たえるために。
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　都市管理局ビルから移動する治安組織の連合部隊──第二十ドナウシ二区ユタツトの各所を一いつ斉せいに封ふう鎖さしにかかる／逃げ出す敵を追跡にかかる。

　乙＝陽炎の手を握にぎって飛ひ翔しよう──地上を走って追ってくる日向＝後方支し援えん。

　赤いアームスーツを追う──ロートヴィルト／ホイテロート／アウ・パークの森にいるとイギリスの部隊から情報があった影武者も姿を消していた。

　敵の逃とう走そう経路＝ドナウ河を下る可能性が濃のう厚こう──線路＋新ドナウ河のそば＝ラフィネリー通りの上空に到とう着ちやく。

「ここでいい」陽炎＝四方の地形を改めて見回しながら──汽車に乗って突とつ破ぱしたときとは逆の見方／ここを通過するであろう敵を逃のがさず捕とらえることが出来る場所を見て取る。

　すぐさま降下──地面に下りる／手が離はなれる──陽炎が感謝を込めて拳こぶしを突つき出す。「幸運を」

「おねーさんも」乙がこつんと拳を当てる。「後で会おうね」

「うん」微笑ほほえむ──そのときは宿しゆく縁えんに決着がついたときだという思いを二人で共有。

　飛翔する乙──見送る／背を向ける／入念に周囲を探査──自然と訪おとずれるガラテア・コンプレックス的認にん識しき。

　味方の位置／白いアームスーツ達の動き／敵の逃走経路──最適な位置・最適な運動。

　涼月＋鳳が敵兵器を破は壊かいしてそれぞれ移動──夕霧だけが特トツ甲コー猟りよう兵へいと一対一で戦闘中＝助けを呼ばない／自分一人でやるべきだという意志が伝わる／打だ撃げきを受けながらも白露の心を取り戻そうとしている。

　それぞれの宿縁──自分もやるべきことをやらねばならない──過去を迎むかえ撃うつべき場所へ移動した。

　誓ちかいを胸に秘ひめて──報むくわれざること一つとしてなからんことを。
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　すーっと宙を移動する白銀色の甲かつ冑ちゆう──にわかに振るわれる抗こう磁圧の爆ばく風ふう＝地下道全体がひしゃげる／壁かべをぶち抜いて別の地下道につながる──衝しよう撃げき波はと飛散する瓦が礫れきだけで生身の人間なら木こっ端ぱ微み塵じんにされる。

　夕霧＝懸けん命めいに回かい避ひ／果か敢かんに牽けん制せい──杭くいとワイヤーを放てるだけ放つ＝絡からみつかせる──ガリバーが小人の国で縛しばり付けられて目覚めたような状態に──だが動きを止められない。

　脳のう裏りに響ひびき始めるマスターサーバーの声──正常に復帰しつつあるＭＰＢの〈刕〉＝戦いの天使祝詞のりと。《脅きよう威いの増大により高度兵装が許可されました》

　ありったけの力を尽つくすことをとっくに覚悟──自分は大丈夫だ／涼月がそう言ってくれた／自分達のつながりが支えてくれる──揺ゆりかごの夢に吞のみ込まれず戦わせてくれる。

《戦時状じよう況きよう下での行動を承しよう認にん。戦闘員のアクセス権限を拡大》燃え盛さかるようなエメラルドの輝き──持てる限りの力を手にした。《バランサーを解除。特甲レベル３の転送を開始します》

　四し肢しが変へん貌ぼう＝白銀のイバラが奔ほん出しゆつ──電気ノコギリのような振しん動どう音とともに束になったワイヤーの群が放たれる──鉄条網もうの雄お叫たけびを上げて白露の甲冑に絡みつく。

　浮ふ遊ゆう機動型の脚きやく部ぶ＝抗磁圧のフィールドを形成しながら浮遊──真っ直すぐ白露へ向かった。

　振り下ろされる斧おの──白銀のイバラが腕うでに絡みついて抗磁圧のサーキットを阻そ害がいする／斧の刃はが夕霧の肩に食い込む──そのまま斧を自分のイバラで固定する。

　電子戦の応用＝レベル３の状態で〈肢バインＢ・ベー〉の機能を再現──白銀のイバラの一部が電子戦用サーキットに──白露を支配するどす黒いイバラの群を駆く除じよしにかかる。

　白露の甲冑も変化──盾たてで白銀のイバラを押しやる／抗磁圧を防ぼう御ぎよに回す／そうしながら背に二対ついの羽を展開──電子戦用のカマキリの羽。

　ようやく動きが止まる──そうなることは分かっていた／互たがいに無意識型／電子戦に入ると棒立ちになってしまう。

　白銀のイバラが地面に突き刺ささる──白露を押し倒たおす／斧を肩に食い込ませたまま押さえつける──もがく白露の脳内チップに何とか干かん渉しようして揺りかごの夢から解放しようとする。

　涼月が鳳に対してそうしてのけたように──ワイヤーと電子のイバラの両方で悪あしきものを退けて善きものを呼び覚まそうとする。

　だが侵しん食しよくし返してくる外敵解かい離り性ビジョン──接せつ触しよくによって悪夢が感かん染せん。

　夕霧＝白銀のイバラも特トツ甲コーも錆さびついてゆく感覚に襲おそわれる──つながるべき相手の脳に致ち命めい的てきな損傷があることがはっきりと伝わる。

　夕霧の中で死んでしまった白露さんの腎じん臓ぞうのように──壊え死しして失われてしまった。

　それでもまだ生きているものがあるはず──脳が死んでいるとしても／心のかけらがどこかで息づいているはず──揺りかごの夢で眠ねむらされていた記き憶おく──４１と１９の数位で時間の回転面を進められれば──夢の座＝意識型の接続能力の数位によって──反の座＝外敵解離性ビジョンを寛かん解かいさせる──目覚めながら眠る心として呼び戻もどそうとする。

　広がりゆく赤あか錆さびのビジョン──まるで鮮あざやかな血の色のように。

　床ゆかに倒れたまま展開した羽を震ふるわせる白露＝電子戦で拮きつ抗こう／抗磁圧のサーキットを少しずつ回復──しがみつく少女を粉々にするための力を食い込んだままの斧に集中させていく。

「白露さん！」叫さけび続けた──涙が後から後からこぼれた。「夕霧です！　白露さん！　聞こえますか！」

　ふいにコール音──はっと息をのんだ──特甲の内側＝ママの携けい帯たい電話。

　その表示画面に明めい滅めつしているであろう数字──鮮やかに脳裏に浮うかび上がった。

『３７２９２３１７１３１１７』

　奪われず遺された数位の列──七つの数位の和＝１３７──メンデル博士の数字。

　それが一挙に変貌──本来の正しい姿へ。

『６１５９５３４７４３４１３７３１２９２３１９１７１３１１７５３２』

　十八個の数位の和──脳内チップ／機械の体／魂たましい／精神／心／夢／幻まぼろし／現実／感覚／運動／肉体／自分／他者──全すべてをつなげる５０１コード。

《泣かないで、砂糖菓が子しちゃん》はっきりと聞こえる──天国のママの声。《とっても頑がん張ばったじゃない。誇ほこらしいわ、私の踊おどり子さん。さ、もうすぐよ。じきに彼につながるわ》

　違ちがう涙が流れる──もっと熱くて希望や喜びに満ちたものに。

　携帯電話から響き出す音が切り替かわる──ザーザーというノイズ──だが不快感や脅威は感じない／体内を流れる血の音のように安心する。

　そして声。《僕だよ、夕霧さん》

　これは幻げん覚かくなのだろうか──ある意味その通りだった／現実には存在しない声／脳内チップを通してしか聞こえない夢のこだま。

　だが本物だった──眠れる意識／夢見る精神／生き残った心のかけら──今ようやく目覚めて夕霧に声をかけてくれた──返事をしてくれた。

《やっと見つけた。ずっと君を探していた。夜の砂さ漠ばくを歩き続けていた。誰だれもいない場所を。そこにいるんだろ夕霧さん。僕の声が聞こえる？》

「聞こえます！」夕霧──もがく白露の体を押さえつけながら／なおも甲冑の力を必死に無力化しようとしながら／泣きじゃくりながら──大声で呼んだ。「聞こえます、白露さん！」
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　地下道から河か川せんへ──水の中に潜もぐるロートヴィルト＝河の流れが凶運を清めてくれることを心から願いながら。

　河底を歩くのではなく這はっていた──このまま動作不良で壊れかけのアームスーツが棺ひつぎとなる可能性を心から押しやる──追跡されることを何より恐おそれるべきだと言い聞かせる。

　アームスーツの耐たい水すい性／酸素供給／耐たい久きゆう性──全てぎりぎりまで頼って地上へは一いつ切さい出ず。

　本来であれば退たい却きやく路に使えた線路から二キロ以上離れる──シュタインシュポルン橋＝ドナウ島につながる道。

　橋の下で初めてアームスーツの頭部を水面から出す──左顔面がひしゃげた状態＝電子望遠機能だけ使う──広域探査機能を使うことすら危あやうい／電波を傍受されれば即そく座ざに狩かられる。

　情報汚お染せんによる支援はもうない──退路を用意すべきプリンチップ社のエージェントどもも逃走にかかった──自力で彼らが乗る船に辿たどり着くしかない。

　河だけが逃れるすべ──情報汚染の余波で河川の封鎖はまだ出来ていないはず。

　逆に言えば狩かりゆ人うど達はここに集まる──治安組織の指揮系統に属さぬ幽ゆう霊れいども／撃ちたいときに撃ちたい相手を撃てる人間狩がり部隊──白いアームスーツを必死に探した。

　いた──一体──右手対岸の水面で何かが動いた／枯かれた葦あし草の間／カメレオン機能があってもごまかせないもの──陽光を遮さえぎることで生まれる淡あわい影かげ。

　さらに一体──反対側＝こちらの岸／二百メートル右手／ボート乗り場──水みな底そこを這ったお陰かげで見つからずに目と鼻の先を通過出来ていた。

　あと二人──息が詰まる／どこかにいる／ミハエルが／幽霊どものリーダーが。

　河岸を何度も見直す──戦火のせいで無人となったレストラン／公園／流れる水が売りの市民プール／スポーツ施し設せつ／散歩道／観光客用のボート──何もかも平和だった。

　かつては守る役目を担になっていたという遠い昔に失ったはずの思いが去来した──今さら何の意味も感じられない／何が壊れても気にしない／雇やとわれた分だけ技量を発揮するだけの自分。

　俺は善でも悪でもない──いつしかそう思うようになった──一個の部品／歩き回る銃じゆう器き／誰かがその引き金を引いてくれと頼たのむ──そうすることで報ほう酬しゆうを得る。

　悪運も幸運もない──この戦いが始まって以来、久々にそう思えた──全てはこの河の流れのようにもともと形がないものであり善いものも悪いものも空想に過ぎないのだと。

　受け入れろ──善も悪も──己おのれの一部として／己もまた何かの一部でしかない。

　ますます穏おだやかになる／思考が冴さえる／半減したアームスーツの視界であろうと正確に見て取る──身を潜ひそめる狩人達の位置を判明させていく。

　三体目──こちらの岸／二百メートル左手／ロッジの屋根に微び妙みような影──片かた膝ひざ立ちの射しや撃げき体勢をとるアームスーツ。

　機械仕じ掛かけの鎧よろいの中で大きく息をつく──あと一人。

　ほどなくして見つかった──四体目＝対岸／レストランの屋根／伏ふく射しや姿勢──五十センチほど姿勢を変えてくれたお陰でそれと判別することが出来た。

　チームの位置を完全につかんだ──敵の油断／狩っているという優位に心こころ奪うばわれた／待ち伏ぶせを見み抜ぬかれないよう注意するのではなく撃って仕留めることしか考えていない証しよう拠こ。

　こちらはお前達と撃ち合う気などない──対決を望む戦士の本能をしっかり抑おさえ込む／間ま違ちがっても四人を一人ずつ逆に狩ろうなどと考えるな──逃にげ延びろ。

　アームスーツの機能をチェック＝再び川底へ──泥どろを巻き上げないよう気をつけながら這い進んだ──河の流れを感じた／清められる自分／生存のための純じゆん粋すいな努力に集中した。

　たっぷり時間をかけて対岸へ──水面を揺らさずそっと頭部を出す。

　四人とも同じ場所にいた──こちらを探査する様子もなく。

　たとえ探査されてもごまかせるよう静かに這い上がる──橋はし桁げたの陰に隠かくれる／べったり腹ばいになって匍ほ匐ふく──ナメクジか何かになったようなゆっくりとした動作。

　斜しや面めんを這い上る／橋桁の陰から出る／小高くなっている橋のたもとへ──そのまま草むらと木々の陰へ──決して身を起こさずドナウ島を這って横断していった。

　島の反対側を目指す──そこで逃走のための船が通りかかるのを待って乗り込めばいい／もし可能なら上流へ向かう／船が出発する前に近づいていって乗る。

　背後の木々がすっかり幽霊どもを遮ってくれた──反対側の船着き場まで残り五十メートル足らず／間に池と小川がある／ここで油断してはならない──水音を立てないよう注意して這い進まねばならない。

　慎しん重ちようにアームスーツの右みぎ腕うでを池に沈しずませたとき──水面に誰かが映っているのが見えた。

　岸辺の風に長い髪かみが翻ひるがえっている──美しい灰色の瞳ひとみがこちらを見つめている。

　凍こおりつくロートヴィルト──そこに紅あかい髪の少女が立って待っていた。

　何という静せい穏おんさか──そこに彼女がいるということよりもその気配の静けさに度ど肝ぎもを抜ぬかれた／これほど接近しているのに／周囲の木々と変わらぬ透とう明めいさ／熾し烈れつなまでの怒いかりと使命感を抱いだいているはずなのに。

　冴え冴えとした美び貌ぼう──ライフルの神と射手の魂のために捧ささげられた生いけ贄にえだった少女。

　今ここで生贄にされたのは自分の方だとにわかに悟さとった──ガンファイターのように撃うち合うのを避さけると読まれた／やつなら這いつくばって逃げるだろうと／戦わない道を選び生き延びようとするだろうと──あの四人は自分をここに追い込むためにあそこにいた。

　かつてない屈くつ辱じよく──凶きよう運が目の前に現れたという衝しよう撃げき。

　降こう伏ふくすべきだろうかという考えが脳裏をよぎる／即座に否定／対決へいざなわれたことを受け入れろ──これは、どちらがどちらを生贄にするかという対決だ／ミハエルが復活したときのように／自分が再びこの少女を撃ち倒して元の自分に戻れるかどうかの瀬せ戸と際ぎわ。

　沈ちん黙もくも思案も生じたのは一いつ瞬しゆんに過ぎず──アームスーツの腕を水に入れる前からすでに対決は始まっていた。

　ロートヴィルト＝右へ転がる──仰あお向むけになりながら機き銃じゆうを持ち直して構えた──数メートルの距きよ離りなら特甲をぶち抜くことも可能な銃じゆう弾だん──その耐水性能が発射を可能にしていた。

　少女のライフルがふわりと浮くように持ち上げられた──ロートヴィルトですらほれぼれとするほどの柔やわらかで迅じん速そくで正確な動作。

　撃った──陽炎の左側で地面が爆ばく発はつして土つち埃ぼこりを舞まい上げた──赤いアームスーツの手から機銃が消えた／右手そのものが粉々に吹ふき飛ばされていた／機銃が転がって水飛沫しぶきを上げた。

　腕から溶よう断だん機能付きの刃やいばを現す──盛せい大だいな火花／刃も撃ち砕くだかれた──脚部の関節を次々に撃たれた──さらに転がってかわすことも出来ず頭部の角が折られた。

　仰向けになったまま肩かたの付け根の装そう甲こうを撃たれた──すでに被ひ弾だんした箇か所しよが大きく裂さけた。

　そこから水がしみこんで来た──本当にアームスーツが棺かん桶おけになる恐きよう怖ふが襲ってきた。

　陽炎＝素す早ばやく近づく──身動きしようとするアームスーツの肩を踏ふみつける／水が内部へ流れ込むようにしてやる──そうしながら右腕のライフルを胸部装甲に押しつけた。

　びくとも動かない──ロートヴィルト＝入ってきた水に耳までつかる／溺でき死しの恐怖が他のあらゆる本能を押しやってしまう。

「出てこい！」陽炎＝鋭するどく命じる──腕うでと一体化したライフルで装甲を強く突つく。

　ロートヴィルト＝自害すべきだとは思わず──どのみちそうすることも出来ず。

　アームスーツの胸部装甲が開かれる──傭よう兵へいとして生きてきた男が顔を出して陽炎を見上げる／身を起こそうとして陽炎のライフルで胸むな元もとを押さえつけられる。

「答えろ！」叫び──報むくいを求めて長いこと発され続けてきた問い。「幼い私を撃ったのは誰だ！　私の父様のライフルを汚したのは誰だ！　ミハエルを連れ出したあの森で幼い私に向かって引き金を引いたのは誰だ！」

　ロートヴィルト＝いっとき無言で少女を見つめる──答える理由も義務もない／命いのち乞ごいをする気もない／何の取引にもならない──だがここに来て初めて何かが芽生える。

　類たぐい希まれなる射手──悪運を己のものとした者への賞賛の念が湧わいていた。

「俺だ。コータロー・佐サ脇ワキ・クロイツェル。元オーストリア軍機械化歩兵師団、特別斥せつ候こう狙そ撃げき部隊。〈ロートバオアー〉の一員であった俺が、引き金を引いた」

　陽炎＝銃じゆう口こうを引っ込める──もう一方の腕で胸むなぐらをつかんでアームスーツから引っ張り出す／地面の上でうつ伏せに／男のズボンのベルトを引っこ抜いて後ろ手にぎゅうぎゅう縛しばる。

　それ以外に拘こう束そく具なし──それを持っている仲間を呼ぶために通信した。《こちら、紅犬ロツター。ニナ長官代理へ。敵主犯一名を捕つかまえました》

《私だ。〈キャラバン〉か？》

《コータロー・佐脇・クロイツェルと名乗りました。ロートヴィルトです》

　ニナ＝ぐっと何かを嚙かみしめる──陽炎＝自分も同じ思いでいることを無言のうちに伝える。

《戦術班を向かわせる。監かん視ししていてくれ》

《了りよう解かい》

《よくやってくれた。ありがとう》

《こちらこそありがとうございます》

　通信終しゆう了りよう──大きく息をつきたかったが耐たえた／一瞬でも気を抜けば何をするか分からない相手／その背にライフルを押しつけたまま──そっと青空を見上げた。

　見ていますか父様──胸の中でささやく／七年の時を経て／多くの悪運を越こえて──報いを果たしたことを死者に告げていた。
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　キャンプ場から北へ──河の上流＝Ａ２３号線まで移動した上で渡と河か。

　ホイテロート＋影かげ武む者しや──二つのアームスーツが堂々とドナウ島へ。

　武装グループが襲しゆう撃げきに敗れたキャンプ場から未使用の爆ばく薬やくを回収──トラップに。

　高こう架か道路の柱の陰で仕掛けを張り巡めぐらせる──島の河岸の浄じよう水すい施設に爆薬を設置。

　最後の仕上げ──ボート乗り場の一つ＝アームスーツから出るホイテロート。

　抜け殻がらの機体＝カメレオン機能を使うため起動しっぱなし／さも隠れ潜んでいるような姿勢／機銃を抱かかえたまま──機体と機銃の弾だん薬やくにありったけの爆薬を仕掛ける。

　ホイテロート自身は移動──さらに数百メートルほど下流のボート乗り場のそば／地下鉄線路用の橋の近く──木に登ってキャンプ場で回収したプリンチップ社製のライフルを構えた。

　影武者は別の場所で待機──高速道路のすぐそば／敵が来たら逃げさせる／トラップまで敵を誘ゆう導どうさせる──囮おとりにしてホイテロートがいるのとは逆の方向に走らせる。

　アウ・パークの森で使い捨てにするつもりだった影武者──ここまで生き残るとは思わず／盾たてに出来る者がいるという幸運を最大限活用。

　脱だつ出しゆつ方法を敵に読まれるのは時間の問題──最も速く移動出来る特トツ甲コー児童が来るはず。

　その気配をひしひしと感じる／何でも切きり裂いてしまう青い火が飛んでくるという確信──自分の中の恐怖をごまかさず見つめながら待った。

　いきなり到とう来らい──上空からにわかに滑かつ空くうしてくる青い火＝激しくはばたくトンボの羽。

　予想の何倍も早い出現──河岸を捜そう索さくするというより狙ねらい澄すまして飛来した。

　カメレオン機能で偽ぎ装そうしたアームスーツをすぐさま発見された──遠距離から発射された弾だん丸がんすら瞬しゆん間かん的に察知する途と方ほうもない探査能力──自分に向かって飛んできたわけではないのに背骨が凍るような戦せん慄りつに襲おそわれる。

　空飛ぶ少女──偽装アームスーツに斬きりかからず／そのそばで着地／じっとアームスーツを見つめる──羽が大きく展開する。

　爆発──ライフルで撃つのではなく遠えん隔かく操作で起き爆ばくした。

　炎ほのおが少女を包む──改めてライフルを構える──影武者が掃そう射しやを浴びせる手はず。

　だが銃じゆう声せいは起こらず──少女が粉々になった？　それとも影武者が怖おじ気づいた？

　どちらでもない──影武者が現れて爆ばく炎えんのそばへ駆かけ寄る／機銃を放り出す／両手で火を払はらうような仕草を見せる──炎の中から何かを引っ張り出す。

　なんだあれは──サファイアに輝かがやく巨きよ大だいな岩のようなもの──羽が硬こう化かしたサナギ。

　あいつはいったい何をしているのだ？　影武者がサナギを火から遠ざける──少女にとどめを刺さす気なのか？　自殺行こう為いにしか思えない──正々堂々と戦って殺されたいとでも？

　どれも違ちがう──何かがおかしい。

　ぱーん──サナギが砕け散る音が風に乗って届いてくる──青い羽が復活してはばたく。

　影武者が上流の方を指さす──ホイテロート＝呆あつ気けにとられる──裏切るはずのない相手／裏切れば同どう胞ほうを殺される／今まで従順に働いてきた──なのに自分の居場所を教えている。

　あれは本当に影武者か？　その問いが今まで頭になかったことを呪のろった──キャンプ場の森で合流した相手──豊富な装備があだとなった／アームスーツを乗り換かえたロートヴィルト／放置した機体を利用されたのだとやっと悟った。

　特甲少女とイギリスの部隊にばかり気を取られていた／馬ば鹿か馬鹿しいほど見え透すいた罠わなにまんまとはまった──そして悪運が青い火をやどす少女の姿となって襲いかかってきた。

　木の上で可能な限り体を固定＝ライフルを構える──直進する少女に狙いをつけて撃った。

　外れた──螺ら旋せんを描えがいて飛ぶ少女／まるで撃つタイミングをすっかり悟ったように回かい避ひ。

　木から跳とんだ──一瞬後に枝が切断されて燃え上がった。

　河岸へ走った──頭上でエメラルドの輝き──目の前に少女がふわりと舞い降りた。

　乙＝通常の姿──左脇わきにカタナを携たずさえる／右手をだらりと下げている。

　向き会う二人──〈戦犯法ほう廷てい事件〉以来の対たい峙じ／ショットガンをぶっ放した男／機械の両りよう脚あしで跳んで逃げた──乙＝静かな問い。「あんたホイテロートっしょ？」

　ホイテロート──右手のライフルをフルオートに切り替かえて乱射／そうしながら左手で拳けん銃じゆうを抜いて構える──一瞬前に高く宙へ跳んで火線をかわしている乙＝くるっと身をひねる／カタナの柄つかを握にぎる──一いつ閃せん。

　ライフルを捨てて転がって逃げた──刃が恐おそろしい音を立ててすぐそばを通過。

　乙がまた着地──身を屈かがめるホイテロート／今度はこちらが機械仕掛けの脚きやく力りよくで跳ちよう躍やく──河に飛び込んで水中を移動し浄水施設から地下道へなんとかして逃げ込むつもりだった。

　すぐ下方に少女の姿＝すぐ追いすがってきていた──過去にその脚力を見せていなければ逃げられたかもしれず──だが完全に予想していた乙──一閃。

　体が軽くなる感覚──ホイテロートの機械仕じ掛かけの両脚が膝ひざの上でまとめて切断された。

　落下──転てん倒とうした──左手の拳銃を突き出した。

　手首から先が消失──カタナの一閃で斬り飛ばされた／銃じゆうを持った手が転がっていった。

　残った右の手の平──刀とう尖せんを突き込まれた／地面に刺さって縫ぬい止められた。

　四し肢しを奪うばわれた無残な姿＝あまりの苦痛に呻うめくホイテロート──これほどの悪運に見み舞まわれるとは思いも寄らなかった。

　乙＝無言で眺ながめる──ぽつんと口にする。「ルフトハンザ３１９便」

　影武者であったはずの赤いアームスーツがやって来る──装甲を開いてフランス人捜そう査さ官のくたびれきった顔が現れる。「そう。こちらのお嬢じようさんと俺が訊ききたいことはその一つだけだ。ルフトハンザ３１９便ハイジャック事件の主犯。そいつだけだ」

　すっと刃が抜かれる──血がしたたる／断たたれた手首から血が噴ふき出す／刃がぴたりと首に当てられる──悪運に押し潰つぶされた男が歯を食いしばって答えた。

「俺達の仕事だ。俺が仕掛けた爆ばく弾だんで飛行機は墜おちた。雇やとい主はリヒャルト・トラクル。その頃ころはリチャード・トーカーと名乗っていた方の男だ」

　乙──刃を離はなす／びゅっと音を立ててカタナを振ふるい血を払う／鞘さやに納める。

　ピエール──アームスーツから出てくる／河かわ面もとそこに映る空へ目を向ける／慌あわてて男を拘束しようとはしなかった。

　二人＝快かい哉さいを叫さけぶこともなく──ただ黙だまって数多あまたの犠ぎ牲せい者へ哀あい悼とうの意を捧げていた。
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　地下道──けたたましい音を立ててせめぎ合う白銀のイバラ／白銀の甲かつ冑ちゆう。

「白露さん……」夕霧＝流れ落ちる涙なみだ──白露を押さえ込もうとする／特甲に干かん渉しようして還かん送そうしようとする──だが電子的な処置はどれも功を奏さず。「戻もどってきて下さい……白露さん」

《僕はもう止まらない》携けい帯たい電話から響ひびく白露の声──優やさしげに。《分かるんだ。そこにいる僕は壊こわれてしまった》

　甲冑の顔の部分がばしゃっと音を立てて開く──かっと口を開ける少年が現れる／その歯で夕霧の首筋に食いつきたがっている／最後に別れたときのように──現実にいる白露さんは血をすする怪かい物ぶつになってしまったのだと思い知らされる。

「お願いです、ママ」夕霧＝最後の頼たのみの綱つなにすがる──たとえ自分が作り出した幻まぼろしであったとしても隠かくされた知ち恵えがないか一いち縷るの望みを求めて。「白露さんを元に戻して下さい。白露さんを返して下さい」

《ごめんなさい、私の砂糖菓が子しちゃん》ママの声──白露と同じ優しさ。《ママにもどうしようもないの。あなたにやってもらうしかないのよ。彼も分かってる。そう望んでる》

　必死に顔を横に振った──涙がはらはらと落ちた／血に飢うえてがちがち歯を鳴らす少年の頰ほおに／変わり果てた姿に胸が痛んだ──正しく痛みを消すすべとて見つからないまま。

《もう僕は死んでるんだ》白露の声──まぎれもないフリック・ポイントによる人格の再現／だがそれも消えかけているのが分かった──いっとき願った夢が遠ざかってゆくのが。《このまま僕が本当に消えてしまう前に……お願い、夕霧さん》

　消えて欲しくなかった／どんどん遠ざかるのが感じ取れた──泣きながら手を伸のばした。

　ワイヤーを放つために使用した杭くいの一つ──弾はじかれて転がっていた／まるで夕霧が手に取ると分かっていてそこに落ちたというように──右手で握って頭上へ振り上げた／左手は自分の肩に食い込んだままの斧おのを持つ白露の手首を握って押さえた。

　白銀のイバラが甲冑に絡からみついて抗こう磁圧の鎧よろいを低減させた──ほんの一いつ箇か所しよだけ可能な限り防ぼう御ぎよを下げさせればよかった。

　現実の白露が唸うなり声を発した──盾を構えようとしたが白銀のイバラに絡まれた。

《ありがとう》白露の声──杭を振り下ろした──機械仕掛けの腕わん力りよくに任せて。

　現実の白露が暴れるのをやめた──血が甲冑を真っ赤に染めた／何もかも赤く染まった。

　心臓を貫つらぬいた銀色の杭──目を剝むき歯を嚙み鳴らしていた少年がごぼごぼ血を吐はきながら大人しくなっていった──僅わずかに痙けい攣れんが起こった／それから動かなくなった。

　斧が引き抜ぬかれた──盾を持つ腕うでとともに横たえられた。

「白露さん」そっと少年の頰を撫なでた──見開いた目を閉じさせた。「夕霧は、白露さんが大好きです」

《僕も大好きだよ……》遠ざかる声──優しさに安らぎを込めて。《また一いつ緒しよに歌おう。音楽を食べよう。夢の中で。僕の、踊り子タンツさんエリン──……》

　完全な沈ちん黙もくにひたされる少年──エメラルドの輝きが起こってその姿が戻った／胸を杭で貫かれた血まみれの姿／乾かわいた血が幾いく重えにも染みこんだ衣服──無む惨ざんであったとしても白露さんが飢えに苦しむことはもうなくなっていた。

　夕霧──白銀のイバラが液状に戻った／輝きとともに自分も元の姿に。

　涸かれもせず流れ落ちる涙──少年のほっそりとした頰を撫で続けた──どうか全すべての痛みを忘れて眠ねむりにつけますようにと神様に祈いのりながら。
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　アスペルナー湖／大型自動車工場の南──アスペルナー森林公園＝かつて複葉機の空港として用いられていた土地。

　自動車工場のそばで横転したトラック＝破は壊かいされ燃えている──木々＝空港記念碑ひ──周辺で息絶えた〈蟲〉の兵士──みな最後まで抵てい抗こうした上で射殺された。

　通りを真っ直すぐ南下する黒鉄色の特トツ甲コー猟りよう兵へい＝陸王──盾を持つ腕に蛭雪を抱えて驀ばく進しん。

　二人ともおびただしい被ひ弾だんの痕あと──転送障害で特甲の復旧に支障をきたす。

「は～みんな死によったのォ～」陸王＝ぼたぼた体中からこぼれ落ちる血──ＭＳＳ／ＭＰＢ／第二作戦部隊／歩兵連隊の封ふう鎖さを突とつ破ぱ──大暴れ。「も～ちょいで船に乗れるからなァ～。そしたらこんな傷す～ぐ治してなァ～、敵かたき討うちしよーじゃないかァ～」

　ぼろぼろの六肢しでしがみつく蛭雪＝微笑ほほえみを浮うかべる口元から流れる血──道から外れて緑が深い一帯を横断＝河そばのラフィネリー通りに飛び出す──がくりと蛭雪の首が倒たおれる。

「おい、もう少しじゃぞォ～！」陸王＝走ることをやめないまま蛭雪を揺ゆする──わめく。「こらァ息せんかいやァ、蛭雪ェ～！　お前も脳みそ抜き取られてまうど～！」

　シュタインシュボルン橋へ差しかかる──すぐ目の前で橋の入り口に殺さつ到とうする装そう甲こう車。

　陸王＝Ｓ字走行＋急停止──ばしゃっと音を立てて開くフルフェイスのヘルメット。

　橋を封鎖＝〈白ヴアイきスシ盾ルト〉が使っていた装甲車×三台──車体に搭とう載さいされたチェーンガンが陸王＋蛭雪に向けられる──歩兵連隊の兵士が飛び出して十字砲ほう火かの隊形に。

　さらに装甲車×一台が後から現れて停とまる──ヘルベルト大たい尉いが下りる＝ドアを盾にして銃を構える。「陸王！」

「あ～ん？」陸王＝どぎつい目──兵士達を見る／左の新ドナウ河を見る／刺とげ々とげしい笑えみ──ヘルベルト大尉に目を戻す。「降ォ参じゃァ～！　こいつだけでも助けてくれんかァ～！」

　盾たてを持つ腕に抱だいた蛭雪＝動かず／目を開かず──六肢がずるずる垂れ下がる。

　ヘルベルト大尉＝答えず──武器を構えたまま動かない兵士達＝充じゆう満まんする緊きん張ちよう。

「やっぱ駄だ目めかァ」げらげら笑う陸王──蛭雪を抱き直す／血で汚よごれた互たがいの唇くちびるを合わせる／ぎらりと兵士の列を見み据すえる。「あー、楽しかったのぉ～。ここでお前と一緒にいられて最高じゃァ～、蛭雪よォ～」

　どどどどど＝回転ノコギリ／両足の駆く動どう音──爆ばく音おんを立てる──右みぎ腕うでの機き銃じゆうを掲かかげる。

「らァ──っ!!」掃射──地面と装甲車×四台に猛もう烈れつな火花──隊列がどっと乱れる。

「撃うてっ撃てっ撃てっ！」ヘルベルト大尉＝絶ぜつ叫きよう──その場にいる者達が手にした火器の引き金を一いつ斉せいに引く──拳銃／自動小しよう銃じゆう／大口径機銃──十秒足らずで千発以上の弾だん丸がんが飛来。

　疾しつ走そうする陸王＝真っ直ぐに──抗磁圧の出力が足らず／盾が砕くだける／甲冑が穴だらけに／剝き出しの頭部を引き裂さく弾丸──腕の機銃を振り上げる／ノコギリをかざす／その姿のまま速度が落ちて前のめりに倒れる──蛭雪を抱かかえたまま二人とも蜂はちの巣になってくずおれる。

《馬鹿者が！》ギリアンの声──森から飛び出す軍用機体×三台──橋の封鎖地点まで突つっ走ってくる／急停止／ハッチが開いてギリアンが飛び出す──かつかつ靴くつ音おとを立てて下りる。

「少しよう佐さ──」ヘルベルト大尉が何か言おうとする──問答無用で頰に鉄てつ拳けんを叩たたき込まれる／装甲車に背をぶつけて呻く。「何を……」

「なぜ撃った！」怒ど髪はつ天──ずたずたの少年と少女を指さす。「投降させればいいものを！　敵に寝ね返がえった特甲猟兵とはいえ、孤こ立りつした者を取り囲んで殺すとは！」

「抵抗されたのですぞ」ヘルベルト大尉＝憮ぶ然ぜんと頰を撫でる──険しい顔で死者から目を逸そらす。「それに、我々の手で決着をつけるべきだった。そもそも、特トツ甲コー児童も脳内チップも、作られるべきではなかったのです」

「貴様の勝手な理り屈くつなど聞いてはおれん」ギリアン＝一いつ蹴しゆう──きびすを返して抱だき合いながら死んだ者達を見つめる。「なんということだ。まったく……なんというざまだ、これは」
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　ひたすら右往左往──サードアイを助手席に乗せたシャーリーン＝無人の車が勝手に動いて道路を塞ふさがれる／何とか回避して進もうとする。

　陸王達を犠ぎ牲せいにしたにもかかわらず河に近づけず──アスペルナー湖の方へ戻されていく。

　いきなり木々の間から飛び出すＭＳＳの軍用機体×三台──御影の声。《とても逃にげられんぞ！　大人しく投降しろ！》

　慌てて右折するシャーリーン＝空地を突っ走る──道路に戻る──南に行きたいのに治安組織が大勢いる西へ戻される。

《言うとおりにした方がいい、ボス》カーステレオから響く水無月の声──やれやれという感じ。《このままだと撃ち殺されるか、雛くんに吹ふき飛ばされることになるぞ》

「うるさい！」シャーリーン＝金切り声。「ダーリンだけでも逃がすんだ！　あたしの宝物をあいつらに奪わせたりしない！　ダーリンが、間ま抜ぬけなカラス博士に代わって──」

　西に向かう道から外れようと左折──水無月の操作で進路を邪じや魔まする乗用車に衝しよう突とつしかける／慌てて回かい避ひ／ガードレールに接せつ触しよく──ぐらぐら揺れながら急ブレーキ。

　がくんと垂れるサードアイの頭部──額の電子義眼が光を失っている／うつろな目／鼻と口から血の滴しずくが落ちる──だらんと垂れたままの手＝ぴくりともせず。

「ダーリン？」シャーリーン──男の手に触ふれる／脈を測ろうとする／指で何度も探さぐる。

《今しがた心停止したよ、ボス》水無月＝淡たん々たんと。《４ＪＯウィルスに干渉して強ごう引いんに死し滅めつさせるか、僕ら接続官コーラスに逆侵しん入にゆうしようとしたんだ。で、自分の体の中で電子のハルマゲドンをやらかした。これでもう、あんたには誰だれも残っていない。あんた自身しか》

　聞いちゃいないシャーリーン──サードアイの手をぎゅっと握にぎる／アクセルを踏ふむ／一方の手だけでハンドルを回してＵターン。「一緒だよ、ダーリン。いつまでも。あたしと一緒だよ」

　向こうの通りからやって来るＭＳＳの機体──アクセルを目一いつ杯ぱい踏み込む＝機体に突っ込んで正面衝突しようとする。

　がくん、と車両の機構が停止／エンジン音が停止／ハンドルが動かなくなる──カーステレオから水無月の声。《それはやらせられないな、ボス。悪いけど、緊きん急きゆう停止装置を使って動かなくさせたよ──》

　シャーリーン──ポケットから銃じゆうを取り出す／自分の顎あごの下に押しつける／安全装置を指で探ってすでにオフになっているのを知る。「うわああ──っ!!」

　長々とした叫び──カチン、というあっけない音が響く。

《やっぱり忘れてたのか。そいつは僕を追い出そうとしたときに撃ち尽つくしただろう》

「ち……ちくしょう、ちくしょう！」慌てて左右を見る──一発で自分の命をあの世へ送り込める便利なものはないかと探す。

　気づけば車の左右に軍用機体が横付け──アームで窓ガラスが割られる／ドアが引っぺがされる／シャーリーンのシートベルトが切断されて引きずり出される。

「うわーっ！」暴れまくるシャーリーン──髪かみを振ふり乱して絶叫。「あーっ！　離はなせーっ！　うわあああーっ！」

　機体から出てくる御影──シャーリーンの両手を後ろに＝結束バンド／ひざまずかせる──苦々しげな声。「逮たい捕ほだ、シャーリーン。これほどのことをしでかすとはな。命があるだけありがたいと思え」
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　雛＝建物の陰かげから茫ぼう々ぼうとした眼まな差ざしで見届ける──だだっ子のように大声で泣きわめきながら引きずられていくシャーリーン──とことん自分のことしか口にしない／雛の父親みたいな女だった／あるいは水無月の母親みたいな犯罪者だった。

　御影達に見つからないようにこそこそ這はう──まだ約束が残っている。

　ふわりと飛ぶ──人が乗っていないせいで確保が後回しになったトレーラー＝〈意パム地プレ悪ー〉号。

　雛と連れん絡らくし合う＝〈太公望〉がトレーラーを操作──シャーリーンよりもはるか南に到とう達たつ。

　ザルテン通り／ミュールヴァッサーの水辺──トレーラーがアイドリング中。

　舞まい降りる──トレーラーに手を触れる。

《また会えましたね、雛小シヤオ姐ジエ》嬉うれしげな声。《吾われは務めを果たしたと思います》

《うん。すっごく頑がん張ばったよぉ》ねぎらう──感謝を告げる。《ありがとぉ》

　気配が近づく──しばらく前から何となく伝わってきていた。

　地下道から出てくる小こ柄がらな人ひと影かげ──少年を背負う夕霧＝トレーラーと雛にきらきらとした透とう明めいな眼差しを向ける／まだ乾いていない涙なみだの粒つぶが目め尻じりで光っている。

　雛がぼんやり視線を返す──歩み寄る夕霧＝木こ陰かげにそっと少年を横たえる。

　白露だとやっと分かった──真っ赤に染まった胸むな元もと／両手をその傷の前で組ませる／フロー状態に苦しんでいたとは思えない穏おだやかな顔。

「寝ねてるみたい」雛＝感じたままを告げる──やっと安あん寧ねいを得られた少年を悼いたんだ目礼。

　こくんとうなずく夕霧──トレーラーを見る。「〈太公望〉さんの声が聞こえたんです」

「この中にいるのぉ」雛──同じく振り返る。「自分から捕つかまってくれたんだよぉ」

　歩み寄る夕霧──澄すんだ声が二人のもとに届く。《こんにちは、夕霧小姐。あなたとともに飛んだことは忘れがたい事実となっています。ですが、くれぐれも車内に入っては推すい奨しようされないことになります。ウィルスはとても強力に増ぞう殖しよくしています》

《苦しいよ……》別の声が混じる──苦く悶もんに満ちたか細い呼び声。《なあ……あんちゃん……剣……おうちに帰ろ……あんちゃん……》

《吾もこの存在も生きては苦しむばかりとなるでしょう》穏やかに促うながす〈太公望〉──約束を果たすよう告げる。《さあ、雛小姐。火はここにある全てを解決します。火を使って下さい》

《うん》雛＝返事をしながら涙がこぼれる──唇を嚙かんで嗚お咽えつする。

　歩み寄る夕霧＝通常の姿──血に染まった白い卒業服／おまじないの絆ばん創そう膏こうも赤く染まっている。

　特甲姿の雛を抱き寄せる──ぎゅっと両りよう腕うでで抱きしめて心を支えてやる。

「ずっと一緒にいてくれたのぉ……」雛＝抗こう磁圧のヘルメットを解除／夕霧の袖そでをつかんで顔を押しつける──誰かのためにこれほど泣いたことはないというほど震ふるえながら涙を流す。「ボクが……ウィルスを入れたのぉ……」

　頭を撫でてやる夕霧＝何も言わず──悲しさと優やさしさが雛の中で等しくなるまで。

　ずびずび洟はなをすする雛＝顔を離す──涙を振りこぼしながらトレーラーに向き直る。

「約束だからぁ……ボク、やるね」

「うん」

「離れないと危ないかもぉ」

「うん」

　雛＝右腕の爆ばく雷らいの中身を火か炎えん弾だんにセットし直す──一枚ずつ車体の下に丁てい寧ねいに置く。

　それから二人で離れた──白露が眠ねむる木の根元まで下がった。

《ありがとう。雛小姐。夕霧小姐。最後にお会いできたことは嬉しい事実です。さようなら。去るべき今も、私は喜ばしい方々に会えました》

《ありがとう、〈太公望〉さん》

《ありがとぉ……》

　雛＝かちんと右腕で起き爆ばく装置をオンに──太陽みたいな火の玉が出現してトレーラーを丸ごと吞のみ込んで何もかも焼いた──目を閉じても真っ白い光の残像が残るほど強きよう烈れつな輝かがやき。

　火によって葬ほうむられる──サードアイがいた安楽椅い子す／４ＪＯの貯蔵タンク／秋水の脳が入った〈カロン〉──嬉しげな声を届け続ける〈太公望〉＝何かの詩を唱えている。

　夕霧がその詩の意味を雛に教えた──〈空港占せん拠きよ事件〉のときに聞いた詩。

　雛＝北の方角を振り返る──ＭＰＢやＭＳＳが来る気配が伝わってくる。

「ボク、行かなきゃなのぉ」雛＝涙で濡ぬれた目で詫わびる。

「うん」夕霧＝何も訊きかずにうなずく──去るよう促す。

「ありがとぉ」

　またうなずいて見送る──ふわりと舞う雛＝低空飛行で南の木々の狭はざ間まへ去っていった。

　それからしばらく待った──やがてＭＰＢ大隊が使う装そう甲こう車両と第二作戦部隊の軍用機体×二台が来て停まった。

「夕霧隊員」装甲車から降りる笑顔のガブリエル＝汽車を走らせていたときのままの姿──横たえられた白露の姿を見て笑えみが消える／大きく息をつく／燃えるトレーラーを眺ながめる。「特トツ甲コー猟りよう兵へいは全員倒たおれた。こう言うべきかどうか分からんが……残念だ」

　夕霧＝答えず白露の傍かたわらで屈かがんで髪を撫なでる──ガブリエルが反対側で身を屈めた。「よければ俺が彼を車内に運ぼう。一いつ緒しよに乗ってくれ。急いで河に向かわねばならない」

「はい」夕霧＝言葉に甘える──一緒に乗り込む／他に隊員はおらず／大隊長が遊ゆう撃げき小隊のために車両を一台丸ごと与あたえてくれた。

　後部座席に横たえられベルトで落ちないよう固定された白露──その傍らに座った。

　装甲車両が動き出す──仲間のもとへ／全すべての報むくわれるべきときを迎むかえるために。
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　燃えるトレーラー──一キロほど西に別のトレーラー＝〈恐ろしいデイノー〉号。

　同様に４ＪＯウィルスに冒おかされた車内──血まみれの老人が後部車両でモニターを操作。

　バロウ神父＝紙のように血の気を失った顔／切断された右みぎ腕うでから流れる血／ウィルスに冒され朦もう朧ろうとしながら作業を続ける──意識を失う前に終えたことで安あん堵どの息がこぼれる。

　車内後部に搭とう載さいされた犠ぎ脳のうユニット＝〈ニーベルング〉──かつて〈インフィニティ〉が犠牲にした子供達の脳で作られたしろもの──鳳の弟妹もその一部に。

　生命維い持じ装置を停止──急速に死を迎えるユニット／声もなく／古い仕様であるため人格的なものはないに等しい──だがそれでも起こる反応＝車内にビープ音／明めい滅めつする車内灯。

　ユニットの声なき声──死を強要され驚おどろいているのか死を迎え喜んでいるのかは分からず。

　贖しよく罪ざいのときを迎える──さらにモニターを操作＝マイクへ口を近づける──疲ひ労ろうと苦痛で震える声＝〈アイギス〉へ通信。「こちらは、トマス・バロウ……。私が乗っているユニット車両の位置を送る……。車内には私一人だけだが４ＪＯウィルスで汚お染せんされている……注意して欲しい……」

　すぐさまニナの声が返ってくる。《ニナです、バロウ神父。すでにそちらへ人員が急行中です。聞こえていますか？　バロウ神父？》

　体を支える力を失う──床ゆかに倒れ込む。

　遠ざかる光──それでも目を開いて見続けようとした──自分がもたらしてしまったもの／はからずも与えられたもの──その全てを見届けたくて。




　　　　†




　鳳＝暗い地下道の広域捜そう索さく──確実に痕こん跡せきを追った／フロストの手首を発見したときのように／何も見み逃のがさず精密に探査──足あし跡あと／開閉した痕跡のあるドア／反射する電波／消された地下常時灯──想定されるルート上にある手がかり──あるいは何かのつながり。

　４ＪＯウィルスの信号とは違ちがうものを感じ取る──三台のトレーラーのうちゆいいつウィルス汚染を免まぬがれた車両に乗っていた人物＝犠脳ユニットのようなものを携けい帯たいしている？

　どうして追つい跡せき可能なのか分からず──ダミーを追わされている？　だが痕跡が確信させてくれる／ガラテア・コンプレックス的認にん識しきとも合がつ致ちする──追うべき相手はこの先にいる。

　ドナウ河沿い＝地下に入った地点から一キロほど南──真っ直すぐ続く暗くら闇やみ＝常時灯が全てオフにされている。

　通路の先の分ぶん岐き点で探査に浮うかび上がる人影──滞たい空くう＝ぴたりと機き銃じゆうを構えた。「止まりなさい！　リヒャルト・トラクル！」

　だが止まらず走る人影──撃うった＝警告／威い嚇かく──あえて外した／人影のそばで火花。

　探査が乱れる──何かの妨ぼう害がい装置をオンにした──人影の位置がいきなり移動した。

　ダミー──通路を塞ふさいだ電子パネル＝ファイバータペストリーの一種／折りたたみ式／何日も前から逃とう走そう用に仕し掛かけておいたであろうもの──半秒の掃そう射しやでずたずたに引き裂さいた。

　探査に人影なし──だがそこにいるはず／妨害装置で身を隠かくしている／じりじり遠ざかって逃にげようとしている──床に舞い降りる／羽を広げる／羽の機能を探査に振り向ける。

「私を捕まえることはできないよ」反はん響きようする声／疑ぎ似じエコー装置を通路のどこかにしかけた／でたらめに声が響ひびいて位置を攪かく乱らん──トラクルの常じよう套とう手段。「まあ、ここまで追ってきたことは賞賛に値あたいするがね、冥めい府ふに落ちたはずのエウリエウリデディケイーチエさん。君が目覚めるばかりか、カラス博士のブリリアント・モデルを統合してしまうとは、君達にはつくづく驚かされるな。とはいえ、そのたびに私もまた恩おん恵けいを受けているのさ」

　注意を逸そらそうとするトラクル──応じずに居場所を探さぐり続けた／しっかりと機銃を構えたまま／いざとなれば通路いっぱいの機銃掃射をばらまいて仕留めるという態度を見せつける。

　分岐する通路の一つに人影──床を蹴ける／飛び立つ／まっしぐらに飛ひ翔しよう。

　機銃を突つき出す──何もない／誰だれもいない──壁かべに吸着式の小さなダミー装置。

　すぐさま周囲を探査──決して逃すものか──だが心の中で違い和わ感／なぜこうも位置をごまかせるのか／先ほどから感じる妙みようなつながり──ふと電子戦の感覚が生じる／疑念がわく──相手がこちらのつながりに忍しのび込んでいるのではないかという推測。

　いや違う──こちらが相手に干かん渉しようしているのだ／この人物が備える何か／自分が備えるものと非常によく似たものに。

「おやおや、さらに私に近づこうという気配を感じるぞ。暗闇を飛ぶ蝶ちよう々ちようさん、こちらにおいで、だな。いやいや、残念ながらそれ以上は追跡させられないぞ。代わりに一つ教えてあげるよ。サードアイの補助でカラス博士が首しゆ尾びよく〈外げ典てん〉の中ちゆう枢すうユニットと化したあかつきには、私自身がそのユニットと入れ替かわることになっていただろう。その祝福すべきときはしばらく遠ざかってしまったが、いずれは訪おとずれるはずさ。そのとき私は個人であることをやめて真実そのものとなる。では、さようなら。また会う日を楽しみにしているよ」

　朗ほがらかな笑い声＝そこら中で反響しまくる／どんどん遠ざかっていく──この地下道からすでにいなくなっているのではないかと思わされる。

　そんなはずはない──歯を食いしばって探した──ここにいる／すぐ近くに。

　やはり弾だん丸がんの嵐あらしでなぎ倒すしかないのかと思ったとき──ふいに気づいた。

　ダミー装置自体がダミーだ──相手は遠ざかってなどいない。

　機銃を元の位置へ構え直す──壁のダミー装置──その壁を撃った。

　砕くだけ散るファイバータペストリー──新たな通路が現れる／笑い声がはっきり聞こえる。

「リヒャルト・トラクル！」

　機銃を向ける──通路で笑い続ける男＝禿はげ頭あたま／ぎらぎら光る緑の目／大きく開かれた口。

　笑い声が止まらない──けたたましくなる／満面の汗あせ／正気を失ったのかと思うほどの金切り声で笑いながら壁に顔からぶつかる──何度も叩たたきつけられながら笑っている。

　鳳＝瞠どう目もく──何が起こったのか分からず／だが急につながりを感じる──そこにいる者の存在をしっかりとらえていた。

　機銃を下ろした──涙なみだがにじんだ／驚きよりも喜びに打たれて。「……皇さん、螢さん」

　すうっと姿を現す少女＝ぼさぼさの髪かみ／右腕に抱かかえたジャケット／背に水すい晶しようの羽。

　にっと白い歯を見せる。「よっ、おフロ嬢イラ様イン。久しぶり」

　その機械の左手──笑い続けるトラクルの後頭部をつかんでいる／右へ左へ振ふってみせる。「やあ、おフロ嬢イラ様イン。ここで、ともにこの男を捕とらえることになるとはな。ずいぶん長いことかかったものだ」

「お二人の気配を感じていました」鳳＝涙をこらえる／変わり果てた仲間を見つめる。「ずっと……生きているのではと……。お二人とも、あたくしのせいで……」

「いいや、お前のせいじゃないさ。あたしらのことも、みんなこいつらのせいなんだから」皇＝しししと笑いながらとらえられた男へ顎あごをしゃくる。「すごい効き目だな。レーゲルメースィヒ反応薬を打ってやったんだ。前に人工衛星がおっこちたときに、手に入れたんだぜ」

「効果のほどは不明だった」左手＝ぐいぐいトラクルの顔を壁に押しつける螢。「脳を機械化されているからな。これほど効くなら上出来だ」

「機械化……」驚き／納得──先ほどから感じていた妙なつながり──皇＋螢のものだけではなかった。

「こいつも脳内チップを移植されている」螢＝確信を込めて。「私もさっき気づいた。トレーラーからずっと追ってたんだが、妙な感じがしてな」

「こいつには何度も逃げられてるからさ」皇＝楽しげに。「絶対に逃がさないように様子を見ようって螢が言ったんだよ。あたしがそばにいるのを、ずっと感じ取ってたんだぜ、こいつ」

「サードアイのような電子犯罪者であったというのですか……？」

「もとは肉体の損傷を補うためのものだったんだろう。何しろ飛行機ごと落とされたらしいからな」螢＝今まさに男の脳の中身を調べながら。「うん、思った通りだ。サードアイのものより新しい。特トツ甲コー開発の少し前のものだ。こいつも脳内チップ開発を巡めぐる陰いん謀ぼうに巻き込まれた犠ぎ牲せい者だったが、その後、陰謀に荷か担たんすることで生き延びたわけだ」

「こいつも特甲使えんのか？」皇＝わくわくする様子。

「いや、無理だろう。そこらのダミー装置を操作したり、自分の痕跡を隠すためにマスターサーバーに干渉する程度だ。こいつにとっては、それで十分なのだろうがな」

　壁に押しつけられて変な笑い声をこぼし続けるトラクル──息も絶え絶え。

「お二人が捕つかまえて下さったことを、皆みなさんにお伝えして……」鳳＝表情が変わる／通信が阻そ害がいされていることに気づく──目の前の少女の左ひだり腕うでがそうしているのだと悟さとる。「皇さん……螢さん……。なぜ……」

「あたしらは幽ゆう霊れいなんだぜ、おフロ嬢イラ様イン」皇＝にっこりしながら。「そんで、この男も幽霊なんだ。一緒に幽霊の国に連れてってやんないといけないんだよ。悪いな」

「待って下さい。どういうことですの？　お二人は戻もどってきて下さったのでしょう？　その男を捕まえるために、あえて姿を隠していたのでしょう？」

「戻ることは出来ない」螢＝きっぱりと／すっかり感情の欠けた声。「私達はもうＭＳＳにもこの国にも属することは出来ない。もっと言えば、今の私は犠脳体に過ぎない。戻ったところで研究材料にされるだけだろう」

「そんな……。あたくしもＭＳＳも決してそのようなことはいたしません。お願いです。どうか戻って下さい。どうしてもそれが無理だというなら……あたくしも連れて行って下さい」

「そう言うと思った」皇＝男を引きずりながら後ずさる──その姿が消えていく。「でも、お前は戻らないといけないんだ。明るいところに。でないと、あたしらが幽霊になった意味とかなくなっちまうだろ」

　すうっと姿が消える──探査すら出来ず／トラクルの笑い声すら途と絶だえる／完全に透とう明めいな存在となって二人の声だけが届く。

「こいつが乗っていたトレーラーのユニットがまだ生きている」螢の声が響く。「八人の少女の脳を用いたものだ。お前の手で破は壊かいしてやってくれ。大人達に渡わたすと利用するからな」

「あ、それとさ。さっき思い出したんだ」皇の声が響く。「お前の青い馬のバッジはもらっとくぜ。その代わり、あたしの銃じゆうとポシェットはやるからさ」

　涙が溢あふれた──せっかく再会出来たのに／生存を知ることが出来たのに。

「待って！　皇さん！　螢さん！　待って！」止められず──位置を判明させて追うことも出来ず。「置いて行かないで！　一人にしないで！　お願い！」

「お前は一人なんかじゃないさ」螢＝いっとき感情がこもる／優やさしい響き。「さ、行くんだ。振り返らずに」

「暗闇につかまんないようにな」皇＝からから笑う声が遠ざかる。「さよなら、おフロ嬢イラ様イン」

　立ち尽つくして泣いた──まるで昔の自分に戻ってしまったように。

　暗闇が迫せまった／やがて羽ばたいた／誰もいない場所から出て行かねばならなかった──振り返らずに。

　飛んだ──来た道を辿たどった──涙が引くのを願ったが後から後からこぼれ続けた。

　地上に出てまた河を渡った──橋の向こうで横転したままのトレーラー／散らばった犠脳体兵器の残ざん骸がい──治安組織が到とう着ちやくして封ふう鎖さしてしまう前にやらねばならなかった。

　滞空して機銃を構えたとき少女達の声が聞こえた気がした──言葉にならぬ声／犠脳者達のささやき／トレーラーの一つが火に包まれていた／別のトレーラーで子供達が解放された。

（お姉ちゃん……）声──永遠の安らぎの中へ溶とけて消えていく。

　別れと謝罪の言葉を胸の中で告げながら引き金を引いた──火が降り注ぐ／死が満ちる。

　それが自分の役目だと言い聞かせながら──トレーラーが爆ばく発はつした／ユニットの声が全すべて絶えた／負のつながりとはいえいっとき互たがいに接続されていた者達──みな葬ほうむられていった。




　　　　†




　森から河沿いに上流へ──地下道に入る／かすかな信号を追う──かくれんぼ主義とでもいうべき螢のやり方／ついて来たければ追跡しろ／見つけてみろと言っている。

　しっかり追いかける──見つける。

　暗がりに舞まい降りる──ぼうっと何もない場所を見つめる──すうっと姿を現す皇。「ばあ」

　その足あし下もとでじたばたしている男──猿さるぐつわ＋手足を拘こう束そく＝スーツの上着の切れ端はし──くぐもった笑い声／顔を真っ赤にして笑い続けている。

「どこに行くのぉ？」雛＝トラクルがまだ生きていることに驚おどろく／さっさと殺さない理由を考えてちょっと怖こわくなる。

「この男を有効に活用出来る場所に連れて行く」螢＝左腕がゆっくり上下に動く。「その前に私が限界をきたした。やれやれ、おフロ嬢イラ様インに見られなくて済んで良かったな」

「限界？」

「これから螢が死ぬんだ」皇＝しししと笑う。「一いつ緒しよに見送ってやろうぜ」

「え……」ぽかんとなる──そんな可能性については考えてもいなかった。「治らないのぉ？」

「だいぶ負ふ荷かを重ねたし、そもそも脳死に近い状態で犠ぎ脳のう化された身だ。ユニットとしての寿じゆ命みようを考えても、よく生きたものだ」

「死んじゃわなくても……」雛＝他のユニットと合体すれば生きられるのではと言いそうになる──トレーラーは全て破壊されたことは分かっていた／それ以上に螢が他者の脳と一緒くたにされてまで生きたがっているとは思えなかった。

「これが私の望みだ」螢＝お前の言いたいことは分かるという淡たん々たんとした声。「こいつを捕まえたことで私の務めは果たされた。もう一人のリヒャルト・トラクルは涼月に譲ゆずってやる」

「もう頑がん張ばらなくていいんだぜ」皇＝右手で機械の左手を撫なでてやる。「楽になんな、螢。あとは、あたしが引き受けてやるから」

「お前には悪いが、そうさせてもらう。今までありがとう、皇。お前も、よく働いてくれたな、雛」螢＝左手の動きが鈍にぶくなる／だらりと垂れる──最後の言葉がこぼれる。「やっと眠ねむれる。久しぶりに安心という感情を思い出した」

　すっとその左手から何かが消える＝ただの物体と化す──フリック・ポイントの消失＝そもそもの人格を保持していたユニットが機能を停止した。

　機械の左手を撫で続ける皇──その右手がぴたりと止まる／左手から離はなれる／顔を上げて雛を見る──急に笑えみが消えてトーンが異なる声がその口からこぼれ出す。

「さて。そろそろ行こう。あまりぐずぐずしていたら治安組織に見つかってしまう」

　雛＝ぞっと総毛立つ──螢らしい声／たった今死んだはずの少女の口調。

「あいよ、螢」急にまた笑う──もがく男の襟えり首くびを右手でつかむ。「早くこいつを連れてってやんないとなあ。バラバラにすんのが楽しみだぜ」

　人格が転写された──陸王がそうであったように──皇の脳の中で螢が再現された／多重人格というフロー状態を自ら引き受けた／螢が死んだことすら瞬しゆん間かん的に忘ぼう却きやくしてしまった。

「うん？」皇＝にこにこしたまま。「どうした、雛？　なに泣いてんだ？」

　雛＝そう言われて初めて気づく──悲しさのあまり震ふるえそうだった／螢がここで死んだことは誰だれも知らないことになってしまった／鳳も／皇も／仲間達の誰も──悲しんであげることすら出来なかった。

　暗くら闇やみに身をひたすとはこういうことだ──死んだ本物の螢がそう言っている気がした。

「変なやつ」皇＝相手の涙の意味が分からずに。「あたしらはもう行くぜ。お前はどうするんだ、雛？　一緒に来るか？」

　雛＝反射的に首を横へ振っていた──うなずけなかった／とても無理だと思った／ぽろぽろ涙がこぼれた──暗闇に身を捧ささげることが怖くて仕方なくなっていた。

　皇＝にっと笑う──その方がいいというように。「じゃあな」

　機械の左手がわきわき動く＝左右へ／上下へ──死んだ螢そっくりの癖くせ。

　くるりと背を向ける皇──もぐもぐ笑う男をずるずる引きずっていく／水晶の羽が音を立てて震える──すうっと闇やみに消え去った。

　ぽつんと立ち尽くす雛──置き土産みやげの孤こ独どくを抱えたまましばらく動けずすすり泣いていた。




　　　　†




　地下道に用意されていた自動車──交通を対象とした情報汚お染せんにおいて用意された道路＝一台として放置車両がない道をすいすい進むリヒャルト＝自身の手でハンドルを握にぎる主義。

　ロートヴィルトが誘さそい込まれたシュタインシュボルン橋よりさらに三キロ下流──ヴァルリソ橋を車で渡る／車体をこすりそうな狭せまい横よこ幅はば／ドナウ島に入りやや北上。

　フロイデナウ水力発電所そばの船着き場で停車──手荷物を持って車を降りる。

　大型の遊覧船＝ＡＰ爆ばく弾だんで吹ふき飛とばされたものと同型船──発電所の橋の下をくぐって現れる──船着き場に止まる。

　二人のマスクマン＝羊＋兎うさぎ──船のデッキを下ろす／リヒャルトが船へ上がる──腰こしに手を当てる羊に向かって微笑ほほえむ。「まだ〈アルレッキーノ〉の部隊長たる〝羊ペコーラ〟が生き残っていたか。何よりだ」

「何よりなもんか」羊＝憤ふん慨がい気味。「今日一日で、いったい何人の〝羊ペコーラ〟が殺されたんだか。黒手組もお喋りトーカ屋達ーズも、少しばかりお前の浪ろう費ひ癖へきを問題視しているぜ、リカルド。それと、このマスクをしな。感かん染せんさせられちゃたまらん。病気で死にそうなときはお前を河に捨てるぜ」

　羊が防護マスクを突つき出す──兎がデッキを手早く引き上げる。

　肩かたをすくめるリヒャルト＝マスクを受け取って装着する／一方の手に握る荷物をぶらぶらさせる／フリーザーパックの中で氷に包まれたバロウ神父の手首。

「この生体サンプルを解かい析せきさせれば来週には健康体になっているさ。それと、リヒャルトだよ。この国ではリヒャルヘル・リトさんヒヤルトとドイツ語風に呼んで欲しいものだな。まあ、確かに、私以外に誰も乗っていないというのは驚くべきことだ。サードアイは駄だ目めだろうと思ったが、もう一人のトラクルも〈キャラバン〉もいないのか──」

　口をつぐむ──船内の客席から出てきた女性にぎらぎら光る緑の目を向ける。

「やあ、日本人のお嬢じようさん。君がいたことを忘れかけていたよ」

「マサトは死んだの？」女性＝マリ──弁護士のスーツ／バッジ／悲痛に青ざめた顔。

「さて」リヒャルト＝透明なプラスチックのマスク越ごしに笑みを返す──船内へ／客席のひとつに座る／手荷物を置く──額の汗あせを拭ぬぐう。「私を睨にらんだところで答えはないよ。〈キャラバン〉がここにいないということが答えになるかもしれない。国境を越こえてから〈アルレッキーノ〉に協力してもらって確かく認にんするといい」

「私を解放して。そういう約束だったはずよ」マリ──マスクマン達をちらりと見る／隙すきあらば船から飛び降りる気でいる──だがそうはさせてくれないマスクマン達＝にやにや／口笛。

「それは国境を越えて何日か経ってからだ。なあに安心したまえ。君達のコミュニティにはまだまだ存在価値があるからね。君を始末してしまおうとは考えていないよ」リヒャルト＝それ以外に答える気はないという笑みを送る──何か言いたげなマリを無視して窓の外を振ふり返る／北の方に幾いくつものぼる黒こく煙えん／全都市規模の騒そう乱らんが遠ざかる──いつもの言葉を窓越しに投げかける。「また会アオフヴう日イーダーまでゼーエン」

　また前を向く──その視界の隅すみで何かが動く──対岸を移動する何か。

　そちらを見るリヒャルト／つられて見るマリ──二人の目が見開かれる。

　漆しつ黒こくの特トツ甲コー少女──対岸を疾しつ走そう／疲つかれ知らずの闘とう志し／機械仕じ掛かけの脚きやく力りよくをいかんなく発揮。

　ヴァーグラマー通りからライヒス橋を渡りドナウ河を横断して対岸へ──下流に向かって直線コース約十キロを突っ走る──遊覧船に乗るマスクマン達を探査でとらえる。

　跳とんだ──追つい尾びミサイルなみの正確さ＝百メートルほど先の遊覧船へ砲ほう弾だんのように飛来──だん！　遊覧船の船せん尾びが沈しずむ／船首が持ち上がる──水飛沫しぶきを上げて元に戻もどる。

　ぐらぐら揺ゆれる船──リヒャルトが床ゆかへ投げ出される／マリがポールにしがみつく。

「ふざけんな×××ども、めちゃくちゃ走らせやがって」涼月＝ぜえぜえ息／無意識に出るようになってしまったスラング──怒いかりのファックサイン。「あたしの都市で、さんざん勝手してくれたじゃねーか。ぜってー、逃にがさねーからな。覚かく悟ごしろよタコども」

　羊＋兎＝片かた膝ひざをついて転てん倒とうを防ぐ──銃を抜ぬく／構えかけたところへ突っ込んでくる少女＝根っからの突とつ撃げき手──左右のワン・ツー・コンビネーション。

　容よう赦しやなど金輪際あり得ない雷らい撃げき最大値──羊の頭部が木こっ端ぱ微み塵じんに／兎の胸が爆発＝血みどろになって船の柵さくに叩たたきつけられる。

　そのままの勢いで船内へ踏ふみ込む涼月──客席の通路の奥＝操縦席から転がるようにして現れる熊くまのマスクマン＝手にショットガン──猛もう烈れつな射しや撃げき。

　涼月＝一いつ瞬しゆん前に真っ直すぐ跳ちよう躍やく──足下の床／通路側の座席／転倒防止用の手すり＝盛せい大だいな火花とともに砕くだけ散った──その粉ふん塵じんを背に着地＝右フック──ばん！　ショットガンの射撃よりも強きよう烈れつな一発──熊の上半身が吹っ飛んだ──首／両りよう腕うで／武器がバラバラの方向へ。

　他に乗員はおらず──さっと振り返る／早足で通路を戻る／愕がく然ぜんとなってポールにしがみついている女性をちらりと見る──床を這はって客室から外へ出ようとするリヒャルトのそばを歩いてその眼前に回り込んで見下ろす。

「どっちだ？」涼月＝怒りに満ちて握りしめられた両拳こぶし──救急搬はん送そうされる患かん者じやのようなマスクをつけた男をにらみつける。「どっちのリヒャルト・トラクルだ？　いっぺん逮たい捕ほされた方か？　空港で馬ば鹿か騒さわぎをやらかした方か？」

「その頃ころ、この国の治安組織にご厄やつ介かいになっていた方だよ、特甲児童のお嬢さん」にやりとなる──一方の手に持ったままの荷物／他方の手を懐ふところに入れている。

「へえ」男の両手を見る／フリーザーパックの中に入っているものを見て激しい怒りの光がナイフみたいに尖とがった両目の奥でまたたく。「じゃ、アダー神父が写真を持ってた方か、リチャード・トーカー？」

　リヒャルト＝一瞬その顔が表情を消す──低い声。「アダーは他に何を喋しやべった？」

　言いながら銃じゆうを抜いている＝プリンチップ社のロゴ入り──すぱっと空を切るような左ジャブで吹っ飛ばす──その寸前にエメラルドの輝かがやき。

　続けて放たれた右拳が顔面に命中──男がごろごろ通路を転がっていく／熊のマスクマンが砕け散った辺りでようやく止まる／通路の真ん中で手足を広げて動かず──遅おくれて人間の手首が入ったフリーザーパックがどさっと客席に落ちる。

「質問すんのはこっちだ、×××野や郎ろう」再びファックサイン──通常の拳に＝還かん送そう時のエメラルドの輝きの名な残ごり──最重要容疑者を殺してしまわないための適切なフォロー。

　接続官コーラスがそうしてくれたことを感じ取る──眠れる少年がそれでも自分のために力を尽つくしてくれている証しよう拠こ。

「ありがとうな……吹雪」拳にキスをした──そっと、少年の頰ほおにそうするように。
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　ぱーん、と音を立てて割れるサナギ×二──吹雪＋水無月。

　いずれも眠り続けたまま／マスターサーバー〈[image: よう]〉につながれたまま──だが心なしそのおもてが和やわらいだように見える。

　マリア＝二人の髪かみを撫でる──目を閉じる。「ありがとう……あなた達。とっても、とっても頑張ったわね……」
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　涼月＝船内の生存者に目を向ける──ポールにしがみついたままの女性＝瞠どう目もく／愕然／自分も粉々にされるのではないかと恐おそれている。

「あー……なんでこの船に？」首をかしげて質問。「こいつらの仲間……には見えないけど」

「ち……違ちがうわ」慌あわててかぶりを振る──銃を突きつけられたかのような早口。「彼らは、私を人ひと質じちにして日本人青年会のメンバーをテロに荷か担たんさせていたのよ。ずっと逃げられなかったの。貴方あなたが来てくれなければ国境の向こう側にまで連れて行かれるところだったわ」

「そりゃ大変だ」涼月＝また首をかしげる──肩をすくめる。

「船を止めましょう」マリ＝恐る恐るという感じで提案──問答無用の突撃にすっかり度ど肝ぎもを抜かれている。「何となくだけど、やり方は分かるわ。連中の操縦を見ていたから」

「ああ……」涼月＝操縦席の方を見る／窓越しに周囲を見る──どんどん下流へ向かう船。「エンジンが止まってるみたいなんだけど」

「下流に向かっているからよ。河の流れに従って自動的に進んでいるの」

「そっか」涼月＝ふと思い出す／アダー神父の教会の捜そう索さく／吹っ飛んだ遊覧船にあった品──何となく訊きいてみる。「あー、あれか。ＡＰ爆弾で吹っ飛んだ船と一いつ緒しよだ」

「そ……そうよ」うなずく──話が通じてほっとしている。「いい？」

「ああ、うん」涼月＝あんたがいなければ船を放置して男をつれて対岸まで跳ぶつもりだったとは言わず。「えーと、じゃ、そうしてもらった方が良さそうだな。その間にあたしは、そいつを縛しばっとくさ」

　一緒に操縦席へ──涼月＝牽けん引いん用ロープの束を取る／客席に戻る／転倒防止用の鉄てつ柵さくに気絶した男を縛り付ける。

　マリ＝粉ふん砕さいされた男の血でべたべたの操縦席──おずおず操作／エンジンが音を立てる／近くの船着き場へ半ば自動操縦で横付けされる。

　その様子をしげしげ見る涼月＝特甲を還送──通常の姿に戻る／白い卒業服／ポッケに忍しのばせておいた煙草たばこ＋ジッポー・ライター──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ』の刻印をいっとき見つめる。

　ショートホープをくわえて火をつけた──操縦席から出てきたマリ＝目を丸くする。

　気にせず船尾に移動──くわえ煙草／デッキを船着き場に下ろす／桟さん橋ばしに立つ。

　すっぱ──っと一服──青空へ有害物質を切なく吐と息いき──これで終わったという安心感／いいや、まだだという声──等分に抱いだきながら待っていた──務めを果たした仲間達／それぞれの決着を迎むかえる者達を。
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　第インネ一レシユ区タツト──連れん邦ぽう首しゆ相しよう府の建物の一室＝ゆったりソファに座るハンス・Ｗ・クライン。

　携けい帯たい電話にメッセージ──『到とう着ちやく』の短い文字＝内通者であり最大のスポンサーである男がそのときが来たことを伝えていた──銃を両手で握る／入り口に向ける／ぴたりと構える。

　しばらくして足音が近づいて来た──ドアノブが回される音がした。

　ドアと直角の位置にあるソファ＝間に飾かざり棚だな──入って来た者がドアを閉めて部屋に歩み入り、向きを変えたところを狙ねらい撃うてる位置。

　だが誰だれも入ってこない──眉まゆをひそめる／音を立てず立ち上がる／何歩か左へ。

　開ききったドア──無人の通路が見えた。

　背後＝空気が流れ込んでくる感覚──可能な限り迅じん速そくに振り返って銃を向けようとした。

　間に合わなかった──後頭部の付け根に固いものが押しつけられる／動きを止められる。

　視界の隅──風でカーテンが捲まくれる／ベランダの掃はき出し窓まどが開いている／鍵かぎがかけられていなかったことに気づく──歯を食いしばる。「やってくれたな」

「私を殺しに来てくれたことに感謝する、ハンス・Ｗ・クライン。さもなくばお前を捕とらえるすべは限られていた。いや、我々にはなかったと言っていいだろう」

　拳けん銃じゆうを押しつける男──エドワルト・メッサーシュミット州知事＝相手の銃をそっと取り上げる／ぐっと銃で押して移動させる──ソファに座らせる。

　エドワルトの手に握にぎられたＰ３８ピストー拳銃レ３８──目を見開くハンス・Ｗ・クライン。「ＭＰＢか」

「この銃のことか？　そう。フランツ副長が持ってきてくれてな。中に４ＪＯウィルスの解除コードが刻まれているとか。これで〈白き盾〉や政府閣かく僚りようを殺したり操あやつったりするつもりだったのだろうな」

「貴様がそこでそうしているということは……」ハンス・Ｗ・クライン＝突きつけられた拳銃を無視する／入り口の方へ目を向ける。「あの男が裏切ったということか」

「乱暴な言い方だな。あの方はもともと誰の味方でもない。そうご自身が仰おつしやっていた。国際金きん融ゆう機関が私と州議会の主導で誘ゆう致ちされ、ヴィエナ・タワーも同様に再建されることが決まったところ、快く私と社会党への援えん助じよを申し出てくれたということだ。そうですな、ヘルムート・オイラー大統領？」

　複数の足音──ぞろぞろと部屋に人が入ってくる。

　先頭に小こ柄がらな老人＝ヘルムート・オイラー大統領──困こん惑わくしたようにエドワルトとハンス・Ｗ・クラインを見比べる。「私は……何も。大したことはしていない。資金を出しただけだ」

「まったくです、大統領」エドワルト──ハンス・Ｗ・クラインが何か言いかけるのを遮さえぎる。

　ついでＢＶＴ局長エゴン／ＭＰＢフランツ副長／グレーテル／ブラックストーン──全員が銃を手に＝捕らえた獲え物ものをじっと見み据すえる／無言のプレッシャーをかける──彼らなど存在しないというように大統領だけ睨にらみ続けるハンス・Ｗ・クライン。

　最後にイグナツ・フォン・エアラッハ上院議員／ヴィクトール・ムンク首相が入室──イグナツがドアを閉める／二人が大統領の両りよう脇わきに立ってハンス・Ｗ・クラインを見つめる。

「この男がそうなのか……」首相＝捕らえられた猛もう獣じゆうを見るような興味深そうな顔。「この国の治安組織に身を置きながら、今回の爆ばく弾だんテロの主犯となった恥はずべき男は」

「そうです、首相」エドワルト──銃を向けたまま。「国際刑けい法ほう学研究メンバーでありながら、プリンチップ社にとりこまれ、同じメンバーであった我が妹と、そちらのグレーテル氏に、道連れ爆弾を仕掛けたのもこの男です」

「後こう悔かいするぞ……」ハンス・Ｗ・クライン＝怨えん嗟さに満ちた声──大統領へ。「いったい誰が〈ローデシア〉最大の資金提供者だったと思っている。自分がしていることが分かっているのか」

「私は、ただ……」大統領＝もごもご／きょろきょろ。「資金を出しただけだ……」

「そう。大統領閣下は確かに未来党と〈ローデシア〉、そしてまた〈インフィニティ〉に多額の資金投とう与よをした」エドワルト＝ようやく銃を下げる──きびすを返して手にした銃を両方とも鏡台に置く。「そのことを閣下自身が私に全すべて打ち明けて下さったのだ。もちろん、政治献けん金きんそれ自体は決して罪ではない。たとえ閣下が〈ローデシア〉における最高の称しよう号ごうの一つ〈偉い大だいなる龍りゆう王おう〉の名で知られていたとしてもだ。もし何らかの非合法な事実があった場合でも、重大な情報提供者として免めん責せきされることになっている」

「愚おろか者が」ハンス・Ｗ・クライン＝怒いかりのあまり目を閉じる。「全てたわごとだ」

「いいや。閣下は賢けん明めいだ。そして貴様は、最初から最後まで、招かれざる道どう化け師だったに過ぎない。お前も少しは賢明になるべきだぞ。何しろこれから長い時間をかけて、お前がいつどこにいて、何を考え、誰と会い、どれだけのことをしたか、何度となく繰くり返し尋たずねられることになるのだからな」
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　河岸の船着き場──紫むらさきの輝きが舞まい降りる。

　木の柵に腰こし掛かけて待っていた涼月＝船着き場の灰皿に吸すい殻がらを放り込む／立って迎える──笑えみを向ける。「こっちは捕つかまえたぜ。そっちは？」

「連れて行ってしまいました……」鳳＝涙なみだで濡ぬれた目。「皇さんと螢さんが……行ってしまいました」

「そっか」優しく笑いかける──鳳の特トツ甲コーの肩かたを拳こぶしで小こ突づいてやる。「だから泣いてんのか」

「泣いてなどいません」抗こう弁べん──うつむく／その頭を抱だき寄せてやる涼月──互たがいに肩を抱き合あう／頭をつけ合う／去っていった仲間達へ無言で別れを告げる。

　続いて飛来する青い輝き──船着き場に舞い降りる／桟橋に立つ女性に目を丸くする。「あはっ！　無事だったんだ！　良かったっしょー。えっと……アイハラって人も生きてるよ」

　マリ＝悲しげな笑み──申し訳なさそうに丁てい寧ねいに一礼。「ありがとう」

　涼月＋鳳──離はなれる／乙に歩み寄る／特甲の長い腕うでで二人と肩を抱き合う──にっこり笑う乙。「捕まえたよ、ホイテロート」

「よくやったな」涼月＝乙の肩を叩たたく──鳳＝頭を抱き寄せる。「よく頑がん張ばりましたわ」

　クラクション＝ＭＰＢの装そう甲こう車──フロントガラス越ごしに手を振ふるガブリエル。

　みな手を振り返す──装甲車が船着き場の手前で停車＝陽炎＋夕霧が下りる。

「あの鷲わし鼻ばな野や郎ろうを捕まえたぜ」涼月＝親指を船に向ける。

「こっちもだ。ロートヴィルトを捕まえた」陽炎＝そっと夕霧の背をさすりながら。「バロウ神父が確保された。それと……〝鳥殺し〟は、夕霧が止めてやった」

「もう痛いことも苦しいこともないと思います」夕霧＝きらきら光る透とう明めいな眼まな差ざし／悲しみと優しさを等しくたたえて。「最後に……少しだけ、白露さんとお話が出来ました」

　涼月──黙だまって手を伸のばす／陽炎と一緒に夕霧の肩を抱く／三人が肩を抱き合う。

　寄り添そう鳳＋乙──涼月が手て振ぶりで示す／互いに微笑ほほえむ／五人が輪になって肩を抱いた──互いの健けん闘とう／報むくい／悲しみを抱き合って──これからなすべきことのために。

「ここにいないやつもいるけど、心配すんな。あたし達は大だい丈じよう夫ぶだ」涼月＝手を離す／四人と向き合う──力を込めて告げる。「まだ終わっちゃいない。残った連中、一人も残さねーで捕まえるぞ。で……、それが全部終わったら、みんなで、スシバーにでも行こうぜ」
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　復旧──もはや復興と呼ぶべき有様──元に戻もどすよりも新しく建て直す方がよっぽど安くて早く済むほどの惨さん状じよう。

　マスターサーバーの再セッティング──極ごく秘ひ事じ項こう＝犠ぎ脳のうユニット〈オーディン〉ことテオ・カラス博士の脳──七年以上も都市に寄生されていたという事実。

　昏こん睡すいと覚かく醒せいを繰り返すトマス・バロウ神父の証言──市庁舎の真上──旗を持つ市庁舎ラートハの男ウスマンの像の台座底部に隠かくされていた。

　暴あばかれるべき〈外げ典てん〉──あらゆるシステムの上位に設定されたネットワーク／膨ぼう大だいかつ複雑怪かい奇きかつ意味不明な暗号の海うな原ばら──国際的な武器密売ネットワークの全ぜん貌ぼうにアクセスしうる暗黒世界への扉とびら／欧おう州しゆうにおけるアンダーグラウンド・マネーの歴史典てん範ぱん。

　解明に何年かかるかも分からず──〈ローデシア〉のサインが絵え描かき歌なみに分かりやすく思えるしろもの／武器横流しのＢＹＣＭの暗号など児じ戯ぎに等しい世界規模の裏帳ちよう簿ぼ。

　その書き直しのための大規模情報汚お染せん──万まん華げ鏡きよう的手法の最たる手口／テクノロジーの発達が招いた大崩ほう壊かい。

　電子の黙もく示し録ろくがもたらした災さい厄やく──まかり間ま違ちがって本当にマスターサーバーが片かたっ端ぱしからいかれていたらミリオポリスの文明は中世に逆戻りしかねなかった。

　市内の銀行の預金データ＝おびただしい改かい竄ざんの痕こん跡せき／違い法ほうな入出金の追つい跡せき／政府直ちよつ轄かつの捜そう査さチームが他国の経済犯罪担当班と連れん携けい──膨大な犯罪＝解明の始まり。

　事件の後始末──途と方ほうもない損害／歴史的な犯罪──もう蓋ふたをすることは出来ない。

　火と銃じゆう弾だんによって隠いん蔽ぺいされてきたもの──報いのための火と銃弾によって暴かれた。

　九つの火──経けい緯いが再整理される。

　始まり──ファーストフード店の地下で炸さく裂れつしたＡＰ爆弾。

　遊覧船──敵味方ともに攪かく乱らんされた／アダー神父の主導／第二十フロリズ一区ドルフで使うはずだった。

　第二ライヒエ十五ンシユ区マオス──第二ブリギツ十区テナオ＝高速道路の直下で炸裂／州知事の生せい還かん──第二十ラツフル六区ズシテイ。

　第二十ドナウシ二区ユタツト──国連広場で炸裂した二つの爆弾。

　第三十ジーク五区ムント──ＭＳＳ本部ビル至近の地下。

　第二十エー・四区ヴエー──ＭＰＢ本部ビル至近の地下。

　中央墓地に集められた治安組織／地下の破は壊かい──二度と戻せない歴史的遺産──塵ちりと灰に。

　壊かい滅めつ的──主要幹線道路の寸断／百箇か所しよに及およぶ地下道の崩ほう落らく／ライフラインの重大な損害／下水道の修復／全て失われた予備電線／千件以上の延焼──それ以外にも及んだ被ひ害がい。

　戦場となった都市施し設せつ──ミレニアム・タワー／複数の駅舎／兵器開発局／都市管理局／大型ショッピングセンター──まだ都市機能が生き残っていることが不思議なほどの損害。

　補ほ償しよう予算＝青あお天てん井じよう──国家が破産しかねず。

　連日のニュース──この事件をなんと呼べばいいかすらわからず──〈マスターサーバー乗っ取り事件〉〈第二次クーデター事件〉〈連続ＡＰ爆ばく弾だんテロ事件〉──エトセトラ。

　国際的スキャンダル──ヴァチカン銀行の管理者である枢すう機き卿きようの殺害について／史上最大規模の紛ふん争そうダイヤの密輸について──外交問題に発展しないよう誰だれもが駆かけ回る。

　踊おどる会議──ほうぼうで。

　秒読みの内閣解散──お決まりの文句＝〝政治的空白を生み出してはならない〟──社会党と国民党の火花散る駆け引き──各政党がひそかに協議／各国政府と交こう渉しよう／壊滅した未来党については誰もが口をつぐむ。

　連日連夜の会合／政策協議──焼け出された人々の巨きよ大だいなデモが混乱に拍はく車しやをかける──誰が何に対して怒おこったり泣いたりしているのかも分からなくなりそうな混こん迷めい。

　騒そう然ぜんとするロケットの街──ニュースにならない者達の名めい簿ぼ＝裏社会で名を馳はせた悪党どものそうそうたる顔ぶれ。

　リヒャルト・トラクル／ロートヴィルト／ホイテロート／ハンス・Ｗ・クライン／シャーリーン・巫・フロイト──他数名の逮たい捕ほ者＝諸国の武装組織。

　未来党員＝クレメンス・ビクスラー／ホルガー・ベルツ──〈白き盾〉＋〈ローデシア〉の大幹部にして操あやつり手──国内に黒手組を招いたことが証明される。

　みな厳重に拘こう置ち──暗殺を防ぐための数々の処置／居場所は極秘／聴ちよう取しゆは機密扱あつかい。

　一筋縄なわではいかない連中──罪状を整理するだけで何年もかかる──星の数もの余罪。

　災厄の後の混乱──いまだ捕とらわれざる者達を追った。

　ＭＰＢ／ＭＳＳ／第二作戦部隊／各国の捜査官──報われざることなど一つとしてなく。
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　第二ライヒエ十五ンシユ区マオス＝アダー神父の教会──ＭＰＢが封ふう鎖さ／管理／調査。

　陽炎が新たな証しよう拠こについて主張──〝鏡合わせの生者〟──リチャード・トーカーの写真。

　鑑かん識しきの〝先マイ生スター〟＋副長の立ち会い──アダー神父の倉庫に記録媒ばい体たい＝写真の元データ。

　涼月＋陽炎＋夕霧──教会の狭せまい礼拝所でお祈いのり──〝正しく痛みを消せるように〟＝夕霧の発案。

　三人並んで目を閉じる／膝ひざをつく／腕に額を当てる──やがて立ち上がる。

「全部はっきりさせるさ。どんなサインも見み逃のがさずに」涼月＝ぽつっと呟つぶやく。

「鏡合わせのもの全すべてを暴こう」陽炎＝ささやくように。

　夕霧＝透明な眼差し──祈りを込めて小さなステンドグラスを見つめる。

　本部に戻る＝すぐに呼び出し──大隊長＋副長＝〝写真から驚きよう愕がくすべき事実が確かく認にんされた〟──厳命＝あらゆる背景を確かめろ／関かん与よした者を一人残らず捕つかまえろ／全ての裏を取れ。

　モリィ＋機動捜査課の面々と終日一いつ緒しよ──資料室に閉じこもって調べる／確認される。

　ありったけのホワイトボード──人物＋場所＋事件が書き込まれていく。

　涼月＝〝サインを見逃すな〟──グレーテルの教え──自分の手を握にぎる少年の手。

　アダー神父もつかめなかった〈ローデシア〉のメンバーの一人＝〈ムニン〉──ワタリガラス／白人至上主義者どもの中でわざわざ黒い鳥の名を持つ誰か。

　一つずつ確認していった──見たもの／聞いたこと／事件の記録＝〈空港占せん拠きよ事件〉＋国連広場のデモとＡＰ爆弾＋ミレニアム・タワーでの戦せん闘とう──共通点＝マスコミ・クルー。

　陽炎＝暗号が示す人物を追った──ＢＹＣＭ／「ＨＨＨ」／〈サイクロプス〉──全てに関かかわりがある者／吹雪くんの携けい帯たい電話をこっそり活用／ヘルガから送られたメッセージを何度も読み直した──ヘルガに内務大臣を始末させグスタフに疑いを着せた誰かを追う。

　夕霧＝特トツ甲コー児童達を長期的に調査していた人物について繰り返し確認──青い馬のバッジを与あたえられた／それに等しい素質を見せた＝鳳／夕霧／白露／陸王・秋水・剣／光葉──選せん抜ばつ担当官＝全て同じ名。

　根こん拠きよが示される──何も見逃さず／誰一人として逃のがさぬように。
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　ＭＳＳ＝〝講義室〟──集合する面々。

　ニナの捜査命令──ＭＰＢフランツ副長の同席＝「極秘」の情報提供。

「全ての裏を取れ」ニナ＝大モニターに捜査項こう目もくを全て列挙させる──解かい析せき課の尽じん力りよく。「どのような細かい点も見過ごすな。ここでしくじれば二度と追えないかもしれない相手ばかりだ」

　鳳＝〈インフィニティ〉施設を一つずつ訪おとずれる──囚とらわれていた己おのれの魂たましいの軌き跡せきを追う。

　死者の臭しゆう気き／過去の炎ほのおのビジョン／そこにいた者達──教祖モーゼル・プファルツァーことアルブレヒト・アイスラー博士の遺産──奪うばわれた八人の少女達の脳。

　教団の帳簿係でもあった父──遺のこされた証拠が〈ローデシア〉と〈インフィニティ〉のつながりを証明する──違法な投薬・手術・犠脳技術──大人達を狂きよう気きに走らせたもの。

　その発ほつ端たん──ジンバブエで大量に盗ぬすまれたモルヒネ＝人道支し援えんが巨きよ額がくの麻ま薬やく売買に変へん貌ぼう──途方もない額の資金が〈ローデシア〉＋〈インフィニティ〉＋未来党＋〈白ヴアイきスシ盾ルト〉に流れ込んだ──その後の金の流れを作り上げた。

「全ては一つの事件だったということ……」鳳＝呟き──ニナとともに／自分が悪あしきレベル４に囚われていたときに生活していた館やかたを見て回った──バラの香かおりが染しみこんだ建物／魚のシンボル／全てが忌いまわしい罪の名な残ごり。「ＭＰＢの陽炎さんが仰おつしやっていたモルヒネの盗とう難なんがのちの〈ローデシア〉や〈インフィニティ〉や〈キャラバン〉を生み出した……。そして、あたくし、陽炎さん、乙さん……それぞれの事件が起こったのです」

　乙＝日向とともに日本人青年会を調べ直した──ＡＰ爆弾の運うん搬ぱん／ダイヤの運搬。

　マサト・アイハラ＝〈キャラバン〉の影かげ武む者しや──右みぎ腕うでを吹ふっ飛ばされて自じ爆ばく出来ず／ＭＳＳが優先的に取り調べを行う──ひたすらだんまりを続けるマサト＝有罪になれば終身刑けいに。

　リヒャルト・トラクルに人ひと質じちにされていたというマリ──自分も日本人青年会も被害者だと主張──ケンジ・アリサワが継ついだ貿易会社がダイヤ運搬の隠れ蓑みのであった事実＝〝抵てい抗こうすれば皆みな殺ごろしにされていた〟──トルコ系＋クルド系＝両方から脅きよう迫はくされていた証拠を提出。

　カタナを乙にもたらしたシンジロー・ヤマモトの声なき声──〝助けて〟──仲間を頼たよれなかった／他のグループにばれれば恋こい人びとのアイラも危険にさらされるから／自分一人に疑いが集中するよう仕組んだ──アダー神父の助言に従って。

　４ＪＯウィルスの駆く除じよに成功したアイラ・シェン──イギリスの諜ちよう報ほう機関に協力していた事実を告白／自分も恋人のシンジローも日本人青年会も脅迫されていたことを裏付ける。

　乙＋日向＝赤いアームスーツの移動経路を確認──影武者と〈キャラバン〉の行動を解明。

　ゆいいつ発見されなかった一体＝アウ・パークの森でイギリスＧチームのＤＹ＋フロストが戦った相手──地下下水道に沈しずめられているのを日向が発見＝証拠採取は困難／搭とう乗じよう者を特定出来ず──確かめるすべは限られている。

「オレが行くよ。会って話したいから」乙＝カタナをくれたシンジローに報むくいたくて──うなずく日向。「俺も行こう」

　冬真＝医い療りよう施設に通いつめる──水無月＋吹雪＋バロウ神父──身を挺ていした者達。

　福ふく祉し局にいる水無月＋吹雪＝機械化児童のための医療を受ける／それぞれの組織のマスターサーバーが完全復旧するまで今なお接続官コーラスの務めを果たす。

　防ぼう疫えき施設の集中治ち療りよう室で昏睡と浅い覚醒を繰り返すバロウ神父──右腕の接続手術＝組織が壊え死ししないよう丁てい寧ねいに保存していたリヒャルト・トラクル。

　自分が見聞きした物事を語るバロウ神父──頻ひん繁ぱんに意識を失う／４ＪＯウィルスの駆除でさらに体力を消しよう耗もう──そんな状態でも冬真を慰なぐさめる／ヒントを与える。「お前の父や……開発顧こ問もんの研究を調べなさい。私のＩＤでアクセス出来るようニナとディーゼル課長に頼たのんでおいた。本来であれば私の務めだが……お前に任せたいのだ、冬真」

　解析課＋兵器開発局──都市内に寄生したカラス博士の犠脳ユニット＝〈オーディン〉の解析チームを結成──〈外典〉やレベル４の解明に尽力。

　彼らの協力を得る冬真──二人の接続官コーラスを覚醒させるすべを探さぐった。

　父のガラテア・コンプレックス／カラス博士のブリリアント・モデル／ポラック博士の魂のレポート／バロウ神父が理論を構築したユニット──片っ端から読み続けた。

　父がやろうとしたことを追った──殺されると分かっていて続けた研究／犯罪に利用され子供達が犠ぎ牲せいになると分かっていて実現させた技術──傲ごう岸がんなほど強きよう烈れつな意志に満ちた足あし跡あと。

　目覚めるはずだという思い──眠ねむりの座と記き憶おくの座／５０１コードと５９番目のチップ／水無月が残したフリック・ポイント──たびたび解析してＰＤＡで呼びかけた。「水無月くん、吹雪くん。聞こえますか。水無月くん、吹雪くん。僕の声が聞こえますか──」

　繰り返される呼びかけ──鳳のときのように／決して諦あきらめずに。
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　郊こう外がいの馬ば鹿かみたいに広い豪ごう邸てい＝クレメンス・ビクスラー所有──未来党の金庫番であり党首であった男の豪ごう華かで悪あく趣しゆ味みな屋や敷しき。

　その隠かくし金庫──ビクスラー本人ですら場所が分からなくなるほど巧こう妙みように隠されていると本人が言っていた──治安組織の捜そう索さくでも発見されずじまい。

　雛＝あっさり見み抜ぬいた──侵しん入にゆうした屋敷の書しよ斎さいの壁かべ／金庫の電子ロックも難なく解かい錠じよう。

　メイン・パスコード＝０４２０──ヒトラーの誕生日──なんで誰でも分かる番号にするのか心の底から不思議に思いながら開帳。

　金きん塊かい／ダイヤ／札束／有価証券／ハードディスク／高価そうな拳けん銃じゆう──根こそぎ奪った。

　アダー神父に勧すすめられた隠れ家がには戻もどらず──とっくに治安組織の捜そう査さ対象に。

　見つかる前に全て運び出していた──武器／爆ばく弾だん／４ＪＯウィルス／ＣＤとスピーカー。

　ドブ臭くさい地下道へ──〈マンシャフト〉の縄なわ張ばりだった場所／遊覧船のパーツがあった一角の近く──武器の売人達が勝手に作った隠し場所。

　誰からも忘れられた部屋──暗くら闇やみと冷気と悪あく臭しゆうに満ちたいっときの隠れ家。

　狭いけど居い心ごこ地ちの良かったアダー神父の部屋が懐なつかしく思える──代わりに得たものを積んだり並べたりして繰り返し眺ながめた。

　とんでもない財産──これで十分逃にげられる／〈ボーマン・ユニット〉も〈アルタルフ〉も生きている／マスターサーバーの復旧後も寄生して生きられる。

　もし何か脅きよう威いが迫せまっても戦える──いざとなれば特甲だって転送可能。

　あるいは国外に出てどこかの小さなアパートメントでこそこそ暮らすこともできる──盗み出した財産をちまちま食い潰つぶしていくだけで何十年も生きていける。

　その代わりどこにいようと決して居心地を良くしてはいけなかった──いつでも捨てることが出来る生活を送らねばならない／決して見つかってはならない。

　この隠れ家も何週間かしたら出て行かねばならない──二は十た歳ちになれば投とう獄ごくされる／終身刑になる／自由の身でいたければ孤こ独どくと放ほう浪ろうに耐たえ続けるしかなかった。

　ときおり暗闇のどこかに皇がいてくれる気がした──雛の様子を見て、からから笑っている気配。

　だがそこにいるのかと問うことも出来ず──返事がなかったときが怖こわくて／暗闇に向かって喋しやべることが癖くせになってしまいそうで。

　寂さびしさでおかしくなってしまうのが怖くて──独り言を発することを自分に禁じた。

　ビクスラーの金庫から盗んだハードディスクの中身を読んで自分を慰めた──〈ローデシア〉の名簿──一人でも罪を逃れる者がいれば自分が追いかけてやろうと考えた。

　ここに引きずり込んで自分の話し相手にしてやってもいいかも──そう思うとなぜか安心する／そうすべきかどうかはっきりするまでここにいようと思えるから。

　まだもう少しだけこの都市にいたかった──仲間のそばに。




　　　　２




　都市が復旧される様子を連日報道するＯＲＦ──ＭＰＢ広報課が全面協力＝すっかり自身が広告塔とうとなった千々石＝自分達の広報用映像を売り込みまくる。「戦士達の抵抗と勝利の記録を後世に残しましょう！」

　せっせと修復中のミレニアム・タワー──銃じゆう撃げきの跡あとや吹っ飛んだ車をむしろモニュメント化／平和を訴うつたえつつ観光に活用しようというしたたかさ。

　タワー屋上＝通信用アドバルーンで情報汚お染せんに対たい抗こうしたときの様子を再現中のＯＲＦクルー＋ＭＰＢ広報課──大人達に混じって真しん剣けんな顔で撮さつ影えい器具のケーブルチェックを行っている少年＝シュテファン・テオ・ラバグルト。

　クルーのチーフに呼ばせた──下階へ行くよう指示されるシュテファン。

　素す直なおに従うシュテファン──エレベーターホールを出てオフィス・フロアに。

　陽炎が撃うちまくっていたフロア──シュテファンが撃たれそうになった場所。

　そこに立って待っていた涼月──片手を上げる。「よう。元気か」

「涼月さん！」シュテファン＝大感動──さっそく急接近／ひしと涼月の手を取る。「この通り僕は元気です。涼月さんもお元気そうで嬉うれしいです。どうしてここへ？」

　あえて手を握らせてやった──何かサインがないか見るために。「ちょっと話があってな」

「チーフにですか？」にこにこ──なかなか手を離はなさず。

「お前にな」真っ直すぐ見つめる──すっと少年の手が離れる。

「僕に？　事件の証言ですか？　幾いくらでもご協力します」

「別に大したことじゃねーよ。あたしもちょっと思いついて寄っただけだから」ひらひら手を振ふる／話題の価値をあえて低める──安心させておいていきなり本題を切り出す。「噓うそさえつかなきゃいいのさ」

「え……？」シュテファン＝目を丸くする──まったく動どう揺ようを見せない／素そ朴ぼくな驚おどろきの顔／自分は正直者ですというアピール。

「いや、あたしの教官役をやってたドイツの捜査官が言ってたんだ。グレーテルって、お前も知ってるだろ？　あの捜査官が言うには、人間ってのは、噓をつく天才なんだとさ」あえて話題をずらす／相手が安心したがっているかどうか見て取るために──もうすでに相手が自分自身に噓をつき始めていることを感じながら。「人間は噓をつくために、すげー努力をするんだ。それも、他人にっつーより、自分にな。そんで、自分でも何が噓かわかんなくさせちまうんだ。そうすりゃ自分は噓をついてないって思い込めるって。あー……なんかややこしくて、あたし自身、何言ってるのか分かんなくなっちまうんだけどさ……」

　アンダードッグ術＝あえて無能で無力だという態度を見せる──話の内容を相手に考えさせて話題に乗ってこさせる。

「確かに」シュテファン＝困ったような笑えみ。「でもそれ、分かる気もします。死んだチーフもそんなことを言ってました。インタビューすると、噓なのに本当だと信じ込もうとしながら喋る人がたまにいるって。政治家なんかに多いそうですよ」

　食いついた──涼月＝感心するような笑みを浮うかべてみせる。「へえ、そうなんだ」

　心の中で尋たずねる──お前の父親もそういう政治家だったよな？　国連広場で革命だの叫さけんで死んだチーフのことがなんで今その口から出てきた？　「噓」という言葉から二人を連想しちまってついうっかり口に出しちまったんじゃないか？

「なんか難しいな。本当か噓かなんて疑ってたら、きりがねーしな」

「本当、そうですね。そう思います。それで……どの件でご協力すればいいんでしょうか？　やっぱり国連広場でのことですか？」

「お前が人質にされた空港でのこととかな」

「え……？」また同じ表情──同じアピール──正直者であろうという顔。

「お前、なんでプリンチップ社なんかの言いなりになった？　そんなにあの黒人のチーフや親父おやじを殺したかったのか？」

　シュテファン＝ぽかん──何を言われているのか分からないという態度。

　巧たくみなごまかし──だが涼月の方が無知であるという会話の前提のせいで理解不能ですという態度が取りづらくなっている。

　いつからだと回答を求めず／そうなんだなと答えを強要せず──なんでという訊きき方をすることで多くのことを涼月がすでに知っていて話しているのだと不安にさせられている。

　言いなりという言葉でプライドを的確に傷つけられる──違ちがうと反射的に言いたくなる。

　短い会話で炙あぶり出された感情──チーフ／父親──シュテファンが繰くり返し自分に言い聞かせていること＝自分のせいじゃない／自分は望んでいない／たまたまそうなっただけ。

　それと相反する感情──自分は言いなりじゃない／自分の意志でやった／そのために気持ちを振り絞しぼって頑がん張ばった。

　ごっちゃになった思いがシュテファンに自分をどうコントロールすればいいのか分からなくさせている──会話の主導権を目の前の涼月に譲ゆずってしまう。

「お前の母親って、お前が十歳くらいのときに亡くなってるんだな」涼月＝急に別の角度から話し出す──感情面で揺ゆさぶりにかかる。「覚えてるか？　お前はあたしとガブリエルに、こう言ったんだ。母親はアフリカ系だって。ＭＰＢで調べてもらったら、どっからどう見ても白人の女の人だったよ。ただ、家系をさかのぼると、もしかしたら六十四分の一くらいアフリカの血が流れてるかもしんないんだってな。そのことをお前の父親はずっと隠そうとしてたって、逮たい捕ほされた未来党の偉えらいやつらがぺらぺら喋ったらしいぜ」

「母が……僕に教えてくれたんです」シュテファン＝話が本題から逸それることを期待して乗ってくる──自分から感情をあらわにしてしまう。「アフリカ系の血が入っているって分かってから、父の態度が変わってしまったと……」

「カラスの子か」涼月＝ずばりと口にする──少年の柔やわらかな心を尖とがったもので突つき刺さして悲鳴を上げさせる気分。「白いものが大好きな連中ばっかりの中で、わざわざ黒い鳥を選んだのも自分は母親の味方だと思ってたからか、〈ムニン〉？」

　シュテファン＝なんですかそれと聞き返すタイミングを逸いつする──父母への感情を刺し激げきされてそれどころではなくなる。

　エレベーターホールに足音──フロアのあちこちに人が現れる──ガブリエル＋ＭＰＢ隊員がタイミングよく登場＝逃げ場がないことを無言で告げる。

　目を見張るシュテファン──涼月＝大人達などいないかのように続ける。「お前みたいなのは前にもいたんだよ。プリンチップ社の言いなりになって、ライフルを撃ちまくったり、あたしの仲間を狙ねらったり、馬鹿な真ま似ねをしたガキどもが」話し続ける──少年が耐えられなくなって反応するまで言葉をぶつけ続ける。「黒人のチーフも、お前が焚たきつけたんだろ。それとも一服盛ったか？　なんつったっけ……レーゲルメースィヒ反応薬か。あたしらがぶっ倒たおしたタワーの持ち主も、子供にそれを飲まされておかしくなったって聞いたよ」

「トラクルおじさんが、そうしろって言ったんだ」シュテファン──ついに口に出す／その一言で裁きの扉とびらを自ら開く。「そうすることで僕は解放されるって……変わることが出来るって。それどころか僕がこの国の歴史を変えてしまうかもしれない……そう言ったんだ」

「そっか」涼月＝じっと相手を見つめていた目を逸らす──壊こわれた部屋を眺める／窓の外を見やる。「ややこしい噓の中でも、一番厄やつ介かいなのは、意味がない噓なんだってよ。本人にも意味がわかんねーんだ。なのに噓を信じ込んで、本当だと思って行動しちまう。自分で自分をプログラムするコンピュータみたいにな。お前の場合、アフリカ系の血がちょっぴり流れてるってだけのことが、母親はアフリカ系なんだっていう噓に変わっちまった。そしたらその噓が、他の全部の噓を作り上げちまった。歴史を変えるなんていうたわごとまで信じ込んじまった。そういうことなんだろ」

「僕には必要なことでした。自分に対して噓をつかなきゃいけなかったんです」シュテファン＝涙なみだで濡ぬれた目──必死に涼月を振り向かせようとする。「父さんに会いたい。とても会いたい。会って話したい。分かってくれますか？」

　わかんねーよ──心の中で呟つぶやく／ナイフみたいに尖った目で宙を見つめる／お前が国連広場でＯＲＦの機材に情報汚染を仕込んだんだ／もう一人の正体不明の〈ローデシア〉人員と結けつ託たくしてＭＰＢの装そう甲こう車に爆弾を仕し掛かけたんだ。

　お前みたいなやつらのせいで──吹雪は目覚めなくなったんだ。

　ぶん殴なぐってやりたい思いをしっかり抑おさえた──代わりに、ふっと微笑ほほえんでみせる／もう興味がないことを示す──シュテファンをとことん傷つける態度。

「あたしが訊きたいのはそれだけだ。この後もっと色々訊かれると思うけど、正直に話せよ。これ以上、自分の噓でおかしなことになるのは、ごめんだろ」

　回れ右──シュテファンと目を合わさず／入れ違いにＭＰＢ隊員が来る──両りよう脇わきからシュテファンの腕うでをつかんで拘こう束そくする。

「涼月さん！」叫び──泣きながら。「分かってくれますか！　涼月さん！　あなたなら分かってくれますか！」

　返事をせずにエレベーターホールへ──そのまま上階へ／屋上へ／ガブリエルが黙だまってついてきてくれる。

　忙いそがしげに働くＯＲＦクルー＋ＭＰＢ広報課の連中を避さける──誰だれもいない場所に立つ。

　ロケットの街を見み渡わたしながら煙草たばことジッポー・ライターを取り出す──ガブリエルが眺ながめるのも構わず一服つける。

「あの少年は爆ばく弾だんテロおよび人ひと質じち事件に関わった」ガブリエル＝隣となりにきてぽつっと呟く。「〈空港占せん拠きよ事件〉でも敵に情報を流し続けていたはずだ。時効はない。未成年だからといって罪は免まぬがれない。成人すると同時に裁かれて終身刑けいが確定するだろう。……よく彼が怪あやしいと気づいたな」

「さんざん鍛きたえられたし」にやりとしてみせる──だが目を合わせることが出来ず。

　分かってくれますか──遅おくれて届く声／まるで背中を撃たれる気分──自分に対して噓をつかなきゃいけなかったんです。

　本当はよく分かった──パパとママ／見捨てられたと自分に噓をついた／手足を捨ててしまうことになるなんて思わなくて──〝あなたをそんな体で産んでごめんなさい〟──ママにそれだけは言わせたくなかったのに。

　涙がにじんで街の景色がぼやけた──自分についた噓／一いつ緒しよに噓に付き合ってくれた吹雪。

　アーメン、噓つきな子供たち──もういいんだと心の中で哀あい悼とうの思いを捧ささげた。

　死んだまま生まれたんだと思い込もうとしていた自分も／ナイフみたいに尖った目つきで怯おびえていた自分も──青空のどこかに解き放って二度と戻もどってくるんじゃないと優やさしく笑って見送りたかった。

　ガブリエルがひょいと手を伸のばす──手にしたまま吸わずにいた煙草を持って行かれた。

　代わりに吸ってみせるガブリエル──空に向かって煙けむりを輪にして吐はこうとしたが風に吹ふかれて上う手まくいかなかった。「昔よく、娘むすめに『輪っか作って、天使の輪っか』とせがまれたものだ。母親には子供の前で吸うなとさんざん文句を言われたがな」

「あたしのだっつーの」目元を拭ぬぐう──手を差し出す。「子供からとんなよ」

「久々に口にしたが、やはりたまらなく体に悪いしろものだぞ、こいつは。成人になる前までには、やめた方がいいな」

　副長やミハエル中隊長にもそんなこと言われたっけ──そう思いつつ手を振ってみせる。

　火のついた煙草が返ってくる──ガブリエルが拳こぶしを突き出す。

「これで二五二五署での捜そう査さが完かん了りようしたな。ともに捜査出来たことを誇ほこりに思う」

「あたしも」くわえ煙草で今度こそにやりと笑みを返す──拳を打ち合わせる。「サンキュー、ガブリエル。あたしら、なかなか良いコンビだったじゃん」

「ああ。息の合う、素す晴ばらしいタッグだった」

　笑った──少女＋男＝果たされた務めを称たたえ合った──死者への報むくいになることを祈いのって。




　　　　†




　墓地での葬そう儀ぎ＝銃じゆう砲ほうの響ひびき──正装して整列する歩兵連隊の面々。

　多数の棺ひつぎにかけられる国旗──参列中のハンス・ヘルベルト大たい尉い＝携けい帯たい電話が鳴る／ポケットから取り出してちらりとナンバーを見る──保留モードに。

　列から離はなれる／聖堂へ移動──建物の中へ＝楽隊の葬そう送そう曲が届いてくる。

　聖堂での通話を咎とがめられないよう周囲に誰もいないことを確かめる──電話に出る。「私だ」

《ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊、陽炎・サビーネ・クルツリンガーです、ヘルベルト大尉。葬儀にご出席のところ退席までして頂き申し訳ありません》淡たん々たんとした声──だがどこか挑ちよう発はつ的。

「いや……」ふと表情が変わる──眉み間けんに皺しわ。「なぜ私が退席したと……」

《至急、伺うかがいたいことがありお電話させて頂きました》一方的に告げる──さらに挑発。《今しがたＭＰＢが〈ローデシア〉の〈ムニン〉を逮捕したことはご存じでしょうか》

「聞いてはいない」皺が深くなる──わけもなくまた周囲を見回す。「なぜ私に電話を……」

《では私が以前、流出する火薬とライフルについてあなたからお話を伺った直後、〈アルレッキーノ〉に襲しゆう撃げきされたことはご存じでしょう。情報汚お染せんで通信を妨ぼう害がいされ、カンパネッロ捜査官とＭＳＳに助けられなければ危ないところでした》

「そういえば聞いたような記き憶おくが……」ふいにぎくりとなる──一条のレーザー光線が窓の外から自分の胸に照射されており紅あかい光点を浮うかばせていることに気づく。「な……」

　すっと光点が音もなく動く──びしっ──窓に穴／亀き裂れつ／床ゆかで白はく煙えんが舞まう──狙そ撃げきの弾だん丸がん。

《失礼、今のはやや不適切な射しや撃げきでした、ヘルベルト大尉。あなたがＡＰ爆弾か何かを炸さく裂れつさせるかもしれないと思われたもので急いで威い嚇かく射撃を行ったというわけです》とことん淡々とした声──何ごともなかったかのように続ける陽炎。《ところで、ヘルベルト大尉、あなたはＢＹＣＭの暗号についてはご存じでしょうか？》

「な……何を……。何の真似だ。こんなことをして……」

《質問に答えることです、ヘルベルト大尉。余計なことは言わずに。逃にげようなどとは思わずに。私の質問に答えることに集中して下さい。あなたがＢＹＣＭの暗号を用いて帳ちよう簿ぼを管理していたのですね？》

　ヘルベルト大尉＝ごくりと生なま唾つばを飲む──呼吸が乱れる／携帯電話越ごしに伝わる。「聞いたことはある……だが、帳簿など知らん。あ、いや、グスタフに嫌けん疑ぎがかかった帳簿のことならＭＳＳからの情報で知っているが……」

《〈ローデシア〉には〈サイクロプス〉と呼ばれる人物がおり、その帳簿の管理者であった人物を殺害してのち、代わって管理を行うようになりました。この人物は事件の初期から捜査の妨害や脅きよう迫はくに関かん与よしていたと目されています。さらには、重要参考人の拉ら致ちや爆ばく殺さつ、捜査官への襲撃を指示するなど、事件が進行するにつれてその関与はますます重大かつ凶きよう悪あくなものとなっていきました。〈ローデシア〉の帳簿においてその人物の名は「ＨＨＨ」と記されています》

「私は……、待ってくれ……、どうして私がそうだと……。まさか、その〈ムニン〉とやらが、私のことをそんな風に言っているのか？」

　びしっ──壁かべに突き刺さる銃じゆう弾だん──びくっとなるヘルベルト大尉＝恐きよう怖ふのあまり棒立ち。

《おっと。またもや不適切な射撃でしたでしょうか。何しろあなたが実は犠ぎ脳のう体かもしれず、いきなり自じ爆ばくするかもしれませんし。あるいはあなたが持っているその携帯電話は、実は重大な情報汚染をもたらす品かもしれませんから。それでやむなく威嚇射撃を行ったというわけです。さておき、質問はこちらからしますので余計なことは喋しやべらないで頂けると大いに助かりますし、私の心の安定という点でも大変重要です。分かりましたか？》

「わ……分かった、分かったから撃うたないでくれ。私は何に答えれば……」

《実は正直なところ、状じよう況きよう証しよう拠こを並べた推測に過ぎません。ただ二点だけ、お伝えしたいことがあります。まず一つ、〈偉い大だいなる龍りゆう王おう〉もしくは〈大龍王〉と呼ばれる人物、つまるところヘルムート・オイラー大統領は、〈ローデシア〉等への資金提供を認め、免めん責せきを得ています。もう一つ、大統領が仰おつしやるには、「Ｈ」は親衛隊大尉を意味するそうです。高級ハウプト中隊ストル指導ムフユ者ーラー。ナチス時代の階級だとか。要するに「ＨＨＨ」とはハンス・ヘルベルト大尉という、まったくもって変へん哲てつのない、そのままの頭かしら文字であったのだということです》

「あの方が……喋ったというのか」ヘルベルト大尉＝愕がく然ぜん。「わ、私は……あの方の言うことを聞いたり、未来党のベルツ将軍に命令されただけで……。私は決して……」

《プリンチップ社の頼たのみは聞いていないと？　グスタフ氏が特トツ甲コー猟りよう兵へいである白露・ルドルフ・ハースを追っていたときそばにいて邪じや魔まをしていたのでは？　〈空港占拠事件〉であなたが追っていた特甲猟兵が現れたのは、そもそもあなたがプリンチップ社に手を貸して入国を可能にしたからでは？　そればかりか特甲猟兵のデータを与あたえ、彼らのフロー状態を悪化させるよう仕組んだのでは？　またあの空港で、〈ムニン〉とともに我々の位置や作戦といった生死にかかわる情報を流していたのでは？　汽車が都市管理局ビルに向かったとき、制圧目標であったショッピングセンターをすでに敵が占拠していたときのような働きをし続けてきたのでは？》

「私は……違ちがう。私は……未来党の指示に従っていただけだ。命令だったのだ。軍人として逆らうことは許されなかった──」

「もう十分だ、クルツリンガー隊員」出し抜ぬけに声＝通信機を耳に当てた御影──ずかずか聖堂の祭さい壇だん脇わきから登場。「今の聞き捨てならない言葉でこいつの運命は決まった」

「なんということだ」さらに声＝かつかつかつかつ──軍ぐん靴かを踏ふみ鳴ならしながら祈き禱とう所の方からギリアンが登場。「尊い白人種がクズばかりになり果てる。なんたる悲劇だ」

「後は私達に任せなさい」ドアを開いて聖堂に入ってくるモリィ──通信機に向かってやんわり注意。「間ま違ちがっても撃ったりしちゃ駄だ目めよ、スナイパーさん。ここにいるみんな、頑がん張ばって我が慢まんしてるんだから」

　囲まれるヘルベルト大尉──呆ぼう然ぜんとした様子で携帯電話を持つ手をだらりと下げる。

「さて、どの部隊がこの阿あ呆ほうを捕とらえるべきかな」御影＝殴ってしまわないよう腕組み。「我がＭＳＳには血気盛さかんな野や郎ろうどもが多いので、うっかり酷ひどい目に遭あわせてしまいかねん」

「こいつを見ているだけで射殺したくなる」ギリアン＝同様に腕組み。「ベルツ将軍を確保したのはＭＰＢだ。オーギュスト大たい佐さなら、この男に軍人としての本分を思い出させて下さるだろう」

「あら、優しいのねハンサムさん達」モリィ＝にっこり──茫ぼう然ぜん自失のヘルベルト大尉を冷ややかに眺める。「ＭＰＢに手て柄がらを譲ゆずってくれることには感謝するわ。正直、嬉うれしい気持ちには全然なれないけど。〈空港占拠事件〉でさんざんうちの隊員が犠ぎ牲せいになったことに自国の軍人が関与していたんですからね。とはいえ、責任を持ってこの男を拘束させてもらうわ」

　ヘルベルト大尉＝後ろ手に手て錠じよう──三人＋彼らの部下達が厳重に取り囲んで連行。

　二百メートル先の霊れい廟びようの屋根の上＝伏ふく射しや姿勢で一部始終を見届けた陽炎──ゆっくりと身を起こす／ライフルを膝ひざの上に置く／青い空を仰あおいで目を閉じる。

　果たされた報い──より大きな相手を捕らえるための用意がまた一つ整う。
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　第二十フロリズ一区ドルフ＝オフィス街のど真ん中──軍の情報管理センター。

　特別調査官でもあったヘルベルト大尉のオフィス──何もかもひっくり返されている。

　副長自ら参加──ＭＰＢが優先的に捜査／押おう収しゆう／封ふう鎖さ──じっと眺める夕霧＝立ち会いを許される／ヘルベルト大尉について証言／青い馬のバッジを与えられたときのこと。

　特トツ甲コーに懐かい疑ぎ的だったにもかかわらず特甲児童の軍属化を推進した──派兵された特甲猟兵に致ち命めい的なフロー状態が認められても揉もみ消した／特甲児童を暴走させるための下準備。

　青い馬のバッジを得た特甲児童の詳しよう細さいなデータが出てくる──大きなロッカーに保管された他の品々が並べられる。

「夕霧」副長＝いつものコードネームではなく名前で呼ぶ──手招き。「お前が持っているべき品らしい」

　歩み寄る──紙の束＋クレヨンで描えがかれた絵が数枚。

　甲かつ冑ちゆうを着て斧おのと盾たてを持った天使の絵──頭上に光の輪／背に鳥の羽／光り輝かがやいている。

　おそらく現地の子供の手によるもの──守護してくれる者への感謝が伝わってくる。

　白露さんに感謝する誰かがいて絵を贈おくった──心の支えになったであろう品／ヘルベルト大尉が全すべて隠かくした／あるいは取り上げてしまった──奪うばわれた貢こう献けんの証あかし。

　何通もの手紙──全て夕霧宛あて。

　その一つ──クリスマスカード／ヴァイオリンとクリスマスツリーの手書きの絵。

『可愛かわいい踊おどり子さんへ。僕の腎じん臓ぞうはまだあなたの中で生きていますか？　もし死んでしまったとしても悲しまないで下さい。僕は君の中で生き続けています。砂さ漠ばくで君の歌声を毎日思い出しています』

「はい、白露さん」ぽたぽた涙なみだが落ちた──悲しさではなく愛いとしさを込めて。「白露さんは、ずっと夕霧の中で生きています」
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〝クイズだよ♪　クイズだよ♪〟

　まどろみの中で聞こえてくる声──赤毛のギリシャっ子の問いかけ。

　平和な神しん殿でんが怪かい物ぶつの群に襲おそわれ、多くの神々が逃げ惑まどう中、踏みとどまって戦った女め神がみ──その最強の盾にして軍勢であった妖精達。

　初出しゆつ撃げきのときのクイズ──答えは後で知った／全てが正解／小隊長であった螢のデスク＝引き出しにネタ帳──生せい還かんを約束するためのアイディア＝合い言葉やクイズや物々交こう換かんのメモ。

　それを受け継ついだ──皇が与えてくれた絆ばん創そう膏こうのおまじないとともに。

〝さあ、行こう。これがＭＳＳ要よう撃げき小隊〈焱フオイのエル・妖スプラ精イト〉の初うい陣じんだ〟

　声が遠のく──目覚める／現実が迫せまる／涙が頰ほおをつたわる──拭いながら顔を上げる。

　ＭＳＳの車両──森で停車したところだった。

　車を降りる──木々に囲まれた施し設せつ──特甲猟兵が潜せん伏ぷくしていた場所／モーゼル・プファルツァーと教団員の惨ざん殺さつ現場／戦せん闘とう現場／包囲する治安組織に襲おそいかかった犠脳体兵器＋自分。

　遺体は全て回収されている──それでも濃こく残る死の臭しゆう気き／マスクを着用する大人達／焼き払はらわれた一角──自分が放った火の跡あとを見つめる。

　都市中の〈インフィニティ〉施設を回ってのちここに戻もどる──最後の検証。

　別の車が停とまる／運転席から降りる男──途と中ちゆうから同行するようになったブラックストーン＝初めて会ったときの顔／ぱりっとしたスーツ。

「Ｇチームの皆みな様さまはいらっしゃらないのですか？」鳳＝にっこり質問──どうせまともな答えは返ってこないと思いながら。

「はて、どのようなチームかな？」ブラックストーン＝案の定はぐらかす──ほのめかしてくれる。「もしそのチームが戦いを担になう存在であるならば、この都市からすでに去ったに違いない。新たな戦場を求めてね。さしずめ、お喋り屋トーカーの本体である黒手組や〈アルレッキーノ〉に攻こう勢せいをかけているのかもしれないな。この機を逃のがさず、連中をすっかり壊かい滅めつさせてしまうためにね」

「そうですのね。ちゃんとご挨あい拶さつ出来ず残念です。亡くなられた方について、お悔くやみを申し上げたかったのですけれど……。その方もそれ以外の方々も、みな勇士達ですわ」

「真の勇士はバロウ神父だよ」ブラックストーン＝抑よく揚ようのない声で告げる──心から感かん嘆たんしている証し。「４ＪＯウィルスをやどし、彼にしか出来ないほど深く教団に入り込んでくれた。おかげで我々の悲願であったリヒャルト・トラクル逮たい捕ほが可能となった。さらには、あれほど肉体にダメージを負いながら冷静に過去の行いを告白し、今なお解明を助けてくれている」

　うなずく鳳＝火のビジョンがまたたく──吞のみ込まれることなく／理性で受け入れる／その火が起こると予期して通報した者達がいた──バロウ神父＋メンデル博士──自分達がもたらした技術のせいで暴走する〈インフィニティ〉を止めようとした。

「脳内チップと犠脳体技術は、コインの裏表のようなものだったのですわ」鳳＝腕うでに巻いたシスター・アーレのロザリオ──悪夢を遠ざけてくれる／冷静さを与えてくる。「父はあたくしの病が治ち療りようされることを望んで、ここでバロウ神父様やプファルツァーことアイスラー博士に協力していたのです。きっとメンデル博士もここを訪おとずれたことでしょう。やがて犠脳体技術はテロリズムの世界に流れ、脳内チップの技術は特甲児童の開発に用いられました。当時、それが違い法ほうな研究であったかどうかは分かりませんが……問題は、それほどの技術開発を支えた資金がどこから来たかということ」

「その通りだ」ブラックストーン＝少女の冷静さを観察──大いに感心。「先入観や過度な感情を排はいした見事な視点だ。君のその素質は大変貴重だということを重ねて言っておこう。さて、〈インフィニティ〉やその前身の組織は我々も監かん視ししていた。だがそもそも巨きよ額がくの資金の経路がいかにして生まれたかについては解明されなかった。これまでずっとね。だがようやく答えに辿たどり着きそうではないか？」

　教官口調のブラックストーン──鳳＝微笑ほほえみ返す／生徒のように／教える者に負けず解明への意志をたたえて。

「ジンバブエで消えた大量のモルヒネ。その盗人ぬすつとであり売り主の行いが、この施設で行われたことだけでなく、その後の、あらゆる元げん凶きようを実現させるすべとなったのですわ」
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　第二ライヒエ十五ンシユ区マオス──様々な人種が集まる一帯＝〝一いつ触しよく即そく発はつ通り〟──その東とう端たんのさらに東側。

　市街地の外れ＝カガミ・ドージョー──乙＋日向＝きちんと一礼して入館──出で迎むかえたカガミ・センセイ＝硬かたい顔。「二人とも道場で待ってるよ」

　靴くつを脱ぬいで入る──広いドージョー＝生徒はいない／中央に二人の姿──マリ・カツラギとケンジ・アリサワ。

　ケンジ＝センセイと同じくらい緊きん迫ぱくの面おも持もち。「ＭＳＳ本部に伺うかがうことも出来ましたが、ここでお話をということでしたので、お待ちしていました。ご用件は何ですか？」

「本当のことが聞きたいんだ」乙＝ドージョーの真ん中でぺたんと正座──カタナを作法通り脇わきに置く／神かみ棚だなの方をちらりと見る。「センセイやみんなの、日本人の神様の前で」

　顔を見合わせるマリ＋ケンジ──うなずく＝二人して乙と向かい合って正座。

　日向もそれっぽく倣ならう＝慣れていないせいで片膝を立てる──センセイは壁かべ際ぎわで腕を組んで立ったまま。

「マリは多分、誰も殺してない」乙＝いきなり切り出す──相手がごまかしたり否定したりしないよう機先を制するのではなく／相手が本当のことを言うと信じ切って話す。「でも赤いロボットの鎧よろい着て、ロートヴィルトやホイテロートのふり、してたっしょ」

　ケンジ＋センセイ＝啞あ然ぜん──マリ＝綺き麗れいな姿勢で目を伏ふせたまま否定も肯こう定ていもせず。「マサトがそう言ったのですか？」

「いや。マサト・アイハラは自分一人で考え、行動したと主張し続けている」日向＝乙に合わせて本当のことを言う／聴ちよう取しゆを有利に使用するため情報を伏せたりはせず。「確かく認にんされた四人の赤いアームスーツ使いのうち、一人はあんただろうと推測しただけだ。また、ムスタファ・ドゥピスクがいたオフィスにも、リヒャルト・トラクルがいた逃とう走そう用の船にも、あんたがいた」

「ですから、それは人ひと質じちにされていたからです」マリ＝顔を上げず／同じ主張の繰くり返し。

「なんで人質になったまんまだったの？」乙＝真しん剣けんな顔──問いを重ねる。「マリは逃にげられたっしょ？　他の誰かが人質になってたから、あいつらのために働いたんじゃないの？」

「いいえ」マリ＝微び動どうだにせず。「違ちがいます」

　日向＝乙に合わせる／ケンジを見つめる──マリが守るとすればお前だと無言でプレッシャーをかける。

　ケンジ＝マリに倣って目を伏せる。「日本人青年会は……〈希望の会〉は、全員が全員、人質に取られていたようなものです。核かく騒さわぎに叔母おばのヨーコ・イマムラが参加して以来、治安組織だけでなく凶きよう暴ぼうな連中からも目をつけられるようになりましたから」

「ムスタファ・ドゥピスクのような人間は、利益にならない者に目をつけはしない」日向＝追求をやめず。「あの男はお前の会社を乗っ取ろうとしていた。死ぬ瞬しゆん間かんまでダイヤモンドのことしか考えていなかった男だ」

「いつからダイヤを運んでたの？」乙＝どうしても悲しい顔になりながら。「もともと日本のものだった汽車の石炭の中にダイヤがあった。空港が乗っ取られたときも棺かん桶おけの中にダイヤが入ってたって。俺が乗ってた飛行機が落ちたときも。全部、日本人が運ぶの手伝ってたの？」

「喋しやべらないで」マリ＝目を伏せたまま──ケンジが開きかけた口を閉じる／右手を伸のばす／マリの左手の甲こうに重ねる──慎つつましい結けつ婚こん指輪が優やさしく光っている。

「船が爆ばく破はされたっしょ」乙＝ますます悲しげに。「ＭＰＢの小隊長さんが教えてくれた。マリ、船のエンジンが止まってたこと、なんで知ってたの？　調べた人達しか知らないよ」

　沈ちん黙もくを盾にするマリ──日向が言い加える。「シンジローがこいつに託たくしたカタナには、爆破された船の船体番号が刻まれていた。無む煙えん石炭とＡＰ燃料も付着していた。シンジローはメッセンジャーだった。殺されると分かっていたんだろう。彼は恋こい人びとのアイラ・シェンを窮きゆう地ちから救いたがっていた。彼女の身代わりになれと、お前達がそそのかしたな？　そして我々へ助けを求めるメッセージを持たせ、死を命じた」

　センセイが息をのむ──何か言いたくてたまらない感じだがぐっと黙だまり込む。

「そんなに単純じゃありません」ケンジ＝いきなり吹ふっ切きれたような声に──マリが目を大きく見開いてケンジを見る／ケンジが微笑み返す──マリに顔を向けたまま続ける。「俺が会社を継いだとき、もうそれはとっくにブラックマーケットの中ちゆう継けい組織と化していました。国を失った民族が必死に生き延びようとして、そうなったんです。仰おつしやるとおり、密輸ダイヤの運うん搬ぱんも行われていました。銃じゆうや麻ま薬やくも運ばれていたでしょう。俺はあえて中身について何も知らないまま事業を続けました。会社がなくなれば何十家族も路頭に迷うからです」

「だが単なる運搬屋ではいられなくなった」日向＝鋭するどく。「〈アンタレス事件〉でコミュニティごと巻き込まれ、リンタロー・モリがそれを止めようとした」

　ケンジ＝苦い笑えみ──その手にさらにマリがもう一方の手も重ねる。

「叔母とその組織は……裏の事業を知らなかったんですよ。知ってしまったショックで、ああなったようなものです。かくいう俺も、マリも……俺達の世代なんかみんなろくに知っちゃいなかった。モリサンの世代なんですよ、何とか生き延びるためならどんなことでもしなくちゃいけなかったのは。モリサンだって……結局は、自分達の国の政治家を暗殺したんです。叔母はそのことを知って、自分達の世代で全て落とし前をつけようと思ったんだ」

「ケンジは、何をしたの？」乙＝ワニの目＋自分の目──両方とも涙が出そうになる。「だって、マリもシンジローも、ケンジやケンジの会社を守ろうとしたんでしょ？　ケンジが何かやったから守らなくちゃいけなくなったんでしょ？」

「俺は……」言いかける／目を伏せる──マリをまた見る。「すまん、マリ」口を開くことを詫わびるという以上の何かがこもった声──マリにうなずきかける／マリの見開いていた目に涙が浮うかぶ／マリがそっとうなずき返す──ケンジ＝優しくて悲しい微び笑しようを乙＋日向に向ける。

「俺と、マルティン・フォルクマール、アダー神父、ロッシーニ枢すう機き卿きよう……四人で、プリンチップ社のリヒャルト・トラクルを殺そうとしたんです。ＡＰ爆ばく弾だんで」

　乙＋日向＝無言で見返す──噓うそや黙っていることがないか探さぐる／当時の状じよう況きようを推おし量る。

　うなずく日向＝筋が通っていることを認める。「遊覧船爆破は、テログループ内部の分ぶん裂れつによるものだった。目的は、どちらのリヒャルト・トラクルだった？」

「さあ……。二人いることはアダー神父から聞いていました。ガラガラトルラヘビスネイクとお喋り屋トーカー、両方とも消さねば意味がないと。けれども、一人目すら殺せませんでした。なんであれ、俺がＡＰ爆弾を船まで運んだんです。エンジンが止まっていたことをマリに教えたのは俺ですよ」

「動機は？」日向＝追求を緩ゆるめず。「事業の正常化か？　それとも利益を独どく占せんするためか？」

「フォルクマールさんは州知事を守るためにやったんです。アダー神父は、はっきりそう言ったわけではありませんが、例の戦犯法ほう廷ていでシスターが殺された報復でしょう。枢機卿とはお会いしてませんが……戦犯法廷を復活させるためだとアダー神父が言っていました。俺は……叔母と一いつ緒しよです。とにかく終わりにしたかった。いつ誰だれが、突とつ然ぜん人質になって、わけの分からない要求をされるか分からない生活を終わらせたかった」

「だが失敗し、二手に分かれた」日向＝この場で一人だけ感情を顔に出さず。「暗殺に関かん与よしたことをごまかすためテログループに協力する者。治安組織に助けを求める者。前者がマリ・カツラギやマサト・アイハラで、後者がシンジローだった」

「正確には三手です」ケンジ＝背筋を伸ばす──さあやってくれというように。「俺は、何も知らないことが役目となりました。そういう立場の人間を残しておくんです。どちらの道もふさがってしまったときのためにね。ちなみにカガミさんもそうです。彼はコミュニティの神官のような立場ですから、何も知らないんです。つまり、教会の神父と逆で、信者の告白を聞いたりせず、ケガレを……邪じや悪あくや罪といったものを遠ざけておくことが仕事なんですよ」

　マリ＝右手を離はなす／涙なみだを拭ぬぐう──左手にはケンジの右手が重ねられたまま──その挙動を目の端はしでとらえる乙＝すっと左手をカタナの鞘さやに当てた。

「遊覧船爆破後のことは何も知らないと言うんだな？」日向＝ケンジに集中。「だがそれ以前のことは知っているはずだ。お前の会社について、全すべて話してもらうことになる」

「そこまでは出来ないんです」ケンジ＝目を閉じる──何かに祈いのるように。

　乙＝既き視し感──シンジローが道路際で同じようにした──カタナの鞘を握にぎった。

　マリの右手がすっと動いた──気づけば右みぎ膝ひざを立てていた／おそろしくしなやかな前ぜん傾けい／伸ばされたその手がカタナの柄つかを握っていた──乙の右手が間に合わぬほど早く。

　抜ばつ刀とう──相手のカタナを奪うばう〝詰ツマ取ドりの型〟──斬きるための動作とワンセットの一いつ瞬しゆんの挙動──一方の手にシンジローの手が重ねられたまま／刃やいばをシンジローの首へ振ふるった／頸けい動どう脈みやくを切り裂さこうとした──愛する者の命を絶とうとした──同どう胞ほうの利益とか安全とかそういうもののために。

　乙＝マリの手を止められないと悟さとって瞬しゆん時じに反応──左膝を立てる／刃を抜ぬかれた鞘を左手で持ち上げる／逆手で鞘の先せん端たんを振り上げる／鯉こい口くちを右手で押す──強きよう烈れつな突つき。

　鞘がケンジの胸を突いて吹っ飛ばした──マリが振るった刃が空を切った。

　マリ＝すぐさま両足を立てる──背から倒たおれたケンジの心臓を刃で貫つらぬこうとする。

　乙＝同じく両足で立つ──マリの刃を鞘で弾はじく／鞘でマリの体に打ち込む／かわされる。

　ひらりと舞まうマリ──倒れたケンジの向こう側へ／乙が跳とんで追う。

　乙＝ケンジを背後に置いて殺させないようにする──マリ＝柄を両手で握り先せん端たんを真っ直すぐ乙の両目の間に向ける〝正眼の構え〟──対たい峙じ。

　日向＝懐ふところから拳けん銃じゆうを抜く／壁際から突とつ進しんしかけたカガミ・センセイへ銃じゆう口こうを向けて足を止めさせる──カガミ・センセイ＝悲しさと悔くやしさで顔を歪ゆがめる。「なんてこった、ちくしょう」

　マリ＝没ぼつ我がといっていいほど決意に満ちた表情──にわかにすさまじい気勢で前へ。

「ヤァーッ！」裂れつ帛ぱく──猛もう然ぜんと振るう／その手首を狙ねらう乙／十分の一秒以下のタイミングをとらえて鞘を打ち込む──逆に打ち落とされる／驚きよう嘆たんに値あたいする反応／神がかりの技量。

　刃が稲いな妻ずまのように閃ひらめく──切っ先が乙の青い方の目へ＝吸い込まれるよう。

　ぱちん──刃の腹を手でひっぱたいて逸そらした／打ち落とされたときに鞘を離していた。

　マリ＝すぐカタナを返す──〝氷柱つらら斬ぎり〟の動き＝乙の足を斬りに行くため身を低める。

　乙＝相手より身を低める──素す手でのまま前身／動きを合わせる／手を伸ばす。

　最適な位置・最適な運動──いつかモリサンが自分にしてみせたように──斬りかかるマリの手を柔やわらかに受け止める──相手を誘ゆう導どうするように手を取る／流す／ひねる／腰こしでマリの腹の辺りを押し上げて投げる──みしりと軋きしむ音＝マリの右みぎ肘ひじ──だん！

　床ゆかに叩たたきつけられたマリ──瞠どう目もく／苦痛／左手でひねられた右肘をつかんで身を丸める。

　乙＝屈かがんでいた身を起こす／奪い返したカタナを引っ提さげて立つ──残心の構え。

　半身を起こして呆ぼう然ぜんとしているケンジ──痛みで汗あせが浮かぶマリ──拳銃を握る日向──動けないカガミ・センセイ──さらに、ばたばたと物音。

　道場の庭／縁えん側がわ＝日本人の生徒三名がよろめきながら転がり倒れる──みんなシンジローの葬そう儀ぎを手伝っていた者達。

　のっそり入ってくるピエール＝土足。「失礼。こいつらが飛び込んで何かしでかそうとしてたんでな。いやはや。今のお嬢じようちゃんはすごかった。まるっきりモリサンみたいだ。カガミサン、あんたはすごい師し匠しようだな」

「やめてくれ」カガミ・センセイ＝急に暗い顔に。「こうなると思って教えたんじゃない」

　ピエールの後ろからぞろぞろ現れる御影＋戦術班の面々──出入り口を塞ふさぐ／黙って指示を待つ。

　乙＝鞘を拾ってカタナを納める──倒れたままのマリに近寄ろうとする。「マリ……」

　間に入るケンジ──寄り添そう／マリを庇かばう／悔しそうに乙を見上げる。「もういいだろう。これ以上はやめてくれ。大人しく投降する」

　何もしないよと言い返したかった／誰も死ななくていいんだよと／だが言葉にならず──二人を酷ひどい目に遭あわせたいわけじゃない／ケンジを死なせたいわけじゃない／マリにこんなことさせたかったわけじゃない──でも結局そこまで追い詰つめてしまった。

　悄しよう然ぜんと立ちつくす乙──日向が拳銃をしまう／傍かたわらに来る／乙の肩かたを優しく叩く──もうすべきことは終わったというように。

　マリ＝自力で肘ひじの関節を戻もどす／痛そうに歯を食いしばる／だが取り乱さず立ち上がる──ケンジとともに毅き然ぜんと戦術班の面々と向き合う。

　御影＝日向へ目で問いかける／日向がうなずき返す──マリ＋ケンジへ。「同行してもらう。一人は怪け我がをしているようだし、暴れないと約束するなら手て錠じようはかけない。そこの三人も聴取させてもらう。さ、こちらへ」

　出て行く面々──マリ＋ケンジ＋若者達＝乙を振り返りもしなかった。

　静かになるドージョー──乙＋日向＋ピエール＋カガミ・センセイ──誰も目を合わせず。

「センセイ……」乙＝悲しい気分で呼ぶ──こっちを見て欲しくて。

「出てってくれ」カガミ・センセイ＝目を逸らしたまま。「あんたらが悪いわけじゃないんだろう。誰が悪いのか俺には分からない。だがもうここには来ないでくれ」深々とため息──ピエールにだけ目を向ける。「昔、あんたを助けたのはＢＶＴに追われていたからだ。間ま違ちがった仲間意識ってやつだったんだろう。こうしてあんたは同胞の敵かたきになった。俺はあんたに塩を送っちまった」

「塩か、面おも白しろい表現だな」ピエール＝いつもと変わらない調子／びーっとハンカチで洟はなをかむ／ズビズビ鼻を鳴らす。「モリサンは、こうなることを止めようとしたんだ。お嬢ちゃんもそうだったと思ってくれないか」

「分かってるさ」カガミ・センセイ＝どうしようもないのだという感じ。「だが、俺達にとっちゃ、モリサンは裏切り者なんだ。あの人はコミュニティのことを考えてくれちゃいたが、コミュニティの一員というより気ままで危なっかしい鉄てつ砲ぽう玉だまみたいな人だった。そういう点じゃ、あんたらは似てるんじゃないか。あんたが属する組織にとって、あんたが模も範はん的とは思えん」

「俺は間違いを正そうとしただけだ」ピエール＝ハンカチをしまう──今さら土足であることに気づいたように靴くつ先を上げ下げする。「常識が違ちがう場所にずいぶん踏ふみ込んだのは確かだな。しょっちゅう何が正しいのか分からなくなったよ。だが間違っちゃいなかったことを、その二人に教えてもらった」

「なら満足して家に帰ればいい」カガミ・センセイ＝興味がなさそうに。「あんたには自分の国がある」

「誰だれもいない上に、誰も来ない家だがな」ピエール＝肩をすくめる──庭へ出て振り返る。「ありがとう、カガミサン。あんたには世話になった。カツラギとアリサワ達がいらん罪までかぶらないよう、出来る限りのことはする」

　答えないカガミ・センセイ──日向が乙の肩を押す／促うながす／玄げん関かんへ。

　乙＝靴を履はいてくるりと振り返る──ドージョーに立ったまま背を向けているカガミ・センセイに向かってきちんと一礼。「センセイ、ありがとうございました」

　応答なし──寂さびしさに襲おそわれながら外へ──ピエールが合流＝くたびれた笑み。「ありがとうな、お嬢ちゃん。これで長くかかった俺の問題も終わりそうだ。やることは山ほどあるがね。それでも終わったという気分にはなれそうだ」

「オレも……」乙＝とうとう我が慢まん出来ずに涙ぐむ──カタナを握りしめる。「でも、誰も帰って来ない。パパもママも。ピエールさんの奥さんも娘むすめさんも。それに、オレ、嫌きらわれちゃった。センセイにも、マリにも、ケンジにも。モリサンにも嫌われちゃうかな……」

「嫌いはしない」日向＝屈んで──乙と目線を合わせる。「お前が彼らを嫌わずにいろ」

「うん」素す直なおにうなずく／涙を拭う──悲しいけど精せい一いつ杯ぱいの微笑を浮かべた。「そうする。このカタナに書いてあったみたいに、助けてって言われたら、頑がん張ばって助けるよ。それが出来るか分かんないけど、頑張ってみる。これからずっと、そんな風にしてみる」
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　第インネ一レシユ区タツト＝連れん邦ぽう首しゆ相しよう府──次々に到とう着ちやくする車両＝ＭＰＢ／ＭＳＳ／第二作戦部隊──レンタカー＝ブラックストーン／グレーテル／イザベラ──地下鉄駅からやって来るピエール。

　車両から降りる少女達──涼月＋陽炎＋夕霧──鳳＋乙──互たがいに目礼。

　ＭＰＢ副長フランツ／ＭＳＳ長官代理ニナ／第二作戦部隊隊長ギリアン──無言でうなずき合う＝三人を先頭に中へ──みな厳げん粛しゆくな面おも持もち。

　大部屋の前で立って待っているエドワルト州知事。「この都市の守り手達と、各国の捜そう査さ官が勢せい揃ぞろいだな。感謝する。彼はこの中にいる。国民党をはじめ政治家は私と彼しかいない。みな、入ってくれ」

　エドワルト州知事が先頭に──ドアを開く／中へ入る／ぞろぞろと列をなす──ソファに座ってくつろいでいた老人を取り囲む。

「今日はこの全員と話すのかね」ヘルムート・オイラー大統領──相変わらず困こん惑わくしたような顔つき／落ち着きのない身み振ぶり。「少々……多すぎないか？」

「ご安心を、大統領」エドワルト州知事＝堂々たる態度──みなを見回す。「彼らはそれぞれ簡潔明めい瞭りような質問を用意しています。それと同じように端たん的てきにお答え頂ければ、驚おどろくほど短い時間で一いつ切さいの話が終わることでしょう」

「ふむ……」ヘルムート・オイラー大統領＝疑わしげ。「最初の質問は何かね？」

　フランツが前へ──脇わきに挟はさんだ封ふう筒とうから大きく引き延ばした写真を出してヘルムート・オイラー大統領の前のテーブルに置く──その写真に注目させる／全員が老人に注目する。

「これに写っているのは、大統領、あなたですね？」フランツ＝淡たん々たんと。

　黙だまり込む大統領──写真を注視／目を逸らせないというより意味が分からないという様子。

　写真──魚眼レンズで撮とったような湾わん曲きよく／迷めい彩さい柄がらの男が笑っている／積まれた箱に手を当てている──箱＝支し援えん物資のモルヒネを示す文字／国連のマーク──箱の反対側に黒人のずんぐりした男の姿＝アダー神父。

「お答え下さい」フランツ＝たっぷり間を置く──ゆっくりと尋たずねる。「この箱の中身は、ジンバブエで紛ふん失しつした大量のモルヒネです。そのすぐそばに、大統領、あなたがいますね？」

「こんな写真はあり得ない」ヘルムート・オイラー大統領＝かぶりを振る／ショックから立ち直ろうとするような大きな吐と息いき。「存在するはずがない。それに、なんでこんなに歪んでいるのだ。何かに映ったものを撮ったみたいだ」

「ご賢けん察さつのとおりです、大統領。これは、ある男の目に映ったものを拡大した写真です」フランツ＝同じ封筒から別の写真を出す──並べて置く。

　緑の目の男──アダー神父の部屋の壁かべに飾かざられていた顔写真。

「先せん般ぱん、この都市で捕とらえられた闇やみ社会のエージェント、リヒャルト・トラクルの前の顔です。当時はリチャード・トーカーと名乗っていたとか。その人物が、あなたを真っ直ぐ見つめているところを、アダー・ガウスという名の神父がひそかに撮さつ影えいしたのです」

「トーカーの目だと……」ヘルムート・オイラー大統領＝ソファに背を押しつける／写真から少しでも遠ざかろうというように。「トーカーが……、なんてことだ……」

　フランツが下がる──ニナが前へ＝ＰＤＡを展開／通話データ／電波状じよう況きようを示すデータ。「今度はこちらをご覧下さい、大統領」

　のろのろ振り返るヘルムート・オイラー大統領──複雑なデータグラフとアルファベットと数字の列に目を白黒させる。「……これは、なんだね？」

「〈戦犯法ほう廷てい事件〉で殺害されたミッターマイヤー氏の携けい帯たい電話の通話データと、その携帯電話の電波発信データです。要は、ミッターマイヤー氏の位置を特定し、狙そ撃げきを可能とするシグナルです。このシグナルデータが初めて観測されるのは、事件の直前、ミッターマイヤー氏にあなたが電話をかけたときです、大統領」

「あのときは……」ヘルムート・オイラー大統領＝何が何だか分からないという様子。「中国の戦せん闘とう機が……」

「そう。七人目の証人が空港に到着した後のことです。あなたはミッターマイヤー氏に電話をかけています。その際、ミッターマイヤー氏の電話に侵しん入にゆうが行われた証しよう拠こを、ＭＳＳ解かい析せき課がつかみました。あなたの全通話記録を洗い出した上で」

「私は何もしていない」

　ニナ＝落ち着いた声／だが目の奥に燃えるような怒いかりをたたえて。「ＭＳＳヘルガ長官に射殺されたラバグルト内務大臣が、同様の手段でヘルガ長官の狙撃に荷か担たんしました。より精度の高い方法で。その解析がもとで、この電波的な狙撃支援を立証することが出来たのです、大統領。あなたがプリンチップ社や〈キャラバン〉のため、ミッターマイヤー氏の暗殺に手を貸したことが明らかとなったのです」

「私は……」ヘルムート・オイラー大統領＝ふとニナの指輪に気づく／高貴なる者の義務を示す刻印／ミッターマイヤーの指輪──亡ぼう霊れいに出くわしたように青くなる。「殺してない……」

「残念ながら」かッかッかッ＝前へ出るギリアン。「ヘルベルト大たい尉いが吐はきました、大統領。〈偉い大だいなる龍りゆう王おう〉が、国連都市での証人殺害に協力していたと。なぜなら、あなたが築き、この国に災さい厄やくをもたらし続けた資金ルートが、根絶されかねないからであると。もはやごまかすことは出来ません。潔く、立派に、悔くいることなく罪をお認めになられてはいかがでしょうか」

「私は免めん責せきされている」ヘルムート・オイラー大統領＝ソファの上で縮こまりながら──全員にそうだと言ってくれという目を向ける。「私は君達に協力している」

　返ってくる無言の怒りの波──フランツが代表して発言。「あなたはジンバブエでモルヒネの大量盗とう難なんに荷担し、巨きよ額がくの資金を手に入れ、その罪を我が国から派は遣けんされた斥せつ候こう狙撃部隊に着せました。その部隊は着せられた罪によりのちの〈キャラバン〉となり、あなたは手に入れた金で大統領となりました。あなたがばらまいた金は、〈ローデシア〉、〈インフィニティ〉、〈白ヴアイきスシ盾ルト〉、未来党などの資金源となり、あなたにさらなる利益をもたらすとともに、この国にアンダーグラウンド・マネー・ネットワークを築かせることとなりました。それにより〈リスト〉や〈外げ典てん〉と呼ばれるシステムがこの国に寄生しました。それを告発しようとしたサルヴァトール・ラニエリ枢すう機き卿きようが爆ばく弾だんテロで植物状態となり、〈医師狙撃事件〉、〈ルフトハンザ３１９便ハイジャック〉、〈インフィニティ自じ爆ばく事件〉、〈クーデター事件〉を引き起こしたのです。さらには第二のリヒャルト・トラクルことガラガラトルラヘビスネイクを誕生させる一方で、プリンチップ社というダミー企き業ぎようが、あなたがもたらしたマネー・ターミナルに寄生し、世界的な兵器密売組織にまで成長しました。その後も数々の事件が起こり、おびただしい人命が失われ、多額の損失が積み重なり、今に至っています。その最初のきっかけは、大統領、あなたなのです。あなたのような、パンドラの箱そのものといった人物を、私は他に知りません。あなたの中に希望なり良心なり、少しは善だと思われるものがおありでしたら、お答え頂きたい。これは、この写真の男性は、あなたなのですね？　ヘルムート・オイラー大統領」

「見れば分かる」ヘルムート・オイラー大統領＝すっかり怯おびえてうんざりした顔／長年にわたり罪を免まぬがれてきた者のふてぶてしさ。「はいヤー、はいヤー、はいヤー、だ。もうやめてくれ。私は免責されている。そうだろう、エドワルト州知事？」

「まさにそうですな。国内に限っては」エドワルト＝紹しよう介かいするように各国の捜査官に向かって手を振ふる／大統領の顔が引きつるさまを面白そうに眺ながめる／はじめから彼らに引き渡わたす気でいたことを隠かくそうともしない笑顔。「国内での免責は、首相ならびに今の内閣政府が保証するところです。だが国際的な免責となると、誰の手にも余る。もちろん私とてどうしようもありません。私から提案出来ることは一つだけです、大統領。国際戦犯法廷に出席されてはいかがでしょうか？　歴史的な混こん沌とんと悲劇をもたらした被ひ告こくとして。あらゆる大罪を司つかさどる人物として、お立ち頂くのです。それ以外に道はないでしょうし、あなたに何よりふさわしい場であることだけは、私が保証します、大統領」
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　第二ライヒエ十五ンシユ区マオスの地下道──暗く冷たくじめじめして中国の機械化兵が自分達を〈蟲〉なんて呼んで卑ひ下げしていた理由がよく分かる一角＝誰も来ない浄じよう水すい場の一室。

　それでも自然と自分なりに居い心ごこ地ち良くしようとしてしまう──〈マンシャフト〉の誰かが作った即そく席せきのお手洗いに河岸で摘つんだ花を飾る／捨ててあったソファを持って来る／素す敵てきに反はん響きようするよう音おん響きよう機材を設置──アダー神父がいた教会のクッキーと紅茶をわざわざどっさり買いに出てしまう＝バベルの塔とうみたいに積み上げて眺める。

　雛＝暗くら闇やみで膝ひざを抱かかえて情報収集──ニュース／治安組織の通信傍ぼう受じゆ／マスターサーバーに寄生させた二つのユニットを駆く使し──事件の主犯に連なる者達の末路。

　ほどなくして大統領逮たい捕ほのニュースがおおやけに──携帯端たん末まつで繰くり返し眺めた。

　追つい跡せきしていた〈ローデシア〉の残党──一人残らず逮捕／誰だれかが罪を免れるなら自分が捕つかまえようと思っていた／あの大統領とか──犠ぎ脳のうユニットにして新たな話し相手にすることを妄もう想そう＝そんな技術もないくせに／もしかするとどうにかしてしまうかもしれない自分がちょっぴり怖こわくなってもいた。

　なんであれ雛の出る幕なし──いわばこの自分が最後の一人といってよかった。

　最後の〈ローデシア〉での呼ばれ方＝〈炎ほのおの竜りゆう人じん〉──マスターサーバーに働きかけて治安組織の指名手配リストにその名を記して自分はここにいると主張したいという危険な欲よつ求きゆうを自覚──きちんと自制／こうして自分はだんだんおかしくなるのだというそこはかとない予感。

　そろそろ去らねばならない──この都市を出て誰も自分のことなんて知らない場所に行かねばならない。

　もう用はなくなったのだから──事件は終結する／数々の逮捕者／あとは裁判のための解明と証明が延々と繰り返されるだけ／やがて裁きが下されるまでここにいるわけにはいかない。

　音楽に包まれニュースをひとしきり眺める──やがて踏ふん切り／心の切り替かえ／生存本能が逃にげろと告げる──携帯端末でアクセス＝地図や旅行代理店のサイト。

　どこに行こうとも同じに思える──だがどこかに行かねばならない。

　首にかけた白紙のコイン──いっそ指で弾はじいて表裏で決めようかと思ったとき。

　ふいにコール──携帯端末に表示されるおかしな着信＝ぽかんと眺めた──強きよう烈れつな既き視し感。

　見知ったＩＤナンバー──水無月。
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　父の遺産／開発顧こ問もんの遺産──繰り返しよみがえる言葉＝〝そろそろ呼んでやんなよ。あいつはまだ眠ねむりきっちゃいないんだ〟──〝フリック・ポイントが混乱してるのさ〟

　全都市規模の情報汚お染せんが開始された頃ころ──鳳のかつての仲間＝幽ゆう霊れい少女の言葉。

　水無月＋吹雪の〈シュピーゲル〉──鳳が目覚めたときの手順に照らし合わせる。

　統合へ至る道──発想の転てん換かん──二人の少年はすでに夢の中で目覚めている／夢の中にフリック・ポイントが設定されている／脳の損傷を補うために脳内チップが再統合されている。

　目覚めるには五十九番目の脳内チップを新たに移植するしかないのかとも考えた──ディーゼル課長＋アデライード＋クラリッサ＋マリア＝同意見──だが違ちがう。

　死んだ者の人格すら再現してしまう脳内チップ──フロー状態ではなく正常な機能として成立させてやればいい／バロウ神父様はそれが分かっている／だからすでにある研究成果を見直せと指示した。

　そうしたことを昏こん睡すいするバロウ神父に語りかけた──４ＪＯウィルスの除去がほぼ完かん了りよう／右手首の再生手術も成功／だが消しよう耗もうが激しく回復するかどうかは予断を許さず。

　少年達も同様に考えるべき──開発顧問達は打だ撃げきを負った接続官コーラスの再生も視野に入れていた／眠りながら目覚める者を現実に戻もどす──その正しい手順。

　冬真の発案──ディーゼル課長や医師のマリアが真しん摯しに聞いてくれた／一いつ緒しよに考えてくれた／脳内チップと脳とを再統合するすべ──多重人格にならないように。

　父とアイスラー博士の共同研究──植物状態の人間を目覚めさせる方法＝脳の機械化。

　二人の少年だけではなく──眠ってしまった者を誰であれ回復させられる可能性。

　いつか出来る気がした／日々確信がわいた／今すぐではなく──水無月が言うように大学に行って学べば／その後も研究を続ければ／いつか必ず出来る──実感めいた予感。

　ＭＳＳ本部ビル＝水無月の部屋──つい居座る／ソファで横になってうとうと／水無月と吹雪と一緒にカフェにいる夢を見ていた──〝そろそろ僕達を呼んでくれないか〟──〝携帯の呼び出しが混乱してるのさ〟──おかしなやり取り。

　ふいにコール──びくっとなる／慌あわててＰＤＡを取り出す──福ふく祉し局にいるマリアから。

「もしもし……」瞼まぶたをこすりながら出る──ぴたりと止まる＝瞠どう目もく。「水無月くんがいない？」
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　ああ、無事に目覚めたのだ──つながりが告げる直感／再統合された人格／フリック・ポイントの回帰。

　鳴り続けるコール音──通話をオンにすることが出来なかった。

　もし話してしまったら今度こそ逃げられなくなるから──孤こ独どくに耐たえられなくなってしまうから──クラシック音楽とともに地下室に反響するコール音＝ただ目を閉じて聞き続けた。

　自分を呼んでくれた──見つけようとしてくれた──それだけで十分だった。

　急に足音まで聞こえる気がした──まるで発信者がコール音を聞きつけて近づくように。

　そんなわけがない──強い願望が生み出す幻げん聴ちよう／暗闇に皇がいると思えてしまうように。

　ふっとコール音がやんだ──音楽が響ひびき続けた──目を開けても泣いてしまわないでいられるようになるまでそのままでいた。

「そろそろ気づいてもらえないか？」だしぬけに声──困こん惑わく気味。「なんだか自分が間ま抜ぬけに思えてきた。というより本当に自分がここにいるのか自信が持てなくなる」

　驚おどろきのあまりソファからちょっと体が浮うく──もしこれが幻げん覚かくなら自分は相当おかしくなっていると思いながら振り返る──即席のドアが開かれて木き枠わくにもたれた少年＝〈子供キンダー工場ヴエルク〉の白い卒業服と白い靴くつ／それしか着る物が見つからなかったというような出で立ち／手に自分の物ではないＰＤＡ／拝借してきたらしい『福祉局』のネームシールが貼はられた通信機器。

「なんでぇ？」思わず声を上げてしまった──途と端たんに涙なみだの膜まくが目にかかって相手の顔がぼやけた。「なんでぇ……」

「僕が訊ききたい。今度はいったい、どんな目に遭あってるんだ？　ＭＳＳの情報によれば君は自分が今もなお潜せん入にゆう捜そう査さ中だと思い込んで放ほう浪ろうしていると推測されているぞ。しかも４ＪＯウィルスを所持している可能性大だというじゃないか。見たところ君自身は正気のようだが、この二十二世紀風レジスタンス地下基地みたいな部屋を見るとそうでもない気がしてくるな」

　雛＝何と返していいかわからず──しくしく泣き始める／ヘッドホンが欲しくなる／だがもっと喋しやべって声を聞かせてと言いたくなる。

「もしかして人生から逃げたくなって誰にも見つからないようにしていただけか？」水無月＝当たらずといえども遠からずということを口にする。「安心しろ。ここに辿たどり着けたのは僕だけだ。というのも、いつかの電子戦で君が僕に干かん渉しようした影えい響きようがまだ残っていて、かろうじて君とその端末を追跡出来たんだ。ここにこんな場所があることは誰にも言わないでおいてやる。誰だって安全地帯は必要だからな」

　雛＝その言葉がすとんと胸の奥の方に入ってくる──冬真の顔がちらりとよぎる／あの人は触しよく媒ばいであって安全ではなかった／周囲を激しく反応させてしまう／変化させてしまう／本人は本人のままなのに──怖くて刺し激げき的でだから惹ひかれるところがあった。

　水無月は違った──被ひ覆ふく電線みたいに安全だった／点火装置に設けられた安全装置みたいな少年だった／紛ふん失しつした端末の居場所を教えてくれるセイフティみたいな存在──どんなトラブルがあっても平然としていられる安全地帯──驚くほど安心していられる相手。

「ありがとぉ」ぐしぐし鼻を鳴らす──人生初の素す直なおさで感謝する。「見つけてくれて」

「お安いご用だ」ＰＤＡをポケットにしまう──ドア枠わくから体を離はなす。「それが僕の存在意義みたいなものだからな。さて、今すぐＭＳＳに戻るんなら一緒に戻ろう。金がないなら僕のＩＤで交通費くらい払はらってやれる。まだ戻りたくないというなら、居場所を教えてくれるという条件で、僕だけ戻って君のことは黙だまっていてやる。どうだ？」

「お金あるもん」

「それは何よりだ。世間ではそれが物を言うからな」

「ここのこと黙っててくれるのぉ？」

「話すと厄やつ介かいなことになりそうだからな。そっちのデスクなんか爆ばく弾だんの製造工場みたいだぞ」

「ボク、水無月と一緒に戻ってもいいよぉ」

「それも何よりだ。早く出よう。ずっと寝ねてたせいで腹が減って仕方がないんだ」

「クッキー食べる？」

「実を言うとさっきから心を奪うばわれっぱなしだった」

「食べていいよぉ」

「本当か？　よし。移動する前に腹ごしらえをしておこう」歩み寄る──雛が座るソファの肘ひじ掛かけに腰こしを下ろす／テーブルのクッキーをつかんでばくばく食う。「なんだこれは。どこでこんな美う味まいクッキーを手に入れたんだ」

「教会」

「信者が暴食の罪に陥おちいるか試そうというんだな。それでまた信者が罪を告白しに来るわけだ」

「紅茶飲む？」

「飢うえと渇かわきを癒いやしてくれるのか。イエスなみの手厚さだな。頂こう」

　がぶがぶ飲む／がつがつ食う──雛＝すぐ隣となりに座る飢えた少年をぼんやり見上げる／ひもじい思いでさまよっていた少年を見つけてやった気分──本当は逆なのに変な感じ。

「ねえ、お願いがあるのぉ」ぽつんと口にする。

「なんだ？」クッキーを頰ほお張ばりながら。「クッキー代か？　僕に可能なことを言ってくれよ」

「ボクがＭＳＳに戻ってね、その後もしボクが逃げたらぁ……今みたいに捕まえてくれる？」

　ぴたりと止まる水無月＝ごくんと嚥えん下か──やれやれという感じの鼻息／呟つぶやき。「まったく。母親といいあのボスといい、僕の前世の因いん縁ねんか何かか？」

「駄だ目めぇ？」

「今みたいに見つければいいんだな？」

「うん」

「いいだろう。だがしょっちゅうはやめてくれ」

「うん」

「美味いクッキーだが他のものも食いたくなった」立ち上がる──促うながす。「そろそろ戻るか」

　雛＝ようやくソファから腰を上げる──紅茶のカップとクッキーのお皿を即席の流しで洗って置いておく──地下室を眺ながめる。

　暗く救いのない場所──それがいつでも入り込める安全地帯に変へん貌ぼうしていた／水無月が来てくれたお陰かげで／もうちょっと入り口を分かりにくくして中を住み心ごこ地ちよくしようと思った。

　ヘッドホンを首にかける──荷物をそのまま置いてドアへ＝電気を消す／鍵かぎを閉める。

　並んで通路を進む──階段を上る──傍かたわらの少年を見上げてぽつっと告げる。「水無月、ボクの親友になってもいいよぉ」

「いつも思うが、意外に傲ごう慢まんだな。その麗うるわしき称しよう号ごうを与あたえるかどうか決めるのは僕だ。そもそも僕の親友は男子限定だぞ」

「ボク、男の子だよぉ？」

「ほう。だったらいつか言ったように、かのローマ法王の試験を受けるんだな。君が男子たることを示すのは不可能だと分かるだろう」

　雛＝首をかしげる──なんだっけ／うろ覚え／初出しゆつ撃げきのちょっと後で地下下水道の大蟹がにと出くわしたときの記き憶おく──法王様が下着を脱ぬぐとか何とか。

　立ち止まる／スカートをたくし上げる／手早く下ろして足から抜ぬき取る──水無月が立ち止まって振ふり返る。「どうした？」

「あげる」階段を上って水無月の白い卒業服のポケットに押し込む──そのまま出口へ。

「何を入れた？」怪け訝げんな顔──ポケットの上から探さぐる／雛を追って出口へ。「爆ばく発はつしたりしないだろうな？」

「大だい丈じよう夫ぶだよぉ？」浄じよう水すい場の一角に出る──道路の向こうから車が近づく気配を感じる。

「君が言うと不安になる」おっかなびっくりポケットに手を入れる──まさぐる／ぴたりと固まる／ゆっくり引っ張り出してちら見する──横よこ縞じま模様。「ちょっと待て……」

　車×二台が飛ぶように走ってきて急停車──次々に飛び出す面々。

「雛、水無月！」ニナ＝珍めずらしいほどの歓かん声せい──水無月＝びくっとなって出しかけたものをポケットに押し込む。

「ああ、よかった……」鳳＝涙目──乙＝晴れやかな笑顔。「二人とも、元気そーじゃん！」

「水無月くん……」冬真＝涙を拭ぬぐいながら歩み寄る。「雛さん……無事でよかった……」

　御影／日向／マリア／ディーゼル課長／アデライード／クラリッサ──口々に二人を称たたえる／帰き還かんを喜ぶ。

　雛＝みなを見る／水無月を見る──やや挙動不ふ審しんになってみなの歓声に応じる少年。

　それから地下道の暗がりを見る──そこに置いてきた自由と孤独──暗くら闇やみに身をひたしていたかもしれない未来にそっと心の中で別れを告げていた。
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　勾こう留りゆう／尋じん問もん──重大な外交問題に関かかわることから包ほう括かつ的国土防衛に則のつとり厳重に管理。

　通常の刑けい務む収しゆう監かん施し設せつでは脱だつ走そうや襲しゆう撃げきの危険が大きいと判断──ウィーン州の軍事基地の地下施設＝国際的な犯罪者やテログループに所属する者を捕とらえる場所──多数のマスコミが出入りしようともあらゆる危険を防止し排はい除じよ出来る設備。

　勾留室──満員状態。

　新たな逮たい捕ほ者──未成年であるためいちいち気を遣つかわねばならないシュテファン・テオ・ラバグルト／老ろう齢れいであるため同じくらい気を遣わねばならないヘルムート・オイラー元大統領／さして誰だれからも気を遣われないハンス・ヘルベルト元大たい尉い。

　マリ・カツラギ／ケンジ・アリサワ──比ひ較かく的てき穏おん健けんな尋問／穏健な態度／だがいつ自決するか分からないため厳重に監かん視し。

　最初に勾留されたクレメンス・ビクスラー元未来党党首／ホルガー・ベルツ元将軍──司法取引でぺらぺら喋るかと思いきや意外に粘ねばる／立場を逆転させられると信じてあがく。

　ロートヴィルト／ホイテロート──淡たん々たんと自分達がしてきたことを語る／対照的な敗北の認め方──一方は負けるべくして負けたと認める／もう一方は悪運を招いたことを悔くやむ。

　施ほどこされる医い療りよう──ホイテロート＝四し肢しの修復＋治ち療りよう──戦せん闘とう用ではない機械化義ぎ肢し。

　ハンス・Ｗ・クライン──話術で惑まどわそうとする／尋問術が駆く使しされる──尋問チームのグレーテルと丁々発止でやり合う。

　隔かく離り室──防ぼう疫えき研究所の人間がＭＰＢと共同管理──４ＪＯウィルスの駆く除じよ。

　シャーリーン・巫カンナギ・フロイト──どうにかして死のうとする／きわめて不安定な精神／二十四時間の監視態勢──肉体的治療／尋問／精神科医のセラピー。

　リヒャルト・トラクル──最も厄介な相手／身元不明の死体みたいに正体が曖あい昧まい／確実な身元の特定すら困難──囚とらわれの幽ゆう霊れい／不敵な態度を崩くずさず／闇やみ社会の歴史をほのめかす。

　ＭＳＳ＝情報確かく認にんのため定期的に訪問──各国の捜そう査さ官と話す＝容疑者の尋問の参考に。

　鳳＋乙＋雛──ニナの同どう伴はん──延々と話をさせられる／詳しよう細さいな報告書が作られる。

　冬真＋水無月──もっぱらシャーリーンの人ひと柄がらについて尋たずねられる。

　ＭＰＢ＝同様に訪問──長々と話をさせられる。

　涼月＋陽炎＋夕霧──フランツの同席──それぞれの捜査の成果と課題がまとめられる。

　地上＝基地のカフェ──全員集合──同じ話を繰くり返すことにみんなうんざり気味。

「もー、マジ飽あきるっしょー」乙＝カタナを抱だいて行ぎよう儀ぎ悪く脚あしを投げ出す──くわえたロリポップをがりがり齧かじる／極ごく甘メロンソーダにガムシロップを投入。「おんなじこと何度も何度も聞いてさー」

「太陽が黄色かったからだもん」雛＝ヘッドホンをかけて自閉的瞑めい想そう──レモンソーダにレモンシロップをひたすら投入／不条理的回答をぶつぶつ呟く。「それだけだもん」

「お二人とも、これも大事なお仕事なのですわ」鳳＝そう言いながら紅茶にいつもより多めにタバスコを投入──その場にいる全員の所感＝瓶びんから直接飲んだ方が早そう。「しっかりお付き合いしないといけません」

「うええ」涼月＝ガス入りミネラルウォーター。「お前ら……マジでそれ飲むのか？」

「飛行型の味覚障害だ」水無月＝吸きゆう血けつ鬼きみたいにちゅーちゅーストローでパックのトマトジュースを飲みながら。「脳内チップの影響だがそのうち緩かん和わされるらしい。君達はそういうのがないのか？」

「夕霧はー、特トツ甲コー児童になったおかげでパセリが食べられるようになりましたー♪」にこやかに告白──両手で頰ほお杖づえ＝くわえたストロー／アイスのミントティー。

「それはあまり関係がないんじゃ……」冬真＝遠えん慮りよがちな指し摘てき──ブラックのコーヒーを適度にすする。

「なるほど。では、つい深夜番組を見てしまったり、朝起きるのが辛つらかったりするのも、きっと脳内チップの影響でしょうか」陽炎＝きりっと話を合わせる／ぷーと膨ふくらむ風船ガム──ホットのカフェオレ。

「それは生活習慣の問題では……」鳳＝遠慮がちに指摘──紅ぐ蓮れんの紅茶をすする／じっくり味わう。「ああ、温まりますわ」

「うええ」涼月＝正視に耐たえず──カフェに入ってくるフランツ＋ニナに気づく。「あー、休きゆう憩けいは終わりっぽいぜ」

「いや、今日はもう十分とのことだ」フランツ＝きちきち眼鏡の位置を調整──自分はまだまだやることがあるけどな、という顔。「解散していい。各自、門限までに戻もどれ」

「要よう撃げき小隊と解かい析せき課の二人も同様だ」ニナ＝存分に喜べという調子。「自由行動を許可する」

　一いつ拍ぱくの間──わっと歓声×八人＝学校の退たい屈くつな授業が終わったときのよう──微笑ほほえましい光景＝フランツ＋ニナがちらりと目を合わせて小さく笑えみを浮うかべる。

「ちょうどみんないるし」涼月＝真っ先に立ち上がって。「スシバーにでも行こうぜ」
















　　　　１




　すし詰めのテーブル席──ＭＰＢ＋ＭＳＳ──八人の少年少女。

　生もの嫌ぎらいの面子メンツのために調理済みのものも注文──名めい称しようはさっぱり分からず／写真で判断／カリフォルニア・ロールは日米の戦争中に生まれた料理法だという説にみんな納得。

　尽つきぬ話──次から次に話が移る／みんなで意見を言う／笑いが起こる。

　みなの気き遣づかい──前回ここに涼月が来たときのことについて──吹雪が一いつ緒しよだった。

「うちのワトソンくんの推測は的中していると僕は思うね」水無月＝自分だけ目覚めたことへの気後れを隠かくしながら。「彼は単に目覚めるのに時間がかかってるんだ。接続官コーラスは、たとえ脳に打だ撃げきを負ったとしても、昏こん睡すいから回復する可能性は高い。目覚め方が分からなくなるだけで、必ず目覚める。無意識型と意識型で差が出るんだろう」

「あたしも信じてるよ」涼月＝気を遣わせないための笑み。「そっちのワトソンくんが、あいつを起こしてくれるって言ってくれたしな」

「はい」冬真＝きっぱり誓ちかう──友達を目覚めさせるという父とは異なる目的を口にする。「水無月くんの覚かく醒せいプロセスは、吹雪くんもいつか目覚めることを示しています。もし何か障害があったとしても、脳内チップの統合機能を研究することで解決するはずです」

「大学の研究室も興味津しん々しんらしい」水無月＝さりげなく冬真の進路に言げん及きゆう。「このワトソンくんの優ゆう秀しゆうさを見込んで、入学費用をごっそり割り引いてくれるらしい」

「すごいですわ、冬真さん」鳳＝なぜか急に嬉うれしくなる──まるで自分が褒ほめられたよう。

「さすがメンデル博士のご子息」陽炎＝きりっと同調。

「うん……」冬真＝困ったように。「ずっと迷ってたけど、行くことにしました。涼月さんもＭＰＢを辞めて進学するんですよね？」

「ああ」涼月＝肩かたをすくめる──仲間達の視線を意識しながら。「アダー・ガウスって神父が言ってたんだ。子供が学校に通うことが世界を救うって。本当かどうか分かんねーけど、ちょっと試してみたくなったんだ。ま、あたしは自分一人どうにかすんのが精せい一いつ杯ぱいだろうけど、ワトソンくんなら大勢助けられそうだ」

「大勢の方の研究があってこそですから……でも、出来る限り頑がん張ばりたいと思ってます」冬真＝やんわり微笑む──プレッシャーをしっかり受け止める。「成功すれば植物状態からの回復に役立てますし……実際、イタリアでもやると聞いてます。鳳さんの覚醒プロセスをもとに」

　冬真が鳳を見る／みなが目を向ける──鳳＝にっこり。「あたくしも、お役に立てるかどうか分かりませんが、出来る限りのことをするつもりですわ」

「それって、あれだろ」涼月＝指示語だらけ──鳳の渋じゆう面めんに出くわして言い直す。「あー、ほら、顔がなくなっちまった枢すう機き卿きようを目覚めさせるってやつだろ」

「顔面を機械化するそうだ」陽炎＝情報通なところをみせる。「私達とは逆だな」

「すごーい♪」夕霧＝妙みように食いつく。「お顔が特甲なんですねー♪」

「何それすげーっしょ」乙＝いきなり食いつく。「目からなんか出たりすんの？」

「いや」水無月＝真ま面じ目めぶって。「口からだろうな。構造的に」

「ちょっと不謹きん慎しんだよ」冬真＝言いつつ顔が歪ゆがむ──笑いをこらえる。

「顔を特甲にする必要はありませんわ」鳳＝同様──笑ってはいけないと言い聞かせる。

「そりゃすげーな」涼月＝遠慮なくげらげら笑う──得意の悪ふざけ。「その枢機卿だけでローマが守れるだろうぜ。で？　赤い服の特甲枢機卿作りに協力したあと、お前はイギリスかアメリカに行くんだっけ？」

「まずイギリスに留学しますわ」鳳＝楽しみだというよう──共感して欲しくて無意識に冬真を見やる／少年がちょっと傷ついたような可愛かわいい微笑みを浮かべる。「訓練コースを経てのち教育を受け、規定以上の成績をおさめれば、今度はＦＢＩで資格と技能習得が認められます」

　涼月＝警察への道を決意した泣き虫お嬢じよう様らしい進路だと納得──ちらりと感情を隠す冬真を見つつ。「それもすげーな。何年かかるんだ？」

「最短で八年ほどですかしら」鳳＝あっさり口にする。「冬真さんのように学習支し援えんがなければとても費用をまかなえませんから、打ち切られないよう頑張ります」

「うん」冬真＝自分の思いをぴたりと伏ふせて柔やわらかに応おう援えん。「鳳さんならきっと出来るよ」

　残り六人＝無言で冬真を応援──まだ目覚めきっていない鳳の心が戻ることを願って。

「夕霧さんも、しばらく外国に行かれるのでしたわよね」鳳＝にこやかに話題を振ふる。

「はい♪」夕霧＝あっけらかんと──悲しみを優やさしさで抱だきながら／ヘルベルト大尉が逮捕された墓地に葬ほうむられた少年の名を口にする。「白露さんがいた砂さ漠ばくで、お仕事するんです♪」

　一いつ瞬しゆんしんみりしかける／どんな風に白露が最さい期ごを迎むかえたか聞いている──しいて微笑む。

「女子で初の特トツ甲コー猟りよう兵へいだぞ。さすが青馬モレンツだ」水無月＝感かん嘆たんするというより畏い怖ふするように──おどけてみせる。「二度と一緒に訓練したくないな」

「夕霧ねーさん、すげーっしょ」乙＝むしろ一緒に訓練して欲しくてたまらない様子。「いいなー、オレもお金出してもらって外国とか行ってみてーっ」

「ボクも」雛＝ぱたぱた足を上げ下げ──つい国外逃とう亡ぼうの願望を刺し激げきされる。

「あなた達にも大事なお仕事がありますわ」鳳＝妹達の成長を見る眼まな差ざし。「立派にお勤めすれば幾いくらでも行けますわよ」

「そーだぜ、アリス小隊長」涼月＝にやりとなる。「来月からだっけ？」

「あ……うん」途と端たんに恥はずかしがる乙──肩をすぼめる。「確かそう」

「うちと同日の辞令のはずだ」陽炎＝きりりと／ＭＳＳの面々に対し、くだけたところを見せるタイミングを逸いつして凜りん然ぜんとしっぱなし──手を差し出す。「お互たがい、同じ日に小隊長に任命される。よろしく頼たのむ、アリス小隊長」

「その呼び方やだってば、もー」乙＝わけもなく赤面──差し出された手を握にぎる。「オレもよろしく、小隊長」

「お前は、やっぱあれか？」涼月＝雛へ──隣となりの水無月と顔を見比べるように。「水無月と一緒に、接続官コーラスになるって本当か？」

「うん」雛＝こくんとうなずく──さんざん上官や水無月から説得されて止められたけど頑がん固こに押し通した様子。「ボク、決めたもん」

「こっちも、初の女子接続官コーラスさ」水無月＝もう好きにさせるしかないという顔。「困ったことに素質は抜ばつ群ぐんだからな。せいぜい電子界での自じ爆ばくに巻き込まれないよう気をつけるよ」

「でも、どうして接続官コーラスになりたいと思ったの？」冬真＝無む邪じや気きなほど真しん摯しに質問。

「飛べると、きっと逃にげたくなっちゃうからぁ」雛＝茫ぼう々ぼうとしているようでいてかつてなく真しん剣けんな眼差し。「だから、もう飛ばないの。決めたもん」

「雛、逃げたりしねーっしょ」乙＝呆あきれ顔。「せっかく飛べんのに、もったいねー」

「決めたもん」雛＝きっぱり。

「逃げたっていーんだぜ」涼月＝つい優しい笑みに。

「逃げないもん」ますます意固地に。

　絶えない話題──食事を終えてみなでどうするか相談＝ほどなくして決定──〝プラーター公園に行こう〟──会計を済ませて駅へ向かう途と中ちゆう、携けい帯たい電話にコール。

　冬真──ついで鳳──遅おくれて涼月──病院／ニナ／フランツ──同じ内容。

　バロウ神父の容態が急変──衰すい弱じやくしながら少年と少女を呼んでいた。
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　集中治ち療りよう室から出られて一いつ般ぱん病びよう棟とうで看護されていたバロウ神父──バイタルが急激に低下。

　八人──そっと病室に入った／付き添そうニナ＋フランツ／後から急いでやって来たアデライード＋クラリッサ＋ディーゼル課長──宗教関係者も続々と集まってくる。

　閉じていた目を開くバロウ神父──驚おどろくほど弱々しい目／だが失われていない穏おだやかさ。

　八人を見る──一人ずつ目を合わせていく／無言で小さくうなずく／微笑む──みな無事でよかったと喜んでいる／許してくれと乞こうている／ありがとうと感謝している／これで安らかになれると安あん堵どしている／未来に向かって歩んでいく者達への期待と信しん頼らいをこめて見つめる。

　切断されてつながれたばかりの右手／持病のリュウマチ──痛みを与あたえてしまうので誰だれもその手を取らなかった──眼差しで無言のうちに伝えた。

　身をもって贖しよく罪ざいを求めたバロウ神父──宗教会議で親しい別の神父が来て臨終の祈いのりと聖体拝領を施ほどこした──その去りゆく様子をみなで見送った。

　やがてバロウ神父が天てん井じようを見つめたまま動かなくなった──神父がその目を閉じさせた。

　冥めい福ふくを祈るための沈ちん黙もく──神父の祈り／冬真のすすり泣く声をみな黙だまって聞いていた。
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　レオーベン刑けい務む収しゆう監かん施し設せつ──囚しゆう人じん用の電話が並ぶ一角。

「そう……。バロウ神父が……」ヘルガ＝目を伏せる──心から哀あい悼とうの意を捧ささげる。「お悔くやみを申し上げなくてはいけないわね。今の私が、迷めい惑わくをかけない範はん囲いで。いいのよ、ニナ。私は気にしていないもの。ええ。あなたの見事な働きのお陰かげよ。私はここにいても誇ほこりを感じているわ。本当に。ありがとう……ニナ。ええ、それじゃ」

　電話を切りながら思案──いつ自分の死を偽ぎ装そうしよう／〈白ヴアイきスシ盾ルト〉の残党が一人でも罪を免まぬがれて生きていたら利用するつもりだった／その誰かに殺されたことにしようと思っていた。

　優秀な長官代理──仕方ない──適当な候補を探させよう／間もなく新たなユニットが手に入るのだから。

　本当にカール・クラウスになるための避さけては通れない儀ぎ式しき──そのときのニナの悲しみを思うとやるせない／だがこれが宿命だと自分は信じ切ってしまっている。

　通路を歩く──カール・クラウスにだけ許された場所を通る──誰もいない中庭に出てベンチに座る。

　暖かな日差しと空気を味わう──やがて通路から職員が台車に何かを乗せてやって来る。

　明るい光の下で運ばれてくる二つの品＋書物の形をしたプラスチックのケース──ヘルガの傍かたわらで台車を止める／きびすを返して無言で去る職員。

　ヘルガ＝二つの品を手に取る──螢の脳を納めていたものより一回り小さい／技術的に進歩した品──白と黒の二つの犠ぎ脳のうユニット。

　どちらもすでに名付けられている──白は〈アポロン〉──黒は〈ディオニュソス〉──ごく最近までメンデルとリヒャルト・トラクルだったもの。

　それらをベンチに並べて置いた──書物の形をしたケースを手にとって開いた。

　移植用にパッキングされた人間の顔面／眼球／鼻／耳／唇くちびる──イギリスＧチームが〈外げ典てん〉につけたコードネームそのもの＝死者にまつわる書物〈ネクロノミコン〉──いつか第四の男が必要となったときの品。

　ケースを閉じる──ユニットとともに並べる。

　庭のフェンスを見る──その向こう＝囚人用の墓地──ひそかに埋まい葬そうされた少女の脳。

　ヘルガだけがその死を間近に見届けていた──無む銘めいの墓に眠ねむる少女のことを思った。

　暗くら闇やみから光を見守る──狂きよう気きの一歩手前で理性を保つ／善も悪もなく／いずれまたリヒャルト・トラクルのような沈黙の担にない手が現れたときのために。

　生ける死者達とともに日差しを浴びながら微笑ほほえむ──さあ、次はどんなメッセージを送ることになるのかしら。
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　葬そう儀ぎ──バロウ神父の遺体が納められた棺ひつぎ──聖堂に集つどう多数の弔ちよう問もん客＝人種も職業も宗派も宗教もバラバラ──これほどの人々に親しまれ慕したわれていたのかと誰もが驚く。

　死者との永えい訣けつ──そしてまた生者同士のいっときの別れ。

　列席した各国捜そう査さ官──それぞれ捜査をともにした少女達へ挨あい拶さつ。

「サインを見み逃のがさなかったわね」グレーテル＝相変わらず凍こおりつくような微び笑しよう。「あの噓うそつき坊ぼうやをあなたに譲ゆずってあげた甲か斐いがあったわ。初級編は卒業。さらにレッスンを受けたかったらドイツに来なさい」

「もしそんな気になったらね、師マイ匠スター」涼月＝あまり気が向かないことを隠かくさずに。「ま、勉強になったよ。でもいいの？　まだあいつらの尋じん問もんは終わってないんだろ？」

「お喋り屋トーカーはリヒャルト・トラクルだけではないのよ。ドイツ国内にいる者を追わなければいけないし、そっちを無事に捕つかまえて、尋問の材料を増やしてから、お邪じや魔まするわ」

「すげー執しゆう念ねん」つい本音の感想が口をついて出る。

　グレーテル＝賞賛されたというような微笑──左手のフックで義眼を叩たたく──きん、きん。

　また別の捜査官＝ＢＶＴの合同会議に出席したときと寸分違たがわぬ顔のブラックストーン──いつもの紳しん士し然＋教官然とした態度。「君がイタリアに至るまでの間に、Ｇチームが得意の掃そう除じを片付けていることだろう。特に黒手組はこの機会に一人残らず捕とらえられ、長い歴史に終止符ふを打つことになる。道々で君を狙ねらう者は一人もおらず、各駅に必ず一人は君を見守る者がいるはずだ」

「いっそあたくしも参加したかったですわ」鳳＝自信満々。

「ミスター〈ナイト〉とともに追つい撃げき戦に出る許可など、とてもニナ長官代理からは──おっと、正式に長官になったのだったな──ニナ長官からは得られないだろう。メンバーは一人欠けてしまったが、チームは十分に機能している。心配しないで欲しい」

「ミスター・レイのこと……改めてお悔やみを申し上げます」

「彼も良い戦いが出来て本ほん望もうだろう。我々はそういう風に戦士を称たたえるのだよ」

「その……ミスター・レイの後でチームに参加された方のことですけれど……」

「さて」首をかしげる──得意のおとぼけ。「誰のことだろう？」

「ＭＰＢの陽炎小隊長からお話を聞いただけです。そのことで、一つ、ミスター〈ナイト〉にお伝え頂けませんか？」

「ふむ。なんだね？」

「今事件であれほどの捜査能力を発揮し、また優すぐれた射手でもある陽炎さんが、ある男性を本気になって探し始めては何かとお困りになるのではないでしょうか。そうなる前に、ご自分からお詫わびに出向くのが得策であると考えますわ」

「なんとも……、君はそういう考え方もするのかね」

「捜査官としてはふさわしくありませんかしら？」

「ＦＢＩはともかく、私はまさにそのような考え方をするタイプでね。ミスター〈ナイト〉に今の話を伝えておこう。君が来る日を楽しみにしているよ、ミズ鳳。アメリカなどに行かず、我が国で末長く学び、出来れば働いて欲しいものだ」

　くすくす笑う。「ご期待に添えるよう頑がん張ばりますわ、ブラックストーン捜査官」

　その背後──ぼんやりベンチに座るピエール＝まるで行くあてがなくさまよい込んだ放ほう浪ろう者のような風ふ情ぜい／燃え尽つきたような眼差し／ぼんやり聖母像を見つめている。

「ピエールのおっちゃん……」乙＝心配そうに──杖つえだとごまかして聖堂に持ち込んだカタナを抱かかえて。「ねえ、元気出してよ」

「俺は元気いっぱいだよ、お嬢じようちゃん」ピエール＝お陰様ですっかり人生の目的を失いましたと告げる目。「これから誰もいないし誰も来ない家に帰って、溜たまった休きゆう暇かを消費するさ。ゼンの修行を本格的にしてもいい。さぞ素す敵てきな休暇になるだろうな」

「オレ、遊びに行っていい？」乙＝悲しい顔になりながら。

　ピエール＝きょとんとなる──初めて少女の表情に気づく。

「誰も来ない家なんかじゃないよ。だから、元気出してよ」乙＝ますます悲しげ。「オレ、あの飛行機のこと調べ続けてくれてる人がいたって知って、嬉うれしかったよ。忘れられてなかったんだって。パパとママがなんで死ななきゃいけなかったかなんて、誰も興味がないんだって思ってたから。オレ、娘むすめさんの……エリーズさんの代わりにはなってあげられないけど。エリーズさんとリゼットさんのお墓に行って、ピエールさんがどんなに頑張ったか、いっぱいお話するよ。きっと二人とも自じ慢まんのパパだって思ってるよ。パパに元気になって欲しいって天国で思ってくれてるよ、きっと」

「参ったなトウシエ……」ピエール＝くたびれきった顔を伏ふせる──男の頰ほおを涙なみだが流れ落ちる／肩かたを震ふるわせる。「ああ、こりゃ参った……。二人が……神様が……俺の前に天使を使わして下さったんだってことに、今やっと気づいたよ……」

　ごま塩の頭を抱だいてやる──お帰りと言ってくれるはずだった人達の代わりに。

　その様子を黙って見守っている日向──御影がそばに来て一いつ緒しよに眺ながめる。「我らの新たな要よう撃げき小隊長だ。お前が戦術面でしっかり連れん携けいしろ」

　日向＝ちらりと見る。「決まったのか」

　御影＝うなずく。「今日から俺がＭＳＳ副官だ。お前に戦術班を任せる」

　うなずく日向＝手を差し出す──その手を握る御影／離はなす／拳こぶしにして上下に打ち合う──一心同体のチームであり続けることを無言で誓ちかう。

　聖堂の外──木こ漏もれ日の下で猛たけ々だけしい笑えみを浮うかべるイザベラ。「イギリスは知らんぷりしてるが、相当な人員を割さいて黒手組の壊かい滅めつに動き出してる。あたしらも負けちゃいないさ。あんたがイタリアに来るときには、大事な掃除を終わらせとくつもりだよ」

「はい……」陽炎＝微笑もうとして気後れが顔に出る──戦せん闘とうとは異なる勇気を振ふり絞しぼる。「母が、私に会いたいと思ってくれればいいのですが……」

「何言ってるんだい」イザベラ＝呆あきれ顔──この上なく勇気を与えてくれる態度。「忘れちゃいけない。あんたを守るっていう約束をして、やっとあんたのママはあの指輪のことを教えてくれたんだ。もう少しでリヒャルト・トラクルの一人を葬ほうむることになってただろう船の番号をね。あんたのことを忘れたり嫌いやがったりするなんて思ってるんだったら、会ってみりゃいい。すぐに勘かん違ちがいだったってことに気づくさ」

「母は……イタリア語で話すでしょうか？」咄とつ嗟さに口をついて出た質問──言い加える。「私も……以前はイタリア語とドイツ語を使い分けて喋しやべっていたらしいので。母が私にイタリア語を教えたんです」

「どっちの言葉だっていいさ」イザベラ＝力強い笑みを返す。「あんたがあんたでいることが大事なんだよ」

「はい」陽炎＝ようやく素す直なおに微笑む。「あなたにまた会えることも楽しみにしています」

「あたしもさ。ローマを端はしから端まで観光させてやるよ。普ふ通つうは入れないところもね。何せ、あんた達の働きはロッシーニ枢すう機き卿きようやラニエリ枢機卿の仇あだを討うったのに等しいんだ。誰だれにも文句は言わせやしないさ。たとえローマ法王様でも」

　敷しき地ちの木々──近くの修道院から聖歌が聞こえてくる。

　夕霧＝何となく伝わってくる気配に従い建物から離れる──雛＝同じく道路のそばへ──二人が無言で並ぶ／やはり勘違いではないのだと確信しながら／道路の反対側の木々を見る。

　景色の一部が揺ゆらめく──ぼさぼさの髪かみの少女がにっと白い歯を見せて笑い返す──幽ゆう霊れい少女の弔問／誰とも話さずに／暗闇に生きると決めた者の流りゆう儀ぎで。

　すぐにその姿がすうっと溶とけて消えた──少女が飛んで去ったことを青空の下で揺れる木々の葉だけが告げていた。
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　辞令──予定されていたとおりの日時。

　漠ばく然ぜんとした思い──〝きっと今いま頃ごろ、ＭＳＳのあいつらも、こうしてるんだろうな〟

　ＭＰＢ本部ビル三十二階＝大隊長室──大隊長オーギュスト＋副長フランツが待つ。

　ぴしっとした制服姿で並ぶ三人──それぞれの辞令＝副長から渡わたされる正式な書類。

「涼月・ディートリッヒ・シュルツ」

「はい！」

「オーストリア・ウィーン州・クロースターノイブルク高等学校入学許可証を交付する。また、ＭＰＢ遊ゆう撃げき小隊長の任を解く。今後、隊の所属から外れることになる」

「ありがとうございます。確かに受け取りました」

「陽炎・サビーネ・クルツリンガー」

「はっ」

「本日よりＭＰＢ遊撃小隊〈[image: けるべるす]ケルベルス〉小隊長に任命する。新たな小隊員については追って報しらせる」

「了りよう解かい。謹つつしんで承うけたまわります」

「夕霧・クニグンデ・モレンツ」

「はい」

「本日よりオーストリア軍、機械化歩兵師団、歩兵連隊、特トツ甲コー猟りよう兵へい部隊への転属を任ずる」

「了解です。今までありがとうございました」

　書類を受け取る三人──いつもの悪ふざけもなし／きちんと応答／直立を保つ。

「お前達の希望を反映した辞令であると思う。ひとえにお前達自身で出した結果だ。これからの将来においても同様であることを願っている」

　二人の大人達──いつも通りの様子／それでいて信しん頼らいを重ねてきたことを告げる眼まな差ざし。

「よく働いてくれた」オーギュスト＝いつもと違ちがい沈ちん黙もくせず──とことん重々しい祝辞。「今後も、忍にん耐たいをもって貢こう献けんし、意志をもって遂すい行こうすることを期待する」

「はい！」三人＝ぴったり声を揃そろえていた──二度とそうすることはないかもしれないと後で気づくほど自然に。
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　辞令──予定通りに。

　漠然とした思い──〝きっと今頃、ＭＰＢのあの人達も、こうしているはず〟

　ＭＳＳ本部ビル八階＝長官室──ニナ＋御影が待つ部屋。

　きちんとした服装で並ぶ三人──それぞれの辞令＝副官となった御影が書類を脇わきに抱えて鷹おう揚ように微笑んでみせる。

「鳳・エウリディーチェ・アウスト」

「はい！」

「出国許可証を交付する。イタリアでの脳死者覚かく醒せい研究への参加要よう請せい書と、ロンドン特別技能研修許可証だ。これを受け取った時点で、ＭＳＳ要撃小隊長の任を解く。なお、研修中はＭＳＳ所属からも外れる。いいな」

「はい。承知いたしました」

「乙・アリステル・シュナイダー」

「はい！」

「本日よりＭＳＳ要撃小隊〈焱フオイのエル・妖スプラ精イト〉小隊長に任命する。新たな小隊員は厳格に選定中だ。近いうちに詳しよう細さいなプロフィール・データを渡すことになる。しっかり率いてやってくれ」

「ありがとうございます。頑張ります」

「雛・イングリッド・アデナウアー」

「はい」

「本日よりＭＳＳ通信解かい析せき課所属の接続官コーラスに任命する。解析課で規定通りの電子戦演習を行ってのち正式な配属となる」

「はい。ありがとうございます」

「君達の働きたるや我々も顔負けだ」御影＝ウィンク──かと思えば急に顔を引き締しめる。「今後、さらなる刻苦勉べん励れいをもって先進に倣ならい、後進を率いてくれ。私からは以上だ」

　ニナ──一歩前へ／いつもの鋭するどさ／だがどこか今までにない親密な調子。「知っての通り、私もふくめここにいる全員が新たに任命されたばかりだ。ＭＳＳは今後、首しゆ相しよう直ちよつ轄かつの組織として今まで以上の力を持つことになる。帰るべき者を待つ間、怠おこたりなく各おの々おのの技能を磨みがき、組織の進歩に貢献して欲しい。ともに未来を拓ひらき、なすべき勤めをまっとうする。いいな」

「はい！」三人＝きちんと声を揃える──いついかなるときも息を合わせてきた／たとえ離れても今後ずっとそうあり続けるという思いを込めて。
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　ＭＳＳ本部ビル内の寮りよう──冬真の部屋＝すっかり綺き麗れいに片付け終えた後。

　水無月＝さして手伝いもせず／差し入れのスナックとジュース──スーツケース二つにすっかり収まってしまった冬真の荷物を眺める。「この調子で暮らしていけば、全財産を持っていつでもどこでも行けるぞ」

「ほとんど焼けたんだよ。爆ばく弾だんで。本当はもっと多いよ」冬真＝珍めずらしいほど暗い顔──眉まゆをひそめる。「なんか……やっぱり、寂さびしい」

「良いことを教えてやろうか」水無月＝肩をすくめる。「僕も寂しい」

「噓うそだよ」

「本当さ。困ったことに。なんて声をかけてやったらいいか分からないくらいだ」

「そんなこと言って……、いつもいい加減なこと言うんだから」

「人生に潤うるおいを保つ秘ひ訣けつだ。君がここからいなくなるのは寂しい。だが広い世界に出て、僕がまた脳死しかけたときのための研究にその貴重な人生を費ついやしてくれるのは大いに頼たのもしい」

「素直に応おう援えんしてくれたっていいのに」

「なんだ？　いきなり気難しいふりをして。君ほど素直になんでも良い方向へ解かい釈しやくするお人ひと好よしはいないはずだぞ。バロウ神父を天国でがっかりさせるな」

「だって寂しくて」

「それに、あの子が同じ日にイタリアに行ってしまうしな」

「うん」

「なんだ、やっぱりそっちか。友達甲が斐いのないやつだな」

「そんなこと言わないでよ。全部、寂しいよ。神父様もいないなんて信じられない」

「それがセ・ラ人生だ・ヴイ。そんなんで君の性格が変わったりしたら僕までがっかりだ。まあ、鳳とは駅まで一緒なんだろう？　チャンスじゃないか。何か思い出してもらえないか、あれこれ訊きいてみたらいい」

「怖こわくて」

「怖いもの知らずの君には良い経験だ」

「怖いことだらけだよ」

「君ほど無む鉄てつ砲ぽうなやつは知らないと思ってるんだがな」

「僕だって水無月くんみたいになれたらいいのにと思うことあるよ」

「遠えん慮りよなく常に焦こがれるほど思い続けてくれ。というか、いい加減、呼び捨てにしたらどうだ」

「なんか呼びやすくて」

「まあ君の性格は分かってるよ」

「ねえ、水無月くん」

「うん？」

「僕と友達になってくれてありがとう」

「馬ば鹿か。急にそんなこと言うな。うっかり泣きそうになったらどうしてくれるんだ」

「泣きたい気分になってきた」

「よせ。苦手なんだ、そういうの」

「ごめん」

「まあ、なんだ。君は面おも白しろいやつだ。これからも僕の親友でいるといい」

「うん」

「泣くなって。僕だって寂しいんだ」

「うん」ごしごし頰ほおを拭ぬぐう──戦場に友人を置いて自分だけ安全な場所に行ってしまうといういつもの後ろめたさを振り払はらいながら／行けといってくれることへの感謝を込めて。「ありがとう。僕、特トツ甲コー児童みんなを助けてあげられるようになる。絶対に父さんを超こえてみせる」
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　ＭＰＢ本部ビル＝女性隊員の寮──騒そう乱らん。

　部屋の片付け──夕霧＝堆たい積せきした荷物をまとめるという難事業──涼月の協力／さして役に立たず菓か子しや飲み物を買いに行かされる陽炎。

「あたしだって自分の部屋を片付けねーといけねーんだから。つーか軍人になるんだったら片付け得意じゃないと駄だ目めだろ」てきぱき荷物をまとめて不要品を捨て去る涼月──丸二日遅おくれで追いつく夕霧。「初めてこんなに綺麗にお片付け出来ました♪」

　スーツケースに収められた荷物──涼月の部屋で乾かん杯ぱい＝オレンジジュース──すぐそばに仲間がいた日々が終わることを告げる空っぽの部屋──最後まで笑顔でいた／自分達のそれまでの日々を思って／得たもの全すべてを失わず持ち続けられると信じて。
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　出発の日──ＭＰＢ本部ビル玄げん関かん。

　州の紋もん章しよう──床ゆかに刻まれたその上に立って三人で肩かたを抱だき合あった＝声を合わせた。「〈[image: けるべるす]ケルベルス〉遊撃小隊は、文字通り三人で一頭の獣けものである。互たがいが頭となり目となり手足となって、突とつ撃げきをフォロー、狙そ撃げきをカバー、遊撃的にサポート。優先すべき行動のためには、互いの盾たてとなることも避さけてはならない」

　見送る大人達──フランツ＋モリィ＋マリア──しっかり撮さつ影えいする千々石＋広報課クルー。

　ガブリエル＝空港までの運転を買って出る──ＭＰＢの装そう甲こう輸送車に乗り込む夕霧＝敬礼。「夕霧は行ってきます♪」

　手を振ふる涼月＋陽炎──互いが見えなくなるまで振り続けた。

「あたしも行くよ」

「まだ早いんじゃないのか？」

「吹雪の所に寄ってくから。マリア医師センセーと一いつ緒しよに」

「そうか」

「じゃあな」

「ああ」

「またな」

「ああ」

　続かなくなる言葉──涼月＝握にぎった拳こぶしを突つき出す──陽炎＝拳をこつんとぶつける。

　スーツケース×二──マリアが一つ持ってくれた──敷しき地ちから出て振り返った／陽炎に手を振る／振り返された──また少し歩いて振り返った──大きなビルを見上げた。

　バイバイ、ＭＰＢ──あたしは行くことにしたよ──心の中でささやき前を向いて歩いた。
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　ＭＳＳ本部ビル玄関──見送りの列＝勢せい揃ぞろい──御影／日向／戦術班の面々／ディーゼル課長／通信解析課の面々──水無月＋乙＋雛。

　ニナが運転する車に──鳳＋冬真──みなに手を振る／盛せい大だいに振り返される──戦術班十四名＝「万歳フラー！」の斉せい唱しよう──気き恥はずかしいほどの見送り。

「国境鉄道の到とう着ちやく駅でイタリア側からの迎むかえが待っているはずだ」ニナ＝鳳へ。「何かあればすぐに連れん絡らくしろ。いいな」

「大だい丈じよう夫ぶですわ」鳳＝にこやか──隣となりの冬真を見やって。「いよいよ出発ですわね」

「うん」冬真＝悲しさを封ふうじて──同じように前向きに。「楽しみだね」

　微笑ほほえむ鳳──高速道路を難なく進んだ／数週間前は戦場だった場所を幾いくつも通り過ぎた。

　やがて駅に到着＝中央駅──駐ちゆう車しや場に停とめるニナ──駅の改札までついてきてくれた。

「二人とも達者でな」ニナ＝手を差し出す──優やさしい微び笑しよう。「またともに働ける日を楽しみにしているぞ」

「はい、ニナさん」「頑がん張ばります」鳳＋冬真＝順番に握あく手しゆ──ともにスーツケースを転がしながら改札に入る──振り返って手を振る／ニナが手を振り返す。

　進む──浮うき浮きとする鳳／なんとか合わせる冬真──分かれ道に。

「あたくしはここから国境鉄道のホームへ行きますわ」鳳＝手を差し出す。「お元気で、冬真さん」

「うん」冬真＝精せい一いつ杯ぱいの微笑み──鳳の手を握る。「鳳さんも。また……会おうね」

「ええ」手が離はなれる──にこやかに別れる／スーツケースを押していく／またちらりと振り返る──少年がずっと立って見送ってくれている──軽く手を振って進み続けた。

　少年の姿が見えなくなった──ホームへのエレベーターのボタンを押す。

　すぐに扉とびらが開いた──いよいよ向かうのだ／自分の新しい未来へ／いつか決意した道へ。

　乗ろうとして足が止まった──ふと手に温ぬくもりを感じた。

　先ほど少年が握ってくれたときの感かん触しよく──（３７と２３）──脳のう裏りにおかしな数字が明めい滅めつする──（記き憶おくの座と運動の座が結びつく）──時間面の回転が唐とう突とつに始まる──（新たな運動を目指すことで記憶はむしろ意識化される。なぜそれをなさねばならなかったかは実際にそれをなすことでしか理解出来ない）──懐なつかしい声。

（この手は、僕を燃える橋から救ってくれた手だ）また別の声──誰だれかの。（そのとき僕の手を握ってくれた鳳さんの手だ）あまりに急激──だがこの上なく自然な響ひびき。（心が壊こわれそうな怖さから救ってくれた手だ）

「冬真さん……」目を見張った──慌あわてて探した／今しがた別れたのだと急に思い出した／どこにも少年の姿は見えなかった──噓／なんで／さらに記憶──機関車を見に行ったときのこと／ものすごい人混ごみ──（返事をして下さいったら）──心細さと恐おそろしさと悲しさにいっぺんに襲おそわれた。

　未来に向けての運動──それが人の記憶を最も刺し激げきするのだという認にん識しきが漠ばく然ぜんと訪おとずれる。

　涙なみだがにじんだ／呆ぼう然ぜんとなりかけた──こんなのって──気づけばスーツケースの取っ手をつかんで走り出していた。
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　福ふく祉し局──治ち療りよう室／研究室──どちらでもある部屋。

　眠ねむれる吹雪──そっとキスした──目覚めるまで何度でもしてやると思いながら。

「じゃ、行ってくる」微笑む＝少年の白い頰を撫なでる──部屋を出る。

　その背後──少年の唇くちびるがかすかに動く／目覚めるすべを少しずつ探さぐる動作／夢から現実へつながるため──〝涼月ちゃん〟──声もなく。

　気を遣つかって部屋の外で待ってくれていたマリア──耳にかけた煙草たばこを取ったり戻もどしたり／言おうか言うまいか迷いながら──言うことにしたらしく咳せき払ばらい。「あのね……、吹雪くん、あなたの名前を呼んでたの」

「え……？」

「涼月ちゃんって」微笑む──やはり言うべきだという確信が遅れて訪れた顔。「あなた達が頑張ってるときに。それとその後も何度か。昏こん睡すいした人間の回復過程と同じ兆候が見られるようになったのよ。頭に衝しよう撃げきを受けて眠ってしまう人間がいるけど、脳機能が正常である限り、ゆっくり目覚めるの。何度も、ちょっとずつ。何週間とか何ヶ月とか……もしかすると何年とかかけて。時間はかかるかもしれないけど、それでも必ず目覚めるの。それって脳死とは決定的に違ちがうのよ。あなた達がものすごく頑張ってたとき、吹雪くんがそういう状態になったのを確かく認にんしたわ。きっと、冬真くんが正しくて、あたしが間ま違ちがってた。だから、あたしが前に言ったことは忘れて。断言するわ。彼は目覚める。いつか必ず目覚める」
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　第十ジンメ一区リング＝ビルの十五階──カップルだらけのフロア。

　ハネムーン専門の旅行代理店／結けつ婚こん式の共済組合／ウェディングドレスの仕立て屋──そのまっただ中にあるカフェへ。

　窓際の席＝たまたま空いていたそこに座った──林立するビル群を眺ながめた。

　陽炎＝〈射手事件〉のときにミハエルに初めて連れて行かれたカフェ──そのときと同じ席に座りながらカフェオレを注文──胸むな元もとに狙撃手の印──牌ブロツク＝紅あかい文字＝『中アタル』。

　こだまする男の言葉。（三人と出くわしたとき、彼らのライフルの汚けがれを拭ってくれるんじゃないかと期待してな──）

　三人のうち一人を射殺しました──一人を捕とらえました──一人を同じ特甲児童が捕らえてくれました。

　そしてあなたは去りました──いつか私が思った通りに──何もかも置き去りにして。

　泣きそうになって意志の力で口角を上げた／我ながら奇き妙みような表情を浮かべる自分が窓ガラスに映りこちらを見返す──ウエイターがカフェオレのカップを運んできた／ほとんど反射的に追加で注文していた──ＶＳＯＰのブランデー。

　自分が飲むわけじゃない／飲めるとも思えない──ただ払えずじまいになった賭かけの重みをどうにかしたくて。

　森の光景が近づいては遠ざかる──撃うたれた男の体から流れ出す血の温かさ／匂におい／心臓が凍こおるほどの鮮あざやかな赤さ。

　静せい穏おんさに身をひたしながら注文した二つの飲み物に手をつけず──ガムを嚙かみ／膨ふくらませ／パチンと弾はじかせ──私はあなたのライフルでした／あなたの過去でした／あなたが守ろうとしていた何かでした／それ以外の何かになれませんか──繰くり返しそう問うた。

　我ながら女め々めしい／未練がましい／でもどうしようもない──すっかり味がなくなったガム／ナプキンを取る／吐はき出す／丸めてカップの横に置く。

　払はらうはずだった賭けの奢おごり＝ブランデーの茶色い輝かがやき──ぼんやり眺めながらカフェオレのカップを持ち上げて悲しくすすったとき──何の前置きもなく背後から声が飛んでいた。

「それは、俺への奢りか、スナシヤルイパフシユーツツエ？」




　　　　†




　ウィーン国際空港──軍用滑かつ走そう路ろ。

「戦場は運転の巧こう者しや揃ぞろいだが、帰国のときは是ぜ非ひ、俺を呼んでくれ。送り迎えはお手の物だからな」ガブリエル＝大きな手を差し出す──名残なごりを惜おしむ。「ともに戦えたことを誇ほこりに思う」

「ありがとうございます、ガブリエルさん♪」しっかり握手──心から感謝。「夕霧も、ガブリエルさんに運転してもらいたいです♪」

　微笑む大男──荷物を持って派兵用エントランスへ入っていった／他の兵士の列ですぐ入り口が見えなくなった／てきぱきした手荷物検査／番号を与あたえられて輸送機へ。

　決められた座席──中央辺り／周囲に迷めい彩さい服の男女／みんな陽気──ＭＳＳ戦術班の男達を思い出す。

　そのうち誰かが歌い出した──国歌／子供の歌／誰もが大声で歌えるもの──不安も置いてきた何かも全すべて歌に乗せて一緒に飛ぼうというように。

　夕霧＝大きな声で歌った──浮き浮きと──世界を愛しいと思える全てを抱だいて。




　　　　†




　なぜ今なのか──『Ａ．Ｓ．Ａ．Ｐ．』＝３７の数位＝記憶の座──誰かが握りしめてくれていた記憶の鍵が解放された──遠い位置・個別の運動──未来への備えが出来たから。

　互いに守り合うことをやめて離れるとき／未来へ赴おもむくとき／成長して一人で安全を確保出来るようになったとき──心を盾たてとする必要がなくなり身代わりとなった記憶がよみがえる。

　忘ぼう却きやくも心を守るすべ──悪意ある支配／揺ゆりかごの中に引きずり込まれないため。

　空白の器うつわが守る記憶──走った──冬真が乗るはずの列車。

　ホーム──まさにその列車が出発するところだった──窓から窓へ視線を向ける／列車と平行して走る──見つからない。

「冬真さん！」思わず叫さけんでいた──ありったけの声。「返事をして下さい！　冬真さん！」

　周囲の客達がぎょっとなる──必死に叫ぶ少女にぽかんとなる。

　一いつ切さい構わず少年を探した──見つからなかった。

　ホームの端はしまで走った──列車が走り去っていった──涙がこぼれそうになり歯を食いしばって耐たえた／後から追いつける列車はないかと思案／だがどうせ追いつけはしない──そもそも自分の進路とは逆方向。

　あの人は行ってしまった──それでもやはり追いかけたかった／このまま進めるとは思えなかった／こんな思いのまま──ホームの電光掲けい示じ板を確認しようとして顔を上げた。

　ふと声がかけられていた──すぐ背後から。「……鳳さん？」




　　　　４




　ＭＳＳ本部＝公安局ビル二階フロア──自分のデスク＝肩かた書がき付きネームプレート。『ＭＳＳ小隊長：乙・アリステル・シュナイダー』

　カタナを立てかける──自じ販はん機きで買った甘ったるいココアの紙コップを置く。

　自分の端たん末まつ──さっそくゲームだらけ──スクリーンセーバー＝『諸シヨ行ギヨー無ム常ジヨー』の詩。

　行ぎよう儀ぎ良く椅い子すに座ってロリポップをがりがり齧かじる──鳳からもらった手書きのノートを開いて眺める＝おまじないのレシピ／クイズとその答え──銀のケースに入った香かおりつき絆ばん創そう膏こう。

　自分なりのアレンジをあれこれ思案──どんな後こう輩はいが来るのか想像を膨らませる。

　心をよぎる不安──ちゃんと出来るだろうか／鳳がしてくれたみたいに守ってやれるだろうか／涼月がしてくれたみたいに身をもって示してやれるだろうか。

　何となく周囲を見回す＝忙せわしげに動く大人達──この先一人でやっていけるだろうか。

　一人じゃない／ニナもいる／仲間がいる／モリサンだって天国から見てくれている──そう自分に言い聞かせたが寂さびしさが襲ってくる。

　カタナを手に取る／ぎゅっと抱きしめる／目を閉じる──あたし達は大丈夫だ──その言葉を思い出す。

「どうした？」声──無愛想なくせに気き遣づかいの響き。「大だい丈じよう夫ぶか、アリス？」

　ぱっと目を開く──不思議そうに見下ろす日向──なんとなく赤面。「別に全然、大丈夫っしょ……っつーか、その呼び方やめてってば、もー」

「お前が成人したときの名だ」ちらりとネームプレートを見る──これで大人になるまでの時間が早まったぞというよう。「今から慣れておけ」

「まだずっと先っしょ？」抗こう弁べん──だがそんな先でもない気にさせられる。「日向こそ、どうしたのさ？　何か用？」

「裏付け捜そう査さだ。トルコ系、クルド系、日系の共有ネットワークを洗う」ＭＳＳきっての追つい跡せき手──頼たのもしい男から伝わる信しん頼らいの念。「一いつ緒しよに来るか？」

「行く」反射的に返答──ぱっと立ち上がる／ぱっと気分が明るくなる──カタナを小こ脇わきに。

　あたし達は大丈夫だ──そう。その通り──まだちょっと寂しいけど──きっと頑がん張ばれる。

　自然と歩調が合う男──ずっと大人だけど／対等に扱あつかってくれるけど──そのうち本当に対等になれるときが来る──なぜかそんな風に思って笑えみが浮うかんでいる──がりがり齧るロリポップの甘味を味わう──男のバイクの後ろにまたがる／こぼれる呟つぶやき──これからの全てに対して。「あはっ──！　なんかドキドキするっしょ！」




　　　　†




　ＭＳＳ本部＝地下四階──通信解かい析せきの中ちゆう枢すう＝復旧したマスターサーバー〈[image: ばく]バク〉の枝機関ユニットを中心に円形に配置されたオフィス＝電子の陣じん営えい。

　その一角──接続官コーラスのためのカプセル＝一人用──設備拡張が出来ておらず二人で使用。

　接続テスト＝立ち会うアデライード＋クラリッサ＋ディーゼル課長──微笑ほほえましい様子。

　水無月＝意外に面めん倒どう見の良い態度──茫ぼう々ぼうとつっ立つ雛を逐ちく一いちエスコート。

「いいか。ノイズ掃そう除じ係くんが進学してしまったし、これからは二人組になるから、僕と君で互たがいのノイズを除去してやることになった。自分ばかり綺き麗れいにしてもらって相手の羽の掃除をさぼると結局は相手のフォローが遅おくれて自分も損をする。情けは人のためならず、自分の利益のためだ。わかったな」

「うん」いつもの読どく唇しん術ではなく耳で聞く──首にかけたヘッドホン。

　もたもた背のホックを外してチャックを下ろそうとする──女子接続官コーラスのために支給された制服＝背の羽を露ろ出しゆつするためのデザイン。

「何してるんだ。僕がやってやる」やれやれという顔──雛の背後に回ってチャックを下ろしてやる／大人しくされるがままの雛。

「あらあら」「まあまあ」「二人とも仲良しだねえ」監かん督とくブースの大人達＝楽しげ──気にも留めていない水無月＋雛。

　呆あきれ顔。「爆ばく弾だんは器用に解体するくせにこういうのは苦手なのか君は」

　雛＝身だしなみと爆ばく発はつ物を同列に扱われることを疑問に思わず──根本的な解決を提案。「特とつ甲こうを全部転送すればお洋服とか気にしないでいいのにぃ」

「誤作動が起こったらどうする。君の特甲なんて、もし敵に侵しん入にゆうされて誤ご爆ばくを誘ゆう発はつされたら目も当てられないじゃないか。一緒に吹ふっ飛ぶのはごめんだ。わかったか？」

「うん」

「よし」白衣を脱ぬぐ／シャツを脱ぐ──上半身裸はだかに。「ではやるぞ。前にやった電子戦演習とやることは変わらない」

　二人でカプセル台に乗る／向かい合って膝ひざをつく──いつもの癖くせですぐに目を閉じる水無月──その頭を両手でつかむ／ぐいと引っ張る／額にキスをする。

「あーらあら」「まーあまあ」「とっても仲良しだねえ」賑にぎわう大人達──何をされたか悟さとってぎょっと目を見開く水無月。「な……、何をする！　また何かの呪じゆ術じゆつか？」

「おまじない」真ま面じ目めに返答。「水無月が死んじゃわないように」

「僕はしぶといと言ったろう」呆れ顔──額にふれる。「まったく、人前でするもんじゃない。で、準備は出来たのか？」

「うん」

「じゃあ、やるぞ」

　手を握にぎる／額をつけ合う／目を閉じる──カプセルが閉じる＝ノイズ遮しや断だん／電磁波遮断──静せい寂じやくに包まれながら声を合わせる二人。「転送を開かい封ふう」

　ぴったりのタイミング──エメラルドの輝き＝展開する羽──キリギリス／スズメバチ。

　羽を震ふるわせ音を奏かなでた──ともに向き合い支え合いながら。




　　　　†




　オフィスビル十五階のカフェ──陽炎＝呆ぼう然ぜん──振ふり返ることも出来ず。

　まったくだしぬけに現れた男──背後からテーブルの横へ／正面へ／滑なめらかに腰こしを下ろす。

　まったくもってひどい顔の男──折れて腫はれた鼻にテーピング／左眉まゆの傷の上に新しい傷ができて眉がなくなりかけている──潰つぶれかけの白はく濁だくした左目／髪かみの生え際ぎわが傷で後退。

　短い髪＝短い期間で色いろ褪あせる──ぶさいくといっていい──だがそれでも無骨でタフでセクシーな上に今までにない雰ふん囲い気き──さんざん悪ふざけをして怪け我がをしたがちっとも反省していない子供のような無む邪じや気きな態度──宿しゆく縁えんとけりをつけて〝克こく服ふく〟を果たした男の眼まな差ざし。

「どこに……」陽炎＝震える声──涙なみだが浮かぶ／しばたたく／顔を見たくて。「ずっと……どこにいたんですか」

「ミスター〈ナイト〉と呼ばれる人物のもとで働いていた。優すぐれたリーダーであり戦士でな。力を尽つくさねばならんと思わせられるような人だ。それでついつい調子に乗って頭を吹っ飛ばされかけた上に、もとからがたがきていた腕うでがおしゃかになったが、それでも彼のもとで多くの悪あく霊りようどもを追い払えた。その後、ポンコツはどこかの山奥で人知れず朽くちていくべきだろうと考えたが、ミスター〈ナイト〉に厳命されてな。山奥でぼんやりしているところを、優れたライフル使いの女の子に狩かり出されたくなければ、自ら出向いて告白の残りをしろと──」

「行方ゆくえ不明なのに」涙が落ちる──心の底から嬉うれしいはずなのに思い切り咎とがめたくなる。「そんなの……私に、見つけられるわけないのに。何を言ってるんですか」

「わからんぞ。お前の優れた眼差しをもってすればたやすいことかもしれん」

「勝手なことばかり言わないで下さい」涙を拭ぬぐう──にらみつけようとする。「あなたが私に話した三人、全員と出くわしました。全て片がつきました。ライフルの汚けがれを拭えたかどうかは分かりません。でも、あなたの期待通りにやろうとしました──」

「陽炎」身を乗り出すミハエル──すっかり変わった面相／かつてなく真しん摯しな面おも持もち。

　その襟えり首くびをすかさずつかんだ──ミハエルが何かを言う前に／すまないとか申し訳ないとか嫌いやな仕事を頼んでしまったとか──そんな互いの沽こ券けんにかかわる言葉が発されてしまう前に。

　力ずくでその顔を引き寄せて──悲しみも喜びも全て込めてキスをしてやった。




　　　　†




　輸送機が滑かつ走そう路を走り始めた──兵士達の歌声がますます高まった。

　どんちゃん騒さわぎに等しい機内──〈太公望〉と飛んだ時を思い出す／悲しい記き憶おくではなく／ひどく喜ばしい思い出とともに──虹にじの彼方かなたへ向かうような気持ちで。

　夕霧＝なぜか自然と涙が出た──そっと拭って浮き浮きと歌った。

　正しく痛みを消せると信じて──みんながみんなの中で生き続けるのだと信じて。

　機体が滑走路から飛び立った──歓かん声せいとともに──透とう明めいな空へはばたいた。




　　　　５




　お互いに乗るべき列車に乗らず追いかけ合っていたことが判明──いつかのように。

　両手を握ってくれた──いつかしてくれたように／焼け焦こげて歪ゆがんだブレスレット／大事に持っていてくれた／それを再び左手にかけてくれた──自分が失いかけたものを。

「思い出しましたの」繰くり返し口にした──初めてブレスレットをかけてくれたときのように泣きながら。「全部……あなたとのことを。忘れていたこと全すべて……」

「うん」冬真──いつかと違ちがって一緒に泣いていた。「ありがとう……。良かった……鳳さん」

「こんな……何年も会えないなんて……。あたくし……」

「手紙を書くよ」穏おだやかな微笑み──それこそ失われずにいてくれると信じられる。

「メールも」

「うん」

「なんなら毎日でも通信しますわ」

「うん」

「きっと休きゆう暇かもありますし」

「うん」

「あたくし……」

　幼い頃ころに戻もどったように泣きじゃくった──行かねばならないという思いが寄り添そい合えた喜びと等しくなるまで。

「また会えるよ、鳳さん」

　優やさしい約束の言葉──何度でも聞きたかった。

　ホームに鳴なり響ひびくベルの音──何度目かでようやく身を離はなした／見送る辛つらさと見送れた喜びを等しく抱いだきながら──少年がスーツケースを押していって列車に乗って振り返った。

「行ってきます」涙を目に溜ためて微笑んで告げた。「鳳さんも、行ってらっしゃい」

　そう言って欲しいときに適切に告げてくれる冬真──同じように微笑んだ。

「行ってらっしゃい、冬真さん」声が震えないように。「あたくしも、行ってきますわ」

　ドアが閉まる──ガラス越ごしに手をかざし合う／振り合う──遠ざかる。

　ホームの端はしで列車が行ってしまうまで見送った──行ってらっしゃい──何度も心の中で声をかけた──行ってきます。

　自分の荷物を持って移動した──元いたホームへ行くために駅構内へ戻ったところで足が止まってしまった──すすり泣いてしまわなくなるまでじっと立っていた。

　皇と別れたときのことが思い出された──忘れていたこと全て／この先忘れずに抱いていられるだろうか／とり落とさずにいられるだろうか。

　出来るかわからず怖こわかった──その怖さを受け止めて振り返らずに行かねばならなかった。

　やがて自然と足を運ぼうという気持ちが起こった──顔を上げた。

　思わず、はっとなった──ちょうど向こうからバッグを背負ってスーツケースを押しながらやって来る少女と目が合っていた。

　ぴたりと立ち止まる少女──目を丸くする／にやりと笑む／いつもの力強い調子──相手がそこにいることに驚おどろき、心から嬉しがっていた。

「よう、あたくし様じゃないか」




　　　　†




　駅の入り口＝喫きつ煙えんブース──マリアと一いつ緒しよにすぱーっと一服。

「まったく、あたしも甘いんだから。あんたとこうしてるのがばれたら、けっこう問題になるんだからね」マリア＝言いつつちっとも気にしてなさそう。

「もう心配ないよ」涼月＝ジッポー・ライターを胸ポケットにしまう──最後の一本をくわえたまま箱を差し出す。

　きょとんとなるマリア──くくっと喉のどの奥で笑う／いかにも楽しげに／ひょいと手を伸のばして箱を受け取った。「へー、やめるんだ。入学式で吸っちゃわないように？」

「なんとなく」肩かたをすくめる──くわえていた煙草たばこを手にとって灰皿に突つっ込んだ。

　マリア──同じように灰皿へ吸い殻がらを捨てた／受け取った箱をポケットにしまった。「さ、行きましょうか」

　改札までスーツケースを押してくれるマリア──行き来が自由な改札。

　だがそこでスーツケースに手を伸ばした。「ここでいいよ。今までありがとな、医師センセー」

「定期健けん診しんのときは出張するわ」ぽんと肩を叩たたく──優しく抱だきしめる。「行ってらっしゃい。あんまり無茶しちゃ駄だ目めよ」

「うん」あったかくてちょっとだけ目を閉じる──身を離す。「行ってきます」

　改札に入る──手を振りながらエスカレーターで降りていった。

　きちっと時間を確かく認にん＝予定通り──カフェで軽食をテイクアウト／ショッピング・エリアをてくてく歩いてホームへ向かった──まだ時間に余よ裕ゆうがあるので回れ右。

　さっさとホームに行けよあたし──自分に言い聞かせるが気が向かず／心が応じず／入るべき入り口の前でうろうろし始める──やれやれ──すっかり気後れした子供の気分。

　さあ進め──自分に命じる／ホームへ向かう／妙みように肩に力が入る──かと思えば自分と同じような荷物を抱かかえた少女が目にとまった。

　相手も顔を上げてはっとなる──お互たがいに目を丸くする──思わず笑えみがこぼれた。

「よう、あたくし様じゃないか」

　びっくりしている鳳をよそに何となく納得──同じ日の辞令／特トツ甲コー児童の配置換がえ／そっか／そりゃ一緒になるわけだ。

「また泣いてんのか？」

「な、泣いてなどいません」鳳＝抗こう弁べん──だが相手に笑みを向けられ素す直なおに吐と露ろ。「つい先ほど……さんざんそうしましたから。おかげで列車を遅おくらせることになってしまいました」

「あたしも、ちょっとそうなりそうだったんだ」つられて正直に言った。「なんか急に怖くなっちまって。変だよな。さんざん怖い目に遭あってんのに」

「意外ですわ」鳳＝本心から驚く／しげしげ見返す。「あなたからそんな言葉を聞くなんて」

「そうか？　けっこう臆おく病びようだぜ、あたし」笑いながらむしろ怖さが消えていくのを感じた。

「そうは思えませんわ」くすくす笑う──悲しみも寂さびしさも空気に溶とけていく。

　微笑ほほえんで互いを見つめる──こいつのことだからすっげえ良い成績で帰ってきそう／この人のことだから何があっても堂々としていられそう──それぞれの所感。

　自然と伝わる思い──会えたことで背中を押される気分／一歩が踏ふみ出せる気がする。

「なあ。また会おうぜ」

「ええ。会いましょう」

　歩き出す／互いに──すれ違いながら拳こぶしをつき出した──打ち合わせた。

「じゃあな」

「ごきげんよう」

　背を向け合って進んだ──もう振り返らずに──それぞれの列車に乗るために。

　ようやく立てたホーム──青い空を見上げた──大きく伸びをしながら拳をつき上げた。

　さあ進め──これから来る列車に乗って行け──強い思いがわくのを感じて微び笑しようした。

「な──んか……、世界とか救えそーな気分」







　あとがき




　同じ事件・異なる物語が交こう錯さくし衝しよう突とつする同時多発ストーリー──これにてようやくの閉幕。

　物語は終わるけど彼女ら・彼らの人生は続いていくし、むしろここから始まることになる。

　いわば全員がスタート地点に立つエンディングを目指して書き進めること、なんと十数年。

　作品内の二〇一六年を現実が追い越こすとは思いもよらず、このような超ちよう長期執しつ筆ぴつが出来たのも、多くの協力と読者のご愛あい顧こあってこそだと感謝の念でいっぱいなのです。

　そんな長い時間をかけて書きたかったテーマは、「現実は一つではない」ということ。

　生きている人間の数だけ異なる現実があり、互たがいが鏡（シュピーゲル）となってさらに別の現実が生まれる。そうした多数の現実を一つに束ねるのが、物語の大事な役割である。

　ニュースや歴史や広告や法律といったものも、実は同じ役割を持っている。全すべて、多数の現実をどうにか一つにしようとする文明的な行いだけど、現実そのものではない。現実を理解する手がかりであったり、「これが現実でなきゃ困る」という、いわばフィクションなのだ。

　その中で物語だけが、ゆいいつ堂々と「これはフィクションです」と告げることが出来る。

　そして、登場人物を通して、こう告げることも出来る。ときに人生を脅おびやかす負のフィクションに絡からみつかれ、本来の自分を眠ねむらされ、誰だれかが見る夢に操あやつられてしまったとしても、自分自身の現実と物語を取り戻もどすことは可能なのだ──と。

　涼スズ月ツキ達は、複雑な社会に取り込まれ、過か酷こくな事件に遭そう遇ぐうする。そのつど多くの助けを得て、自分達が秘ひめた力を見み出いだしていく。その力とは、新たな現実を生み出す可能性だ。万人が持つものであり、争いの源であると同時に、人生を生き抜ぬくための恵めぐみでもあるのだと知る。

　知ることが、自分の人生を歩む契けい機きとなる。誰かのではなく、自分の人生を。

　泥どろの中を這はう涼月は、真っ直すぐ進み続ける意志を失わず握にぎりしめることで、たとえどれほど惨みじめに見えたとしても、すでに勝利しているのだ。

　──というようなことが書きたかったんだなあ、と十年以上経たって思うのです。

　そんな本シリーズでは歴代担当編集をはじめ多くのご協力を賜たまわりました。「テスタメント」で島しま田だフミカネさん、「オイレン」で白はく亜あ右う月げつさん、「スプライト」で、はいむらきよたかさんに、素す敵てきなイラストで人々と世界を見せて頂きました。改めて御お礼れいを申し上げます。

　そして、結末を待ち望んで下さった読者の皆みな様さまへ、心からの感謝を。もう「まだですか」と言われなくなることが寂さびしい一方、同じくらい待ち望んで頂ける物語を書いてゆきたいと思います。どうぞ今後ともよろしくお願いいたします。





二〇一七年夏　　冲うぶ方かた　丁とう　　


















カバー・口絵イラスト／島田フミカネ

カバー・口絵デザイン／朝倉哲也（design CREST）










テスタメントシュピーゲル ３　下








冲うぶ方かた 丁とう





[image: ]





2017年7月1日　発行





(C)2017 Tow Ubukata, Humikane Shimada





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川スニーカー文庫『テスタメントシュピーゲル３　下』

2017年7月1日初版発行





発行者　三坂泰二

発　行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電話　0570-002-301（ナビダイヤル）

受付時間　（土日祝日を除く10時～17時）

http://www.kadokawa.co.jp/















item/image/cover.jpg
INNERSS TN E N T 5 P I1&E/G/E L

HE T

TOW UBUKATA

{5
BHA7IAX

HUMIKANE SHIMAD,






item/image/img-p006-p007.jpg
139 1

F—ANTE : L SUFEYRER R

KR ‘ P, RIS AE
__|_| p—

Ef5E

FERE—) !

(7&"577 Y)

L © | Y | ' gy
(*Nl« I 7) SN (?fﬁgﬁﬁl/) HM(WC§;[§ /?"/

(N=52) {
%)Hﬁ | %}Hi | |

#*—2M)FERFE

EED A DE=FH], ZEOHREEIFHE L TH),

BB ERAE. BERk(ERFE) DEPITE R <.

RE(AEE). &5 (BREES). DEEBEXE
R OREEFIY. ZhZnBHEEEEEL. £k

BEORA &ml

*ERERIRET 5 [SEOELEE] BFEE ERF R
ShTUVB BN <
PR ERE IR

SR FE (r—hav> k- Jagd Kommando)

FRONL —18 b L — R0 — 7 DISERERRL, E@"‘ MPB

HuRMET CIERERTI 3T — M. IR ZBEAR HRLS
ERRERY, XBIBFEOHUMEREIC 2

MSS
I AR RATEAERS, AT ST L1
BBk, PR L IBRINEREN 2581 . 1T OETBIC
H7-%,

MIEHEE O

EIRBEB D 5 ABAROEIEE L TR L 2358
BHERSK(ITI1=y b) £ EHC. DR
PEEOER, SEAML CEABE LAY,

o

EE2016E
EESBHIYARYR.
HOCT 1 —> &N
Enr-#EcHs, BOFs
BEIC & 3 AMAR EXE
LT T ODIERL &V SRS
HICHEE LB 11
RUEDETRICHEDHE
Flz5z. BIECEZEDSH
2RE|ICIE, EETHERD
HESZBBERERR 1=
Z L TES s LREIC
U TREnS ARSI |
BIREER) 252 TARD
R HEEREDTH B,
HRRED S BHIES
ERFREREL > THE
ROMFHIRITTOE S N7y
LD U2 DBEERIEFED 7=
DRk, BEL EDR

| ESREL TS,

BELLTIS. EICIY
I R ARSI A
RAENNMPB (2%
RUYZBEARK) FIRDR
F] AR -
IR MS S (R UAR
NEREHEES) FRED
Wy )71 —Fz T
TSN ZITHB, 12
PEHAB TOERE S RE
DILENSZAEEEESZ
BHDTHBI EIEWN
#<. BEICHH THRR
BEPHELERTE. =
ADERDLHFTHRBAIC
&) EBOREICERENK
ENRIB LV BEER
Wizo

EI I AR RARAE
BOEBRTSH 2,






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/img-p004-p005.jpg
WA (75N -IYVF—F1-TIXb

M S SEEUIK(#DIXIE) R 2 50 3BT, KOBHFL L
WZ (VISX) - TYRFIV 22t 45—

(RrDIFAE) DIEBETF, FEORRIL
Mgt (EEF) AV TR FFFIT7—

(FrDIFFE) DIRETF, HOHBRIL
WRE (hI9) TNV XTI

NOTHIOTTEBEED Do WBRETTOIN— T - HE- X7
WKER (3FUF)-PRNT Iy TF—

MS SDY & —H—/N— (G NDRHERE) > 7 £ 3R] & h 3R E
WANVG - TR (P 5R1)-70=2 TV

MSSEB. TRV b XyH—a 3y MNHIE SRR
W=7 -BECF) - vaz—-EyTy

MS SEIE, "HEHELTVS
WAIVRD - #18 (IH ) - TLRyFU-A~

MS St FEATIINEELE, BERIZDR
Wov7-8m(eF5)-7FHANL

MS Sith FEINEELE, EiRidAR
WE(RXFF)-7oox7F7—=I

M S SEB KRBT, FHBERFORITHTBBE LD
W% (RaV) ALY -hO—AI

MM S SEBNEROUIBEF, FIHEREDETHTRBAE 5D
| e SV N P VA= L)

MS SHIERERR, ERRRMREBDITHIEER. BERED M) v VBRICFE
W7 774K -BE(N\IT7)T7—LUNAk

EHRRFE
W5y IR (NLT) - F1—EI

RHEARBE
W77+ 2 FE (F38A) - T4—EN

BV S SIEHRERRR, 77 v OB TEEDF 1 X1
Wiz F—T3T570

KERRBRERRERN, ARV — T - HE - XTI BN
WrF-H7Z

EEPIRRRIIRER, A
W71y ov— T4 KF799

EEBFMRBOREARERR, KA
WA= IFIRTA2 22T TNy H—

7ERD YT -T2 —BHEOEL & L TIRERDETALE
Wov—)-2-B(hvFF)- 7040

TTM S SIEHEFTRRR. X/ fTAPREREL TEE, ¥ — F71ICRTT 3
BWF A Z=H-H—F71

TC | ADTOY X b FRIIZDAALFROVEFERCEFERETD
| =% U]

BVTRE
WIRE7 - 7—R5—

BV TABRESRFE. tHELE
WAV RAIANIVNKE

#—Z U 7R B, R LR %8
WTANTH TS5\

FERHPNBOAERE
| DI=2/7 38 277/4

TULFyTHOI-T b

WRA(RXVF)- Fr—MIvE-2ay

M P BEE/ [\ (0 /B R £ 750 2 RIEF, REDHFRIL
WG (A5O7) - $E=F- IV IU Hi—

GO DIREF, BAOSRDL
WYFE (17FY) - 9=GoFELY

& OBERF, AROFRDL
WRE (77%) - R—4—-2251 br—

MP BDY X4 —%—/\— () DEEE, | Q30 0DEREE
WININ B (YD) - AUIR

MP B @B FBR. » DO TETRBFBRBR GOV v v )BREBD T
WA —F21Zb-KE(FYa—)-a=

MP BABKR. #HMARICEDEREHA L/, ARIEE > TORBIR
W75 FIR (b2) T7/NIVB

MP BEIR. MS SEEDAILA & FFERKE bICERRES 25 A 72
W7V 7-R%F(XX)-0—EvN=J

MP BH#RIZEDEREEERD
WIFW - FLR(FF7) - "M H—

MP BR#RE~ 2 1388
BWEE (25Y1) VRIVT =2

ASFRHE, EEREL. BoBBERURZI ELTVD
WEE (IY/N)-a7eL-O-EYT71Y

B5% & FRFHAICIRE U 745
WEE (Vo47))wNTqv20T

BREROERHE, 3ARBDORS, B2 AEHELTVD
WES (V—-2a11)

REM SR @R (FF )N -4 —, BEEELTEIEHICTS
Wa—-%0—- &l (7%)-y014 Vv

POTCDGFRDT vy TYDA L IN—
W77 IR LaNy122

POTDGFHEDT vy TYDA 18—
BIR7)VbAGIOY Xy H—2a3vb

SRR, I AR RDDREAMFE
W75— AR

ZHEEHOHL
W27 T70 T FINGIVb

WIEABN—AEF
WAR-7-H7VIN

FBOTHRR. FZICMPBFIBE &Y, RREZAZABICHL
l7"1/—7‘—)1« KZd2F1/7

ERBEEARRE, —A_AB CRA BRI EEETS
'7 YR F1=TFy A=

1 ¥ ) 237 OERERPIBORER
WAHRF-Hoizy0

EETIRESHIEFIRO 1 2 ) 7 NEER
EEI—VNRTF1—1

77 > AEHREFIROEER
Wv—Y#- 0y — iR

JrFh - ET POSETIREEER
BNV RGIVARN G5

A -2 MUTEA, REER(O—-FT27)E%R
WA vh—FRE(FIAX) - 71=05—

(A-Fy7)HE, PO TRAIGRBS N GBS

§in

F >





item/image/gaiji-005.png





item/image/gaiji-004.png





item/image/gaiji-003.png





item/image/gaiji-002.png





item/image/gaiji-001.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		contents



		Ⅲ　祝福されし者　Benedictus



		Ⅳ　神羊誦　Agnus Dei



		Ⅴ　絶えざる光　Lux aeterna



		エピローグ　聖体拝領唱　Communio



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/img-t001.jpg
BmShlA






item/image/logo-sneaker.png





item/image/img-t003.jpg
5
Q






item/image/img-t002.jpg





item/image/img-t004.jpg
Ino—45

Bk E R






item/image/kuchie-001.jpg
717 2k

E=2

T E SIA | | -

B=F
:}‘ﬁﬁé&%

re6 P Fe S ISR

s

SYP M E G E I

PN T AT

R PHAS ]

=~

[sensol =S





item/image/toc-001.jpg
6%5% WAXDH

I

RS hLE

Benedictus

N

o1l

RS

Agnus Dei

V

155

M2 E5N%

Lux aeterna

IEO—

397

m%ﬁﬁw

Communio

457

HENE

[E&BXR]

500

I

%4;2:*)?7) Hostias

I

% &Z) f‘)\ & Sanctus,Sanctus,Sanctus

FH THEATAD  BH 7303/ 791 P TH (design CREST)





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
Eln Bellender §
SchwarzerJagf 11






item/image/img-p010.jpg
EULENSPIEGEL A1V YaE=F V]
— RERADENE. Tlﬂ]tﬁ%ﬁ@fi%ﬁﬂ‘]&wk‘ffa%‘o
—EAKT/ RV Do






item/image/img-p008-p009.jpg
IVFRIA£35

(BHXDLFFE S E L sk

30 (EFaa S <\ 4

[

<

27

VA

U

>
P\

ATHE

I A
VAL
K W
B =
W/

32

33

B-X:a4xrb¥a%y bk (nnere Stadt)

U« —YVBHHEFENZEEDSOH, D1 —2AZ PR
&, BANSEEW M DERNIREY. EHE1Em.
BV T (WEHHGT OXNHRR) A8H52.

BIR: UFARIL b1y y b (Leopoldstadt)
RFONNETIICIRENRMICE, D —IL8R, FRRE
5BHRBIELLHND TS —y—RENG D, BEMEED
&Y. BYOKBREED AR

B=X:

2 h5—1% (LandstraBe)
o4 FRIALIF - EILBYRTIVIEED B D
HREFABETIRD O TS,

PO U« —F> (Wieden)
X7 4 AED SREL. Bli5. BEEDRET DIEECHXK.

BAERX : YILHL—FTY (Margareten)

BAK : YU7EIT (Mariahilf)

X /A/F (Neubau)

B\X:3—€T7vas vy (Josefstadt)

BAR: PILF—IJIL> ~ (Alsergrund)

$ETK: 77 75—UFY (Favoriten)

$E+—K 1 I XUVJ (Simmering)
BLREGPIDRE - ER - B - BROESR [1 3 25%
MR, B (FRTE) BLUAYRXA—5—DBD. BRO
RMEFENTVZHRES T DIRICH Do

HTIK ¥4 bUYY (Meidling)

HT=K : E—Y 1Y (Hietzing)

HEK : XY« VT (Penzing)

SEFAR  VRVIZRNAL - T2V TINAR
(Rudolfsheim-Funfhaus)

AR vy o UV (Ottakring)

$HER : AVFILR (Hernals)

HH/\R :Jx—U>Y (Wahring)

FHNK - F—TUVY (Dobling)

X—=R R IR—T EHFEDDEACVESEES) LT
SEANDAOE S DEKENH D, Kt TEIFILFERDBR
LD TVB.

® JO—RZ=/1TI

=AW THR—T
19

18

8e1 2
OEMER Ay

NOTHROBER @ 23

24

® MPBZAEB

21
® JAIF  BT—Hf

0/ \UFLZNAR
@3IL=_TFL-BTJ—
20/ o mamH

=R

|E%ﬁ%.73—@—’/}|§ 22

&2

B X —8— (B4R (FHT5))

3
4 A
% [} >j\@ﬁv? \
*15&;1&
® MSSAER

35
34

@ MHEER

@ 1ARTYER

25

XALREHX

26

#HE : JUFy >+ (Brigittenau)
=71 SO—BEONS PN R 5D

—+—X : 70U X KL 7- (Floridsdorf)
% "BEEEIHE . ZORTHE LREFRES TV
FeDB T4 TF 50— TV HUREH) THIET Do

BITER :JIr—F—T7 Uk (Wiener Walt)
D« =V DBREFENDTRMITE. (FVIUREE OB,
ATHEHET UL,

BZT\K : S/4vTlk b (Reinprecht)
L—Y)VERH S D0

$£-+-"K: FFvYa% v b (Donaustadt)

EEERM (UNO-CITY) high. (LESHN) TOMBAER
BO EIEEER OARRMMORBEM I, YAy R
SOR. BHEER. RERERHSD.

HEZTNR : JUVY 1V (Grinzing)
90-2R5—/ 1TV (REHES IIEERPER) H5D.

BEFR :I#)LTRIS5—~Y (Wolfsgraben)

FZTER : U—ZX 1V (Liesing)
NOOHROBER (FOIRT 4 RARSHER) K52

$F=+—K : SAEU—Z«>J (Reich Liesing)

$F=TTR : X— UV (Médling)

$-+HMK : T—-Jx— (Osterreichische Werkstatten)
FRURBEAR) FEEIHSH .

$F=+ER U« —F—FF RILT (Wiener Naudorf)

$=+ARK : SAkxYavAR (Leichenschmaus)
EFHREREDORRRDB D, RERPHRD 5% < DARIDE
o WAICTONEEL. SHOEBEELLUTE . RIHICSH
B TAEBHIFRAS LEHEE DTS,

$F=+MK : €TV (Himburg)
BEE/\A FUMBRDREY 2. ABOMRIEEIX.

B=TEK : I—J LY b~ (Sigmund)

BTHAR : Sy IIWXVFT« (Ruffle’s City)
BRTI\— DAY IPTF v A F 5D IEEN S DB,

(LA A MS S (TUARY RARE#
TRR) ABNHRICIS (BB DHUFELID 1~

XILREMXH BB,

2 a~/\ MER o






